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日本建築の近代化においては、建築家を主流に、近代日本における主要都市と一部の地方
で積極的に西洋化が進められ、それと同時に、建築家たちによって江戸時代以前の建築に対
する関心や伝統意識の形成などが、西洋建築への従属的な理解の中で培われていった。そし
て、和風建築と称される建築が建てられていき、その中で内務省神社局・神祇院によって神
社建築が創建・造営されていった。一方で、近代化の過程を可能にしたのは、時代の変化に
対応しながら活動を続けた江戸時代以来の木造技術を継承する工匠たちであった。 
ところが、和風建築における伝統は、工匠たちが自律的に表現したものではなく、建築家
たち独自の認識によるものであり、内務省神社局・神祇院によって創建・造営された神社建
築においては、全国的に見た代表的かつ歴史的な神社建築を対象に伝統の解釈がなされた。
一方、地方においては、工匠を主体とした従来の生産活動も行われており、明治以降におい
ても社寺建築の固有の形式、土着的・地域的な特色を有するものが造営されている。しかし、
明治以降に造営された社寺建築については、積極的に評価されてきたとは言い難い。 
社寺建築における近世と近代の連続性は、地域に即した視点をもとに造営した工匠の活動
を通して理解する必要がある。そこで、本論文では、江戸時代以来、独自に文化を形成して
きた佐渡島(新潟県佐渡市)における、社寺建築および社寺建築専業の工匠に着目し、江戸から
明治という変革の時代をむかえ、それらがどのように変容したのか明らかにした。 
本論文は、序章と結章を含めた 6 章により構成されており、研究の視点と目的、佐渡の社
寺建築の現状、研究の構成については、序章においてまとめた。 
 
第 1 章は、地方における近世社寺建築と造営した工匠との相互関係を明らかにすることが
目的であり、離島という環境にある佐渡島における社寺建築文化が辿った経緯を論じた。そ
して、佐渡が江戸時代における佐渡金山の繁栄や北前船の発達などにより、島外から影響を
受けつつ独自に社寺建築文化を養ってきており、17 世紀前期に社寺建築の先進地域である畿
内を中心とした西日本各地から工匠が来島し、以後、江戸時代を通して相川長坂町に居住す
る工匠を中心に展開したこと、一方で、南部の羽茂地域において在郷とされる工匠たちが活
動し、高野姓と藤井姓の工匠が江戸時代を通して独自に活動を展開していたことを明らかに
した。 
 
第 2 章は、明治以降、社寺建築の造営や修繕に関わった工匠の活動の実態を明らかにする
ことを目的としており、幕末以降、代々に近陽を襲名し、明治、大正、昭和初期にかけて社
寺建築専業として活動した沢根籠町の明石庄右衛門家の活動と社寺建築について論じた。そ
して、明石家が、江戸時代以来の職能や技術・技能に依拠した活動を続けており、近世的で
土着的・地域的な特色を備えた社寺建築を造営していたが、昭和初期には、3 代目近陽(明治
33・1900 年-平成 3・1991 年)が彫刻師へと転業したことを明らかにした。 
 
第 3 章は、第 2 章と同じ目的であり、幕末以降、代々に杢太郎を襲名し、明治、大正、昭
和中期にかけて社寺建築専業として活動した沢根五十里の間島杢三屋家の活動について論じ
た。そして、間島家が、江戸時代以来の職能や技術・技能を維持するように活動を続けてお
り、大正以降における 3 代目間島杢太郎(明治 11・1878 年-昭和 29・1954 年)の活動において
躍進が見られ、真野宮御造営(真野新町 大正 9・1920 年 7 月上棟)をはじめ内務省神社局・神
祇院が関係する神社造営事業に関わる活動を展開していたことを明らかにした。 
 
第 4 章は、一地方で行われた内務省神社局が関係する神社造営事業の実態とそれに伴う社
寺建築の造形・意匠の変質、社寺建築専業の工匠の変容について明らかにすることが目的で
あり、内務省神社局技手による設計のもと、3 代目間島杢太郎が棟梁につき、大正 6 年から 9
年にかけて行われた真野宮御造営について論じた。そして、3 代目間島杢太郎が、御造営を
通して内務省神社局・神祇院が関係する神社造営事業に対応できる技量を培っており、江戸
時代以来の社寺建築の造形・意匠を継承する一方で、御造営を通して新たな造形・意匠を習
得し、さらには神社本殿建築の作風が変化したことを明らかにした。 
 
結章では、序章において設定した目的に対し、第 2 章から第 4 章までに得た成果をそれぞ
れまとめ、補足的な指摘を加えながら本論文の全体を総括した。そして、江戸時代から明治
という変革の時代をむかえ、社寺建築がどのように変容したのか、社寺建築専業の工匠がど
のように活動を持続し、変容したのか考察した。 
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序章 
 
1．研究の視点と目的 
本論文は、江戸から明治という変革の時代をむかえ、江戸時代以来、独自に文化を形成してき
た佐渡島(新潟県佐渡市)における、社寺建築および社寺建築専業の工匠の変容について考察した
ものである。すなわち、佐渡において江戸時代および明治以降に造営された社寺建築の相互関係
について検討し、明治、大正、昭和へと時代が変わる中で、社寺建築の造形・意匠がどのように
継承され、変容したのか、社寺建築専業の工匠が、どのように事業を展開、継続し、社寺建築の
造形・意匠を継承していたのかを明らかにすることを目的としている。 
江戸から明治、大正、昭和にかけての社寺建築の様式の変容を考察するには、江戸時代および
明治以降に造営された社寺建築の造形・意匠について、それぞれ理解する必要がある。また、社
寺建築の造形・意匠は、造営した工匠の技術によって表現されるものであるから、社寺建築の傾
向や特徴だけを捉えるのでは不十分で、造営した工匠たちの活動を通して捉える必要がある。そ
して、江戸時代および明治以降に造営された社寺建築の相互関係については、地域に即した視点
から解明されるべきであると考える。 
社寺建築は、日本建築史における研究の中心的テーマのひとつであるが、明治以降はほとんど
視野に入っていなかった。また、日本近代建築史においては研究の主眼から外れ、西洋建築、擬
洋風建築など西欧の建築文明から影響を受けた日本建築について、日本建築の西欧化に関わる諸
問題が主眼に据えられてきた。そもそも日本建築史と日本近代建築史は、問題の成立と構造、枠
組み、性格などが異なる。前者は古代から近世にかけての日本建築における諸分野について体系
的に研究が進められ、後者は幕末以降の日本建築における西欧の建築文明が移植・導入される近
代化の過程について体系的に研究が進められてきた 1)。そのため、日本建築における近世と近代
の連続性については不明な点が多い。日本近代建築史においては、江戸時代以来の日本建築にお
ける造形・意匠を洋風に対置する和風という表現で形容し、近代における和風意匠を備えた日本
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建築のことを和風建築と称している。そして、昭和 50 年代中期から和風建築について関心が高ま
り、幕末から昭和戦前において建設された近代和風建築に眼が向けられた 2)。しかし、社寺建築
については十分な意識が向けられておらず、近年になって、ようやく明治以降に造営された社寺
建築に関する研究が洋風建築に対置する概念として捉えた近代和風建築という定義の中で進めら
れ、その中で、内務省神社局・神祇院のもと創建・造営された神社建築へ関心が向けられた 3)。 
近代日本における建築の近代化は、西洋の建築文明を移植・導入していくことを目的に、国家
的背景の下で押し進められ、近代日本における主要都市と一部の地方において積極的に行われた。
そして、建築家を主流として進められ、その中で日本の建築界の基本的な骨格が形成されていっ
た。一方で、その近代化の過程は、江戸時代以来の木造技術を継承する工匠たちによって支えら
れてきており、日本建築における近世と近代の関連性が挙げられる。日本の近代化が江戸時代以
来の木造技術を継承する工匠たちの存在によって可能となったことは、初田亨博士の『職人たち
の西洋建築』[講談社 1996]によって指摘されている。 
江戸時代以来の木造技術を継承する工匠たちは、幕末において西欧の建築文明に接した際、最
初に日本建築の西欧化と向き合った存在であり、独自に擬洋風建築を創造する工匠や外国人建築
家のもとで技術者として働く工匠などがいた。また、明治中期に日本人建築家が誕生したのち、
それら建築家のもとに技術者として取り込まれ、階層的なギャップを生じながらも西欧の建築文
明と向き合い、日本建築の西欧化を推し進めた日本人建築家たちを支えた。そして、中堅技術者
や請負業者などの道を見出し、近代を開拓していき、中には山師としての性格をもち建設業を興
したものもいた 4)。しかし、それら工匠たちの経歴や活動については、国家、行政、財閥などと
関わる一部であり、地方の工匠の経歴や活動については明らかにされていない。 
村松貞次郎博士は、『日本近代建築の歴史』[日本放送出版協会 1977]において、日本建築が西
欧の建築文明を受容していく過程で、「お上の系譜」、「民の系譜」というふたつの受容の立場と姿
勢があったと論じており、建築家たちが展開した近代化の流れを「お上の系譜」、工匠たちが展開
した近代化の流れを「民の系譜」としている。そして、日本の建築界を支配してきた建築家たち
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によって、和風建築が切り落とされ、無視されてきたことにより、その評価が欠落して現代に至
ってしまったことを指摘している。「お上の系譜」は、日本建築の西洋化に伴い、国家的背景に基
づいて、近代になって生じた新たな展開である。一方で、「民の系譜」は、近世以来から在来的に
連綿と続いてきた展開である。この大きい 2 つの展開は、相互に関係を持ちながら現在に至って
いるはずであるが、工匠と建築家との関係性については明らかにされていない。そして、日本建
築の近世と近代との連続性を理解するには、ここでの「民の系譜」が辿った経緯を理解し、その
中で造営された和風建築を把握する必要があるが、工匠と和風建築との相互関係については明ら
かにされていない。 
村松博士は、「お上の系譜」に準ずる建築家たちによって和風が評価されずにきたことを指摘し
ているが、その一方で、明治 30 年頃から、建築家たちの間で日本建築における伝統について問題
意識が芽生えていた。明治中期の日本の建築界においては、日本人建築家たちの間で西欧の建築
様式に匹敵するような日本建築における新しい様式をつくろうとする動きが出てきた 5)。日本建
築の伝統に対する関心は徐々に高まっていき、明治 43 年(1910)には、建築学会主催の「我国将来
の建築様式を如何にすべきや」と題した討論会が開かれた。そして、西洋建築の技術の習得と熟
達だけを目的とする段階からはなれ、これからつくる建築について日本的なものとは何か、日本
的なものをどのように取り込むか、将来の日本趣味の建築はどうあるべきかなど議論がなされて
いった 6)。 
明治から昭和初期にかけての日本建築界においては、江戸時代以来の日本建築を伝統的建築と
謳い、建築家たち独自の伝統の理解と認識をもとに、日本趣味の建築や日本的なものについて議
論がなされ、和風建築が建てられていった。ここでの和風建築は、江戸時代以来の日本建築を核
とし、建築家たち独自の伝統の解釈によって創造されたものであり、江戸時代以来の日本建築と
は本質的に異なるものであった。藤岡洋保博士は、明治から昭和初期にかけての近代日本の建築
界における日本的なものの系譜について論じており、建築家たちが日本建築の伝統をどのような
認識していたのか明らかにしている 7)。 
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そのような経緯の中で建てられていった近代における和風建築は、社会的な広がりにも由来し
て多様な広がりを持ち、その定義と範囲が捉えにくい。『近代和風建築』[村松貞次郎,近江榮 鹿
嶋出版会 1988]では、西洋建築が流入してくる前の日本建築を伝統的建築と称し、研究対象を、
幕末から明治、大正、昭和戦前までに建設された和風建築であると同時に、建物の機能や用途・
技術・意匠・建築観などにおいて従来の日本建築とは何らかの形で異なる新しい側面をもった建
築に限定し、和風建築について考察している。そして、日本建築に対する認識が洋風と和風に相
対化され、伝統的建築をふまえた建築をつくろうとした時、その対応の仕方は大きく分けてふた
つの方法があったと考察しており、「伝統の継承」、「和風の構築」とそれぞれを称している。 
そのうち、「伝統の継承」は、伝統的建築を継承していくことに価値を見出していく姿勢として
いる。そして、「伝統の継承」の流れは、伝統的建築に対する素朴な愛着より建築されたものから、
失われていく伝統に対する危機感を募らせ、あえて伝統にこだわって建築されたものまで含み、
大きくふたつに分けられると指摘しており、「伝統の維持」、「伝統の発展」とそれぞれを称してい
る。内務省神社局・神祇院のもと創建・造営された神社建築は、建築家たち独自の伝統の解釈を
もとに創造されたものであり、ここでの「伝統の発展」に類する。「伝統の発展」は、伝統的建築
を継承することに価値を認めつつも、時代の進歩の中で、伝統的建築に手を加え、その発展を試
みた建築を指すとしている。そして、それらの建築については、洋間を付設することによってプ
ランニングや意匠構成に影響を与えたものも含め、新しい比例や形態、さらにはメートル法など
を取り入れた建築、および洋風小屋組や基礎部分の煉瓦、木造の補強として用いられた鉄筋など
洋風建築技術をはじめとする新しい手法を積極的に取り入れた例が入るとし、邸宅や宮内庁・社
寺関係の建築に多く見られるとしている。また、「伝統の発展」に分類される建築は、建築家や建
築教育を受けた技術者によって設計された例が多いという特徴を挙げている。 
近代の神社における諸問題は、神社行政として国家規模で取り組まれた。慶応 4 年(=明治元・
1868 年)1 月 17 日、維新政府によって第一次官制が発布され、太政官の中に神祇科がおかれた。
神祇科は、2 月 3 日の官制改革では神祇事務局、明治 2 年(1869)4 月 21 日には神祇官となり、7
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月 8日の官制改革では、神祇官は太政官の上におかれることになった。明治 4(1871)年 8 月 8日に
は、神祇官に代わり神祇省がおかれ、明治 5年(1872)3 月 14 日に教部省に改称、明治 10 年(1877)1
月に教部省が廃止され、内務省社寺局がおかれた。そして、明治 33 年(1900)4 月 26 日、内務省社
寺局が神社局と宗教局とに分かれ、神社局が神社行政を司り、昭和 15 年(1940)11 月 9 日には、神
社局に代わり神祇院がおかれ、昭和 21 年(1946)2 月 2 日に廃止された。 
明治以降の神社制度は、明治初年の神道国教化政策に端を発し、天皇崇拝の体系として整備強
化されていった。慶応 4 年 3 月 13 日の祭政一致の布告、3 月 28 日の神仏判然令、明治 4 年 5 月
14 日の太政官布告第 235 号「官社以下定額及神官職員規則ヲ定メ神官従来ノ叙爵ヲ止メ地方貫属
支配ト為シ士民ノ内ヘ適宜編籍セシム」によって、神道と仏教を分離し、神道を国家の宗祀とし
て位置付けることを謳い、神社の社格制定が実施された。そして、官国弊社、府県社以下に神社
の格付けがなされ、新たな神社のヒエラルキーが形成されていった。また、神社創建の許可につ
いても国家が掌握し、天皇に対する崇敬の意識を国民に啓発させるとともに国民に自主的な神社
創建運動を誘導した。神社施設は、国家規模で再編されていき、「制限図」が制定され、社格制度
に基づいた神社施設の建築的統制が行われていった。その造営・修繕などは、神社行政として国
家が掌握し、内務省神社局・神祇院によって相当数の造営・修繕事業が行われた 8)。 
近代の神社建築について取り上げた先駆的な研究は、『日本近代建築における和風意匠の歴史的
研究』[藤原恵洋 私家版 東京大学学位論文 1987]が挙げられる。同論文では明治時代に創建・造
営された代表的な官国幣社について、造営の経緯、造営組織、意匠のそれぞれが明らかにされ、
神社建築の総括的な設計規格ともいえる「制限図」の詳細や、内務省神社局の造営組織について
明らかにされている。 
次に、明治以降に内務省神社局・神祇院のもと創建・造営された神社建築に主眼を据え、従来
の神社建築と明治以降に内務省神社局・神祇院のもと創建・造営された神社建築との関連性につ
いて考察した研究として、「伝統的様式からみた近代の神社-その空間と造形からの視点-」(櫻井
敏雄 『近代の神社景観』[(財)神道文化会 1998]所収)が挙げられる。同論文では、従来の神社建
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築と明治以降に内務省神社局・神祇院のもと創建・造営された神社建築との造形の連続性を考察
しており、内務省神社局・神祇院のもと創建・造営された神社建築の造形においては、従来の神
社建築における社殿の複合化、屋根の複雑化という特徴が継承されたと論じている。 
また、内務省神社局・神祇院のもと創建・造営された神社建築の造形に対する内務省神社局・
神祇院の技師の認識について追及した研究として、「内務省神社局・神祇院時代の神社建築」(藤
岡洋保 前掲『近代の神社景観』)が挙げられる。同論文では明治以降の神社行政の体制を踏まえ、
内務省神社局・神祇院の技師角南隆に焦点をあて、角南隆の伝統の理解や神社建築観を考察して
おり、角南隆を合理主義とロマン主義を併せ持つ日本の近代建築家の一人として位置付けている。 
これら神社建築の近代をテーマにした論文によって、明治以降に内務省神社局・神祇院のもと
創建・造営された神社建築とその造営、内務省神社局・神祇院に関する蓄積がなされ、従来の神
社建築と明治以降に内務省神社局・神祇院のもと創建・造営された神社建築との相互関係につい
て考察がなされている。しかし、これら近代の神社建築について取り上げた先行研究は、社会体
制の変化における、国家的背景に基づく神社行政である内務省神社局・神祇院という上位レヴェ
ルから見た、一元的な視点によるものである。 
和風建築の近代化は建築家を主流に進められ、日本建築に対する関心や伝統意識の形成などが
洋風建築への従属的な理解の中で近代化の一翼として培われた。そして、和風建築が建築家たち
による伝統の解釈によって創造され、その中で近代の神社建築が国家的背景に基づく神社行政で
ある内務省神社局・神祇院によって創建・造営されていった。そのような経緯の中で語られてき
た伝統とは、建築家たち独自の伝統の理解と認識に基づく、近代化が進む中で形成されていった
ものであり、内務省神社局・神祇院によって創建・造営された神社においては、建築家たちが伝
統を解釈する上で対象とした範囲は幅広く、全国的に見た代表的かつ歴史的な神社建築であった。 
ところが、和風建築の近代化は、江戸時代以来の木造技術を継承した工匠たちの技術抜きでは
遂げることができなかった。伝統とは、あくまで建築家たち独自の解釈と理解を通して認識され、
説明されてきたものであり、工匠たちが自律的に表現したものではなかった。建築は社会的な産
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物であるため、近代の技術を排除した建築というものはありえない。 
しかし、建築家を主体とした創造行為に基づいた生産活動が主流とされてきた中で、工匠を主
体とした従来の生産活動も行われており、明治以降に造営された社寺建築の中には、従来の社寺
建築の造形・意匠をそのまま維持するように造営されたものも存在している。本来、社寺建築は
固有の形式をもち、土着的・地域的な特色を有するものもあるが、その特色を示す神社建築が明
治以降においても造営されているのである。 
また、日本建築の近代化が積極的に行われた近代日本における主要都市と一部の地方について
は、その近代化の過程が明らかにされているが、多くの地方は日本建築の近代化がどのようにな
されたのか明らかにされておらず、その中には工匠を主体とした生産活動を主流とする地域もあ
る。そして、日本建築の近代化は、近世から近代への時代の変化に工匠たちが対応していくこと
によってはじめて成立するわけであり、その過程においては、制約ある活動の中で、何かしらの
働き掛けが工匠たちに求められたはずである。特に社寺建築は、信仰の対象となる特殊性を備え
た施設であるため、建築的な需要が無条件に存在していたわけではなく、その市場は有限かつ制
約があった。さらに、建築する上での技術・技能面において専門性を有する。そのため、社寺建
築専業とする活動は、生存競争の激しい分野であったといえる。地方においては、近世から近代
にかけて、時代の変化に応じながら活動を続けていた工匠たちが存在しているのである。 
社寺建築における伝統と変容を提示するには、内務省神社局・神祇院のもと創建・造営された
神社建築という一元的な視点のみで、従来の社寺建築との連続性を考察するだけでは不十分であ
り、建築家という視点から追及するだけではなく、その思想を表現する上での技術面を担ってき
た工匠の視点からも追求するべきである。そして、地域に即した視点をもとに造営した工匠たち
の活動を通して捉える必要があり、江戸時代とのつながりの中で、社寺建築の傾向や特徴とそれ
らを造営した工匠の経歴や活動を把握する必要がある。つまり、地域に即した視点をもとに、従
来の社寺建築の造形・意匠と明治以降に造営された社寺建築の造形・意匠とを対照し、それら社
寺建築を造営した工匠の経歴と活動を通して考察することで、はじめて社寺建築の「伝統」を提
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示すことができ、「伝統」が継承された経緯を知ることができる。その中で、内務省神社局・神祇
院のもと創建・造営された神社建築の造形・意匠を対比することによって、近代における神社建
築の変容を示すことができ、「近代化」の経緯と「近代的」な側面を知ることができるのである。 
各地域における社寺建築の傾向や特徴については、全国的に実施された近世社寺建築緊急調査
や市町村が独自に実施した調査により基礎的な情報がかなり蓄積されているが、地方で活動する
工匠に関する蓄積は浅く、社寺建築と造営した工匠との相互関係を示した報告は少ない 9)。また、
明治以降に活動する工匠たちは、江戸時代以来の木造技術を継承し、社寺建築を造営しているが、
その実態はこれまで追求されてきておらず、内務省神社局・神祇院のもと創建・造営された神社
建築については蓄積があるものの、明治以降に工匠たちによって造営された神社建築については
明らかにされていない。江戸時代以来の社寺建築の「伝統」を継承した社寺建築は明治以降にも
造営され、工匠たちにもその「伝統」が継承されているはずであるが、江戸時代に造営された社
寺建築と明治以降に造営された社寺建築との相互関係を考察した研究はあまりなく、社寺建築の
「伝統」が継承された経緯とその変容について不明な点が多い。そして、社寺建築の「近代化」
の過程における工匠たちの直接的な関係は不明である。 
離島という環境にある佐渡島においては、近世の佐渡金山の繁栄や北前船の発達などにより、
島外から影響を受けつつも独自に社寺建築文化を養ってきた。そして、佐渡金山の繁栄に伴い、
多くの社寺建築が造営され、今なお社寺建築が高密度に現存している。それら現存する社寺建築
は、工匠たちによって造営、修理され、維持されてきた。特に、幕末以降、明治、大正、昭和に
かけては、後述する沢根に居住する明石家や間島家などが、社寺建築に関わる活動を展開してお
り、両家ほど目覚ましい活動を見せる大工家は、近代佐渡においてほかに確認できない。 
以上のような問題意識に基づき、本論文では、佐渡島を研究の対象地域とし、江戸時代および
明治以降に造営された社寺建築の連続性を、近代佐渡において社寺建築専業として活動していた
明石家・間島家の経歴・活動を通して捉え、社寺建築における「伝統」と「近代的」な両面を明
らかにし、その上で、社寺建築および社寺建築専業の工匠の変容について考察する。 
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2.佐渡島の社寺建築の現状 
佐渡島は、大佐渡、小佐渡の 2 つの山地と、その山地に挟まれた国仲平野からなる。慶長 6 年
(1601)に佐渡金山が発見され、徳川幕府の直轄領地となり、相川は急速に鉱山都市へと発展し、
幕府を支える経済の中枢となった。慶長期には大久保長安によって島内各地で社寺建築が造営さ
れており、佐渡の社寺建築文化が佐渡金山による繁栄の影響を受けたことが窺える。また、佐渡
金山が繁栄すると北前船の西廻り航路の寄港地である小木港が栄え、離島という環境にある佐渡
の社寺建築文化が島外からの影響を受けたことが推測される。佐渡金山による繁栄の影響として 
社寺建築の密度の高さが挙げられ、今でも寺院 381 ヶ寺、神
社 315 社が存在している 10)。そして、近世社寺建築が多く現
存し、優秀な建築が見られる。表 1 は 1986 年以降の行政区
画で、地区ごとに社寺の件数を示したものである。現存する
神社の中には「延喜式」の式内社とされるものもあり、村々
には村社が散在し、周囲の鎮守の森とともに歴史的景観の拠
点になっている。鉱山都市となった相川は日本有数の当時の
先進都市であり、多くの寺院、神社が創建されている。寛永
期(1624-44)には町割りが成立し、寺町が形成されている。
寺町は上寺町、中寺町、下寺町と分けられるほど広域で、寺
院が密集していた 11)。寺院、神社の創建には、佐渡金山の開
発、運営に伴う人口増加とそれに促進された信仰心、佐渡金
山関係の役人や山師、買石といった鉱山事業主など強力な後
援者の存在が要因になったという。しかし、寺院は、佐渡金
山の衰退、明治初年(1868)の廃仏毀釈にあい、廃寺、移転、
合併によって減少した。古代から遠島の地であった佐渡には、
配流された文化人と縁のある寺院・神社が存在する。日蓮が 
地区 全体 神社 寺院
40 26 14
86 32 54
29 18 11
相川 124 64 60
佐和田 69 24 45
金井 59 17 42
新穂 44 15 29
36 16 20
20 11 9
46 15 31
18 7 11
羽茂 45 28 17
小木 40 22 18
赤泊 40 20 20
合計 696 315 381
両津
真野
畑野
表 1 地域別社寺件数 
表 2 『新潟県近世社寺建築調査報告書』
2 次調査対象社寺建築一覧 
寺社名 建築名 所在地
実相寺 仁王門 二宮
勝廣寺 本堂 両津湊
大日霊神社 大日堂(拝殿) 新穂瓜生屋
湖鏡庵 本堂 新穂潟上
根本寺 祖師堂 新穂大野
玉林寺 鐘楼 畑野
慶宮寺 八祖堂 宮川
観音堂
五智堂
妙宣寺 五重塔 阿仏坊
木崎神社 本殿 小木
本堂
祖師堂
白山神社 本殿 強清水
岩谷口 窟堂 宿根木
東照宮
台徳院
八祖堂
鐘楼
称光寺 山門 宿根木
菅原神社 本殿 羽茂本郷
気比神社 本殿 羽茂上山田
宮本寺 本堂 羽茂大崎
地蔵院 本堂 羽茂滝平
大蓮寺 山門 羽茂本郷
遍照院 本堂 赤泊
長谷寺
安隆寺
蓮華峰寺 小比叡
小木
長谷
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流されてきたことによって日蓮宗寺院が多く存
在し、佐渡を代表する建築を有している。また、
長谷寺(奈良県桜井市)の写しと伝わる長谷寺(小
倉)、清水寺(京都市東山区)の写しと伝わる清水
寺(新穂大野)など上方の寺院を模したという伝
承が残る寺院があり、佐渡を代表する建築を有し
ている。しかし、佐渡の社寺建築について把握で
きる蓄積がなく、文化財的価値は認識されていな
い。表 2 は『新潟県の近世社寺建築 新潟県近世
社寺建築調査報告書』[新潟県教育委員会 1985]
において 2次調査の対象となった近世社寺建築の
一覧であるが、16 ヶ寺 22 棟、5社 5棟と僅かで 
あり、ほかに公的機関による調査報告はない。また、表 3 は文化財指定を受けている建造物の一
覧であるが、国指定重要文化財 8棟、県指定重要文化財 7棟、市指定重要文化財 16 棟と僅かであ
る。現存する社寺建築の中には上方における 17 世紀初期の社寺建築に通じる様式のものが一部に
見られ、19 世紀中期以降に造営されたものは関東における社寺建築に通じる様式のものが多い。
高密度に社寺建築が存在する佐渡島においては、それらを造営・維持する工匠の技術が必要であ
る。社寺建築や工匠については地誌に記載があり、工匠の存在が造営史料から確認できる。 
図1は工匠の居住地と活動時期を示したものである。慶長8年(1603)の佐渡奉行所(相川広間町)
造営は、大久保長安によって召集されたという播州明石の水田与左衛門をはじめとする工匠たち
が関わったという。そして、元和期(1615-24)と寛永期(1624-44)にも他国から工匠が来島し、佐
渡奉行所門前の相川長坂町に定住したという。以後、相川長坂町は工匠が多く居住する地となり、
それら工匠は「長坂番匠」と称された。また、文政 8 年(1825)の妙宣寺五重塔造営(阿佛坊)の棟
梁本間茂三右衛門(生没年不詳)も相川長坂町に住んでいる 13)。 
表 3 文化財指定社寺建築リスト 
物件 建物名
弘法堂 小比叡 国指定
金堂 小比叡 国指定
泉 国指定
本殿 小比叡 国指定
鳥居 小比叡 国指定
妙宣寺 五重塔 阿仏坊 国指定
蓮華峰寺 骨堂 小比叡 国指定
下相川相川宗徳町 国指定
小比叡神社 拝殿 小比叡 県指定
長谷寺 五智堂 長谷 県指定
慶宮寺 八祖堂 宮川 県指定
大日霊神社 大日堂 新穂瓜生屋 県指定
浜河内 県指定
木崎神社 本殿 小木町 県指定
大蓮寺 山門 羽茂本郷 県指定
千種丙 市指定
沢根五十里 市指定
白山神社 石鳥居 宿根木 市指定
真輪寺 一石五輪塔 真野 市指定
泉甲 市指定
春日神社 能舞台 三川 市指定
総鏡寺 善宝寺 沢根篭町 市指定
宿根木 市指定
長安寺 仁王門 久知河内 市指定
二宮神社 能舞台 二宮 市指定
白山神社 能舞台 山田 市指定
八幡若宮神社 能舞台 下長木 市指定
佐渡国分寺 瑠璃堂 国分寺 市指定
竹田 市指定
熊野神社 秋葉山石塔 新穂青木 市指定
相川米屋町 市指定
郷倉
旧宿根木小学校
やせが平蹟石五輪塔
旧相川裁判所
名称 所在地 指定
励風館
明治紀念堂
蓮華峰寺
北條家住宅
小比叡神社
旧佐渡鉱山採鉱施設
菊池家住宅
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一方、羽茂地域には、近世以前からの在郷とされる工匠が江戸時代を通して活動している。羽
茂村山の高野家は 17 世紀前期から 19 世紀後期まで大工業を継承し、蓮華峰寺(小比叡)を得意場
とする家柄であったとされる 14)。羽茂本郷の藤井家は 17 世紀前期から 19 世紀後期まで大工業を
継承し、南部の羽茂で活動している。19 世紀前期から中期にかけて活動する羽茂本郷の中川金蔵
(生没年不詳)や小木町の藤井仙吉(生没年不詳)などは、藤井家 10 代目の弟子であったとされ、中
川金蔵は妙宣寺五重塔造営の棟梁本間茂三右衛門に婿入りし、造営に関わったと伝わる 15)。 
19 世紀前期・中期には、沢根五十里の間島杢三屋家、沢根籠町の明石庄右衛門家、新穂潟上の
関口辰右衛門家などの活動が見られるようになる。 
間島家は 4 代にわたって「杢太郎」を名のり、初代杢太郎(寛政 3・1791 年-元治元・1864 年)
は文化期(1804-18)に江戸に修行に出て、日光東照宮五重塔再建(栃木県日光市 文政元・1818 年)
の棟梁大久保喜平次に技術を学んだとされる 16)。 
明石家は 4代にわたって「近陽」を名のり、3代目近陽まで大工業を継承している。初代近陽(天
保 11・1840 年-明治 24・1891 年)は江戸に修行に出たと伝わる 17)。また、初代近陽の生家である
関口家は、六郎右衛門(不詳)、辰五郎(天保 2・1831 年-不詳)、文蔵(万延元・1860 年-大正 14・
1925 年)と大工業を継承し、関口辰五郎は弟の初代近陽と一緒に江戸に修行に出たと伝わる 18)。 
現代の大工職人は一般住宅を専業とする中で社寺建築の仕事も行っており、社寺建築に関する
技術を持ち併せている。中には以上に挙げた工匠と関係を持つものもおり、南部地域には「高野
派」、「藤井派」と流派を名のる大工職人が活動しており、3代目杢太郎の弟子であった大工職人、
3代目杢太郎本人やその弟子たちと親交があった大工職人などが活動している 19)。 
慶長期に播州明石の水田与左衛門をはじめとする工匠が上方から来島し、相川長坂町に定着、
江戸時代を通して大工業を継承し、島内各地に社寺建築を造営したとされる。一方、近世以前か
らの在郷とされる羽茂の工匠が江戸時代を通して活動している。そして、19 世紀前期・中期には
沢根を中心に江戸に修行に出る工匠が現れたとされる。このような経緯の中、佐渡の社寺建築文
化が独自に展開していったことが考えられる。 
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新穂潟上
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羽茂本郷、のち相川長坂町へ
中川金蔵
図 1 工匠の分布図 12) 
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3．研究の構成 
本論文は、佐渡島における社寺建築専業の工匠とその変容に関する研究であり、序章と結章の
ほかに本論は 4章から構成される。 
序章では、本研究の視点と目的を述べ、佐渡の社寺建築の現状を示した。 
第 1 章「近世佐渡における工匠と社寺建築の特色について」では、慶長期に来島した工匠と相
川長坂町の工匠、羽茂の工匠について取上げ、それらが造営した社寺建築の特徴を踏まえ、その
相互関係を考察し、近世佐渡の社寺建築文化が辿った経緯を示した。 
第 2 章「沢根籠町の明石庄右衛門家とその活動について」では、19 世紀中期以降、社寺建築専
業として活動する沢根籠町の明石家について、系譜や出自、経歴とともに明石家による社寺建築
の特徴を明らかにした。そして、明石家が社寺建築の伝統を継承していたが、大正期には大工業
として終焉を迎え、彫刻師へと転身したことを指摘した。 
第 3 章「沢根五十里の間島杢三屋家と 3 代目間島杢太郎の建築活動について」では、19 世紀前
期以降、社寺建築専業として活動する沢根五十里の間島家について、当家に所蔵される史料の分
析を行い、系譜や出自、経歴とともに 3代目間島杢太郎(明治 11・1878 年-昭和 29・1954 年)の建
築活動の内容を明らかにした。そして、間島家の活動が昭和 30 年頃まで続き、3 代目間島杢太郎
が内務省神社局・神祇院と関係する神社造営に関わる活動を展開していたことを指摘した。 
第 4 章「近代佐渡における真野宮御造営と 3 代目間島杢太郎について」では、内務省神社局技
手による設計のもと、3代目間島杢太郎が棟梁として造営した真野宮社殿の建築的特徴を示し、御
造営の内容を明らかにした上で、御造営と 3 代目間島杢太郎との関係、真野宮御造営後の 3 代目
間島杢太郎に見る神社本殿建築の変容を明らかにした。そして、真野宮社殿の造形・意匠が、在
来の社寺建築の造形・意匠と関連性をもたないことを示し、3代目間島杢太郎が江戸時代以来の社
寺建築の伝統を継承する一方で新たな造形・意匠を習得していること、3代目間島杢太郎の神社本
殿建築の作風に影響をおよぼし、真野宮御造営後の神社本殿建築の造形・意匠が、装飾がなく直
線的で、簡素で単純な表現となったことを指摘した。 
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注 
1) 『明治の建築-建築百年のあゆみ』[桐敷真次郎 日経新書 1966]、『日本の近代建築[その成立
過程](上)(下)』[稲垣栄三 鹿島出版会 1979.6]、『日本建築技術史』[村松貞次郎 地人書館 
1959.11]、『日本近代建築技術史』[村松貞次郎 彰国社 1976.9]、『近代建築史概説』[松村貞
次郎,山口廣,山本学治 彰国社 1983]、『日本近代建築の歴史』[村松貞次郎 日本放送出版協
会 1997.10]、『日本の近代建築(下)・(下)－』[藤森照信 岩波新書 1993]などを参照。 
2) 『近代和風建築』[村松貞次郎,近江榮編 鹿島出版会 1988]、『近代和風建築 伝統を越えた世
界』[初田亨,大川三雄,藤谷陽悦 建築知識 1992]などを参照。 
3) 『日本近代建築における和風意匠の歴史的研究』[藤原惠洋 私家版 1987.12]、『近代の神社
景観‐神社局時代に撮影された神社‐』[神道文化会 中央公論美術出版 1997]などを参照。 
4) 1)に挙げた著書のほか、『職人たちの西洋建築』[初田亨 講談社 1996]、『建設業を興した人
びと いま創業の時代に学ぶ』[ 俱菊岡 也 彰国社 1993]などを参照。 
5) 1)に挙げた『明治の建築-建築百年のあゆみ』、『近代建築史概説』、『日本近代建築の歴史』、
『日本の近代建築(下)・(下)－』などを参照。 
長野宇兵治による奈良県庁(明治 28・1895 年)は、注文者からの「奈良の地は我国美術の粋と
も称すべき古建築の渕叢たり。世人既に似而非西洋風建築に嫌厭す。宜しく本邦建築の優点
を採るべし」という要望をもとに、日本と西欧の建築を意識したうえで設計を行い、日本の
伝統を生かした独自の様式を作り出そうとした最初の試みであったとされる。 
6) 1)に挙げた『明治の建築-建築百年のあゆみ』、『近代建築史概説』、『日本近代建築の歴史』、
『日本の近代建築(下)・(下)－』などを参照。 
「我国将来の建築様式を如何にすべきや」を議題に、建築学会においてはじめての討論会が
明治 43 年(1910)の 5 月と 7月の 2度にわたって開かれたという。 
7) 「昭和初期の合理主義の建築家による「日本的なもの」」(藤岡洋保 『日本建築学会大会学術
講演梗概集(北陸)』[1983.9])、「昭和 30 年前後の日本の建築界における「日本的なもの」－
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「空間」による「日本的なもの」の把握－」(藤岡洋保 『日本建築学会大会学術講演梗概集(東
海)』[1985.10])、「明治・大正期の日本の建築界における『日本的なもの』－『日本趣味の
建築』－」(藤岡洋保 『日本建築学会大会学術講演梗概集』[1987.10])、「昭和初期の日本の
建築界における「日本的なもの」－合理主義の建築家による新しい伝統理解－」(藤岡洋保 『日
本建築学会計画系論文報告集 第 412 号』[1990.6])など一連の研究報告を参照。 
8) 『国家神道』[村上重良 岩波新書 1970]を参照。 
9) 従来、江戸時代に活動した工匠についての研究は幕府や諸藩に関係する工匠に重点がおかれ
てきた。そして、江戸時代における建築生産の実態の解明するため、ようやく農村部などに
居住し、地域に根付いて活動する在方集住の工匠に焦点が向けられている。しかし、基礎的
な情報の蓄積に限られ、個別の調査・研究にとどまっている。 
10) 『ゼンリン住宅地図』[株式会社ゼンリン 2008]より社寺を抽出し、リスト化を行い集計した。 
11) 『佐渡金銀山 間歩分布調査 寺社調査報告書』[新潟県佐渡郡相川町教育委員会 2002]による。 
12) 13)から 19)の情報をもとに作成。 
13) 17 世紀前期に来島した工匠および相川長坂の長坂番匠については、『佐渡相川志』[宝暦 3年
(1753)成立]、『相川町誌』[相川町役場発行 1927]、『佐渡年代記』[嘉永 4 年(1851)成立]、
『佐渡四民風俗』[天保 11 年(1840)成立]などを参照。 
14) 羽茂村山の高野甚右衛門家については、『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』[羽茂町史編
纂委員会 羽茂町発行 1993]、『羽茂村誌』[坪根信治 羽茂村誌編纂委員会発行 1956]、『佐渡
の昔のはなし』[不苦楽庵主人 池田屋商店出版部発行 1941]などを参照。 
15) 羽茂本郷の藤井五郎右衛門家については、前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』、前掲
『羽茂村誌』、『ふるさと探訪(続)』[ふるさと探訪編集委員会 羽茂農業協同組合発行 1986]、
前掲『佐渡の昔のはなし』など、羽茂本郷の中川金蔵については、前掲『通史編 近世の羽茂 
羽茂町誌第三巻』、前掲『羽茂村誌』、前掲『ふるさと探訪(続)』など、小木の藤井仙吉につ
いては、前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』などを参照。 
  序章 
 
16 
 
16) 沢根五十里の間島杢三屋家については、『佐渡名鑑』[高屋次郎著 1938]、『澤根町誌稿 第二
輯』[新潟懸佐渡郡澤根町公民館 1951]、『佐和田町史 通史編Ⅲ』[佐和田町史編纂委員会 
2001]、『-佐渡杣小誌-舟木の島』[本間雅彦 1971]などを参照。 
17) 沢根籠町の明石庄右衛門家については、前掲『澤根町誌稿 第二輯』、前掲『佐和田町史 通史
編Ⅲ』、前掲『-佐渡杣小誌-舟木の島』などを参照。 
18) 新穂潟上の関口辰右衛門家については、『潟上郷土史』[後藤億衛 潟上郷土志編纂委員会 
1971]、『新穂村史』[新穂村史編纂委員会 1976]、『新穂村文化の先達』[川上三吉 1987]など
を参照。 
19) 加藤一馬氏、梶原忠治氏、猪俣勲氏、本間俊一氏、干明田和巳氏、井端伊千栄氏、井端栄治
氏の計 7名の大工職人に聞き取り調査を行った。 
梶原忠治氏は、3代目間島杢太郎の弟子であり、加藤一馬氏は、3代目間島杢太郎本人とその
弟子と親交があったという。 
羽茂地域の大工職人の中には、「高野派」、「藤井派」という流派を名のる大工職人がいる。干
明田和巳氏は、藤井鴉田家の 11 代目藤井久五郎の次男金子芳蔵の弟子干明田寛氏の長男にあ
たる。井端伊千栄氏と井端栄治氏は親子であり、井端家は代々、蓮華峰寺に出入りする工匠
の家柄とされ、「藤井派」を名のっている。 
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第 1 章 近世佐渡における工匠と社寺建築の特色について 
 
1.はじめに 
江戸時代の佐渡島(新潟県佐渡市)は、佐渡金山の開発によって繁栄し、徳川幕府の直轄領地で
あった。そして、大久保長安が慶長 8年(1603)から病没する慶長 18 年(1613)まで佐渡総奉行を勤
めており、慶長 9 年(1604)に来島している 1)。佐渡金山を有望視した長安は、沢根鶴子から相川
に陣屋を移し、慶長 8年に佐渡奉行所(相川広間町 現存せず)を造営している。その際、播州明石
の水田与左衛門をはじめとする工匠を招集したという。来島した工匠たちは佐渡奉行所の門前、
相川長坂町に定着し、島内各地の社寺建築を造営している。以後、相川長坂町は工匠の居住地と
なり、その工匠たちは「長坂番匠」と称され、江戸時代を通して活動している。一方、南部の羽
茂では、近世以前からの在郷とされる高野姓と藤井姓の工匠が江戸時代を通して活動している。
そして、佐渡には、地域色をもった特徴的な社寺建築が現存する。 
本章では、慶長期に来島した工匠、長坂番匠、羽茂の工匠についての情報を整理すると共に、
佐渡の社寺建築の特徴を示し、近世佐渡における工匠と社寺建築の特色を明らかにする。 
 
2．慶長期に来島した工匠と造営した社寺建築について 
慶長期に来島した工匠と造営した社寺建築については、
『佐渡市における近世初期社寺建築と工匠に関する調査研
究』2)によって詳細な報告がなされている。 
表 1は、17 世紀前期に来島したとされる工匠を一覧にし
たものである 3)。慶長 8 年(1603)の佐渡奉行所造営の棟梁
は、播州明石の水田与左衛門と備州富山の飛田助左衛門で、
ほかに石州の重左衛門、四郎左衛門、七左衛門とその弟子
が来島したという。元和期(1615-24)には、味方但馬 4)邸造 
年次 職 地名 名前
播州明石 水田与左衛門
備州富山 飛田助左衛門
石州 重左衛門
石州 四郎左衛門
石州 七左衛門
大坂半右衛門
加賀勘兵衛
太郎左衛門
忠右衛門
越前庄兵衛
藤兵衛
越前治左衛門
孫七
五郎左衛門
庄太夫
助佐
忠三郎
徳三郎
茂左衛門
作右衛門
九太夫
庄五郎
八右衛門
慶長8年
元和年中
寛永年中
大工
大工
大工
木挽
表 1 17 世紀前期に来島したとされる工匠 
第 1 章 近世佐渡における工匠と社寺建築の特色について 
 
18 
 
営のため、大坂半右衛門、加賀勘兵衛、太郎左衛門、忠右衛門、越前庄兵衛、藤兵衛、越前治左
衛門が来島し、相川長坂町に住み、「長坂番匠」と称されている。寛永期(1624-44)には、孫七、
五郎左衛門、庄太夫、助佐、忠三郎、徳三郎、茂左衛門、作右衛門、九太夫が来島し、相川長坂
町に住んだという。 
表 2 は、大久保長安や水田与左衛門が関係して造営された社寺建築を一覧にしたもので、現存
する建築の造営年代を示した。 
№⑩蓮華峰寺弘法堂(小比叡 慶長 14・1609 年)が現存し、№⑭旧真光寺(真光寺)と№⑯羽黒山
正光寺(羽黒)は廃寺となっている。そして、№③春日神社本殿(相川下戸村 元禄 14・1701 年)、
№⑥松前神社本殿(松ヶ崎 宝暦 3・1753 年)、№⑦大願寺本堂(四日町 明和元・1764 年)、№⑧木
崎神社本殿(小木町 元禄 8・1695 年)、№⑨金北山神社本殿(真光寺 延宝 2・1674 年)、№⑩蓮華
峰寺弘法堂、№⑬安隆寺祖師堂(小木町 享保 17・1732 年)、№⑯羽黒山正光寺に慶長期造営に関
する史料が残る。 
№③春日神社本殿は、元禄 14 年のもので、大工棟梁は籠坂(相川長坂町)の飛田治左衛門である
5)。慶長 12 年(1607)の年紀のある棟札には、「佐渡國御奉行大久保石見守藤原長安」とあり、大工
が水田與左衛門である 6)。また、元和 5 年(1619)に社殿を現在地に移しているが、棟札によると
大工が水田与左衛門であり 7)、「佐渡相川志」によると社頭建立の棟梁が石見四郎左衛門であった
という 8)。 
№⑥松前神社本殿は、宝暦 3 年のもので、大工棟梁は小倉の市川與三郎である 9)。表 3 は、慶
長 14 年の年紀のある棟札に記載される関係者一覧であるが、「大檀那大久保石見守長安」とあり、
御大工が播州明石[    ]門、頭領が富田助右衛門で、ほかに小工 11 名の名前と出身地が記してあ
る。それらの出身地は、播州 1名、備前 4名、京都 6名、伯耆 1名、越前 1名である 10)。 
№⑦大願寺本堂は、明和元年のもので、棟梁は河原田町の清水政國豊喜である 11)。『真野町史 上
巻』によると棟札をもとに慶長 14 年に大久保長安による造営があったとしており、表 4は、その
棟札に記載される関係者一覧であるが、大工が播州明石の水田与左衛門、棟梁が備前岡山の富田
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助右衛門で、ほか 15 名の工匠の名前と出身地が記してある。それらの出身地は、播磨 3名、備前
4名、摂津 2名、山城 3名、大和 1名、越前 3名、江戸 1名である 12)。 
№⑧木崎神社本殿は、元禄 8年のものである 13)。表 5は、慶長 14 年の年紀のある棟札に記載さ
れる関係者一覧であるが、「国司大久保石見守長安御武運長久」とあり、御大工が水田與左衛門尉、
棟梁が富田助衛門尉と田中與次衛門尉で、福原長左衛門尉、春日内匠助、椎孫左衛門のほか工匠
と思われる 24 名が記してある 14)。中には出身地が判明する者もおり、播磨 6名、備前 3名、能登
2名、境、市河、伊勢、越前、江戸、兵庫からそれぞれ 1名であり、他国の工匠にまざって春日内
匠助、椎孫左衛門、春日与五郎、椎左衛門太郎、同理助、耕野九衛門、高野甚六など羽茂の工匠
が関わっている 15)。 
№⑨金北山神社本殿は、延宝 2年のものである 16)。「佐渡名勝志」に棟札写があり、作事内容ま
では記されていないが、延享元年(1744)、慶長 14 年、元和 9年(1623)、寛永 2年(1625)の年紀の
ある金北山本堂と称する建築の造営に関する棟札があったとし、大久保長安、大工播州明石住水
田与左衛門、頭梁飛田助左衛門、鎮目市左衛門惟明などが造営に関わったことが記してある 17)。 
№⑩蓮華峰寺弘法堂は、慶長 14 年のものである。表 6 は、慶長 14 年の年紀のある墨書に記載
される関係者一覧であるが、大工が播州明石の水田対馬守政次、頭梁が備州岡山の富田助右衛門
で、ほか 16名の工匠の名前と出身地が記してある。それらの出身地は、播磨 3名、備前 2名、津
(伊勢国)3 名、伊那(信濃国)1 名、甲州 1名、越前 1名、遠江 1名、佐州羽茂 6名で、ここでも羽
茂の工匠が関わっている 18)。 
№⑬安隆寺祖師堂は、享保 17 年のものである。棟梁が羽茂村山の高野甚右衛門である 19)。また、
慶長 17 年(1612)の棟札写には、「御大工當国御奉行大久保石見守殿内播州明石住水田對馬守政次」
とある 20)。 
№⑯羽黒山正光寺は、「佐渡国寺社境内案内帳」によると、慶長 13 年(1608)に播州明石の水田
与左衛門によって造立されたことが記してある 21)。「長安が連れてきた番匠」には、慶長 13 年の
年紀のある棟札の抜粋記述があり、表 7 は、棟札に記載される関係者一覧であるが、水田与左衛
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門のほか 14 名の工匠の名前と出身地が記してある。それらの出身地は、播州 5名、備州 2名、摂
州 2 名、越前 4 名、甲州 2 名である 22)。また、「撮要年代記」には、慶長 13 年に播州明石の水田
与左衛門が羽黒権現宝殿を建立し、棟梁が備中岡山の富田勘右衛門、脇大工が摂津西ノ宮の米山
与八郎であったことが記してある 23)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2 大久保長安や水田与左衛門が関係して造営された社寺建築一覧 
造営年代
(慶長期) 典拠 造営年代 典拠
① 相川広間町
慶長8・
1603年 「佐渡相川志」[宝暦3年(1753)成立]
本殿 慶長7・1602年
元禄7・
1694年
棟札、墨書、木
札、絵様
拝殿 明暦5=万治元・1659年
19世紀前期
-後期 絵様
金立神社
本殿
寛永2・
1625年
文化12・
1815年
棟札(前掲『畑野
町史 信仰篇』所
収)、絵様
③ 春日神社 本殿 相川下戸村
慶長10・
1605年
前掲「佐渡国寺社境内案内帳」
「佐渡名勝志」[延享元年(1744)]
前掲「佐渡相川志」
元禄14・
1701年
棟札、文書、絵
様
④ 大山袛神社 社殿 相川下山之神
慶長10・
1605年
「佐渡志」[田中従太郎 1889]
「子山佐渡志」[藤沢子山 天明-寛政(1781-1801)成立]
前掲「佐渡国寺社境内案内帳」
前掲「佐渡名勝志」
前掲「佐渡相川志」
大正4・
1915年 間島家所蔵史料
本堂 慶長11・1606年
延享元・
1744年
前掲「佐渡相川
志」、絵様
観音堂 慶長11・1606年
20世紀中期
(一部に17
世紀前期の
部材が残
存)
絵様
山門 慶長11・1606年 伝承
一部に17世
紀前期の部
材が残存
絵様
本殿 松ヶ崎 慶長14・1609年
(棟札写)『畑野町史松ヶ崎篇 萬都佐木』
前掲『相川の歴史　資料集七 佐渡一国天領』
宝暦3・
1753年
棟札、墨書、出
面表記載板図、
絵様
拝殿 松ヶ崎 慶長14・1609年 『佐渡神々のおやしろ』[新潟県神社庁佐渡地区協議会 2005]
昭和2・
1927年 棟札
⑦ 大願寺 本堂 四日町 慶長14・1609年
前掲「佐渡国寺社境内案内帳」
(棟札写)『真野町史 上巻』[真野町教育委員会 1976]
明和元・
1764年 棟札、絵様
本殿 慶長14・1609年
前掲「佐渡国寺社境内案内帳」
前掲「佐渡名勝志」
『小木町史 史料集上巻』[小木町史編纂委員会 1973]
元禄8・
1695年 棟札、絵様
⑨ 金北山神社 本殿 真光寺 慶長14・1609年
前掲「佐渡志」
前掲「佐渡国寺社境内案内帳」
(棟札写)前掲「子山佐渡志」
(棟札写)前掲「佐渡名勝志」
『二宮村誌』[二宮村教育会 1938]
延宝2・
1674年 墨書、絵様
弘法堂 慶長14・1609年
(墨書)『重要文化財蓮華峯寺金堂及び弘法堂修理工事報告書』
[重要文化財蓮華峯寺金堂及び弘法堂修理工事委員会 1955]
慶長14・
1609年 墨書、絵様
鐘楼堂 慶長20・1615年 伝承
慶安-宝暦
頃(1648-
58)
絵様
⑪ 小比叡神社 本殿 小比叡 寛永17・1640年
(棟札)『小比叡神社本殿修理工事報告書』[重要文化財小比叡神
社本殿修理工事報告書 1979]
寛永17・
1640年
棟札、墨書、絵
様
⑫ 円照寺 仁王門 真光寺 慶長16・1611年
(棟札写)前掲「子山佐渡志」
(棟札写)前掲「佐渡国寺社境内案内帳」
『佐和田町史 通史編Ⅱ』[佐和田町史編さん委員会 1991]
17世紀後期 絵様
⑬ 安隆寺 祖師堂 小木町 慶長17・1612年
『新潟県の近世社寺建築-新潟県近世社寺建築緊急調査報告書-』
[新潟県教育委員会 1985]
前掲『小木町史 史料集上巻』
享保17・
1732年
「安隆寺歴代備
要録」[安隆寺所
蔵]、絵様
⑭ 旧真光寺 山門 真光寺 元和期(1615-24)
前掲『子山佐渡志』
(棟札写)前掲『二宮村誌』 17世紀中期 絵様
⑮ 勝廣寺 本堂 両津湊 元禄14・1701年 前掲『新潟県の近世社寺建築-新潟県近世社寺建築調査報告書-』
元禄14・
1701年
「智慧海山勝廣
寺開基以来紀」
[安隆寺所蔵]、
絵様
⑯ 羽黒山正光寺 不明 羽黒
慶長13・
1608年
前掲「佐渡名勝志」
前掲「佐渡国寺社境内案内帳」
(棟札写)『図説佐渡の歴史』[山本仁 1998]
調査結果
№ 寺社名 建物名 所在地
分献調査
⑥ 松前神社
佐渡奉行所
(相川陣屋) 現存せず
② 加茂神社 栗野江
「佐渡国寺社境内案内帳」[宝暦年間(1751-1764)成立]
『畑野町史 信仰篇』[畑野町史編さん委員会 1985]
『佐渡相川の歴史 資料集七 佐渡一国天領』[相川町役場 1978]
⑤ 大安寺 相川江戸沢町
前掲「佐渡相川志」
前掲「佐渡国寺社境内案内帳」
現存せず
⑧ 木崎神社 小木町
⑩ 蓮華峰寺 小比叡
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建築名 記載年紀 役職 人名 出身地 典拠
御代官 横地卯左衛門
社人 越前(　　　　　)
(　　　　　　　　) 播州
(　　)河彦(　　) (　　)
戸内 渡邊源兵衛
(　　　　　　　　) 越前
(　　　　　　　　) (　　)
(　　　　　　　　) 江戸
御大工 明石〔　　　〕門 播州
頭領 富田助右衛門
(　　　　　　　　) 播州
□□□□郎 備前岡山
(　　　　　　　　)
(　　　　　　　　)
□□□ 京
次右衛門 境
村岡□兵衛 京
市村作左衛門 同
吉田次右衛門 越前
□兵衛 備前
助吉 備前
与市郎 備前
重蔵 京
弥吉 同
勘拾郎 同
□□郎
次郎八 越前
慶長14・
1609年
松前神社本殿
(松ヶ崎)
棟札
(松前神社所蔵)
小引
小工
表 3 松前神社本殿(松ヶ崎)棟札(慶長 14・1609 年)に記載される関係者一覧 
 
建築名 記載年紀 役職 人名 出身地 典拠
大工 水田与左衛門 播州明石
棟梁 富田助右衛門 備前岡山
清水茂左衛門 播磨国
松井五郎右衛門 播磨国
米屋四右衛門 摂津国
加藤角左衛門 江戸
茂右衛門 摂津国
善右衛門 越前国
次郎助 大和国
与八郎 山城国
岡村半兵衛 山城国
市村作左衛門 越前国
田郎三郎 備前国
大西次郎兵衛 山城国
助吉 備前国
与市郎 備前国
吉右衛門 越前国
孫左衛門 江戸
与右衛門 越前
小引 助十郎 江戸
鍛冶 佐久間式部 雑太郡
大願寺本堂
(四日町)
慶長14・
1609年
『真野町史 上
巻』[真野町史編
纂委員会 1976]
大鋸
表 4 大願寺本堂(四日町)棟札(慶長 14・1609 年)に記載される関係者一覧 
第 1 章 近世佐渡における工匠と社寺建築の特色について 
 
22 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 5 木崎神社本殿(小木町)棟札(慶長 14・1609 年)に記載される関係者一覧 
建築名 記載年紀 役職 人名 出身地 典拠
則者 大久保山城守安正
原土佐守親次
出浦彦右衛門尉美貞
村田作衛門尉
河井角左衛門尉
當社戸内 畠山藤左衛門
臼木善衛門尉
鍛冶駿河新左衛門
御大工 水田與左衛門尉
富田助衛門尉
田中與冶衛門尉
福原長左衛門尉
春日内匠助
椎孫左衛門
境久衛門尉
市河牛兵へ
播磨忠衛門付
同市兵衛
同久三郎
同彦五郎
同清太夫
伊勢理衛門付
越前冶衛門
備前市左衛門
同七左衛門
能登勝吉
同理衛門
江戸角左衛門
兵庫茂衛門
古木田兵衛
春日与五郎
椎左衛門太郎
同理助
耕野九衛門
高野甚六
黒山惣左衛門
河茂茂七郎
同六左衛門付
殊者御代官
作事奉行
鍛冶奉行
棟梁
棟札
(木崎神社所蔵)
慶長14・
1609年
木崎神社本殿
(小木町)
建築名 記載年紀 役職 人名 出身地 典拠
頭領 富田助右衛門 備州岡山住
大工 水田対馬守政次 播州明石住
清水茂左衛門 播州之住
福原長左衛門 伊那之国
田中与次衛門 津之国
白髪□半三郎 津之国
林六左衛門 同国之住
小役備左衛門 甲州之住
左谷理衛□ 播州之住
□木善衛□ 越前之住
長嶋右衛門 遠江之住
助吉 備前之住
高野甚六 佐州羽茂□□
春日与作 同
春日内匠助秀忠 佐州羽茂郡
□□左衛門 同
同左衛一太郎 同
春日与五郎 同
蓮華峰寺弘法堂
(小比叡)
慶長13・
1608年
慶長14・
1609年
『重要文化財蓮
華峯寺金堂及び
弘法堂修理工事
報告書』[新潟県
教育委員会事務
局 1965]
表 6 蓮華峰寺弘法堂(小比叡)墨書(慶長 14・1609 年)に記載される関係者一覧 
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表 8 は、慶長期の造営史料に確認できる工匠の名前を出生地別に整理したものである。そして、
図 1は、その分布を示したもので、■は北前船の主な寄港地である。 
慶長期に来島した工匠は、相互の造営史料に確認でき、集団的に活動していたようである。工
匠の出身地は、畿内、瀬戸内、北陸を中心に、西は山陰(石見)、東は関東まで広範囲に及ぶ。水
田与左衛門は大久保長安の出身地である播州明石から来ており、ほかに甲州や石見などの長安ゆ
かりの地域からも工匠が来ている。大久保長安による造営活動においては、播州明石の水田与左
衛門と備前岡山の富田助右衛門が中心的な役職についている 24)。そして、播磨 15 名、備前 10 名
と播磨、備前から工匠が多く来ており、弟子を多く引き連れてきたことが予想される。そして、
摂津 8 名、京 6 名、山城 4 名、大和 1 名と畿内からも来ており、佐渡の社寺建築文化が、社寺建
築の先進地域である畿内の影響を強く受けたことが窺える。さらに、石見 3名、越前 11 名、加賀
1名、能登 2名と北陸からも来ており、佐渡と上方を結ぶ北前船の航路による密接な交流が推測さ
れる。 
 
建築名 記載年紀 役職 人名 出身地 典拠
棟梁 水田与左衛門 播州明石
理右衛門 備州岡山
松村理兵衛 播州明石
吉田与三兵衛 越後敦賀
清水茂左衛門 播州姫津
小宮山与左衛門 甲州横山
吉田次右衛門 越後敦賀
市村作左衛門 同
加藤角左衛門 甲州鶴郡
五郎左衛門 播州姫津
作兵衛 越前府中
半兵衛 摂州兵庫
枝節与六 播州明石
富田助左衛門 備州岡山
小工 米村与八郎 摂州西之宮
慶長13・
1608年
羽黒山正光寺
(廃寺 羽黒)
「長安の連れて
きた番匠」(田中
圭一『図説佐渡
の歴史』[本間嘉
春監修 郷土出版
社 1998]所収)
表 7 羽黒山正光寺(羽黒)棟札(慶長 13・1608 年)に記載される関係者一覧 
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表 8 慶長期の造営史料に記載される出身地別の工匠一覧 
播磨 備前 摂津 京 山城 大和
水田与左衛門 冨田助右衛門 田中与次衛門 村岡□兵衛 大西次郎兵衛 次郎助
清水茂左衛門 飛田助左衛門 米村与八郎 重蔵 岡村半兵衛
松井五郎右衛門 理右衛門 米屋四右衛門 弥吉 与八郎
左谷理衛門 与市郎 林六左衛門 勘拾郎 半右衛門
松村理兵衛 市左衛門 白髪□半三郎 □□□
枝節与六 七左衛門 半兵衛 市村作左衛門
五郎左衛門 助吉 茂右衛門
市兵衛 田郎三郎 半右衛門
久三郎 与市郎
清太夫 □兵衛
忠衛門付
彦五郎
茂衛門
[　　]門
半兵衛
石見 伯耆(境) 越前 加賀 能登 佐渡
重左衛門 久衛門付 市村作左衛門 勘兵衛 勝吉 高野甚六
七左衛門 次右衛門 吉田次右衛門 理衛門付 春日与作
四郎左衛門 吉田与三兵衛 春日内匠助秀忠
□木善衛門 椎孫左衛門
治衛門 椎左衛門太郎
庄兵衛 春日与五郎
次郎八 椎理助
善右衛門 耕野九衛門
作兵衛 佐久間式部
与右衛門
市村作左衛門
伊勢 伊那 遠江 甲斐 江戸 市河
理衛門付 福原長左衛門 長嶋右衛門 小宮山与左衛門 加藤角左衛門 牛兵へ
加藤角左衛門 孫左衛門
助十郎
第 1 章 近世佐渡における工匠と社寺建築の特色について 
 
25 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図
1 
慶
長
期
に
来
島
し
た
工
匠
の
出
身
地
の
分
布
図
 
■
は
北
前
船
の
寄
港
地
 
佐
渡
9人
能
登
2人
加
賀
1人
越
前
11
人
京
6人
播
磨
15
人
石
見
3人
市
河
1人
江
戸
3人
甲
斐
2人
伊
那
1人
遠
江
1人
伊
勢
1人
山
城
4人
大
和
1人
摂
津
8人
備
前
10
人
伯
耆
(堺
)2
人
新
潟
酒
田
柏
崎出
雲
崎
寺
泊
三
国
金
沢
輪
島
黒
島
福
浦
伏
木
日
比
下
津
井
玉
島
兵
庫
大
坂
堺
紀
伊
湊 新
宮
安
乗
大
湊
白
子桑
名
清
水
小
田
原
浦
賀品
川
銚
子
那
珂
湊荒
浜
石
巻
下
田
徳
島
明
石
高
砂
室
津
竹
原
牛
窓
鞆
多
度
津
浦
戸
佐
賀
関
赤
間
関
唐
津
川
内
坊
津
山
川
鹿
児
島 志
布
志
油
津
長
崎
平
戸
博
多
室
津
尾
道
駿
河
三
田
尻
室
積
厳
島
七
尾
境
美
保
関
賀
露
浜
田温
泉
津
須
佐
小
浜
宮
津
下
関
荻
小
木 今
町
第 1 章 近世佐渡における工匠と社寺建築の特色について 
 
26 
 
蓮華峰寺弘法堂(小比叡 慶長 13・1608 年 図 2,写真 1)と小比叡神社本殿(小比叡 寛永 17・1640
年 図 4,写真 3)は、繊細かつ洗練された建築である。そして、近世佐渡の社寺建築文化が畿内を
はじめ西日本地域から影響を受けたことが窺える。 
蓮華峰寺弘法堂は、正面 3 間、側面 3 間の宝形造、栩葺である。絵様は、彫りが浅く、線が細
い。頭貫木鼻の絵様(図 3,写真 2)は、渦文が正円を描く。佐渡の建築としては先進的な様式をし
ており、慶長期の上方にあっても違和感のない様相をしている。 
小比叡神社本殿は、三間社流造、杮葺である。身舎正面と庇の中備に飾る蟇股は、古式を示し、
肩が張り足元が細く緊張感のある輪郭をしており、内部の彫刻は秀逸である。絵様は、彫りが浅
く、線が細い。庇の虹梁型頭貫の絵様(図 5,写真 4)は、渦文が正円を描く。佐渡の建築としては
先進的な様式をしている。棟札によると安芸や若狭、越前、武蔵、摂津の工匠が関わり、安芸廣
嶋から来ている大工の藤原藤田重左衛門と小工の藤原藤田佐助は一族と思われる 25)。しかし、17
世紀前期に来島した工匠の中には安藝広島の工匠は確認できず、来島した経緯は不明である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 蓮華峰寺弘法堂(小比叡) 平面図 
12
00
15
40
12
00
39
40
1200 1535 1200
3935
第 1 章 近世佐渡における工匠と社寺建築の特色について 
 
27 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2 蓮華峰寺弘法堂(小比叡) 絵様  
頭貫木鼻 
図 3 蓮華峰寺弘法堂(小比叡) 絵様拓本  
頭貫木鼻 
写真 1 蓮華峰寺弘法堂(小比叡) 左上：全景 右上：正面および側面 左下：細部意匠 右下：須弥壇厨子 
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 図 5 小比叡神社本殿(小比叡) 絵様拓本  
庇虹梁型頭貫 
写真 4 小比叡神社本殿(小比叡) 絵様  
庇虹梁型頭貫 
写真 3 小比叡神社本殿(小比叡) 左上：全景 右上：身舎正面 左下：庇細部意匠 右下：身舎細部意匠 
図 4 小比叡神社本殿(小比叡) 平面図 
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図 6は、水田家系図である。水田家は御普請所に関わる家柄で、
3 代目弥五左衛門智為を除く 6 代目与左衛門統賢まで与左衛門を
名のっている 27)。 
初代与左衛門は、慶長 8 年(1603)に播州明石から来島し、御普
請所に勤めたとある。そして、慶長 8 年の佐渡奉行所造営におけ
る中心的存在であった 28)。また、大工秘書を所持し、宮殿をはじ
め櫓、櫓門、塀、重門、大内裏の造営方法を熟知していたとされ
る。寛永 3年(1626)に 52 歳で没したという。 
2 代目与左衛門は、寛永 11 年(1634)に四郎三郎と一緒に「大工
頭」についていたとある 29)。 
3 代目弥五左衛門智為は、榎並四郎三郎 30)にかわり 9 歳で御普
請所に勤め、貞享 4年(1687)に隠居したという。 
4 代目与左衛門久信は、御普請所に勤め、正徳 3 年(1713)に隠
居したという。 
5 代目与左衛門盈信は、正徳 3年に「御普請所定役」につき、享保 9年(1724)に御役御免となり、
享保 17 年(1732)に江戸にて 41 歳で没したとある。なお、水田家伝来の大工秘書などは「棟梁番
匠」の七兵衛に伝達したという。 
6 代目与左衛門統賢は、寛延 3年(1750)から「沢根番所定番役」についたとあり、地役人になっ
たという。 
水田与左衛門は、慶長期と元和期の造営史料では「大工」「大工棟梁」「御大工」についている
が、春日神社鳥居(相川下戸村)棟札(春日神社所蔵 延宝 9=天和元・1681 年)では「御大工頭」31)、
春日神社本殿棟札(春日神社所蔵 元禄 14・1701 年)では「検使」32)、春日神社拝殿並廊下棟札(春
日神社所蔵 宝永 6・1709 年)と春日神社御殿鳥井修復棟札(春日神社所蔵 享保 7・1722 年)では「御
普請役」についており 33)、役職が「大工」から「御大工」「検使」「御普請役」へと変わっている。 
図 6 水田家系図 26) 
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慶長期に来島した工匠の中には、水田家のほかにも工匠から地役人に転化する家系があったよ
うである。地役人であった吉田七郎右衛門の元祖吉田四郎三郎は、大久保長安に随身して石州よ
り来た工匠で、「御普請方大工頭」を勤めていたとしている 34)。そして、吉田四郎三郎が病死して
吉田家が断絶するものの、正徳 5 年(1715)に吉田七左衛門武知が養子となり、御普請所に勤めた
という。 
初代七左衛門武知は、正徳 5 年に「御普請所棟梁」に、正徳 6 年(1716)に「御普請所大工頭」
に 35)、享保期(1716-36)に「御普請所定役」につき、享保 8年(1723)に 50 歳で没したという。 
2 代目七郎右衛門禰栄は、享保 8 年に「御普請所定役」につき、享保 18 年(1733)には地方役に
なったとされる。 
春日神社御殿鳥井修復棟札(春日神社所蔵 享保 7・1722 年)では、吉田七左衛門武矩が水田与左
衛門盈信と一緒に「御普請役」に 36)、大山袛神社屋根葺替(相川下山之神)棟札(大山袛神社所蔵 享
保 16・1731 年)では、吉田七左衛門が「御普請役」についている 37)。 
吉田家は、慶長期に来島した吉田四郎三郎から正徳 6 年の初代七左衛門武知まで御普請所に勤
めたとされる。吉田四郎三郎は石州から来たとあるが、慶長期に石見から来たのは重左衛門、七
左衛門、太郎左衛門であり確認できない。また、慶長期に来島した工匠の中に、吉田与三兵衛、
吉田次右衛門などの吉田姓の工匠が確認できるが、越前から来ている。 
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3．長坂番匠とその活動について 
佐渡奉行所南側の石坂にある相川長坂町は、当初は籠坂と称していたが、正徳 3 年(1713)から
享保 4 年(1719)頃に長坂と改称したという 38)。長坂番匠については、その技術力の高さが伝わる
39)。中には、寛永 14 年(1637)に来島した大阪の水学者木原佐助から、佐渡金山の坑道にたまった
水を汲み上げる「水上輪」を作製する技術を伝授されたものもおり、長坂番匠が佐渡金山に必要
な存在であったことがわかる 40)。 
3-1．飛騨姓および富田姓の長坂番匠とその活動について 
長坂番匠の中でも、富田姓と飛田姓の工匠は、慶長から元禄頃まで活動が確認できる。 
備前岡山の富田助右衛門が、慶長 14 年(1609)の蓮華峰寺弘法堂(小比叡)造営、大願寺本堂(四
日町)造営、木崎神社本殿(小木町)造営に関わっている 41)。そして、富田治左衛門が、元禄 14 年
(1701)の勝廣寺本堂(両津湊)造営に関わっている 42)。 
一方、備前富山の飛田助右衛門が、慶長 14 年の真光寺仁王門(真光寺)建立、金北山神社本殿(真
光寺)造営に関わっている 43)。そして、飛田治左衛門が、元禄 6年(1693)の引田部神社宮殿(金丸)
造営 44)、元禄 7年(1694)の加茂神社本殿(栗野江)再建 45)、元禄 11 年(1698)の正光寺東照宮(羽吉)
造営 46)、元禄 14 年の春日神社御殿(相川下戸村)造営 47)、宝暦 5 年(1755)の善知鳥神社神輿(相川
下戸村)製作 48)に関わっている。 
加茂神社本殿再建の棟梁は、籠坂の飛田治左衛門元久であるが、その先祖が大久保長安に随身
して石見から来た工匠であったことが伝わる。そして、加茂神社本殿が、佐渡国雑太郡の栗之江
村、三拾弐貫村、弐拾五貫村の三ヶ村の惣鎮守として再建され、再建は、入用が銀拾四貫七百目、
米九拾九石斗、工数が大工小工あわせて五千六百工余、人足が三千□百三拾四人かかり、相当大
規模であったことが窺え、飛田治左衛門元久が有力な工匠であったと考えられる 49)。また、正光
寺東照宮造営で番匠棟梁につく飛田次左衛門安次は、飛田治左衛門元久と同じ治左衛門を名のる
が、名が異なり別人物と思われ、棟梁職を継承していた可能性が考えられる。その後も飛田姓の
工匠の活動が確認でき、享保 21 年(=元文元年・1736)に飛騨重治郎が妙宣寺開山堂(真野阿佛坊)
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造営に関する「三重開山堂材木注文之覚」を作成し 50)、安永 5 年(1776)に相川長坂町の飛田孫七
が妙円寺常題目堂(相川下寺町)建立に関わっている 51)。 
富田姓の工匠は、慶長期に富田助右衛門を名のり、備前岡山から来ている。一方、飛田姓の工
匠は、慶長期に飛田助左衛門を名のり、備州富山から来ている。両者は慶長期の造営史料におい
て水田与左衛門と一緒に記載され、代表格の役職についているが、同一の史料に名を連ねること
はない。また、元禄期には共に治左衛門を名のり、富田治左衛門の出自は不明であるが、飛田治
左衛門は先祖が石見から来島したとしている。富田姓と飛田姓の工匠は、慶長以降、大工業を継
承していた可能性があるが、両者の相互関係とその来歴は不明である。 
勝廣寺本堂(両津湊 元禄14年 図7,写真5)と春日神社本殿(相川下戸村 元禄7年 図9,写真7)、
加茂神社本殿(栗野江 元禄 7年 図 11,写真 9)は、洗練かつ繊細された上方風の細部意匠をもつ建
築である。 
勝廣寺本堂は、桁行 17.3ｍ、梁行 15.5ｍの入母屋造平入、桟瓦葺で、前面に向拝 1 間が付く。
平面は内陣、外陣、余間からなり、正面と側面に入側縁を廻らす。基本的な真宗本堂の構成であ
る。本堂内部の絵様は、彫が浅く、線が細い。虹梁の絵様(図 8,写真 6)は、正円の渦文を 2 つ組
み合わせたもの、木瓜状の渦文のもの、木瓜状の渦文と正円の渦文を組み合わせたものなどがあ
り、加茂神社本殿、春日神社本殿の絵様に比べて発展的である。後列左余間仏壇虹梁の絵様(図 8・
写真 6-上)は、渦文が正円を描き、若葉文様が単純な形状であり、春日神社本殿の向拝虹梁型頭貫
の絵様(図 10,写真 8)と似ている。また、矢来虹梁の絵様(図 8・写真 6-中)は木瓜状の渦文と若葉
文様、正円の渦文と若葉文様を組み合わせた2種類のものを一箇所にほどこした特徴的なもので、
加茂神社本殿の手挟の絵様(図 12・写真 10-右上)に通じるところがある。 
春日神社本殿は隅木入の一間社春日造、桟瓦葺で、前面に向拝が付く。絵様は、彫が浅く、線
が細い。向拝虹梁型頭貫の絵様(図 10・写真 8)は古式を示し、渦文が正円を描き、若葉文様は単
純な形状であり、加茂神社本殿の身舎内部虹梁型頭貫の絵様(図 12・写真 10-左上)と類似性を示
している。 
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加茂神社本殿は大型の入母屋造平入、銅板葺で、正面 3 間、側面 2 間の身舎の前面に向拝 3 間
が付く。ただし、向拝空間は床を張っている。そして、身舎と向拝の四周に切目縁が廻り、前面
に唐破風庇 1 間が付く。向拝中央間の中備に飾る蟇股は、輪郭は肩が盛り上がり脚もとをやや細
めた緊張感のある形で、内部は牡丹と唐獅子の肉厚の薄い彫刻である。絵様は、彫が浅く、線が
細い。身舎内部虹梁型頭貫の絵様(図 12・写真 10-左上)は、渦文が正円を描き、若葉文様は枝わ
かれしたやや発展的なものである。手挟の絵様(図 12・写真 10-右上)は個性的で、渦文と若葉文
様を組み合わせた 3 パターンのものが上中下に並ぶ。上と中は正円の渦文と単純な若葉文様を組
み合わせたもの、下は木瓜状の渦文と枝わかれした若葉文様を組み合わせたものである。 
以上の 3 棟に見られる絵様からは、飛田治左衛門および富田治左衛門が、慶長期に上方から来
島した工匠の伝統を保守的に継承する中で、独自の工夫を徐々に加えていった様子が窺える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 勝廣寺本堂(両津湊) 平面図 
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写真 5 勝廣寺本堂(両津湊)  
左上：正面 左下：外陣より内陣を見る 右上：矢来中備蟇股 右下：外陣より後列右余間を見る 
 
写真 6 勝廣寺本堂(両津湊) 絵様  
上：後列左余間仏壇虹梁 
中：矢来虹梁  
下：左余間室境虹梁 
 
図 8 勝廣寺本堂(両津湊) 絵様拓本  
上：後列左余間仏壇虹梁  
中：矢来虹梁  
下：左余間室境虹梁 
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写真 8 春日本殿本殿(相川下戸村) 絵様  
向拝虹梁型頭貫 
図 10 春日本殿本殿(相川下戸村) 絵様拓本  
向拝虹梁型頭貫 
19
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68
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図9 春日神社本殿(相川下戸村) 平面図
写真 7 春日神社本殿(相川下戸村) 左上：社殿全景 右上：正面 左下：身舎細部意匠 右下：向拝細部意匠 
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図 11 加茂神社本殿(栗之江) 上：立面図 下：平面図 
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写真 9 加茂神社本殿(栗之江)  
1 段目左：全景 右：身舎細部意匠 2 段目左：身舎組物 右：唐破風庇内部  
3 段目左：向拝内部 中：身舎側面 右：向拝細部意匠  
4 段目左：身舎内部中備蟇股 中：向拝中備蟇股 
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写真 10 加茂神社本殿（栗之江） 絵様 左上：身舎内部虹梁型頭貫 右上：手挟 下：海老虹梁 
図 12 加茂神社本殿(栗之江) 絵様拓本 左上：身舎内部虹梁型頭貫 右上：手挟 下：海老虹梁 
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3-2．長坂番匠を中心とする御普請所に関わる工匠について 
御普請所に関係する役職名が造営史料に確認できる。春日神社拝殿並廊下(相川下戸村)棟札(春
日神社所蔵 宝永 6・1709 年)では、御普請役が水田与左衛門、大工棟梁が籠坂の太右衛門である
52)。春日神社御殿鳥井修復棟札(春日神社所蔵 享保 7・1722 年)では、御普請役が水田与左衛門盈
信と吉田七左衛門武矩、大工棟梁が八木与三兵衛である 53)。大山袛神社屋根葺替(相川下山之神町)
棟札(大山袛神社所蔵 享保 16・1731 年)と春日神社拝殿棟札(春日神社所蔵 元文元・1736 年)では、
御普請役の下に棟梁の松村七兵衛がついている 54)。 
「佐渡年代記」によると、宝暦 9年(1759)に御普請所の「棟梁」と「人足頭」の雇入を止め、「定
番匠」は、相川市中の番匠の中でも有能な番匠を 1 人選び日雇いにするとある。そして、御普請
所に雇われた工匠のことを「定番匠」としている 55)。 
「文政九年相川町町墨引」には、「家大工」、「番匠」のほか「御普請所棟梁番匠」「御普請所定
番匠」「定番匠」「御蔵之定番匠」「御普請所付定番匠」などの職業名が見られ、家大工の人数は相
川長坂町に多く、御普請所に関係する職業につく工匠も相川長坂町に多い。そして、「御普請所棟
梁番匠」が相川長坂町の松村七三郎の 1人、「御普請所定番匠」が相川長坂町の与三兵衛と吉三郎、
相川石扣町の惣五郎の計 3 人、「御蔵之定番匠」が相川羽田町の源四郎の 1 人、「御普請所付定番
匠」が相川羽田町の甚次郎の 1人、「定番匠」が相川八百屋町の藤次郎の 1人であり、相川長坂町
を中心に相川奉行所周辺の工匠が御普請所に関わる職業についている 56)。 
相川長坂町の松村七三郎が「御普請所棟梁番匠」についているが、松村七三郎は享保から元文
頃に活動する松村七兵衛の系譜を継ぐ工匠と思われる。そして、松村七兵衛は、5代目与左衛門盈
信が水田家伝来の大工秘書などを伝達した棟梁番匠の七兵衛と同人物と考えられる 57)。また、慶
長期に松村理兵衛という工匠が、水田与左衛門と同じ播州明石から来島している。 
宝暦 9 年以後の造営史料では、御普請所に関係する役職につく工匠に松村姓と木嶋姓の工匠が
多い。木嶋家は甚左衛門を名のり、先祖が松ヶ崎から相川に移り住み、木島栄太郎(明治 21・1888
年-昭和 54・1979 年)の代まで大工業を継承したという。そして、万延元年(1860)の時鐘楼(相川
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味噌屋町)再建、万延元年の下戸番所門(現存せず 相川下戸村)建替、明治 7年(1874)の中教院(相
川二丁目裏町 現存せず)造営、明治 23 年(1890)の下山之神東照宮(相川下山之神町 現存せず)造
営などに関わったと伝わる 58)。 
春日神社廊下(相川下戸村)棟札(春日神社所蔵 寛政 3・1791 年)では、「御普請所定番匠棟梁」
に木島甚左衛門がついている 59)。 
塩釜神社本殿(相川江戸沢町)棟札(塩釜神社所蔵 文政 3・1820 年)では、「大工棟梁」に相川羽
田町の木嶋甚次郎源周之、「脇棟梁」に相川羽田町の木嶋源四良藤原延親がついている 60)。木嶋甚
次郎源周之は、「文政九年相川町町墨引」では「御普請所付定番匠」とあり、木嶋源四良藤原延親
は「文政九年相川町町墨引」では「御蔵之定番匠」とある。 
大山袛神社幣殿屋根葺替(相川下山之神町)棟札(大山袛神社所蔵 文政 9・1826 年)では、「御普
請所棟梁番匠」に松村七三郎源□□、「同定番匠」に木嶋甚次郎源周之がついている 61)。松村七三
郎源□□は、相川長坂町の松村七三郎である。 
大山袛神社鳥居棟札(大山袛神社所蔵 天保 2・1831 年)では、「御普請所棟梁番匠」に松村七三
郎源守業、「同定番匠」に木嶋惣五郎藤原周方、「同助」に木嶋惣兵衛藤原高行がつき 62)、春日神
社末社若宮社本殿棟札(春日神社所蔵 天保 9・1838 年)では、「棟梁番匠」に松村七三郎藤原守業、
「定番匠」に木島惣五郎藤原周方がついている 63)。木嶋惣五郎藤原周方は、石扣町の惣五郎であ
り、名に「周」の字を用いており木嶋甚次郎源周之と同族と考えられる。また、木嶋惣兵衛藤原
高行は、「文政九年相川町町墨引」に家大工とある相川羽田町の惣兵衛が御普請所に雇われた可能
性が考えられ、名に「惣」の字を用いており、木嶋惣五郎藤原周方と同族と考えられる。 
「天保五午年九月廿四日佐渡奉行所御普請所出火一件」64)には、「御普請所棟梁番匠」に相川長
坂町の松村七三郎、「同見習」に松村与吉、「其他定番匠頭取」に本間重吉、「定番匠」に井上文助、
「定番匠見習」に与三兵衛が確認できる。「同見習」の松村与吉は、松村七三郎と同族の工匠であ
ろう。「定番匠見習」の与三兵衛は、八木与三兵衛、相川長坂町の与三兵衛と同族の工匠と考えら
れる。 
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春日神社鳥居棟札(春日神社所蔵 嘉永 2・1849 年)では、「棟梁番匠」に木嶋源四郎藤原延親、「棟
梁番匠見習」に木嶋増五郎藤原延久、「定番匠」に木嶋孫七藤原延光がついており、いずれも名に
「延」の字を用いており、同族の工匠と推測される 65)。木嶋増五郎藤原延久は、「文政九年相川町
町墨引」に家大工とある相川中京町の増五郎という人物が御普請所に雇われた可能性が考えられ
る。 
時鐘楼(相川味噌屋町)棟札(相川郷土博物館所蔵 万延元年)では、「御普請下掛棟梁番匠」に木
嶋甚吉藤原敬親、「定番匠」に福井竹十郎平兼盛が 66)、春日神社鳥居棟札(春日神社所蔵 慶応 2・
1866 年)では、「御普請所棟梁番匠」に木嶋甚吉藤原敬親、「定番匠見習」に井上周義源延之がつい
ている 67)。また、金毘羅神社鳥居(相川二丁目)棟札(金毘羅神社所蔵 元治元・1864 年)では、「御
普請方定番匠頭」に木嶋甚左衛門の倅である木嶋金平、「同定番匠」に井上紋右衛門の倅である井
上周蔵と木嶋惣兵衛がついている 68)。そして、中教院(現存せず 相川五郎左衛門町)棟札(相川郷
土博物館所蔵 明治 7年)では、「営繕方下掛」に木嶋甚吉 69)、相川東照宮(現存せず 相川下山之神
町)棟札(相川郷土資料館蔵 明治 23 年)では、「造営大工棟梁」に木嶋金平がついている 70)。 
18 世紀中期から 19 世紀中期において、御普請所に関係する職業につく工匠は、相川長坂町を中
心に相川奉行所の周辺地域から雇われており、松村姓と木嶋姓の工匠が、その中心的存在であっ
たようである。18 世紀中期は、相川長坂町の松村七三郎が「御普請所棟梁番匠」についており、
水田家伝来の大工秘書を授かったとされる松村七兵衛の系譜を継ぐ工匠と考えられる。木嶋姓の
工匠は松ヶ崎から相川に移り住んだと伝わる甚左衛門にほか、源四良、惣五郎、惣兵衛、増五郎、
孫七などを名のる工匠がおり、一族的に御普請所に関わっていた可能性がある。 
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3-3．妙宣寺五重塔と長坂番匠本間茂三右衛門について 
妙宣寺五重塔(阿佛坊 図 13,写真 11)は、文政 8年(1825)に相川長坂町の本間茂三右衛門によっ
て造営されており、長坂番匠による数少ない遺構のひとつである 71)。妙宣寺五重塔は、特徴的な
工法を用いている。心柱が初層から露盤まで一材で、各層の側柱と四天柱上に柱盤を井桁状に組
んで積層し、手先肘木や隅木は、四天柱に枘差しして鼻栓で留める。いわゆる櫓工法で建てられ
ているが、通常は心柱が構造的に独立しているのに対し、この五重塔では四天柱と心柱が計 6 箇
所に等間隔に挿された貫によって緊結され、貫が四天柱から対角線に心柱を貫いている。そして、
心柱は心礎より浮き、その先端は枘となり心礎にある枘穴に納まり、各層の貫材によって心柱が
吊られ、懸垂式となる。櫓工法の五重塔は、最勝院五重塔(青森県弘前市 寛文 6・1666 年)、感応
寺五重塔（東京都台東区谷中 寛政 3・1791 年 焼失）、日光東照宮五重塔(栃木県日光市 文政元・
1818 年)、備中国分寺五重塔(岡山県総社市 天保 6・1835 年)があり、そのうち、心柱が懸垂式で
あるのは感応寺五重塔や日光東照宮五重塔が代表される。江戸時代後期に流行する工法として数
少ない事例であるが、心柱が水平材により固定される五重塔はほかになく、極めて特異な工法と
いえる。 
妙宣寺五重塔の造営事業は、開山堂として三重塔を造営する元文元年(1736)の計画が発端であ
った。享保 21 年(=元文元年)に飛騨重次郎によって作成された「三重開山堂材木注文之覚」によ
ると、心柱として約 21m の杉材を注文しており、現存する五重塔(心柱の長さ約 19m)と同規模の高
さの三重塔が計画されている 72)。しかし、造営事業は、相川奉行所の審査による中断や資金集め
などの経緯によって約 80 年間かかり、文政 8年に造営されている。 
本間茂三右衛門家には、「先祖は代々宮大工として相川町長坂に住み、真野町の五重塔を建立、
帯刀を許されたほどの由緒ある家柄」と伝わり、過去帳には「阿佛坊五重塔棟梁/天保四巳年十月
廿五日佛/元長坂町/本間茂三右衛門」とある。そして、関係する設計図などの史料類は戦災で焼
失したという 73)。また、本間茂三右衛門が文政 9 年(1826)から安政 5 年(1858)に相川長坂町に住
んでいたことが確認できる 74)。しかし、その経歴は不明である。妙宣寺五重塔は、本間茂三右衛
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門と婿養子である中川金蔵が親子2代にわたって造営したと伝わるが、棟札に金蔵の名はない75)。
金蔵は、羽茂本郷の中川七郎平家に生まれ、藤井家 10 代目の弟子であったが、所望されて婿養子
になったとされる 76)。そして、本間茂三右衛門に実子ができたことにより離籍し、相川中京町の
根本家の養子になったとされる 77)。根本家は、代々、大工業を継承する家柄で、先代の金蔵が妙
宣寺五重塔造営に関わったと伝わる 78)。金蔵と妙宣寺五重塔との関係を示すものに、妙宣寺五重
塔を描いたとされる建地割図(藤井家所蔵 写真 12)があり、金蔵が弘化 2年(1845)に写したとある
79)。なお、この建地割図は、右側に断面図、左側に立面図が描かれており、柱間装置、高欄、中
備の表記が異なり、構造の表現が異なる。 
本間茂三右衛門は、相川長坂町から遠く離れた阿佛坊で行われた妙宣寺五重塔造営で棟梁につ
いており、その造営事業は発案から約 80 年かかった大事業であった。本間茂三右衛門が有力な工
匠であったことが想像される。そして、本間茂三右衛門は、ほかに例のない極めて独創的な工法
を用いていた。  
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妙宣寺五重塔　二層平面図
妙宣寺五重塔　三層平面図
妙宣寺五重塔　四層平面図
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図 13 妙宣寺五重塔(阿佛坊) 平面図 
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写真 11 妙宣寺五重塔(阿佛坊) 左列 上：全景 中：心柱 下：心柱を貫く貫材  
右列 上：五層目 中上：三層目 中：初層 中下：初層細部意匠 下：初層礎石部分 
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写真 12 妙宣寺五重塔建地割図(藤井家所蔵)  
左列 上：全体 下：初層-2 層目 右列 上：相輪-5 層目 中上：5層目 中下：4層目 下：3 層目 下：2層目 
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4．羽茂の工匠とその活動について 
羽茂の工匠は、中世の史料に確認できる 80)。慶長期に来島した工匠による慶長 14 年(1609)の蓮
華峰寺弘法堂(小比叡)造営と木崎神社本殿(小木町)造営には、羽茂の工匠が関わり、高野甚六の
ほか、春日内匠助秀忠、春日左衛門太郎、春日与作、春日与四郎など春日姓の工匠が関わる 81)。
羽茂大橋の春日庄左衛門家は、先祖が大工業を営んでいたと伝わり、蓮華峰寺弘法堂造営の際、
飛騨の匠が当家に宿泊したという伝承が残る 82)。また、江戸時代初期に飛騨の匠が来島して多く
の弟子ができ、その中から高野と鴉田という名工が出て、それぞれに屋上の伝、屋下の伝を授け
たという伝承が残る 83)。高野は羽茂村山の高野家、鴉田とは羽茂本郷の藤井家のことである。こ
れらの伝承は慶長期に来島した工匠と羽茂の工匠との交流を想像させる。しかし、これら羽茂の
工匠たちの出自と来歴は不明である。 
4-1．羽茂村山の高野家 
羽茂村山の高野家は、代々に甚右衛門を名のり、15 代目まで大工業が続いたという。そして、
蓮華峰寺を得意場とし、蓮華峰寺密厳堂・八祖堂・灯籠堂を造営したとされる 84)。高野姓の工匠
の活動は、17世紀初期から確認できる。高野甚六が、慶長 14 年(1609)の蓮華峰寺弘法堂造営と木
崎神社本殿造営に関わり 85)、水田与左衛門、富田助右衛門をはじめとする慶長期に来島した工匠
との交流が窺える。また、高野源蔵則次が、寛永 11年(1634)の蓮華峰寺弘法堂の八角堂覆屋架設
に関わり、小工についている 86)。そして、高野甚右衛門が、18 世紀前期から 19 世紀後期にかけ
て活動しており、元禄 2 年(1689)の安隆寺仁王門(小木町)造立 87)、元禄 3 年(1690)の蓮華峰寺護
摩堂造営 88)、元禄 4 年(1691)の小比叡神社本殿(小比叡)修理 89)、正徳元年(1711)の安隆寺客殿建
立 90)、享保元年(1716)に白山神社本殿(宿根木)造営 91)、享保 16 年(1731)の安隆寺番神堂造営、享
保 17 年(1732)の安隆寺本堂再建に関わっている 92)。また、木崎神社本殿(元禄 8・1695 年)、蓮華
峰寺唐門(18 世紀前期)の意匠は、安隆寺本堂・祖師堂・仁王門と似ており、高野甚右衛門によっ
て造営された可能性が考えられる。さらに、明和 9 年(=安永元・1772 年)の海潮寺本堂(小木町)
造営 93)、安永 6 年(1767)の蓮華峰寺金堂修理 94)、寛政 5 年(1793)の西方鉢割観音堂(羽茂西方)造
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営 95)、寛政 5年の蓮華峰寺燈籠堂造立 96)、文政 2年(1819)の海老名家住宅(羽茂西方)造営 97)、天
保 4 年(1833)の智光坊観音堂(大倉谷)造営 98)、天保 7 年(1836)の赤坂観音堂(羽茂小泊)造営 99)、
文久 3年(1863)の白山神社本殿(宿根木)再建 100)に関わり、高野甚六が明治 4年(1871)の木崎神社
鳥居造営 101)に関わっている。なお、蓮華峰寺密厳堂は天保 15 年(=弘化元年・1844)造営と伝わり、
蓮華峰寺八祖堂は 18 世紀前期のものと考えられるが、確証は得られていない。 
高野家は、中世から続く在郷の家系であり、蓮華峰寺弘法堂や木崎神社本殿の造営では慶長期
に来島した工匠との交流が窺える。そして、慶長 14 年から明治 4年までの約 260 年間活動が確認
でき、江戸時代を通して大工業を継承する家柄であったと考えられる。その活動を見る限り、蓮
華峰寺を得意場としていたことが想像され、ほかに安隆寺、小比叡神社、木崎神社など小木を中
心に南部でも有数の社寺建築に関わっており、南部を代表する工匠であったようである。 
高野甚右衛門による安隆寺仁王門(小木町 元禄 2 年 図 14,写真 13)、祖師堂(享保 17 年 図 16,
写真 15)、本堂(正徳元年 図 18,写真 17)などは、地方色をもつ本格的な建築である。そして、慶
長期に来島した工匠による建築、長坂番匠による 18 世紀前期の建築との関連性は認められない。 
安隆寺仁王門は、正面 3 間、側面 2 間の三間一戸の八脚門で、桟瓦葺である。絵様は、彫が浅
く、線が細い。拳鼻の絵様(図 15・写真 14-左)は、渦文の巻き込みが浅く、丸まっていく渦の途
中から小さな葉が 5枚のびる。 
祖師堂は、正面 3 間、側面 4 間の寄棟造、茅葺形銅板葺で、前面に向拝 1 間が付く。平面は、
側面前方 1 間分を外陣、側面後方 3 間分を内陣としている。絵様は、彫が浅く、線が細い。仏壇
木鼻の絵様(図 17・写真 16-上左)は、渦文の巻き込みがやや浅い。向拝虹梁型頭貫の絵様(図 17・
写真 16-上右)は、渦文が木瓜状となる。仏壇拳鼻の絵様(図 17・写真 16-上中)は、渦文の巻き込
みが浅く、丸まっていく渦の途中から小さい葉が 3 枚のびる。海老虹梁の向拝側の絵様(図 17-右
下、写真 16-下)は、渦文が正円を描き、若葉文様は幅が広い。海老虹梁の身舎側の絵様(図 17-左
下・写真 16-下)は、丸まっていく渦の途中から小さい葉が 5 枚のび、若葉文様は幅が広くなり、
左右に枝分かれしている。 
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本堂は、桁行 20.5m、梁行 15.0m、大規模な入母屋造平入の桟瓦葺で、前面に唐破風造の向拝 1
間がつく。平面は、六間取方丈形式で、正面に奥行 1 間半幅の広縁、側面に間口 1 間幅の入側縁
が付く。内陣仏壇の中備に飾る蟇股は古式を示し、肩が盛り上がり脚もとをやや細めた緊張感の
ある輪郭をしており、内部の透彫りの彫刻も秀逸である(写真 17-右下)。本堂内部の絵様は、彫が
細く、線が太い。入側縁虹梁の絵様(図 19・写真 18-中)は、渦文が正円を描き、若葉文様は幅が
広くなりつつある。仏壇木鼻の絵様(図 19・写真 18-上)は、丸まってゆく渦の途中から小さい葉
が 5枚のび、若葉文様は幅がやや広くなり、枝分かれしている。また、入側縁虹梁の絵様(図 19・
写真 18-下)は、渦文が木瓜状となり、2枚のびる若葉文様は幅が広くなり、枝分かれしている。 
安隆寺本堂内部の入側縁虹梁の絵様(図 19・写真 18-中)は、春日神社本殿(相川下戸村)の向拝
虹梁型頭貫の絵様(図 10・写真 8)や加茂神社本殿(栗野江)の身舎内部虹梁型頭貫の絵様(図 12・写
真 10-左上)と比べて繊細さに欠けるものの古式を示している。また、入側縁虹梁の絵様(図 19・
写真 17-下)は、勝廣寺本堂(両津湊)の矢来虹梁の絵様(図 8・写真 6-中)や加茂神社本殿の手狭の
絵様(図 12・写真 10-右上)に比べて繊細さに欠け、若葉文様が発達した表現をしている。仁王門
の拳鼻や木鼻の絵様(図 15・写真 14)、祖師堂の拳鼻の絵様(図 17・写真 16-上中)は、渦文の巻き
込みが浅く、地方色を感じる。特徴的なものは、祖師堂の海老虹梁身舎側の絵様(図 17-左下、写
真 16-下)や本堂内部の仏壇木鼻の絵様(図 19・写真 18-上)であり、正円を描く渦文の途中から小
さな葉がのび、若葉文様が左右に枝分かれしており、独特な工夫がなされた発達した表現といえ
る。これらは、佐渡では 18 世紀前期から見え始め、19 世紀前期に繋がる装飾傾向の先鞭とも見て
取れる。 
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図 14 安隆寺仁王門(小木町) 平面図 
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写真 14 安隆寺仁王門(小木町) 絵様  
左：拳鼻 中：木鼻 右：拳鼻 
図 15 安隆寺仁王門(小木町) 絵様拓本  
左：拳鼻 中：木鼻 右：拳鼻 
 
写真 13 安隆寺仁王門(小木町) 左：全景 右：細部意匠 
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写真 15 安隆寺祖師堂(小木町)  
左上：全景 右上：身舎 左中：身舎細部意匠 右中：中備蟇股 左下：内陣 右下：仏壇細部意匠  
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図 16 安隆寺祖師堂(小木町) 平面図 
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写真 16 安隆寺祖師堂(小木町) 絵様  
上左：仏壇木鼻 上中：仏壇拳鼻 上右：向拝虹梁型頭貫 下：海老虹梁 
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図 18 安隆寺本堂(小木町) 平面図 
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図 17 安隆寺祖師堂(小木町) 絵様拓本  
上左：仏壇木鼻 上中：仏壇拳鼻 上右：向拝虹梁型頭貫  
左下：海老虹梁身舎側 右下：海老虹梁向拝側 
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写真 17 安隆寺本堂(小木町)  
左上：全景 右上：内陣 左中：内陣見上げ 右中：内陣細部意匠 左下：内陣天井 右下：内陣蟇股 
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写真 18 安隆寺本堂(小木町) 絵様  
上：仏壇木鼻 中：入側縁虹梁 下：入側縁虹梁 
図 19 安隆寺本堂(小木町) 絵様拓本  
上：仏壇木鼻 中：入側縁虹梁 下：入側縁虹梁 
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4-2．羽茂本郷の藤井家 
羽茂本郷の藤井家については、「近世佐渡における藤井家の建築活動と大工集団について」102)
によって詳細な報告がなされている。 
藤井家は、屋号が鴉田であり、代々、五郎右衛門を名のり、過去帳には初代となる満与(不詳-
延宝 6・1678 年没)から 15 代目知一(大正 6・1917 年-昭和 17・1942 年)まで記してある。藤井五
郎右衛門の名前の初出は、東照宮御神殿棟札(弘仁寺所蔵 明暦 2・1656 年)である 103)。しかし、
藤井家の出自は不明である。ただし、幕府直轄領地の佐渡における東照宮造営は重要な活動であ
る。また、度津神社本殿(羽茂飯岡)棟札(度津神社所蔵 宝永 6・1709 年)には、「大檀那源氏征夷
大将軍公」とともに藤井五郎右衛門の名があり、藤井家が有力な大工家であったことが窺える104)。
また、11 代久五郎は中川金蔵に技術を学んだとされているが、中川金蔵は相川長坂町の本間茂三
右衛門の養子になったとされる工匠であり、藤井家と相川長坂町の工匠との交流が確認できる。
藤井家の活動は、江戸時代を通して 300 年近い期間に渡って棟札や墨書などに確認でき、寺院 12
寺 23 棟、神社 12 社 15 棟、民家ほか 7 棟の合計 45 棟の造営が確認できる。そして、南部に遺構
が多く、うち 42 棟は旧羽茂郡において確認されている。活動においては、藤井家の工匠を中心に
羽茂本郷の小工・鍛冶・木挽などを組織し、さらに地元の工匠を加えた職人集団によって造営を
行っている。 
藤井五郎衛門による大蓮寺山門(羽茂本郷 貞享 2・1685 年 図 20,写真 19)、度津神社本殿(羽茂
飯岡 宝永 6・1709 年 図 22,写真 21)、称光寺山門(宿根木 享保 2・1712 年 図 24,写真 23)、菅原
神社本殿(羽茂本郷 享保 11・1726 年 図 26,写真 25)などは、地方色をもつ建築であり、慶長期に
来島した工匠による建築、長坂番匠による 18 世紀前期の建築との関連性も認められない。また、
同じ羽茂地域で活動する高野家による 18 世紀前期の建築との関係性は認められない。 
大蓮寺山門は、一間一戸の四足門で、銅板葺である。絵様は、彫が浅く、線が細い。拳鼻の絵
様(図 21・写真 20-右上・右下)は、渦文の巻き込みがやや浅い。虹梁型頭貫の絵様(図 21・写真
20-左上)は、渦文が木瓜状となり、若葉文様は大きく、幅が広くなりつつある。 
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度津神社本殿は、三間社入母屋造、杮葺で、前面に向拝 3 間がつく。軒廻りは、尾垂木および
拳鼻付の三手先組物を詰組に配して賑やかに飾る。そして、台輪を廻さず、頭貫上に組物を組ん
でいる。向拝は、連三斗組物と平三斗組物を組み、中備に蟇股を飾る。絵様は、彫が浅く、線が
細い。木鼻と拳鼻の絵様(図 23・写真 22-上左・上中)は、渦文の巻き込みが浅く、木鼻の絵様は、
渦文から若葉文様が伸びる。虹梁型頭貫の絵様(図 23・写真 22-上右)は、木瓜状の渦文から若葉
文様が伸び、海老虹梁の絵様(図 23・写真 22-下)は、渦文が正円を描き、若葉文様が伸びる。 
称光寺山門は、一間一戸の四足門で、銅板葺である。絵様は、彫が浅く、線が細い。木鼻と拳
鼻の絵様(図 25・写真 24-左上・右上)は、渦文の巻き込みが浅く、若葉文様は枝分かれしており、
大蓮寺山門の絵様よりも発達した表現をしている。虹梁型頭貫の絵様(図 25・写真 24-下)は、渦
文から若葉文様が伸び、木鼻と拳鼻の絵様と同様の傾向を示している。 
菅原神社本殿は、三間社流造、杮葺である。軒廻りは、拳鼻付の出組組物を詰組に配して賑や
かに飾る。そして、台輪を廻さず、頭貫上に直接組物を組んでいる。向拝は、連三斗組物と平三
斗組物を組み、中備に蟇股を飾る。絵様は、彫が浅く、線が細い。木鼻と拳鼻の絵様(図 27・写真
26-上左・上中)は、渦文の巻き込みが浅く、若葉文様が伸びる。虹梁型頭貫と海老虹梁の絵様(図
27・写真 26-上右・下)は、渦文の巻き込みがやや浅く、若葉文様が伸びる。 
「藤井家の遺構に見られる絵様と組物の技法について」105)によると、藤井家の遺構において絵
様と組物の技法について独特な特徴があることが指摘されている。 
藤井家の建築に見られる絵様については、17 世紀後期の遺構に見られる絵様は一般的な年代指
標となる絵様と大差ない傾向を示すが、18 世紀前期から 19 世紀前期まで画期的な変化を見せず、
一般的な年代指標とは異なる傾向があるとし、同時期のものより古式を示し、彫の深さと幅の広
さが変化せず、拳鼻の部材形状・絵様ともに同じ形になるとしている。そして、この傾向は、藤
井家が佐渡南部地域に一定の縄張りを形成しており、新たな営業圏を求める必要性がなかったこ
と、藤井家が活動初期から東照宮造営や幕府の仕事を手掛ける有力な工匠であったことにより、
藤井家の各代が連綿と技術を伝承してきたことと共に、藤井家を取り巻く環境が絵様の変化を促
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す状況になかったことを意味すると指摘している。一方、19 世紀中期になると年代相応の特徴を
示すようになるとし、10 代目冨章の死去による技術的断絶と 11 代目久五郎が師事している中川金
蔵による相川からの技術到来を指摘している。 
藤井家による建築は、軒回りを尾垂木および拳鼻付の組物によって賑やかに飾り、組物の技法
からは禅宗様の影響が窺えるとしている。組物の形状は、肘木の袖を丸め、尾垂木が反り、木口
を鋭角に切っている。そして、隅の柱上の組物は、隅行方向にも手先を出しており、複雑な形状
をしている。組物の配置は、詰組とするが、中には台輪を廻さず組物を頭貫の上に直接組んでい
るものがある。また、手先を多く出す傾向がある。組物は独特な技法を用いており、尾垂木とそ
の上部に組まれた肘木や巻斗などの部材を貫通するように栓を通し、栓は小屋内部の桔木を貫い
て込栓によって留め、手先を支持している。この技法は、部材の振れ止めに用いたものと考えら
れる。さらに、この応用として組物の枠肘木側面に栓を打つものがあり、出組以上の手先を出す
組物において、壁と直行する枠肘木とその上に乗る方斗や手先肘木の部材に栓を貫通させている。
この技法は、手間の要する細工であり、藤井家の技術の緻密さを示している。 
藤井家の遺構に見られる組物の特徴は、ほかに物部神社本殿(小倉 元文 5・1740 年)や弘仁寺天
満宮(羽茂本郷 宝暦元・1751 年-明和 7・1770 年 写真 27)、松前神社本殿(松ヶ崎 宝暦 3・1753
年)、草刈神社本殿(羽茂本郷 天明 2・1782 年)などに確認できるが、それらの建築と藤井家との
関係は不明である。中でも、弘仁寺天満宮は、尾垂木および拳鼻付の七手先組物を詰組に配して
いる。また、禅宗様の傾向を示す建築として、慶宮寺八祖堂(宮川 文化 9・1812 年)が代表的な事
例に挙げられるが、その作風は藤井家の遺構と異なる。 
佐渡の社寺建築に見られる組物の形状や技法、配置方法は多様である。飛田治左衛門元久によ
って再建された加茂神社本殿(栗之江 元禄 7・1694 年 図 11・写真 9)の組物は、尾垂木および拳
鼻付の二手先組物を用いており、大斗上の肘木の袖を丸め、手先肘木の袖を斜めに切り、尾垂木
の先端をやや斜めに切っている。そして、隅の柱上の組物は、隅行方向にも手先を出しており、
複雑な形状をしている。組物の技法は、尾垂木を小屋内部中央の桁行方向に組まれた桁材まで伸
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ばし、反対側の組物から伸ばした尾垂木と桁材の上で合掌に組んで栓で固め、合掌の上に棟木を
受ける束をたてている(図 11-上)。この技法は、対称的な位置に組まれた組物の尾垂木を小屋内部
で組んで結束し、屋根荷重を伝えることで、組物の垂下を防いでいると思われ、桔木の原理を応
用したものと考えられる。また、高野家の遺構とされる蓮華峰寺八祖堂(小比叡 18 世紀前期 写真
28)の組物は、尾垂木および拳鼻付の五手先組物を用いており、肘木の袖を丸め、尾垂木の先端を
やや斜めに切っている。そして、隅の柱上の組物は、隅行方向にも手先を出しており、複雑な形
状をしている。ただし、肘木を用いるのは、柱列における大斗および巻斗上の秤肘木と隅行方向
における鬼斗上の隅行肘木のみであり、弘仁寺天満宮に比べて省略されている。組物の技法は、
小屋内部において壁付きの組物上に束をたてて上部の荷重を支え、二重に付けた尾垂木が小屋内
部で束まで延びて栓によって留め、組物を支持している 106)(図 28)。この技法は、組物を支持する
ことに対しては有効に働いているが、組物は垂下している。 
藤井家の遺構に見られる組物の特徴と技法は、佐渡の工匠の技術を理解する上で参考となる。
様式や作風について、体系的に変化を捉えられる工匠は、ほかに確認できておらず、佐渡の社寺
建築の特徴や傾向を把握する上で重要である。 
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写真 19 大蓮寺山門(羽茂本郷) 左上：全景 右上：側面 中：妻面 左下：蟇股表 右下：蟇股裏 
図 20 大蓮寺山門(羽茂本郷) 平面図 
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図 21 大蓮寺山門(羽茂飯岡) 絵様拓本  
左上：虹梁型頭貫 右上：拳鼻 左下：海老虹梁 右下：拳鼻  
写真 20 大蓮寺山門(羽茂飯岡) 絵様  
左上：虹梁型頭貫 右上：拳鼻 左下：海老虹梁 右下：拳鼻  
第 1 章 近世佐渡における工匠と社寺建築の特色について 
 
62 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 21 度津神社本殿(羽茂飯岡)  
上左：全景 上中：向拝内部 上右：身舎側面 左下：向拝細部意匠 右下：向拝中備蟇股  
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図 22 度津神社本殿(羽茂飯岡) 平面図 
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写真 22 度津神社本殿(羽茂本郷) 絵様  
上左：木鼻 上中：拳鼻 上右：虹梁型頭貫 下：海老虹梁 
図 23 度津神社本殿(羽茂本郷) 絵様拓本  
上左：木鼻 上中：拳鼻 上右：虹梁型頭貫 下：海老虹梁 
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写真 23 称光寺山門(宿根木) 左上：全景 右上：妻面 左下：細部意匠 右下：中備蟇股 
図 24 称光寺山門(宿根木) 平面図 
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図 25 称光寺山門(宿根木) 絵様 左上：木鼻 右上：拳鼻 下：虹梁型頭貫  
写真 24 称光寺山門(宿根木) 絵様 左上：木鼻 右上：拳鼻 下：虹梁型頭貫  
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図 26 菅原神社本殿(羽茂本郷) 平面図 
写真 25 菅原神社本殿(羽茂本郷)  
左上：全景 右上：身舎妻面および身舎細部意匠 左下：向拝細部意匠 右下：中備蟇股  
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写真 26 菅原神社本殿(羽茂本郷) 絵様  
上左：木鼻 上中：拳鼻 上右：虹梁型頭貫 下：海老虹梁 
図 27 菅原神社本殿(羽茂本郷) 絵様  
上左：木鼻 上中：拳鼻 上右：虹梁型頭貫下：海老虹梁 
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写真 27 弘仁寺天満宮(羽茂本郷) 左：全景 右：組物 
写真 28 蓮華峰寺八祖堂(小比叡) 上：全景 下：軒廻り 
図 28 蓮華峰寺八祖堂(小比叡) 組物断面図  
「近世社寺建築の細部装飾と様式」(櫻井敏雄『仏教芸術 170 号 
特集近世社寺建築』[毎日新聞社 1987]所収)より転載 
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5．小結 
近世佐渡の社寺建築文化は、17 世紀前期に畿内を中心に西日本地域から多くの工匠が来島した
ことに始まる。慶長 8 年(1603)の佐渡奉行所造営(相川広間町)に際して、播州明石の水田与左衛
門をはじめ、多くの工匠が来島しており、社寺建築の先進地域である畿内から影響を受けている。
また、水田与左衛門を中心に集団的に活動し、島内各地で社寺建築の造営を行っており、現存す
る蓮華峰寺弘法堂(小木町 慶長 14・1609 年)は、慶長期の上方にあっても違和感のない先進的な
様式をしている。そして、水田与左衛門は、御普請所に勤め、以後、水田家は御普請所に関わる
家柄となり、6代目与左衛門統賢は地役人へと転化している。 
17 世紀前期に来島した工匠たちは佐渡奉行所の門前の相川長坂町に定着しており、以後、相川
長坂町は工匠たちの居住地となった。相川長坂町の工匠たちは「長坂番匠」と称され、江戸時代
を通して活動している。備前岡山の富田助左衛門、備州富山の飛田助左衛門が慶長期に来島して
いるが、18 世紀前期にも富田姓と飛騨姓の工匠が活動している。そして、富田姓と飛騨姓の工匠
が 18 世紀前期に造営した社寺建築は、上方風の意匠をもっており、慶長期に上方から来島した工
匠の伝統を保守的に継承している様子が窺える。18 世紀中期以降は、相川長坂町を中心に佐渡奉
行所周辺地域の工匠が御普請所に勤めており、村松姓と木嶋姓の工匠が代表される。御普請所に
関わる長坂番匠の中には、大工業を継承する家系もあったようである。中でも木嶋姓の工匠は近
代に至るまで大工業を継承している。また、長坂番匠の本間茂三右衛門が造営した妙宣寺五重塔
(阿佛坊 文政 8・1825 年)は独創的な工法を用いており、長坂番匠の技術力の高さとその特異性が
窺える。 
南部の羽茂地域では、羽茂村山の高野家と羽茂本郷の藤井家が江戸時代を通して活動しており、
慶長期に来島した工匠たちとの関係を示す伝承が残る。高野姓の工匠は、中世から続く在郷の家
系であり、慶長 14 年の蓮華峰寺弘法堂造営と木崎神社本殿(小木町)造営において水田与左衛門を
はじめとする工匠たちとの交流が窺える。高野甚右衛門による 18 世紀前期の建築は地方色をもつ
本格的なものである。藤井姓の工匠は、17 世紀中期から活動が見え始める。藤井五郎右衛門によ
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る 18 世紀前期の建築は地方色をもつ本格的なものである。そして、藤井家の遺構には、絵様と組
物において一貫した技法が確認されている。高野家と藤井家は、ともに南部で活動しているが、
活動と建築の作風において類似性が認められない。また、高野・藤井家が 18 世紀前期に造営した
社寺建築は、慶長期に来島した工匠による社寺建築、長坂番匠が 18 世紀前期に造営した社寺建築
との類似性も認められない。 
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註 
1) 『史実 大久保石見守長安』[北島藤次郎 1977]を参照。 
大久保長安は天文 14 年(1545)に大蔵流の猿楽師、大蔵太夫新蔵の次男として播州大蔵(兵庫
県明石市)で生まれ、永禄 9年(1566)、祖父の大蔵太夫十郎が武田信玄のお抱え猿楽師として
招請され、甲斐国(山梨県)へ下る。その後、蔵前衆として民政に携わり、租税や米麦などの
糧食を担当し、算勘、縄張(設計)、普請、作事、検地、治水、鉱山発掘、兵站指揮、外交な
どに才能を発揮した。武田家滅亡後は徳川家康の家臣となり小田原城主大久保忠隣から大久
保姓を与えられ、八王子代官、大和代官、甲斐奉行、岐阜代官などを兼務し、慶長 6年(1601)
には石見銀山奉行となる。さらに、慶長 8年(1603)に佐渡奉行、慶長 11 年(1606)に伊豆の金
山奉行にも任ぜられ、石見・佐渡・伊豆の日本三大金銀山の奉行を兼任した。慶長 18 年(1613)4
月 25 日駿府(静岡県)において 69 年の生涯をとじている。 
2) 『佐渡市における近世初期社寺建築と工匠に関する調査研究』[特定非営利活動法人佐渡文化
財研究所 2010.2]。佐渡市教育委員会の研究委託事業として調査を行った。『佐渡島における
近世初期社寺建築の研究～水田与左衛門作品を中心として～』[大河内直哉 芝浦工業大学大
学院修士論文 2006]を参照。 
3) 「佐渡相川志」[永弘寺十二世松堂 宝暦 3 年(1753)](『佐渡相川志』[田中圭一 1978]所収)
および『相川町誌』[相川町役場発行 1927]に 17 世紀前期に来島した工匠に関する記載があ
る。 
「佐渡相川志」には、「家大工・木挽/佐渡奉行所造営ハ慶長八卯年也。其棟梁ハ播州明石
水田与左衛門、備州富山ノ産飛田助左衛門其外石州ヨリ重左衛門、四郎左衛門、七左衛門各
弟子多ク相具シ来ル。又元和ノ頃味方但馬家作ニ付テ大坂半右衛門、加賀勘兵衛、太郎左衛
門、忠右衛門、越前庄兵衛、藤兵衛、治左衛門ナド言フ者来リ。次第ニ弟子多くナリ今ニ相
続スルアリ。治左衛門継続殊ニ其職ニ達セシ故天和ヨリ宝永ノ頃迄国中ノ社寺、堂宇、神輿
ヲ造ル。子孫今ニ至リテ長坂町六郎兵衛ト言フ。寛永年中大工孫七、五郎左衛門、庄太夫、
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助佐、忠三郎、徳三郎、茂左衛門、作右衛門、九太夫、木挽庄五郎、八右衛門ナド言フ者渡
リ来ル。」とある。 
「佐渡相川志」は、相川町の永弘寺(現、永宮寺)住職松堂が宝暦 3 年(1753)に完成した史
書である。 
『相川町誌』には、「工匠/相川奉行所ハ慶長八年ニ建築セル所ニシ其ノ棟梁ハ播州明石ノ
人水田與左衛門/備州富山ノ人飛田助左衛門後富田ト改ムニシテ其他石州ヨリ大工多ク来リ
シカ内水田ハ建築ノ術ニ精通シタリケン各地ノ社寺等ノ建築ハ皆此者ノ手ニ成ラサルナシ當
時ノ棟札ニ富田ノ名ヲモ見ルコト多シ此ノ二家ハ世々官営土木ノ事ヲ掌リタリシカ共ニ地役
人ニ抱入レラレタリ元和中味方但馬ノ邸宅ヲ改築スル時大坂半右衛門、加賀勘兵衛、越前治
左衛門其他ノ大工ヲ招致シタルカ皆長坂町ニ住シ後世マデ長坂番匠ト唱ヘキ(相川ニテハ抗
夫ヲ大工ト唱フルヨリ大工ヲハ番匠ト呼ヘリ)寛永中ニモ大工、孫七、忠三郎、其他六人木挽
二人渡リ来ルト相川志ニ見エタル者亦長坂ニ住セリ右ノ内元和ノ治左衛門ハ建築ニ最モ巧ナ
リシカ其ノ子孫相継キテ之ニ従事シ神社佛宇ヨリ神輿ニ至ルマテ其手ニ成ルモノ多ク天和ヨ
リ宝永ニ亘レリ其ノ子孫其法ヲ傳ヘテ幕末ニ及ヒシカ今其後詳ナラス又右ノ内ノ子孫ナリシ
カ長坂ニ鉱山ニ用フル韛屋ト称セリ安政ノ頃ヨリ」とある。 
4) 『佐渡相川郷土史事典』[本間寅雄 2002]の「味方但馬」を参照。 
味方但馬は、織田信長の家臣村井長門守の末裔であり、父は村井善左衛門である。慶長 9
年(1604)の 42 歳で佐渡に渡り、山師として鉱山を経営した。 
5) 春日神社所蔵の元禄 14 年(1701)の年紀のある棟札には、「元禄十四巳歳十一月朔日」「奉造立
春日大明神御殿」「佐州御奉行荻原近江守源頼臣重秀」「検使水田與左衛門」「大工棟梁籠坂住
飛田治左衛門」とある。細部意匠と併せ造営年代を判定した。 
6) 春日神社所蔵の慶長 12 年(1607)の年紀のある棟札には、「慶長十乙巳歳七月九日」「慶長十二
年八月九日」「奉當社造立勧請春日四所大明神若宮開基」「佐渡國御奉行大久保石見守藤原長
安」「大工水田與左衛門」とある。 
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7) 春日神社所蔵の元和 5 年(1619)の年紀のある棟札には、「元和五歳五月廿八日」「奉造営春日
大明神若宮御殿拝殿鳥居井垣」「佐州御奉行/甲州住鎮目市左衛門尉/和州住竹村九郎右衛門
尉」「大工水田与左衛門」とある。 
8) 3)に挙げた「佐渡相川志」には、「春日/慶長十乙巳年八月七日鹿伏村春日崎ニ勧請シ小比叡
山蓮華峰寺快空ヲ以テ遷宮ス。同十二丁未年八月九日京吉田兼司より神体ヲ勧請ス。元和五
己未年五月廿八日今ノ地ニ移ス。社頭建立ノ棟梁ハ石見四郎左衛門也。代々公儀ヨリ修理ナ
リ」とある。 
9) 松前神社所蔵の宝暦 3 年(1753)の年紀のある棟札には、「宝暦三癸酉年霜月二十五日」「佐渡
國羽茂郡松ヶ崎村/春日大明神/奉造立三間社宮一宇」「大工棟領同國雑太郡小倉村市川與三
郎」とある。細部意匠と併せ造営年代を判定した。 
10) 松前神社所蔵の慶長 14 年(1609)の年紀のある棟札には、判読できない箇所もあるが、「慶長
十四年」「奉造立多田浦/松前大明神[   ]」「大檀那大久保石見守長安御武運長久祈所」「御
代官横地卯左衛門」「御大工播州明石[   ]門」「頭領富田助右衛門」「播州[  ][   ]
備前岡山[   ]郎[   ]」「小工/京之□□/境之次右衛門/京之村岡□兵衛/同市村作左衛
門/越前吉田次右衛門/備前□兵衛/備前助吉/備前与市郎/京之重蔵/同弥吉/同勘拾郎/小引□
□郎/越前次郎八」とある。 
11) 大願寺所蔵の明和元年(1764)の年紀のある棟札には、「明和元甲申年五月吉祥日」「満松山廿
九世其阿廓道再建」「棟梁河原田町清水政國豊喜/相川七郎兵衛/新保長兵衛/相川平四郎/五十
里国次郎/本屋敷伊八/河崎治兵衛/山田与右衛門/河原田吉五良/相川竹次郎/本屋敷惣次/河
原田直七/本屋敷権治/新保与介/中奥呂吉/西方六兵衛/相川喜介」とある。細部意匠と併せ造
営年代を判定した。 
12) 『真野町誌 上巻』[真野町誌編纂委員会 1976]の「大願寺」を参照。 
棟札を典拠に慶長 14 年(1609)に大久保長安によって行われた大願寺本堂再建について記
載がある。そして、「慶長十四年に建てられた建物はいまのこっていない。しかし、棟札に書
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かれているところからみると、すばらしい桃山ふうの建造物であったろう。大工は播磨の国
明石郡の水田与左衛門という人である。…中略…棟梁は備前の国岡山の富田助右衛門が担当
した。そして、番匠としては、/播磨国清水茂左衛門/播磨国松井五郎右衛門/越前国市村作左
衛門/備前国田郎三郎/摂津国米屋四右衛門/江戸加藤角左衛門/摂津国茂右衛門/越前国善右
衛門/大和国次郎助/山城国与八郎/山城国岡村半兵衛/山城国大西次郎兵衛/備前国助吉/備前
国与市郎/越前国吉右衛門」とある。しかし、棟札は確認できていない。 
13) 木崎神社所蔵の元禄 8 年(1695)の年紀のある棟札には、「元禄八乙亥歳七月廿四日」「奉中興
建立佐州羽茂郡小木津昨日浦后四所大明神御宮一宇」「表書之御宮同拝殿中興新造立之所」と
ある。細部意匠と併せ造営年代を判定した。 
14) 木崎神社所蔵の慶長 14 年(1609)の年紀のある棟札には、「慶長十四己酉年八月廿七日」「奉中
興羽茂郡昨日浦村后大明神御宮一宇」「国司大久保石見守長安」「作事奉行/村田作衛門尉/河
井角左衛門尉」「御大工水田與左衛門尉/棟梁富田助衛門尉/同田中與治衛門尉/福原長左衛門
尉/春日内匠助/椎孫左衛門/鍛冶奉行/臼木善衛門尉/鍛冶駿河新左衛門」「境久衛門付/市河牛
兵へ/播磨忠兵衛付/同市兵衛/同久三郎/同彦五郎/同清太夫/伊勢理衛門付/越前冶衛門/備前
市左衛門/同七左衛門/能登勝吉/同理衛門/江戸角左衛門/兵庫茂衛門/古木田兵衛/春日与五
郎/椎左衛門太郎/同理助/耕野九衛門/高野甚六/黒山惣左衛門/河茂与七郎/同六左衛門付」と
ある。 
15) ほかの社寺に所蔵される慶長期の造営史料と対照し、出身地を抽出した。 
16) 小屋内部に墨書があり、「□□弐年/屋社御建立/甲寅五月日」とある。近世においては干支が
甲寅年で年次が 2年となるのは延宝だけであり、細部意匠からも妥当な造営年代といえる。 
17) 「佐渡名勝志」[伊藤隆敬 延享元年(1744)](『佐渡名勝志』[新潟県立佐渡高等学校同窓会編 
1997]所収)には、「一．金北山大権現…中略…棟札ニ曰/大久保石見守長安/大工水田与左衛門
/頭領飛田介右衛門/慶長十四己酉年霜月廿三日/棟札ニ曰/鎮目市左衛門惟明/大工水田与左
衛門/寛永ニ九(ママ)月廿四日/棟札ニ曰/甲州山梨郡鎮目市左衛門惟明/大工播州明石住水田
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与左衛門/元和九壬戌年閏八月十三日/金北山本堂棟札右の通ニテ、近世計リ也。」とある。 
「佐渡名勝志」は、須田六右衛門富守編集、伊玄基隆敬撰述で、延享元年に完成した史書
である。 
18) 『重要文化財蓮華峰寺金堂及び弘法堂修理工事報告書』[重要文化財蓮華峯寺金堂及び弘法堂
修理工事委員会 1955.12]を参照。 
化粧裏板には「慶長拾□巳酉年」、真束には「□□年戌申極月十一日…」「…同極月二十三
日建立仕納申候□…」とあり、干支から化粧裏板が慶長 13 年(1608)、真束が慶長 14 年(1609)
のものとして判断されている。 
また、真束の墨書銘に、「頭梁/備州岡山之住/富田助右衛門/大工/播州明石之住/水田対馬
守政次/播州之住/清水茂左衛門/伊那之国/福原長左衛門/津之国/田中与次衛門/津之国/白髪
□半三郎/同国之住/林六左衛門/甲州之住/小役備左衛門/播州之住/左谷理衛□/越前之住/□
木善衛□/遠江之住/長嶋右衛□/備前之住/助吉…中略…佐州羽茂村山/高野甚六/同/春日与
作/佐州羽茂郡/春日内匠助秀忠/同国□□/□□左衛門/同/同左衛一太郎/同/春日与五郎」と
ある。そして、「筆留之□/う□□□の□/□□□□□ふや南無阿弥陀仏/筆者内匠助秀忠」と
あり、羽茂の春日内匠助秀忠が記したことがわかる。 
19) 「安隆寺歴代備要録」[安隆寺所蔵]には、「十三祖性具院日建聖人…中略…享保十七癸子年本
堂再建本願主材木嵜附木戸羽生又右ェ門棟梁村山邑高野甚右ェ門並隠居所」とある。 
「安隆寺歴代備要録」は、安隆寺の歴代住職による記録である。 
20) 19)に挙げた「安隆寺歴代備要録」には、「四祖十如院権大僧都日巖上人…中略…慶長十七壬
子九月十七日上棟今ノ祖師堂ハ元小木旧地ノ本堂也巨細ハ棟札二御大工當國御奉行大久保石
見守殿内播刕明石住水田對馬守政次/記アリ」とある。 
21) 「佐渡国寺社境内案内帳」[宝暦年間頃(1751-64)](『佐渡叢書第五巻』[山本修之助 1974]
所収)の「加茂郡羽黒村正光寺」の項には、「慶長十三申年三月十三日今の地へ造立、作事方
播州明石水田与左衛門」とある。 
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「佐渡国寺社境内案内帳」は、編者が不明であり、成立年代も正確には不明である。宝暦、
明和、安永頃の記述が多く、安永以降に成立したと考えられている。上巻と下巻に分かれ、
上巻には寺院の開基・由緒・境内面積・除地・除米・所在郷村名・本寺・本家・末寺などを
記し、下巻には神社の由緒、神主から鍵取の名前、境内・除地・除米・所在郷村名などが記
されている。 
22) 「長安の連れてきた番匠」(田中圭一『図説佐渡の歴史』[本間嘉晴監修 郷土出版社 1998]
所収)を参照。 
羽黒山正光寺に慶長 13 年(1608)の年紀のある棟札が残るとし、工匠名が挙げられる。しか
し、棟札は確認できていない。 
23) 「撮要年代記」[松樹山剛安寺(吉井本郷)第十五世潮音 寛保 2年(1742)](『佐渡叢書第四巻』
[山本修之助 1973]所収)には、「慶長十三戌申年/一.四月十三日に播州明石郡水田与左衛門、
羽黒権現の宝殿を建立す。正光寺快尊法印の代也。戸の内は土屋甚三郎棟梁は備中岡山の住
富田勘右衛門、脇大工は摂津西の宮住米山与八郎」とある。 
「撮要年代記」は、吉井の剛安寺住職潮音が寛保 2年に著した史書である。 
24) 前掲『相川町誌』によると、水田と富田が地役人に認められ、代々に官営の土木工事に関わ
ったという。また、備州富山の飛田助左衛門がのちに富田と改めたとあるが、根拠は不明で
ある。 
25) 寛永 17 年(1640)の年紀のある小比叡神社本殿棟札(小比叡神社所蔵)には、「大工/安藝国廣嶋
住/藤原藤田重左衛門/繪工/紀伊国和哥山住/成田三郎兵衛/小工/安藝国廣嶋住/藤原藤田佐
助/小工/若狭小濱住/平田久三郎/同/越前木田石坂住/辻村甚右衛門/同/武蔵国江戸住/源兵
衛/同/攝津国東成大坂住/松田弥次郎衛/右之外/小工/数十人」とある。 
なお、『赤泊村史 上巻』[赤泊村教育委員会 1982]には、高森神社(南新保)所蔵の寛永 3年
(1626)の年紀のある棟札が掲載されており、「寛永三丙寅天卯月十四日誌之」「奉造立高森社
壇並拝殿各一宇」「大旦那甲イ国鎮目市左衛門守准明」「大工備前国藤原榎波四良三良/棟梁あ
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きノ国藤原藤田重左衛門」とあり、藤原藤田重左衛門の名前が確認できる。 
26) 「佐州地役人分限由緒書」[山西篤之進久寿 嘉永‐万延頃(1848-60)](『佐渡相川の歴史 資
料集二 墓と石造物』[相川町史編纂委員会 1973]所収)および「佐渡四民風俗」[天保 11 年
(1840)](『佐渡叢書第十巻』[山本修之助 1977]所収)に記載される水田家の由緒をもとに作
成。 
「佐州地役人分限由緒書」は、佐渡奉行所に勤める役人の家系をまとめたもので、成立に
至った経緯は不明な点が多いという。 
「佐渡四民風俗」は、宝暦 6 年(1756)に佐渡奉行石谷清昌備後守が在方役高田久兵衛門備
寛に命じて撰述させ、さらに天保 11 年に佐渡奉行川路三左衛門聖謨が広間役原田次郎右衛門
久通に命じて追加編集させた史書である。 
27) 26)に挙げた「佐州地役人分限由緒書」および「佐渡四民風俗」に水田家の由緒が記載される。 
「佐州地役人分限由緒書」には、「水田与左衛門 元祖 与左衛門政次/生国播州明石郡、
慶長八卯年当国江渡海、高七拾俵代々御作事方相勤、寛永三寅正月廿九日卒、年五十二、春
誉宗運/二 与左衛門/父…元和四午年…卒、実子弥五左衛門九才ニテ榎波四郎三郎番代相勤、
寛永…跡式弥五左衛門相続節高七拾俵之内四拾俵四郎三郎江上下、是ヨリ三拾俵ニ成、貞享
四卯年隠居/三 弥五左衛門智為/初号甚五兵衛、父水田与左衛門、母…元禄十四巳年…卒/
四 与左衛門久信/父水田弥五左衛門、母松永藤兵衛娘/正徳三巳年隠居シテ休可ト改/五 与
左衛門盈信/父水田与左衛門、母布田庄次郎娘/正徳三巳年ヨリ相勤、是ヨリ当役定役格ニ成、
則地方役次々被仰付、享保九辰四月二日御役御免、同十六亥十二月朔日御用ニ付於江戸卒、
年四十一(江戸ニ而死去ハ享保十七子正月朔日カ)/六 与左衛門統賢/初代冨太郎、水田与左
衛門、母酒井善兵衛娘/享保十六亥年ヨリ相勤、延享二丑四月廿三日御目付役、寛延三午五月
二日沢根御番所定番役/水田…明暦四戌六月十五日、光源照誉、年三十八/水田初号甚五兵衛、
元禄二巳十月廿四日卒、本誉覚法、年五十二」とある。 
「佐渡四民風俗」には、「水田与左衛門/当時横尾六右衛門殿支配沢根番所定番役相勤候/
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先祖は作事方巧者の聞え有レ之者に御座候。往古当国にて造立の社堂棟札等にも、大工水田与
左衛門と有之候。本国播州より当国え来り御普請方え被召抱候由、当時の棟梁番匠七兵衛格
式にて御座候哉、寛永十二亥年御米渡帳に十石五斗水田与左衛門と有レ之候由、当時も三十俵
の御切米に御座候間員数符合仕候。右年暦の頃は御役人に被ニ召抱一候以後と相見え申候。右
与左衛門造作方一件の秘書等をも所持致し、宮殿の造り方を始櫓並櫓門、塀、重門等の定法
は勿論、大内裏造営の致方迄存居候者の由、依レ之当国え来候以後も度々其筋の巧相立、御役
人に被召出候段及レ承申候。当時の与左衛門親の与左衛門は、御普請所定役迄相勤申候小浜志
摩守殿御在勤の節、右親与左衛門を被ニ召出一当御役所櫓は 九年以前辰年類焼の御櫓の儀 
正寸法に候哉否の儀御尋被レ成候処、与左衛門申上候は是は本櫓の寸法にては無ニ御座一角櫓
の寸法に御座候由申上候へは、志摩守殿被レ仰候は前方御小納戸勤の節掛り合の御用向にて能
く存居候。其方の答の趣に符合致候、宜敷書物等所持と相見え能く存居候と御挨拶被レ成候由
及承候。然処、当時の与左衛門は如何の所存に候哉、作事方の儀外より相尋候ても曾て不レ
存由申之書物等も無之様に申候段沙汰仕候。是は其家柄にて御奉公申上候時は御普請所定役
を限りの筋と差心得、由緒申立を不ニ相好一義にも有レ之候哉杯と前方一統御御支配の節は陰
噂抔申候者も御座候。自然与左衛門左様の所存にも候はは、伝来の書記は棟梁七兵衛方えな
りとも密に伝達仕候はは御用に相立候儀も可レ有レ之と奉存候。」とある。 
28) 「佐渡年代記」[嘉永 4 年(1851)](『佐渡年代記 上巻』[佐渡郡教育会 1925]所収)の「慶長
八癸卯年」の項には、慶長 8 年(1603)に大久保長安が水田与左衛門に宛てた注文書の写しが
あり、「一.うらのすヽみやの手つかいもよき様に可致候くわしくは山城所へ申越候事/一.う
らのすヽみやへ越候所女共居候所より参り候道にほそくとらうかをいたしらうかつたひにあ
りき候様に可致候らうかは上はかりふきて下はとひ石にて参候様可致候/一.うらのすヽみや
のにはにも兼而如申井のもとほりてくるま井戸にいたし置可申事/一.座敷は小座敷にもいた
しへいの内ひろくいたし方々より風参り候様に可致事/以上/極月廿ニ日/石見判水田與左衛
門殿」とある。 
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「佐渡年代記」は、寛延 3年(1750)までの記述は「佐渡風土記」により、以後を西川明雅、
さらにその続きを原田次郎右衛門久通、さらに西村明充が追録した史書である。 
29) 28)に挙げた「佐渡年代記」には、「寛永十一甲戌年/一.此時金銀山地方役人の外陣屋の用辮
をなすもの共を極る先御普請組の役人五味伊右衛門長井佐五右衛門大工頭四郎三郎與左衛門
等なり…中略…寛永十二乙亥年/一.役人の内棒米を増減して三鬼猪兵衛を百俵とし堀口彌右
衛門は六拾俵大工四郎三郎へ四拾俵三島惣左衛門を四拾五俵水田與左衛門を三拾俵となす」
とある。ここでの与左衛門は年代的に 2代目与左衛門と考えられる。 
30) 榎波四郎三郎は、2代目与左衛門と一緒に「大工頭」につく四郎三郎と同一人物と考えられ、
水田与左衛門と一緒に「御普請所」に勤める工匠であったようである。 
佐渡奉行所の数寄屋造営に関する「御作事万入用日記」[慶長 16 年(1611)](『佐渡相川の
歴史 資料集三 佐渡金山史料』[相川町史編纂委員会 1973]所収)には、「子三月分銭之銀子合
百三十一匁二分右之小拂覚…中略…八拾弐匁五分/大工四郎三郎ニ渡し」とあり、慶長 16 年
の佐渡奉行所数寄屋(相川広間町)造営に関わっている。 
また、25)に挙げた高森神社所蔵の寛永 3年(1626)の年紀のある棟札によると、寛永 3年の
高森神社社壇並拝殿(南新保)造営で大工についている。そして、3)に挙げた「佐渡相川志」
に「大安寺…中略…寛永九壬申年七月廿五日ニ再建ノ奉行ハ大嶋喜兵衛高益大工頭備前ノ住
榎浪四郎三郎」とあり、寛永 9 年(1632)の大安寺本堂(相川江戸沢町)再建において大工頭に
ついており、備前から来ていることがわかる。 
「御作事万入用日記」は、慶長 16 年の陣屋の「スキヤツクリ」の万入用日記である。長安
は、茶室を含む建造物を造営しており、造営は慶長 16 年にいたって引き続き行われていると
いう。 
31) 春日神社所蔵の延宝 9年(=天和元・1681 年)の年紀のある棟札には、「延宝九辛酉歳七月吉日」
「奉造立春日大明神鳥居」「御大工頭水田與左衛門」「大工棟梁吉田長五郎」とある。 
32) 春日神社所蔵の元禄 14 年(1701)の年紀のある棟札には、「元禄十四巳歳十一月朔日」「奉造立
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春日大明神御殿」「検使水田與左衛門」「大工棟梁籠坂住飛田治左衛門」とある。 
33) 春日神社所蔵の宝永 6 年(1709)の年紀のある棟札には、「宝永六己丑歳九月吉日」「奉葺替春
日大明神拝殿廊下」「御普請役水田与左衛門」「大工棟梁籠坂住太右衛門」とある。 
また、享保 7 年(1722)の年紀のある棟札には、「時享保七壬寅歳八月吉祥日」「奉修覆春日
大明神御殿鳥井」「御普請役水田与左衛門盈信/同吉田七左衛門武矩」「大工棟梁相川長坂住八
木与三兵衛」とある。 
34) 26)に挙げた「佐州地役人分限由緒書」および 28)に挙げた「佐渡年代記」に吉田家の由緒が
記載される。 
「佐渡地役人分限由緒書」には、「吉田七郎右衛門 元祖七左衛門武知/初号六郎兵衛、父
吉田与右衛門、母布田所左衛門娘、正徳五未十二月廿八日高拾壱右被下御普請所棟梁相勤、
享保……同定役、同五子六月三日御切米五拾俵被下、同八卯正月廿五日卒、年五十歳、諸法
院宗実日相、此家ノ由緒吉田四郎三郎生国石州、慶長年中大久保石見守長安ニ随身当国江渡
海、御普請方大工頭相勤切米四拾俵被下置、実子無之ニ付中絶致ト云/二 七郎右衛門禰栄/
初号五郎助後七左衛門ト改、享保八卯…普請所定役、同九辰四月二日御免、同十八丑九月九
日地方役、元文元辰二月廿四日御目付役、同五申閏七月廿四日山方役、延享元子七月廿三日
御免、同三寅五月六日御目付役、同四卯八月五日鉛蔵定役、寛延ニ丑六月十一日赤泊定役、
宝暦二申二月五日御免」とある。 
「佐渡年代記」には、「正徳五丁未年/一.吉田四郎三郎といふもの生國石州なりしか慶長年
中大久保石見守に随ひ佐州へ至り高四拾俵にて御抱となり其後病死して實子なく断絶せし處
養子ありて普請方の雇となり数代相続なし来り今年十二月廿八日高拾薹石にて御抱となり吉
田七左衛門と改享保五子年七月北條新左衛門支配の時高五拾俵となる」とある。 
また、「佐渡御用覚書」[佐渡奉行北條新左衛門](『佐渡相川の歴史 資料集七 佐渡一国天
領』[相川町史編纂委員会 1978]所収)の「勘右衛門様より御申送之写」には、「一吉田七左衛
門番匠之棟梁ニ而候、御普請有之候時は勤之内は賃金被下来り…中略…万事廉相ニ仕大分御
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入用ニ候、依之右七左衛門を大工頭ニ申付御切米拾壱石申付候」とあり、吉田七左衛門の役
職が判明する。 
35) 23)に挙げた「撮要年代記」には、「正徳六丙申年/一.正月升屋吉田七左衛門を普請所大工頭
被仰付、御米五十俵被下、則本土之格也」とある。 
36) 33)に挙げた享保 7年(1722)の年紀のある棟札を参照。 
37) 大山袛神社所蔵の享保 16 年(1731)の年紀のある棟札には、「享保十六辛亥年四月」「山神大山
袛拝殿屋祢葺替」「御普請役黒瀬市兵衛/吉田七左衛門/西牧佐左衛門」「棟梁松村七兵衛」と
ある。 
38) 23)に挙げた「撮要年代記」には、「享保四己亥年、此年、相川ノ牢坂普請ナサレ、名ヲ長坂
ト改ム。」、17)に挙げた「佐渡名勝志」には、「享保元丙申…中略…一.牢坂ヲ長坂ト改名」、
28)に挙げた「佐渡年代記」には、「正徳三癸巳年、一.相川ノ内籠坂ト云所ヲ長坂町ト改ム」、
「寛永元甲子年…中略…今ノ長坂町ニ家大工番匠ノ家多クアリ是皆但馬連レ来リシ者共子孫
ナリト云」とある。 
また、3)に挙げた「佐渡相川志」には、「長坂町/昔ハ籠坂トモ言フ、正徳三癸巳年(河野豊
前守支配時)ヨリ長坂ト改ム。南側ニ家大工木挽居住ス。各先祖味方但馬ニ随身シテ他国ヨリ
来ル。是ヲ籠坂番匠ト言フ。」とある。 
そして、「長坂番匠」(本間雅彦『佐渡相川別冊 佐渡相川郷土史事典』[相川町史編纂委員
会 2002 日発行]所収)では、「当時籠坂(牢坂)と呼ばれていた相川奉行所のすぐ下の、牢屋の
あった坂のあたりに住んでいたので、ロウ坂番匠ともいわれていたが、正徳三年(一七一三)
以後に、長坂番匠の呼称が用いられるようになった。」としている。 
39) 26)に挙げた「佐渡四民風俗」には、「当国にて大工と唱候は一向銀山銀穿の名目にて家大工
は番匠と申、古風の名目を呼申候。相川番匠は細工手遅く候ても上品故、世柄宜敷節は世風
に合申候」とある。また、「良工の者、当国にこれあり」とあり、鉱山の最盛期には、社寺建
築の番匠を含む優れた多くの職人が相川に居住していたとしている。 
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「佐渡俚謡」[岩木秤陵](『佐渡名勝』[明治 34 年(1901)]所収)には、「牢坂番匠器用だ加
茂の御宮の彫物は/牢坂は相川長坂ほり此町に昔大久保長安及味方但馬等の卒る来り志名工
住したり」とある。 
40) 17)に挙げた「佐渡名勝志」には、「承応二年癸巳/当国御預り/伊丹蔵人殿…中略…一．山師
願ニ付、大坂ヨリ水学ト云者方ヘ申遣ケレハ、(則渡海シテ桶ヲ作ル、其上)水学ノ方ヨリ籠
坂忠右衛門・加賀勘兵衛・同二郎左衛門三人伝授致候」、3)に挙げた「佐渡相川志」には、「桶
大工並ニ石工…中略…寛永十四丑年水学宗甫ト言フ者此国ヘ渡リ家大工加賀勘兵衛、太郎左
衛門、忠右衛門ヨリ水上輪ヲ伝授ス。世ニ是ヲ桶大工ト言フ」、28)に挙げた「佐渡年代記」
には、「寛永十四丁丑年…中略…一.割間歩の敷内水汲上ること元和四年の頃豊部蔵人か稼き
し時はかな桶と云を以汲上るといへとも水勢強くして急務をなさす蔵人は入用に手詰りしゆ
え味方但馬か持となりて下代共の内心得しものありて寸法桶と云を仕立(すほん桶と唱し由)
辨利をなす所今年大坂より水學宗甫(初は木原佐助と云しとなり)と元盲人下り龍桶と云物の
仕立方を籠坂の番匠忠右衛門勘兵衛太良左衛門に傳達し南澤妙輪寺下の瀧において寸法桶と
龍桶との甲乙を試る處龍桶の方勝れしに依て是より敷内へ龍桶を用ひ場所によりては寸法桶
をも用ひしとなり又一説に龍桶は則寸法桶の事にして此時水學宗甫か始たる品は水上輪なり
といへとも人々不便利と思ひて用ひす承応二年に至り再ひ水學を呼下し水上輪の傳達を受け
しともいふ何れか是なる事を志らす」とある。 
41) 12)、14)、18)を参照。 
42) 元禄 14 年(1701)の年紀のある勝廣寺本堂に関する棟札写(勝廣寺所蔵「智慧海山勝廣寺開基
以来紀」[大正年間編集]所収)には、「元禄十四年辛己七月十一日…中略…棟梁相川富田治左
衛門」とある。 
「智慧海山勝廣寺開基以来紀」は、勝廣寺の由緒や来歴などを書き留めた記録である。 
43) 17)に挙げた「佐渡名勝志」には、「真光寺堂宇/一．仁王門建立ノ年号/願主大久保山城守慶
長十六辛亥四月九日/大工播州明石住水田与左衛門/頭領備前国富山住飛田助右衛門…中略…
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/一．金北山大権現…中略…棟札ニ曰大久保石見守長安/大工水田与左衛門/頭領飛田介右衛門
/慶長十四己酉年霜月廿三日/棟札ニ曰/鎮目市左衛門惟明/大工水田与左衛門/寛永ニ九(マ
マ)月廿四日/棟札ニ曰/甲州山梨郡鎮目市左衛門惟明/大工播州明石住水田与左衛門/元和九
壬戌年閏八月十三日/金北山本堂棟札右の通ニテ、近世計リ也。」とある。 
44) 引田部神社所蔵の元禄 6 年(1693)の年紀のある棟札には、「元禄六年癸酉十一月廿一日」「奉
造立引田部大明神宮殿一宇」「大工相川村/大工飛田治左衛門」とある。 
45) 加茂神社所蔵の元禄 7 年(1694)の年紀のある棟札には、「元禄七戌年十一月二十五日」「奉造
立加茂大明神御宝殿」「大工/飛田次左衛門」とあり、加茂神社小屋内部に残る墨書には、「元
禄□年戌七月吉日」「番匠/棟梁/相川籠坂町/棟梁/治左衛門/〃/吉兵衛/栗之江/庄左衛門/〃/
四兵衛/〃/五兵衛/〃/三十良/吉井村/助左衛門/□□村/勘左衛門/〃/惣三良/飯持村/傳壱良
/岩首村/勘四良/七兵衛/新保村/五兵衛/武井/金助/大野/三十良」とある。 
そして、加茂神社本殿に関する木札には、「当社勧請永徳元辛酉年□御神体書付有之由旧記
候再建者慶長七丑年元禄七戌年両度之建立元禄再建之棟梁相河飛騨治左衛門元久此先祖石州
之産ニ而大久保長安ニ随身当国ヘ渡作事方秘書多く所持候」とある。 
46) 羽黒神社所蔵の元禄 11 年(1698)の年紀のある棟札には、「元禄十一年戌寅四月吉日」「奉再立
東照宮一宇並拝殿」「与兵衛/久兵衛/吉兵衛/四良兵衛/与三兵衛/番匠棟梁飛田次左衛門安次/
治右衛門/多右衛門/吉兵衛/善三良/庄之助/八兵衛/長五郎/平兵衛/嘉兵衛/次兵衛/孫兵衛/
三助/長次良」「助左衛門/市良兵衛/拝殿棟梁竹井作右衛門/作十良/長次良」とある。 
47) 5)を参照。 
48) 3)に挙げた「佐渡相川志」には、善知鳥神社神輿について「扨テ中頃ノ神輿ハ宝永五甲申年
二長坂町大工治左衛門是ヲ造ル処也」とある。 
49) 45)に挙げた加茂神社本殿に関する木札を参照。 
50) 妙宣寺は、享保 21 年(=元文元年・1736)から三重塔婆の開山堂再建を計画しており、享保 21
年 5 月 14 日に飛騨重治郎が作成した材木の注文覚「三重開山堂材木注文之覚」が残る。 
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「三重開山堂材木注文之覚」に表紙には、「享保廿一丙辰年五月十四日」「飛騨重治郎」と
ある。 
51) 妙円寺所蔵の安永 5年(1776)の年紀のある棟札には、「常題目堂神建立＜維持安永第五丙申年
二月上旬四甲子日ヨリ/始同四月二十八宗旨建立日棟上尤正月十六日小屋入也」「新一宇題目
堂建立〆」「棟梁旦那長坂町飛田孫七行年三十四歳大工庄右衛門町庄次郎/長坂町幸吉/普請中
ハシカニテ死/長坂町文次郎/羽田町儀兵衛/以上四人」とある。 
52) 33)に挙げた宝永 6年(1709)の年紀のある棟札による。 
53) 33)に挙げた享保 7年(1722)の年紀のある棟札による。 
54) 37)に挙げた享保 16 年(1731)の年紀のある棟札による。また、元文元年(1736)の年紀のある
棟札写(春日神社所蔵「春日御社棟札写」[社司津田勘解由]所収)には、「元文元丙辰年十一月
七日」「奉修覆春日大明神之拝殿」「棟梁松村七兵衛」とある。 
「春日御社棟札写」は、神主である津田氏が春日神社に残る棟札の内容を書き写した記録
である。 
55) 28)に挙げた「佐渡年代記」には、「宝暦九己卯年/一.御普請所小遣壹人雇入不依何事遣之大
御門小遣へ打込遣ひをなさしむ/一.御普請所棟梁並下代両人人足頭御雇入を止る/一.定番匠
は壹人宛立置御用状箱其外御役所向差掛りたる工役に遣ひ尤相川市中番匠の内巧者なるもの
をえらひ日雇になす/一.定人足は日々御役所へ貮人奉行の勝手へ貮人御普請所へ壹人大御門
へ壹人定雇になし病気等の節は代りを出さしむへき事に極る」とある。 
56) 「文政九年相川町町墨引」[文政 3年-9 年(1820-26)](『佐渡相川の歴史 史料集五 二見・相
川近世文書』[相川町史編纂委員会 1983]所収)によると、建築に関する職業は、嘉左衛門町
に家大工 1 人、庄右衛門町に家大工 3 人、諏訪町に家大工 3 人、大工町に家大工 3 人、左門
町に家大工 1 人、六右衛門町に家大工 1 人、上京町に家大工 3 人、中京町に家大工 2 人、八
百屋町に定番匠 1 人、夕白町に家大工 1 人、四十物町に家大工 1 人、米屋町に家大工 1 人、
下京町に家大工 1 人、長坂町に家大工 11 人と御普請所棟梁番匠 1 人、御普請所定番匠 2 人、
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柴町に家大工 3 人、大間町に家大工 1 人、炭屋町に家大工 1 人、坂下町に家大工 5 人、材木
町に家大工 1 人、坂町に家大工 1 人、小六町に家大工 8 人、塩屋町に家大工 3 人、石扣町に
家大工 4 人と御普請所定番匠 1 人、羽田町に家大工 4 人と御蔵之定番匠 1 人、御普請所付定
番匠 1 人、一丁目浜町に家大工 3 人、一丁目表町に家大工 3 人、一丁目裏町に家大工 3 人、
江戸沢町に家大工 1 人、二丁目新浜町に家大工 1 人、二丁目浜町に家大工 2 人、二丁目に家
大工 1 人、二丁目表町に家大工 1 人、五郎左衛門町に家大工 2 人、三丁目に家大工 7 人と番
匠 1 人、中浜町に家大工 3 人、四丁目表町に家大工 1 人、馬町に家大工 1 人、下戸町に家大
工 3人、下戸炭屋町に家大工 2人となる。 
「文政九年相川町町墨引」は、表紙に「文政三辰年ニ始ル、文政九戌年」とあり、各戸の
居住者の名前と職業が記入され、町入口に木戸や番屋が明記されている。現在の住民台帳の
ようなものである。全域の各町墨引を作成した目的は不明である。 
57) 5 代目与左衛門盈信は、享保 9年(1724)に御役御免となり、享保 16 年(1731)に江戸で没して
いるため、年代的にも合致する。 
58) 『佐渡相川郷土史事典』[本間寅雄 2002]の「木島栄太郎」を参照。 
59) 春日神社所蔵の寛政 3年(1791)の年紀のある棟札には、「寛政三亥年四月十六日五月十三日」
「春日大明神社廊下桁行三間梁間二間御造営」「御普請所定番匠棟梁木嶋甚左衛門」とある。 
60) 塩釜神社所蔵の文政 3（1820）年の年紀のある棟札には、「文政参庚辰五月十日」「佐渡善知
鳥郷江澤山本昌寺塩竃宮一宇再造成」「大工棟梁相川羽田町住木嶋甚治郎源周之/脇棟梁同所
木嶋源四良藤原延親壹町目佐々木甚左衛門」とある。 
61) 大山袛神社所蔵の文政 9 年(1826)の年紀のある棟札には、「文政九丙戌歳十一月」「大山袛社
拝殿屋根葺替同箱棟新規仕付御紋五ツ同断」「御普請所棟梁番匠松村七三郎源□□/同定人足
頭今井儀兵衛源□□/同定番匠木嶋甚次郎源周之」とある。 
62) 大山袛神社所蔵の天保 2 年(1831)の年紀のある棟札には、「天保二卯年九月六日」「奉上棟大
山袛社鳥居再建」「御普請所棟梁番匠松村七三郎源守業…中略…同定番匠木嶋惣五郎藤原周方
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/同助木嶋惣兵衛藤原高行」とある。 
63) 春日神社所蔵の天保 9 年(1838)の年紀のある棟札には、「天保九戌年四月廿八日」「春日若宮
社御造営」「棟梁番匠松村七三郎藤原守業…中略…定番匠木島惣五郎藤原周方」とある。 
64) 天保 5年(1834)の御普請所出火に伴う被害状況が記録にまとめたものである。 
65) 春日神社所蔵の嘉永 2 年(1849)の年紀のある棟札には、棟札には、「嘉永二酉年十月」「春日
大明神花表壹基建替」「棟梁番匠木嶋源四郎藤原延親…中略…棟梁番匠見習木嶋増五郎藤原延
久/定番匠木嶋孫七藤原延光」とある。 
66) 万延元年(1860)の時鐘楼棟札が、相川郷土博物館に所蔵されており、「万延申年十二月二十九
日」「奉上棟鐘楼堂并居小屋御普請」「御普請下掛棟梁番匠木嶋甚吉藤原敬親…中略…定番匠
福井竹十郎平兼盛」とある。 
67) 春日神社所蔵の慶応 2 年(1866)の年紀のある棟札には、「慶應二寅年八月廿七日」「奉上棟春
日社花表壱基建替」「御普請所棟梁番匠木嶋甚吉藤原敬親…中略…定番匠見習井上周義源延
之」とある。 
68) 金毘羅神社所蔵の元治元年(1864)の年紀のある棟札には、「花表棟札」「御普請方定番匠頭木
嶋甚左衛門忰木嶋金平久信/同定番匠井上紋右衛門井上周蔵/木嶋惣兵衛」とある。 
69) 明治 7 年(1874)の年紀のある中教院棟札が、相川郷土博物館に所蔵されており、棟札には、
「明治七年四月廿二日」「奉上棟中教院造営」「営繕方下掛/木島甚吉/坂野要次/今井松田郎」
とある。 
70) 明治 23 年(1890)の年紀のある東照宮棟札が、相川郷土博物館に所蔵されており、棟札には、
「明治廿二年九月起工/仝廿三年六月竣工/仝廿三年六月廿八日上棟式」「造営大工棟梁木嶋金
平」とある。 
71) 妙宣寺所蔵の文政 8年(1825)の年紀のある棟札には、「文政八年□戈乙酉/三月十三日小屋入」
「阿佛三十一世/日體」「棟梁相川/茂三右衛門/脇/竹田/仲右衛門/猿八/脇并内□□/新次郎/
脇/吉井/与右衛門/脇/畑野/仁兵衛/脇/牛込/与兵衛」とある。また、妙宣寺歴代住職が記し
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た過去帳の「丗一世普門院日體上人」の項に、「文政五午春江戸浅草於正覺寺開帳大寶塔建立
主也」とある。 
そして、寛政 11 年(1799)から慶応元年(1865)にかけて奉行所の役人によって書かれた日記
「浮世噺」には、「文政十亥年阿仏坊ニ而五重塔建立、棟梁大工相川長坂町茂三兵衛」と文政
10 年(1827)に建立したことが記してある。 
さらに、五重塔内部の各層随所に参詣者による墨書が残り、確認できる最古のものは文政
11 年(1828)のものである。したがって、文政 8 年から文政 10 年(1827)の期間にかけて普請
が行われた考えられ、細部意匠からも妥当な造営年代といえる。 
72) 50)に挙げた「三重開山堂材木注文之覚」には、全 21 頁におよび、柱、長押、平桁、垂木、
組物など部材名と寸法、本数などが詳細に記されており、「上ノ重」「中ノ重」「下ノ重」など
部材ごとに振り分けられている。また、「一．真柱/但シ七丈杉柱」とあり、心柱として七丈(約
21m)の材を注文しており、心柱の長さ約 19m である現在の五重塔と同規模の高さの三重塔が
計画されていたことがわかる。そして、「三重塔材木注文/己上/下ノ間壱丈四尺/惣間弐間半
四方」とあり、下の間が一丈四尺(約 4.2m)、四方の惣間が二間半であることがわかる。「一．
下重屋祢坪数/但シ壱坪ニ付二挺婦キ桧木」「一．中重屋祢坪数/但シ壱坪ニ付弐挺婦キ桧木」
「一．上重屋祢坪数/弐拾坪/但シ壱坪二付弐挺葺桧木」「一．葺板釘/但シ壱坪ニ付□外打/
拾壱間四尺/廻リ元二而壱丈八尺」とあり、桧皮葺の屋根であったことがわかる。 
73) 本間寅雄氏が収集した妙宣寺五重塔関係資料の中には、本間家末裔の本間順太郎氏(北海道小
樽市 明治 41・1908 年-不詳)に対して行ったヒアリングに関する記事がある。そして、本間
家所蔵の過去帳の写真があり、本間茂三右衛門の法名は「詮量院長遠日明」であり、本間家
の菩提寺である法輪寺(相川中寺町)所蔵の過去帳にも同様の人物が記されている。 
74) 56)に挙げた「文政九年相川町町墨引」の「文政九戌年七月/味噌屋町/長坂町/西町/町絵図」
の項に「家大工茂三右衛門」とある。 
また、「屋舗帳」[安政 5 年(1858)10 月]の「長坂町」の北側における記述に、「同側/町役
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目壱軒/一屋舗〈表口二間/後江拾四間〉二拾八歩/此境東者与次右衛門西者弥五兵衛後者地獄
谷屋境/御検地請長四郎/當持/茂三右衛門」とある。 
「屋舗帳」は、宝暦 8 年(1758)の「相川屋舗明細帳」と元禄 7 年(1694)の畑屋舗検地帳を
もとにして、安政 5年 10 月に作製されてものとされる。大工町より上相川町迄二十六町、味
噌屋町より南沢町迄十八町、塩屋町より坂下町迄十五町、羽田町より下戸町迄十一町の四冊
にまとめられている。 
『佐渡相川の歴史 資料集五 二見相川近世文書』[相川町史編纂委員会 1983]には、大工町
より上相川迄二十六町の屋舗帳が掲載されている。本章では、本間寅雄氏が収集した妙宣寺
五重塔関係資料のうち、相川長坂町の屋舗帳を参考にした。 
75) 71)に同じ。 
76) 『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』[羽茂町史編さん委員会 1993]の「番匠」を参照。ま
た、『羽茂村誌』[羽茂村村誌編纂委員会 1956]によると、中川七郎平家には五重塔細部の設
計書などがあったというが現在は失われている。なお、中川金蔵は、弘仁寺所蔵の天保 5 年
(1834)の年紀のある弘仁寺三部大権現宮棟札と弘仁寺九社大明神宮棟札、種得院所蔵の天保
6年(1835)の年紀のある種得院客殿再建棟札に名前が確認できる。 
77) 根本留吉氏(相川中京町)による。 
根本家には、妙宣寺五重塔に関わる図面類があったというが、現在は失われている。なお、
前掲『羽茂村誌』によると、中川金蔵は、相川長坂の本間家を離籍したのち、小木町に居住
したとも伝わる。 
78) 77)に同じ。 
79) 建地割図は、縦 1,263 ㎜、横 430 ㎜である。そして、「六心ハ根也此上ニ五躰ヲ添テ七分也/
五七三十五ヲ加エ是レ秘事也又日岸ノ上ノ火ハ以水清シ水ノ上ノ火ハ以何清咄口傳アリ/弘
化二己巳年八月吉祥日/中川金蔵定軌/写之」と添書がある。 
80) 前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』、前掲『羽茂村誌』を参照。 
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熊野神社所蔵の元享 2年(1322)の年紀のある棟札には「小工源宜安」、永正 9年(1512)の年
紀のある棟札には「大工四郎左衛門修安、菊池三左衛門」とあるという。また、飯岡八幡宮(飯
岡)所蔵の永正 16 年(1519)の年紀のある棟札には「大工権四郎左衛門」とある。 
81) 14)、18)を参照。 
82) 前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』には、春日匠家当主に対するヒアリング内容が
まとめられている。 
春日家(大橋井尻)は、代々、庄左衛門を名のる。現在は、屋号に「工」を用いており、明
治はじめ頃まで「匠」、「内匠」を用いていたという。当家には、飛騨の匠から授かったとさ
れる硯箱が残る。 
83) 『佐渡の昔のはなし』[不苦楽庵主人編著 池田屋商店出版部 1941]を参照。 
84) 前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町史第三巻』には、17 代目高野太郎氏(明治 44・1911 年-昭
和 58・1983 年)に対するヒアリング内容がまとめられている。 
高野家は、代々、大工業を継承する家柄であるとし、伝承と造営した建築について記され
ている。そして、「家は代々甚右衛門で、私の祖父が十五代目だという。祖父は、一人前の大
工にならずにやめたらしい。父は入婿で大工ではなかった。墓は蓮華峰寺の密厳堂の前に古
いものが二十五体ほどあり、家にも二十体位古いものがある。菩提寺は蓮華峰寺ではなく宝
蔵寺である。…中略…俗に、うちの大工が建てたといわれるものは密厳堂、八祖堂、灯籠堂
で、蓮華峰寺お抱え大工だったと一般的にいわれる。民家では西方の矢ヶ崎(海老名久二)家、
源座(藤井シュウ)家、三浦(三浦敏晴)家、与兵衛(本間与平か)家を建てたという。今、家に
は恵比寿・大黒・布袋の彫刻が残っているが、何代目の作かはわからない。」とある。 
85) 14)、18)を参照。 
86) 前掲『重要文化財蓮華峰寺金堂及び弘法堂修理工事報告書』を参照。 
東側嵌板の墨書には、「此覆屋寛永十一年甲戌自正月廿一日始同年二月十八日造作畢/本願
主/住持法印快慶/施主小比叡山門徒衆僧/大工/西方村/河野九右衛門政久/小工/村山村/高野
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源蔵則次/同/西方村/河野覚右衛門/同/村山村/駒方久兵衛/同/河野長松」とあるという。 
87) 19)に挙げた「安隆寺歴代備要録」には、「十祖覺性院権律師日琢聖人…中略…元禄ニ己巳七
月上棟山門造立嵜附主檀方一結二王尊ハ嵜附主越中屋風間氏也/大工棟梁村山邑高野甚右エ
門吉久余ハ棟札ニ委クアリ」とある。 
88) 蓮華峰寺所蔵の元禄 3 年(1690)8 月の年紀のある棟札には、「奉造建南閻浮提一宇」「羽茂郡
村山村大工頭領高野甚右衛門尉」とある。 
89) 小比叡神社本殿(小比叡)の軒付板の墨書には、「元禄四年」「佐州羽茂村山之高野大工/西□/
天下一」「佐州羽茂村山之住人/高野大工甚左衛門□」「る羽茂村山人高野/一．大工/甚左衛門
/一并小工/傳蔵/一同人/五□□/一同人拾/□三郎」、正面裏甲下端に「元禄四年未八月廿七日」
とあり、『重要文化財小比叡神社本殿修理工事報告書』［重要文化財小比叡神社社殿修理委員
会発行 1979］によると、元禄 4年(1691)に高野甚左衛門によって垂木・茅負の取替え、小屋
組の改修、屋根の葺替えなどの修理が行われたとしている。 
90) 19)に挙げた「安隆寺歴代備要録」には、「宝永三丙戌十世覚性院日琢上人代客殿建立上棟ハ
正徳元辛卯十二月八日日喬代/棟梁村山邑高野甚右衛門委クハ棟札ニアリ」とある。 
91) 『宿根木村誌』[有田楽山 1948]には、白山神社所蔵の棟札写が記されており、「享保元丙申
年二月吉日/小工村山高野五郎兵衛/同西方武井武之助/木挽村山小兵衛/大工村山の住高野甚
右衛門近信」とある。 
92) 19)に挙げた「安隆寺歴代備要録」には、「十三祖性具院日建聖人…中略…祠堂金講本願主巨
鈿ハ下ニ至テ記ス享保十六辛亥年番神堂再建享保十七癸子年本堂再建本願主材木嵜附木戸羽
生又右ェ門棟梁村山邑高野甚右ェ門並隠居所」とある。 
93) 前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』を参照。 
海潮寺所蔵の明和 9年(=安永元・1772 年)の年紀のある棟札には、「維持明和九壬辰十月廿
日奉納之者也」「大工/高野甚右衛門/同名隠居」「小工浅右衛門/与兵衛/清助/吉右衛門/甚兵
衛/兵左衛門/武市良/弥三次/辰次良/梅次良」「大工高野甚右衛門建造立主当時十七世繍庵察
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紋叟書焉」とある。 
94) 前掲『重要文化財蓮華峰寺金堂及び弘法堂修理工事報告書』によると、安永 4 年(1775)に大
雪によって蓮華峰寺金堂の東側の屋根が破損したとしており、「蓮華峯寺純雅住職年譜」[蓮
華峰寺所蔵]には、「安永六年丁酉/春正月/高野甚右衛門来ル/二檜木数十本松木ヲ買ハ令」と
あり、高野甚右衛門が安永 6年(1777)に蓮華峰寺金堂の修理を行っている。 
95) 前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』を参照。 
寛政 5年(1793)の年紀のある西方鉢割観音堂棟札には、「寛政五年本願主西方村講中二十四
人他上重助大工村山村高野甚右衛門/同知田/友兵衛」とある。 
また、別当の重助家に残る「唯徒書集物」には、「一、鉢割観音堂/寛政五癸丑歳五月造立
いたし候棟梁ハ村山村高野甚右衛門隠居藤内左衛門ト申者/脇番匠ハ畑田与市左衛門/同与五
良/同甚右衛門」とある。 
96) 前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』を参照。 
95)に挙げた「唯徒書集物」には、寛政 5年(1793)の蓮華峰寺燈籠堂造立について「小比叡
山奥之院燈籠堂造立之事、寛政五年ヨリ七歳迄立申候/棟梁/村山村高野甚右衛門隠居也」と
ある。 
97) 前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』を参照。 
文政 2 年(1819)の年紀のある海老名家住宅棟札には、「文政二年十一月廿四日」「奉普請棟
札巳卯十一月廿四日成就」「大工棟梁高野甚右衛門良春」「小工本合村吉十郎/西方村甚兵衛/
同村甚蔵/椿尾貞蔵」とある。 
98) 智光坊所蔵の天保 4 年(1833)の年紀のある棟札には、「天保二二
マ マ
年」「奉再興金毘羅大権現社
殿一宇」「大工棟梁職高埜氏良春」「棟梁村山邑高埜甚右衛門良春」とある。 
99) 前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』を参照。 
天保 7年(1836)の年紀のある赤坂観音堂厨子内部墨書には、「天保七申六月大工村山村高野
甚右衛門」とある。 
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100) 白山神社所蔵の文久 3年(1863)の年紀のある棟札には、「文久三年歳在癸亥十一月大吉祥日」
「奉再建白山大権現本社一宇」「棟梁村山村高野甚左衛門/脇棟梁當村有田安右衛門」とある。 
101) 前掲『通史編 近世の羽茂 羽茂町誌第三巻』を参照。 
明治 4年(1871)の年紀のある木崎神社鳥居墨書には、「明治四辛未七月…中略…大工棟梁高
野甚六/脇棟梁佐々木善七」とある。 
102) 「近世佐渡における藤井家の建築活動と大工集団について」(赤石憲祐,藤澤彰,奥崎智道 『日
本建築学会技術報告集 第 18 巻 第 38 号』[2012.2]所収)を参照。 
103) 弘仁寺所蔵の明暦 2 年(1656)の年紀のある棟札には、「奉建立東照宮御神殿一宇」「明暦二丙
申年四月十有七日」「大工當村藤井五郎右衛門小工五人」とある。 
104) 羽茂町史編纂室の羽茂史料の中に写真史料があり、度津神社所蔵の宝永 6 年(1709)の年紀の
ある棟札がある。 
棟札には、「奉再興佐州一ノ宮御寶殿一宇」「大檀那源氏征夷大将軍公」「旹寶永第六巳丑年
八月十日」「大工藤井氏五郎右衛門昌常」とある。 
105) 「藤井家の遺構に見られる絵様と組物の技法について」(赤石憲祐,藤澤彰,奥崎智道 『日本
建築学会技術報告集 第 18 巻 第 39 号』[2012.6]所収)を参照。 
106) 「近世社寺建築の細部装飾と様式」(櫻井敏雄『仏教藝術 170 号 特集近世社寺建築』[毎日
新聞社 1987]所収)には、「組物の装飾化」の項で、蓮華峯寺八祖堂の組物の形態とその技法
について断面図を示し、説明されている。 
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第 2 章 沢根籠町の明石庄右衛門家とその活動について 
 
1．はじめに 
佐渡島(新潟県佐渡市)の沢根籠町 1)に居住する明石家は、幕末から近代にかけて、4代にわたっ
て「近陽(キンヨウ)」を襲名し、宮大工・彫刻師として活動している。明石家については佐渡の
地誌にいくつか記載があるものの 2)、詳細な調査研究は存在しておらず、その実態を把握するに
至っていない。 
本章では、明石家の系譜と出自、経歴を明らかにするとともに、明石家による社寺建築の建築
的特徴を示す。なお、明石家と血縁関係にある新穂潟上(佐渡市新穂潟上)の関口家についても併
せて考察する。 
 
2．明石家の出自と系譜 
図 1 は、明石家と関口家の系譜である。表 1 は、明石家所蔵の「明石庄右衛門家過去牒」3)(以
下、「過去帳」)に記載される世代を一覧にしたものである。 
明石庄右衛門家は、「過去帳」によると初代が貞享 4 年(1687)に没しており、現在まで 13 代つ
づいている。そして、先祖が播州明石から来島したという伝承が残る 4)。また、「過去帳」には 9
代目明石庄平について「在世大工ヲ営ム」とあるが、それ以前の世代の職業は不明である 5)。明
石姓の家系は佐渡でも少なく、菩提寺の総鏡寺(沢根籠町)に残る寛保3年(1743)の寄進文書には、
明石庄右衛門、明石久兵衛、明石伊兵衛、明石茂兵衛の連署があり 6)、「五十里籠町元禄検地帳」
[元禄 7・1694 年]の庄右衛門、久兵衛、茂兵衛の記載から、元禄頃には明石姓の一族が沢根籠町
に居住していたことがわかる 7)。そして、現在につづく家系は本章で取り上げた明石庄右衛門家
のみである。 
初代近陽は、明石家の 10 代目にあたり、近蔵源良永を名のっていた 8)。天保 11 年(1840)に新
穂潟上の関口辰右衛門家の六郎右衛門の次男に生まれ、25 歳の時に 9 代目明石庄平の養子となり
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9)、明治 24 年(1891)9 月に 52 歳で没している 10)。また、安政 4 年(1857)に 17 歳で江戸に修行に
出て、大工・彫刻技術を習得し、7 年の歳月を経て帰郷したと伝わる 11)。近蔵のほか、近次郎、
近治と名のることもあり 12)、「近陽」という名は、近蔵の「近」に太陽の「陽」を取って、2代目
近陽が名のり始めたという 13)。熊野神社本殿棟札(北小浦 図 3)には、初代近陽の長男と称する明
石国蔵という人物がいる 14)。しかし、明石国蔵に関する記述は過去帳にない。そして、2 代目近
陽には養子の勘吉が継いでいる。 
2 代目近陽の勘吉は、慶応 3 年(1867)に鶴子の真後久次郎家の 7 代目真後鹿蔵の次男に生まれ、
13 歳で 10 代目明石近蔵(初代近陽)の養子となり、近蔵に技術を学び、日清、日露戦争に従軍、昭
和 3年(1928)に 62 歳で没している 15)。 
3 代目近陽の由太郎は、明治 33 年(1900)に 11 代目明石勘吉(2 代目近陽)の三男として生まれ、
大正 6 年(1917)に家業の大工を継ぐが、昭和初期には彫刻師へと転身している。平成 3 年(1991)
に 92 歳で没している 16)。 
明石家 13 代目にあたる明石剛氏は、4代目近陽を名のり彫刻師として活動している 17)。 
関口辰右衛門家は、少なくとも元禄 4 年(1691)まで遡る家系であり、その頃から新穂潟上に居
住していたとされる 18)。また、幕末から近代にかけて、六郎右衛門、辰五郎、文蔵とつづき、代々、
大工業を営んでいたとされる 19)。しかし、それ以前の世代の職業は不明である。一方、牛尾神社
太子堂(新穂潟上 正徳元・1711 年)は、新穂潟上の大工関口勘兵衛によって建てられており、正徳
頃に関口姓の工匠が新穂潟上にいたことが確認できる 20)。 
辰五郎は、天保 2年(1831)に六郎右衛門の長男に生まれ、弟の近蔵と一緒に江戸に出て、大工・
彫刻技術を学んだと伝わり、晩年は彫刻師として活動していたという。 
文蔵は、万延元年(1860)3 月 12 日に生まれ、大正 14 年(1925)5 月 24 日に 66 歳で没している。 
文蔵の長男である辰治は、大工を継がず、次男である治作が初代近陽の弟子である河原田大阪
町の伊藤文蔵の養子となって大工業を続けたという 21)。 
表 2 は、明石家と関口家の弟子を棟札や墨書、「明石匠家初代・二代近陽事蹟」(以下、「近陽事
第 2 章 沢根籠町の明石庄右衛門家とその活動について 
 
95 
 
蹟」)22)、地誌に記載される順番に一覧にしたものである。 
初代近陽の弟子は、八幡若宮神社本殿棟札(四日町 八幡若宮神社所蔵 明治 5・1872 年 図 2)に
11 人、熊野神社本殿棟札(北小浦 熊野神社所蔵 明治 12・1879 年 図 3)に 4 人、諏訪神社本殿棟
札(原黒 諏訪神社所蔵 明治 20・1887 年 図 4)に 4 人、「近陽事蹟」に 16 人が記されており、計
31 人が判明する。そして、弟子の居住地は、片辺 3 人、小川 2 人、達者 3 人、相川 4 人、沢根 2
人、河原田 4人、栗野江 1人、後山 1人、大久保 1人、竹田 2人、金井新保 2人、新穂潟上 1人、
両津 3 人と広範囲である。中には明石家と関口家が居住する沢根と新穂潟上の弟子もおり、居住
地の記載がない明石姓の 2 人は沢根の弟子と思われる。2 代目近陽の弟子は、「近陽事蹟」に 3 人
が記されており、ほかに 6 人いるとされている 23)。関口文蔵の弟子は 2 人と少なく、2 人とも独
立したという 24)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
延宝3・1675年8月 知鑑院蓮室妙華大姉 最古ノ佛ナリ
貞享4・1687年 大鑑院達山道通居士
元禄10・1697年2月 禅哲院門清宗普居士
元禄11・1698年2月 順哲院覚應宥圓大姉
元文3・1738年7月 清澄院曜華宗心居士
元文4・1739年4月 清得院湛月妙澄大姉
宝暦6・1756年1月 幽玄院真峰元心居士
宝暦9・1759年2月 妙玄院自屋庭性大姉
安永3・1774年2月 堅光院春山道風居士
天明5・1785年2月 貞光院橤園妙花大姉
享和元・1801年6月 禅智院霊臺妙光大姉
文化5・1808年12月 禅定院大安了悟居士
文化元・1804年3月 輝天院廓應了然居士
弘化4・1847年1月 秀天院真應妙観大姉 本人ハ大立村真瀬儀兵衛ヨリ当家ニ嫁ス俗名モヨ行年八十六才
弘化3・1846年5月 随現院縁應貞覺大姉 本人ハ当家ニ産俗名ナラ行年五十六才七代ノ子ニシテ田切須村ヨリ竹次郎
ヲ迎フタルナリ
嘉永6・1853年11月 随應院真海英龍居士 本人ハ田切須村産レ八代トシテ当家へ来ル行年七十四才實家田切須村佐々
木久三郎
明治8・1875年2月 道覺院實心負性大姉 本人ハ当家ニ生レ八代ノ妹ナリ俗ニ盲婆サント云フ俗名登め行年七十一才
明治14・1881年2月 本覺院實山浄性居士 本人ハ西三川村本間源平ヨリ来行年七十六才在世大工ヲ営ム
明治24・1891年9月 智匠院養庵善長居士(初代近陽) 本人ハ潟上村関口辰右エ門ノ産次男二十五才に当家ノ九代ノ相續トシテ末
初代近陽俗名近蔵五十二才没
明治22・1889年12月 即得院全案玉提大姉 本人ハ十代智匠院ノ子ナリ十七ニテ歿ス俗名ナラ明治六年生/近蔵ノ子
昭和3・1928年2月 禅照院大雄玄功居士(2代目近陽) 俗名ヲ勘吉ト云フ本人ハ鶴子真後久次郎七代ノ次男ニテ十三才暮当家ノ養
子トナリ日清日露役ニ戦フ六十ニ才歿ス
昭和24・1949年9月 禅室院大悲妙鏡大姉 当人は澤根町綿屋出ニテ最上蒔太郎ノ妹行年八十一才俗名ミカ
平成3・1991年12月 興匠院由翁道鑑居士(3代目近陽)
昭和63・1988年12月 寿昌院由室貞鑑大姉 本人ハ羽二生一六三六番地/彦兵エいんきょ山本由松三女昭和二年十月十
五日嫁ス俗名ツマ当家十二代室行年八十三才
昭和60・1985年1月 慈照院美徳恵芳大姉 当人ハ相川小六町尾組虎吉長女ニテ昭和三十三年当家ニ嫁ス俗名美恵子行
年五十五才13代
9代
10代
11代
12代
4代目明石近陽(剛、沢根籠町在住)
5代
6代
7代
8代
世代 命日 法名 備考
初代
2代
3代
4代
表 1 明石家所蔵の「明石庄右衛門家過去牒」に記載される世代一覧 
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図 1 明石家および関口家の系譜 25)  年齢は数え歳  血縁関係にある人物を□で囲った 
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図 4 諏訪神社本殿棟札 計 2枚 
(原黒 諏訪神社所蔵 明治 20・1887 年) 
左：1枚目表面 中：1枚目裏面 
右：2枚目表面(裏面記載なし) 
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図 2 八幡若宮神社本殿棟札 計 2 枚 
(四日町 八幡若宮神社所蔵 明治 5・1872 年) 
左：表面 左中：裏面 右中：表面 右：裏面 
図 3 熊野神社本殿棟札 計 2枚 
(北小浦 熊野神社所蔵 明治 12・1879 年) 
左：1枚目表面 中：1 枚目裏面 右：2枚目表面
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氏名 出生地 生没年 典拠
文蔵 片辺 2
国蔵 片辺 2
中村周蔵 片辺 元治元・1864年生-昭和10・1935年11月24日没 1,7
寺岬福松 小川 嘉永6・1853年1月25日生-昭和4・1929年7月2日没 1,7
菊池福蔵 小川 嘉永5・1852年生 3
元治良 達者 2
三浦弥右衛門 達者 1
和倉勘吉源元儀 達者 天保9・1838年8月13日生-大正12・1923年8月9日没 1
池田兵蔵 相川下戸村 文久2・1862年生 3
篠塚周蔵 相川栄町 安政元・1854年生 3
藤井栄蔵 相川中京町 明治7・1874年3月14日生 1,7
菊池春蔵 相川町 1
明石寅蔵 記載なし 慶応2・1866年生 4
明石甚蔵 記載なし 慶応2・1866年生 4
古城愛三 沢根町 1
佐々木善蔵 沢根五十里 文久2・1862年生 4,7
佐々木国蔵 河原田町 1
佐々木常蔵(吉) 河原田町 安政2・1855年生 1,3
石井粂蔵 河原田町 1,2
伊藤文蔵 河原田大坂町 1,2,5,7
治郎右衛門・乙吉 栗野江 2
稲葉由松 後山(宮川) 慶応元・1865年生 1,4,6,7
惣左衛門・新平 大久保 2
清治良 竹田 2
□七 竹田 2
小菅善幸 金井新保 1
宇吉 宮下(新保) 2
儀傳 新穂潟上 2
小池善造 両津夷中町 1
鈴木玉蔵 両津夷 1
坂脇藤八・栄蔵 両津吉住 弘化4・1847年生-昭和8・1933年没　86歳 1
北見仁策 泉 1,6,7
本間喜久蔵 沢根町 1,7
土屋角二 新穂潟上 1,7
遠藤長治源慶治 舟津(大和) 6,8
岩脇市蔵 両尾 8
7.『澤根町史稿 第二輯』[澤根町公民館 1951]　　　　　8.『舟木の島』[本間雅彦 1971]
1.「明石匠家初代・二代近陽事蹟」[3代目近陽 1988]　2.八幡若宮神社本殿棟札(四日町 明治5・1872年)
5.木崎神社拝殿棟札(小木町 明治25・1892年)　　　　  6.「牛尾神社拝殿彫刻」牛尾神社宮司佐山氏所有　
3.熊野神社本殿棟札(北小浦 明治12・1879年)　　　    4.諏訪神社本殿棟札(原黒 明治20・1887年)　
〈関口文蔵弟子〉
〈2代目近陽弟子〉
その他6人
〈初代近陽弟子〉
表 2 初代明石近陽および 2代目明石近陽、関口文蔵の弟子一覧 26) 
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3．明石家の建築活動 
表 3 は、明石家と関口家の活動履歴を年代順に一覧にしたもので、a.棟札、b.墨書・刻銘、c．
「近陽事蹟」、d.寺所蔵史料、e.神社所蔵史料によって確証が得られた建築活動について番号を付
けた。明石家の建築活動は番号のみ、関口家の建築活動は番号を丸で囲い、関与が確定した人物
に○を、推定される人物に●を付けた。なお、関口家の項目は辰五郎か文蔵かを判別できないも
のもあるため、関口辰右衛門で統一した。そして、備考欄に資料による情報を記した。図 5 は、
明石家と関口家の活動地域を示したもので、分布を示す番号は表 3 の番号と対応している。そし
て、各代の弟子の居住地を指し示した。なお、本文中では建築活動を番号で示した。 
3-1．建築履歴と活動地域 
初代近陽の建築活動は、慶応 2 年(1866)から明治 25 年(1892)にかけて計 15 件が挙げられ、妙
宣寺祖師堂新築(阿佛坊 明治 13・1880 年)、樹林寺山門新築(新穂大野 明治 14・1881 年)、瑞芳
寺山門新築(住吉 明治 23・1890 年頃)、長谷寺観音堂改築(長谷 明治 24・1891 年以前)などは初
代近陽の関与を示す伝承が残る 28)。ほかに厨子や神輿、屋台の製作、鳥居新築などを行っている。 
活動範囲は、外海府沿岸地域(№1,12,13)、真野湾沿岸の沢根地域(№2)、国中平野の畑野地域(№
3,8,9)、真野湾沿岸の四日町地域(№4,7)、国中平野の新穂地域(№5,6,10)、内海府沿岸地域(№
11)、両津湾沿岸地域(№14)、南部の小木地域(№15)と広範囲である。№2 の総鏡寺は、明石家の
菩提寺で、№3 の普門院は、明治元年(1868)に拝殿の建具を製作し、明治 13 年に神輿の製作を行
った加茂神社のもと別当寺であり、特有の繋がりをもとに活動している。 
八幡若宮神社本殿棟札(四日町 明治 5・1872 年 図 2)には、「年二十六才より/壹番ニ相川金ぴら
さんヲ立/弐番ニ新穂天神堂ヲ立/三番ニ善光寺のかねつき堂ヲ立/四番ニ四日町若宮の宮ヲ立」と
あり、初代近陽が 26 才から活動し、№1 万福院金毘羅神社本殿・幣殿・拝殿新築から活動が始め
たことが示される。また、2 番目と 3 番目に建てたという№5 定光坊天満宮本殿新築と№6 善光寺
鐘楼堂新築は新穂地域での活動であり、活動初期から活動範囲が広範囲であったことがわかる。 
2 代目近陽の建築活動は、明治 20 年(1887)から昭和 2年(1927)にかけて計 17 件が挙げられ、正
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覚寺本堂新築(両津夷 明治 20 年)、瑞芳寺山門新築(住吉 明治 23 年頃)、日吉神社拝殿新築(新穂
舟下 明治年間)などは、2 代目近陽の関与を示す伝承が残る 29)。一部に改修があるが、ほとんど
が新築である。また、普門院や妙宣寺、蓮華峰寺、長松寺など佐渡でも有数の寺院に出入りして
いる。 
活動範囲は、両津湾沿岸地域(№14)、国中平野の新穂地域(№16,19,23)、南部の小比叡地域(№
17,20)、外海府沿岸地域(№18)、真野湾沿岸の沢根地域(№21,31)、国中平野の長谷地域(№22,29)、
真野湾沿岸の河原田地域(№24)、前浜沿岸地域(№25,30)、国中平野の阿佛坊地域(№26)、国中平
野の畑野地域(№27)と広範囲である。埼玉県越谷市で行った№28大聖院本堂庫裡新築は、№22 の
遍照院の住職加藤慶進が大聖寺に転出したことによる縁故で出向いたものとされる 30)。 
2 代目近陽は、初代近陽と同じ地域で活動しており、総鏡寺、普門院、蓮華峰寺、樹林寺、牛尾
神社、妙宣寺、長松寺など特定の社寺に出入りしている。 
3 代目近陽の建築活動は、大正 9 年(1920)から昭和 12 年(1937)にかけて計 5 件が挙げられ、ほ
とんどが 2代目近陽と一緒に行ったものである。したがって、実質的に大工業を営んでいたのが 2
代目近陽までであったことがわかる。 
関口家の建築活動は、明治 4年(1871)から大正 14 年(1925)にかけて計 13 件が挙げられ、№①,
②は時期的に辰五郎と思われ、№④,⑤,⑧,⑨,⑩,⑪,⑫,⑬は文蔵と判明している。また、大日孁
神社本殿新築(新穂瓜生屋 明治 13・1880 年)、正覚寺本堂新築(両津夷 明治 20・1887 年)、曼荼
羅寺本堂新築(沢根羽二生 明治 23・1890 年)、福島太郎右衛門家厨子製作(両尾 明治 24・1891 年
以前)、長安寺山門新築(久知河内 明治 30・1897 年頃)、来迎寺本堂新築(両津羽二生 明治 30 年)、
光輪寺本堂新築(立野 明治32・1899年以前)、東光院子王大権現新築(新穂長畝 明治33・1900年)、
度津神社拝殿新築(羽茂飯岡,明治 43・1910 年)、菅原神社能舞台新築(羽茂本郷 明治 45・1912 年
-大正 2・1913 年)、慈恩寺本堂屋根改修および向拝増築(新穂大野 明治年間)、慈恩寺山門新築(新
穂大野 明治年間)、青龍寺山門新築(青龍寺 明治年間)、宇賀神社境内社新築(両尾 明治年間)、
張弓神社能舞台新築(羽茂大橋 大正 3・1914 年)などは関口家の関与を示す伝承が残る 31)。社寺建
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築のほかに民家や能舞台も建てていたことになる。 
辰五郎は、世尊院本堂移築および再建(新穂潟上 安政 2・1855 年)に関わったとされており、江
戸へ修行に出る安政 4 年(1857)前から活動していたことになる 32)。そして、№1 万福院金毘羅神
社本殿・幣殿・拝殿新築に関わったと伝わり、初代近陽と一緒に活動を再開したことが推測され
る 33)。 
文蔵は、№⑧牛尾神社社殿・能舞台新築・彫刻製作で棟梁につき、その技術力が称賛され、「辰
右衛門番匠に弟子三百人」と記されている 34)。そして、「火伏ノ水龍」35)(河崎小学校所蔵 明治 33
年)には、「大工棟梁/潟上辰右衛門作/当時佐渡一ノ彫刻家」と墨書があり、佐渡一の彫刻家と称
されている。 
関口家の活動範囲は、真野湾沿岸の四日町地域(№①)、前浜沿岸地域(№②,⑪,⑫,⑬)、国中平
野の新穂地域(№③,⑤,⑥,⑧,⑨,⑩)、両津湾沿岸地域(№④,⑦)と広範囲で、明石家と傾向が似
ている。 
明石家と関口家は、一緒に活動することがあったようで、№7・①八幡若宮神社本殿・幣殿・拝
殿新築では初代近陽が大工棟梁、関口辰右衛門が大工についており、№23・⑧牛尾神社社殿・能
舞台新築・彫刻製作では文蔵が棟梁につき、2 代目近陽が彫刻師として関わっている 36)。ほかに
も正覚寺本堂新築(両津夷 明治 20 年)では辰五郎が棟梁、2代目近陽が副棟梁につき、曼荼羅寺本
堂新築(沢根羽二生 明治 23年)では文蔵が棟梁につき、2代目近陽も関わったと伝わっている 37)。 
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No. 建築年代
初
代
近
陽
2
代
目
近
陽
3
代
目
近
陽
関
口
辰
右
衛
門
建物名および活動内容 所在地 存否 典拠 備考
安政2年(1855) ● 世尊院本堂移築および再建 新穂潟上 現存 f,g,h
下久知の猪俣五郎兵衛所有の堂を移築し、関口辰右衛門
が「棟梁」についたとされる(f,g,h住職談)。
1 慶応2年(1866) ○ ● 万福院金毘羅神社本殿・幣殿・拝殿新築
相川五郎左衛門
町 現存 a,c,f
1900工かかる(c)。八幡若宮神社本殿の棟札に「壹番ニ
相川金ぴらさんヲ立」とある(a)。
2 慶応2年(1866) ○ 総鏡寺境内善宝寺新築 沢根籠町 現存 c,f,g,h
明治元年(1868) ○ 普門院大神宮七間社唐破風巻龍付大厨子製作 栗之江 現存 c,f,g,h 300工かかる(c)。
3 明治元年(1868) ○ 普門院庫裡茅葺入母屋彫刻一式製作 栗之江 現存 c
4 明治元年(1868) ○ 大願寺宝蔵新築 四日町 現存 c
5 明治元年(1868) ○ 定光坊天満宮本殿新築 上新穂 現存 a,c 1000工かかる(c)。八幡若宮神社本殿の棟札に「弐番ニ新穂天神堂ヲ立」とある(a)。
明治元年(1868) ○ 加茂神社拝殿唐戸四本製作 栗之江 現存 c 100工を受取り、同紋4つで12文かかる(c)。
明治2年(1869) ○ 東甚左衛門家大神宮二重屋根厨子製作 新穂井内 不明 c
6 明治元年-5年頃(1868-72) ○ 善光寺鐘楼堂新築 新穂瓜生屋 現存 a
八幡若宮神社本殿の棟札に「三番ニ善光寺のかねつき堂
ヲ立」とある。定光寺天満宮の普請と八幡若宮神社本殿
の普請の間に建立する(a)。
7
①
明治4年-5年
(1871-72) ○ ○
八幡若宮神社本殿・幣
殿・拝殿新築 四日町 現存 a,c
木鼻が18個付き、工事手間が2000工かかる(c)。明石近
治郎が「大工棟梁」に、河原田諏訪町の西崎茂三郎、潟
上村の関口辰右衛門、河原田大阪町の木村長兵衛の3名
が「大工」についている。そして、明石家が造営した4
棟と明石家の来歴が記され、初代近陽の弟子12名が判明
する(a)。
8 明治5年(1872) ○ 一宮神社本殿改修および幣殿・拝殿新築 宮川 現存 c 本殿は、近世期の三間社入母屋造妻入りである。
9 明治7年(1874) ○ 鎮守の宮(白山神社)壹間社々殿新築 大久保 無 c,e
1735工かかる(c)。明治25年に本殿、弊殿を、明治26年
に拝殿を再建。さらに大正5年に本殿と弊殿を再建した
が、昭和初期に本殿と弊殿が倒壊、拝殿のみが現存する
(e)。
② 明治7年(1874) ○ 赤玉神社本殿新築 赤玉 現存 a 新穂潟上の関口辰右衛門が「番匠内」についている
10 明治8年(1875) ○ 熊野神社本殿改修および幣殿・拝殿新築 新穂青木 現存 c
本殿は近世期の三間社入母屋造平入りである。木鼻蟇股
十二面付(c)
明治8年(1875) ○ 白山神社鳥居新築 沢根五十里 不明 c
明治10年(1877) ○ 白山神社神輿壱基製作 沢根五十里 現存 c,f
11 明治12年(1879) ○ 熊野神社本殿新築 北小浦 現存 a
見立の磯野三良左衛門が「棟梁」、北小浦の岩岸藤蔵が
「脇棟梁」につき、初代近陽は「後見」につく。そし
て、初代近陽の弟子5名が判明する(a)。
明治13年(1880) ○ 加茂神社神輿壱基製作 栗之江 現存 c
明治13年(1880) ● 妙宣寺祖師堂新築 阿佛坊 現存 a,f,h
竹田の小田六良平が「棟梁」、猿八の大森新次郎と中沢
太の鈴木清次郎が「脇」についている(a)。2代目近陽が
関わったことが示されているが、棟札の年次から初代近
陽と思われる(f)。
明治13年(1880) ● 大日孁神社本殿新築 新穂瓜生屋 現存 e,g,h 明治13年に建てられたとされる(e)。新穂潟上の大工によると伝わる(g,h宮司談)。
明治14年(1881) ● 樹林寺山門新築 新穂大野 現存 a,g,h
「棟梁」が大野の諸橋六平が棟梁につく(a)。明石近陽
が彫刻したと伝わるが、年次から初代近陽と思われる
(g,h住職談)。
12 明治15年(1882) ○ 多聞院山門新築 小川 現存 c,h 屋根内部に墨書があり、初代近陽の弟子である寺崎福松などの名前が記されていた(h寺岬栄壽氏談)。
明治16年(1883) ○ 天満宮神輿壱基製作 新穂大野 現存 c
13 明治17年(1884) ○ 白山神社社殿新築 南片辺 現存 a,c 本殿が明治14年(1881)建立で、3人の「棟梁」の中に、商売敵とされる間島杢太郎がいる(a)。
14 明治20年-23年(1887-90) ○ ○
諏訪神社本殿・幣殿・拝
殿新築 原黒 現存 a,c
3月24日に小屋入り、9月10日棟上、木品の下見を込めて
275円37銭7厘かかる。そして、原黒の藤井長吉が「大工
棟梁」につき、倅の藤井市蔵のほか2名の弟子が記され
る。また、初代近陽は「後見棟梁」についており、倅の
明石勘吉のほか初代近陽に弟子4人が判明する(a)。
明治23年頃
(-1890-) ● ● 瑞芳寺山門新築 住吉 現存 g,h
原黒の諏訪神社を建築した大工によるとされ、原黒の藤
井長吉が「大工棟梁」につき、その倅である藤井市蔵を
はじめとする弟子が関わったとされる(g,h住職談)。
明治20年(1887) ○ 祭礼用屋台製作 新穂町 不明 c 144工かかる(c)。
明治20年(1887) ● ● 正覚寺本堂新築 両津夷 現存 d,f 明治20年に再建したとある(d)、関口辰五郎が「棟梁」、2代目近陽が「脇棟梁」についたとされる(f)。
15 明治21年-25年(1888-92) ○
木崎神社本殿改修および
幣殿・拝殿新築 小木町 現存 a,c
初代近陽が「正棟梁」、その弟子の伊藤文蔵が「副棟
梁」につく(a)。
明治24年以前
(-1891) ● 長谷寺観音堂改築 長谷 現存 f,g
明石家の記録をもとに初代近陽が関わったとしている
が、記録は確認できていない(f)。観音堂は近世期の建
築であり、屋根替えを行ったと考えられる。
明治21年(1888) ● 中島神社拝殿新築 城腰 現存 e,f,g
城腰の春日武平(屋号：武右衛門)が「棟梁」につき、関
口辰右衛門が彫刻を彫ったとされる。130円97銭7厘5毛
かかる(e)。
③ 明治22年(1889) ○ 白山神社本殿新築 新穂長畝 現存 a 長畝の須田宇兵衛が「棟梁」、関口辰右衛が「後見」につく(a)。
表 3 明石家および関口家の活動履歴の一覧 27) 
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明治21年,23年
(1888,90) ○
正覚寺本堂中之間欅欄間
製作 両津夷 現存 b,c,f
本堂外陣正面の中央柱間に飾る欅欄間「波に龍」1枚を
製作(c)。河崎の夏井長右衛門が「大工」、2代目近陽が
「彫工人」につく(b)。
明治23年(1890) ● 曼荼羅寺本堂新築 沢根羽二生 現存 f 関口文蔵が「棟梁」についたとされる(f)。
④ 明治23年(1890) ○ 昭和院本堂新築 両津湊 現存 g,h 関口文蔵に弟子入りして関わったという(h岩脇市蔵氏談『舟木の島』)。
明治24年以前
(-1891)
福島太郎右衛門家厨子製
作 両尾 不明 f
⑤ 明治24年-32年頃(1891-99) ○ 牛尾神社社殿新築 新穂潟上 無 f 明治32年に焼失(f)。
16 明治26年(1893) ○ 日吉神社神殿拝殿社務所新築 上新穂 現存 c,f,i
25才から取り掛かる(c)。明治24年に建物が全部焼失
し、氏子が1万円あまりを寄附し、神殿、拝殿、社務所
を造営する(i)。
17 明治26年(1893) ○ 蓮華峰寺金堂屋根葺替および向拝増築 小比叡 現存 c,h
茅葺屋根から瓦屋根に葺替え、向拝を増築し、彫刻を2
代目近陽と小比叡の井端千代松が共同で彫ったという。
そして、昭和30年の解体修理により、屋根が銅板葺にな
り、向拝が撤去される(h井端氏談)。
⑥ 明治28年(1895) ○ 観音院天満宮新築 新穂長畝 現存 a 関口辰右衛門が「棟梁」につく(a)。
18 明治29年(1896) ○ 御禮智神社社殿新築 田ノ浦 現存 a,c 沢根五十里の大工10人位を雇う(c)。2代目近陽が「大工棟梁」につく(a)。
明治30年頃
(-1897-) ● 長安寺山門新築 久知河内 現存 g 新穂潟上の大工によると伝わる(g)。
19 明治30年(1897) ○ 樹林寺鐘楼堂新築 新穂大野 現存 b 大野の諸橋六平が「棟梁」、2代目近陽が「ほり仕」につく(b)。
⑦ 明治30年(1897) ○ 本城寺不動院楼門新築 城腰 現存 a,f,g
城腰の春日武右衛門が「棟梁」、関口辰右衛門が「後
見」につく(a)。関口文蔵が「棟梁」についたとされる
(g)。
明治30年(1897) ● 来迎寺本堂新築 羽二生 現存 f 両尾の渡辺仁左衛門が「棟梁」、辰右衛門が「彫塑師」についたとされる(f)。
20 明治31年(1898) ○ 蓮華峰寺本堂(客殿)・庫裏新築 小比叡 現存 c
明治32年以前
(-1899) ● 光輪寺本堂新築 立野 現存 g,h 新穂潟上の大工によると伝わる(g)。
21 明治32年前後(-1899-) ○
総鏡寺庫裡改築および増
築 沢根篭町 現存 f,h
新穂舟下の日吉神社拝殿を建築した際に石場打ちに用い
た柱を貰い受け、その材を2代目近陽が寄付したという
(h3代目近陽氏談『総鏡寺小史』)。
明治33年(1900) ○ 河崎小学校所有彫刻「火伏ノ水龍」製作 河崎 現存 b
「大工棟梁/潟上辰右衛門作/当時佐渡一ノ彫刻家」とあ
る(b)。
明治33年(1900) ● 東光院子王大権現新築 新穂長畝 現存 d,g,h 明治33年に建てられたと伝わる(d)。関口家によると伝わる(g,h)。
22 明治33年(1900) ○ 遍照院聖天堂新築 長谷 現存 c,g,h
23
⑧
明治34年-41年
(1901-08) ○ ○
牛尾神社社殿・能舞台新
築・彫刻製作 新穂潟上 現存 c,e,f,g
関口文蔵が設計を行い、1120工半かかる。三条の半藤逸
我、新潟市の長谷川吉蔵、新穂潟上の関口文蔵、河原田
の伊藤治作、沢根五十里の明石勘吉、後山の稲葉由蔵、
泉の北見仁策、新穂潟上の土屋寅蔵(藤右衛門)、吉井舟
津の遠藤長治などが分担して彫刻を彫る。能舞台は吾潟
の本間家能舞台を見本に建築したとされる(c,e,f,g)。
明治36年(1903) ○ 日吉神社大鳥居新築 上新穂 無 c,f,i 鳥居再建を竣工する(i)。
24 明治40年(1907) ○ 本田寺山門新築 中原 現存 c 付属の木鼻獅子、虹梁彫など彫刻類一般も作製(c)。
25 明治41年-43年(1908-10) ○
長松寺本堂改修および向
拝増築 松ヶ崎 現存 c,f
明治43年(1910) ● 度津神社拝殿新築(現、草刈神社拝殿)
羽茂飯岡
(現、羽持本郷) 現存 f
関口文蔵が「棟梁兼請負人」についたとされる。昭和6
年から12年の間に草刈神社に移築される(f)。
明治43年(1910) ○ 妙宣寺祖師堂欄間製作 阿佛坊 現存 c 祖師堂外陣正面に飾る三間物の欄間「波に龍」1枚を作製(c)。
明治44年-45年
(1911-12) ○
妙宣寺本堂瓦屋根葺替お
よび向拝増築・彫刻製作 阿佛坊 現存 b,c,f
1000工かかる(c)。石造の向拝柱に明治45年の刻銘が彫
られる(b)。
⑨ 明治44年(1911) ○ 熊野神社拝殿新築 新穂青木 現存 a,e,f
新穂潟上の土屋藤右衛門が「棟梁」につく(a)。関口文
蔵は大工兼彫刻についたとされ、明治41年12月に氏子全
体による「新築同意書」を得ている(e)。
明治45年-大正2
年(1912-13) ● 菅原神社能舞台新築 羽茂本郷 無 f
関口文蔵が「棟梁」についたとされる。昭和50年に焼
失。
明治年間 ● 日吉神社拝殿新築 新穂舟下 現存 g,h 本殿は、近世期の三間社流造である。明石家によると伝わる(g,h管理者談)
明治年間 ● 慈恩寺本堂屋根改修および向拝増築 新穂大野 現存 g,h 新穂潟上の大工によると伝わる(g,h管理者談)。
明治年間 ● 慈恩寺山門新築 新穂大野 現存 g,h 新穂潟上の大工によると伝わる(g,h管理者談)。
明治年間 ● 青龍寺山門新築 青龍寺 現存 g,h 新穂潟上の大工によると伝わる(g,h住職談)。
明治年間 ● 宇賀神社境内社新築 両尾 現存 g,h 関口家によると伝わる(g,h仲町氏談)。
大正3年(1914) ● 張弓神社能舞台新築 羽茂大橋 現存 f 関口文蔵が「棟梁」につき、菅原神社能舞台の普請を見本に建築したとされる(f)。
大正6年(1917) ○ 村講中 半陀迦尊者像一基製作 水津 不明 c
大正7年,12年
(1918,23) ○
普門院本堂内陣前欄間製
作 栗之江 現存 b,c
内陣正面に飾る欄間「雲に天人」3枚組を製作、塗り仕
上げまで行う(c)。
大正7年(1918) ○ 普門院本堂向拝虹梁・海老虹梁・手狭彫物製作 栗之江 現存 c
虹梁型頭貫「波に向い龍」1丁、海老虹梁「波に鯉」2
丁、手挟の彫刻で180工かかる(c)。
大正8年(1919) ○ 普門院本堂向拝柱木鼻・蟇股彫物製作 栗之江 現存 c
向拝の木鼻彫刻「振面獅子」2面、蟇股彫物3面を作製
し、40工かかる(c)。
大正8年(1919) ○ 栄宝寺本堂内陣十六羅漢彫・右と左方立製作 新穂潟上 現存 c
大正9年-10年
(1920-21) ○ ○ 曼荼羅寺本堂欅欄間製作 沢根羽二生 現存 b,f
明治26年の本堂再建の際の廃材を用いて、中「龍」、右
と左「獅子」の欄間3枚を製作したという(b,f)。
26
27
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大正11年(1922) ○ ○ 嵐城嘉平家佛壇最高級品一基製作 真野新町 不明 c 塗りを含め1800工かかる(c)。
28 大正11年-12年(1922-23) ○ ○ 大聖寺本堂庫裏新築
埼玉県越谷市相
模町
本堂現存
庫裏無 c,f
大正11年秋に七堂伽藍新築計画図面を提出。長谷の遍照
坊の住職加藤慶進が大聖院に転出して計画したが、大正
12年9月1日に関東大震災によって各建物が傾き、応急修
理にとどめ、寄進予定が延期する。そして、大正12年4
月から2代近陽と3代近陽のほかに、泉の服部一二、北見
康作の2人の大工に頼み、大正13年暮まで4人で修復に埼
玉へ出張した(c)。
29 大正12年(1923) ○ ○ 泉慶寺本堂瓦屋根葺替 長谷 現存 c
30 大正12年-13年(1923-24) ○ ○ 長松寺鐘楼門新築 松ヶ崎 現存 a,b,f
2代目近陽が「棟梁」につく(a)。2代目近陽は「請負棟
梁」で、ほかに3代目近陽、小川の寺崎利作と山本松蔵
が名を連ねる(b)。
大正14年(1925) ○ 光輪寺本堂欄間製作 立野 現存 b 「調工師関口文造」とある(b)。
⑩ 大正14年以前(-1925) ○ 二所神社社殿新築 旭 現存 f,h
師匠である関口文蔵と一緒に関わったという(h岩脇市蔵
氏談『舟木の島』)。
⑪ 大正14年以前(-1925) ○ 小田原神社社殿新築 豊岡 現存 f,h
師匠である関口文蔵と一緒に関わったという(h岩脇市蔵
氏談『舟木の島』)。
⑫ 大正14年以前(-1925) ○ 惣左衛門家 蚫 不明 f,h
師匠である関口文蔵と一緒に関わったという(h岩脇市蔵
氏談『舟木の島』)。
⑬ 大正14年以前(-1925) ○ 御禮智神社社殿新築 蚫 現存 f,h
師匠である関口文蔵と一緒に関わったという(h岩脇市蔵
氏談『舟木の島』)。
31 昭和2年(1927) ○ ○ 総鏡寺本堂改築 沢根籠町 現存 f,h
2代目が300工を寄付、木羽葺きから瓦葺きに葺き替え
る。大正15年11月に3代目が設計し、昭和2年夏に着工、
9月より屋根取崩し始め、11月に大工、左官工事終わ
り、12月に瓦葺きを行った(h3代目近陽氏談『総鏡寺小
史』)。
昭和3年-4年
(1928-29) ○ 曼荼羅寺本堂須彌壇製作 沢根羽二生 現存 b
須彌壇内部に、「昭和三年中秋竣成/彫刻師三代目五十
里明石近陽作」、「昭和四年孟春完成三代目彫刻師五十
里明石近陽作」とある(b)。
32 昭和4年(1929) ○ 白山神社本殿新築 沢根五十里 現存 a,b 小屋内部に「彫刻師三代目明石由太郎二十八才近陽」とある(b)。
昭和10年(1935) ○ 本光寺本堂改修および絵様彫物製作 沢根籠町 現存 d
商売敵である間島家による普請であり、3代目近陽は
「彫刻師」につく(d)。
昭和12年(1937) ○ 宇賀神社拝殿内狛犬彫物製作 両尾 現存 b 「佐渡近陽作」とある(b)。
○確定
●推定
a.棟札　b.墨書・刻銘　c.「近陽事蹟」　d.寺所蔵史料　e.神社所蔵史料
f.地誌 g.伝承 h.ヒアリング i.佐渡新聞
番号のみ：明石家の建築活動
番号を○で囲ったもの：関口家の建築活動
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図 5 明石家および関口家の活動分布図 表 3の№と対応 各代の弟子の居住地を指し示した 
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玉崎
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両津湊
椿
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片野尾
月布施
東立島
蚫
野浦
赤玉
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松ヶ崎
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浜河内
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小比叡
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飯持
小倉
真野新町
阿佛坊
河原田
中原
沢根羽二生
上川茂
真野湾
両津湾
外
海
府
内
海
府
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浜
大
 　
佐
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山
 　
地
小
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山
 　
地
国
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1
2
3
4
5
6
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9
10
11
12
13
1414
15
16
17
18
19
20
①
②
⑫
⑬
⑪
⑩
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
立野
21
22
23
24
25
26
27
3131
32
2929
3030
加
茂
湖
相川下戸
相川中京町
相川五郎左衛門
相川町
泉
大和
竹田
初代近陽弟子
〔片辺〕
文蔵
国蔵
中村周蔵
初代近陽弟子
〔小川〕
寺岬福松
菊池福蔵
初代近陽弟子
〔達者〕
元治良
三浦弥右衛門
和倉勘吉源元儀
初代近陽弟子
〔相川下戸〕
池田兵蔵
〔相川栄町〕
篠塚周蔵
〔相川中京町〕
藤井栄蔵
〔相川町〕
菊池春蔵
初代近陽弟子
〔沢根〕
明石寅蔵
明石甚蔵
古城愛三
〔沢根五十里〕
佐々木善蔵
2代目近陽弟子
〔沢根〕
本間喜久蔵
初代近陽弟子
〔栗野江〕
治郎右衛門・乙吉
初代近陽弟子
〔後山 (宮川 )〕
稲葉由松
初代近陽弟子
〔大久保〕
惣左衛門・新平
関口文蔵弟子
〔舟津 (大和 )〕
遠藤長治源慶治
関口文蔵弟子
〔両尾〕
岩脇市蔵
初代近陽弟子
〔竹田〕
清治良
□七
初代近陽弟子
〔新穂潟上〕
儀傳
2代目近陽弟子
〔新穂潟上〕
土屋角二
初代近陽弟子
〔両津夷〕
小池善造
鈴木玉蔵
初代近陽弟子
〔両津住吉〕
坂脇藤八・栄蔵
2代目近陽弟子
〔泉〕
北見仁策
初代近陽弟子
〔金井新保〕
小菅善幸
宇吉
初代近陽弟子
〔河原田町〕
佐々木国蔵
佐々木常蔵 (吉 )
石井粂蔵
伊藤文蔵
№(赤 )：初代近陽が関わる建築活動
№(青 )：2代目近陽が関わる建築活動
№(黒 )：3代目近陽が関わる建築活動
№を○で囲ったもの：関口辰右衛門が関わる建築活動
第 2 章 沢根籠町の明石庄右衛門家とその活動について 
 
106 
 
3-2．職人の構成 
表 4 は、棟札や墨書、寺社所蔵史料に記載される職人を抽出したもので、番号は表 3 の番号と
対応している。 
初代近陽の弟子の居住地は、活動地域と合致するものがあり、相川町は№1万福寺金毘羅神社本
殿・幣殿・拝殿新築、栗野江は№3普門院庫裡茅葺入母屋彫刻一式製作、大久保は№9鎮守の宮(白
山神社)壹間社々殿新築、小川は№12 多聞院山門新築、片辺は№13 白山神社社殿新築が挙げられ
る。また、それら周辺地域の弟子もおり、後山は大久保、達者は小川から近い。№7八幡若宮神社
本殿・幣殿・拝殿新築は、初代近陽の活動開始から 5 年後という初期の活動であるが、すでに弟
子が多く、河原田 2 人、竹田 2 人、大久保 1 人、栗野江 1 人、片辺 2 人、達者 1 人、宮下 1 人、
新穂潟上 1人と広範囲から来ている。そして、前後の活動と連動しており、栗野江は№3普門院庫
裡茅葺入母屋彫刻一式製作、大久保は№9 鎮守の宮(白山神社)壹間社々殿新築、達者は№12 多聞
院山門新築、片辺は№13白山神社社殿新築との関連性が窺える。 
初代近陽による建築活動においては、№7八幡若宮神社本殿・幣殿・拝殿新築では、大工棟梁が
初代近陽、大工が関口辰右衛門と河原田の職人 2人の計 3人で、その下に棟梁弟師
マ マ
の計 11 人が関
わる。№11 熊野神社本殿新築では、棟梁と脇棟梁が地元の職人、後見が初代近陽で、その下に明
石氏長男 38)、明石家弟子の計 5人が関わる。№14 諏訪神社本殿・幣殿・拝殿新築では、棟梁が地
元の職人で、その下に棟梁の長男と弟子 2 人の計 3 人を配し、後見棟梁が初代近陽で、その下に
初代近陽の長男と弟子 4 人の計 5 人を配している。以上の活動は、初代近陽が弟子を率いて、地
元または他地域の職人と共同で行っており、№7八幡若宮神社本殿・幣殿・拝殿新築では、明石家
の職人を中心に他地域の職人が、№11 熊野神社本殿新築では、地元の職人を中心に明石家の職人
が加わり、№14 諏訪神社本殿・幣殿・拝殿新築では、明石家の職人と地元の職人が共同で行って
いる。一方、№15 木崎神社本殿改修および幣殿・拝殿新築では、大工正棟梁が初代近陽、大工副
棟梁が弟子であり、明石家の職人が単独で行っていると思われる。なお、初代近陽の弟子は、ほ
かの社寺建築の棟札に確認することができ、独自の活動も確認できる 39)。 
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2 代目近陽の弟子は、初代近陽の弟子と同じ地域から来ており、特定の地域と繋がりが築かれて
いたことが予想され、弟子の中には、代々、弟子入りする職人がいた可能性が考えられる。№23
牛尾神社社殿・能舞台新築・彫刻製作では、棟梁の関口文蔵をはじめ、2代目近陽、伊藤治作、遠
藤長治、北見仁策、本土の彫刻師 2 人が関わり、新穂潟上の土屋寅蔵と後山の稲葉由蔵は 2 代目
近陽の弟子の土屋角仁、初代近陽の弟子の稲葉由松に関係する人物と思われる。また、№30 長松
寺鐘楼門新築の小川の職人 2人は、2代目近陽の弟子である可能性が考えられ、そのうち寺岬利作
は初代近陽の弟子の寺崎福松の子供である 40)。 
2 代目近陽による建築活動においては、№19 樹林寺鐘楼堂新築では、棟梁が地元の職人で、2
代目近陽がほり師をつとめている。№30 長松寺鐘楼門新築では、請負棟梁が 2 代目近陽で、その
下に 3代目近陽を含む 3人が関わっており、明石家の職人が単独で行っていると考えられる。 
関口文蔵の建築活動においては、№③白山神社本殿新築、№⑦本城寺不動院楼門新築では、棟
梁が地元の職人で、関口文蔵は後見である。№⑧牛尾神社社殿・能舞台新築・彫刻製作では、棟
梁が関口文蔵で、彫刻を関口文蔵と 2 代目近陽、関口文蔵の次男である伊藤治作、関口文蔵の弟
子である遠藤長治などで分担しており、さらに本土の彫刻師である新潟市の長谷川吉蔵 41)、三条
の半藤逸我 42)を招いている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 4 職人一覧 表 3の№と対応 
 
№ 建築名 所在地 役職、居住地、工匠名、その他 典拠
大工棟梁五十里籠町明石庄右衛門忰/明石近冶郎源良永
大工棟梁明石近治/でし/川原田文蔵/同粂蔵/竹田清治良/竹田□七/
大久保新平/栗ノ江乙吉/片辺文蔵/達者元治良/宮下宇吉/片辺国蔵/
潟上儀傳
大工棟梁雑太郡五十里籠町明石庄右衛門忰明石近蔵源良永壬申年三
十二才/大工川原田諏訪町西崎茂三郎/同潟上村関口辰右衛門/同川
原田大坂町木村長兵衛/棟梁出師/同川原田文蔵/同川原田粂蔵/同竹
田清治郎/同大久保惣左衛門/同片辺文蔵/同栗江治郎右衛門
11 明治12・1879年 熊野神社本殿 北小浦
棟梁見立村磯野三良左衛門年三十七才/脇棟梁當所岩岸藤蔵年三十
二年/後見五十里籠町明石近次郎年四十才/明石氏長男明石國蔵年二
十二才/明石氏弟子小川村菊地福蔵年二十七才/明石氏弟子相川下戸
池田兵蔵年十七才/同断相川榮町篠塚周蔵年二十五才/同断川原田町
佐々木常蔵年二十四才/木挽棟梁當所三辻與吉良年五十四才
A
當村大工棟梁藤井長吉/後見西五十里篭町明石近治 A
加茂村原黒棟梁藤井長吉年四十才/忰藤井市蔵年十五才/弟子/久知
村粕谷才治郎年六十一才/原黒村三輪瀧蔵年二十五才
後見棟梁雑太郡五十里籠町明石近治年四十八才/忰明石勘吉年二十
一才/弟子/佐々木善蔵年二十五才/明石寅蔵年二十才/明石甚蔵年二
十一才/稲義由蔵年十九才
A
③ 明治22・1889年 白山神社本殿 新穂長畝 棟領當所須田宇兵衛/後見潟上村関口辰右衛 A
15 明治25・1892年 木崎神社拝殿 小木町 大工正棟梁明石近蔵/同副棟梁伊藤文蔵 A
19 明治30・1897年 樹林寺鐘楼堂 新穂大野 棟梁諸橋六平/ほり仕五十里明石勘吉 B
⑦ 明治30・1897年 本城寺不動院楼門 城腰 棟梁城腰春日武左衛門/後見潟上村関口辰右衛門 A
棟梁関口文造/新潟長谷川吉蔵/三条半藤逸我/川原田伊藤治作/沢根
五十里明石勘吉/後山稲葉由蔵/泉北見仁作/潟上土屋寅蔵(藤右衛
門)/吉井舟津遠藤長治
C
大正12・1923年 請負棟梁明石近陽/仝枠由太郎/小川村寺岬利作/仝山本松蔵 B
大正13・1924年 棟梁澤根村字五十里明石勘吉 A
四日町
諏訪神社本殿 原黒
八幡若宮神社本殿 A
記載年紀
明治5・1872年
7
①
30
23
⑧
14
A.棟札　B.墨書　C.牛尾神社宮司佐山家所有史料「彫物下絵],「牛尾神社拝殿彫刻」
明治20・1887年
長松寺鐘楼門
明治41・1908年
松ヶ崎
新穂潟上牛尾神社拝殿
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4．明石家による社寺建築の特徴について 
4-1．細部および彫刻 
明石家による建築は、軒廻りを尾垂木および拳鼻付の組物によって賑やかに飾る。万福寺金毘
羅神社拝殿(相川五郎左衛門町 慶応 2・1866 年 写真 1)は出組組物を組んで手先に拳鼻を付ける。
善光寺鐘楼堂(新穂瓜生屋 明治元・1868 年-5・1872 年 写真 4)は二手先組物を組んで一手目に尾
垂木、二手目に拳鼻を付ける。定光寺天満宮本殿(上新穂 明治元年 写真 3)や八幡若宮神社本殿(四
日町 明治 4・1871 年-5 年 写真 5)などは三手先組物を組んで二手目まで尾垂木、三手目に拳鼻を
付ける。組物の形状は、大斗上の肘木は直角の袖の角を丸め、手先の肘木は袖を斜めに切り、尾
垂木は木口を鋭角に切っている。そして、隅の柱上の組物は、隅行方向にも手先を出して尾垂木
と拳鼻を付けており、複雑な形状をしている(写真 4-右下,写真 5-左下,写真 8-下右)。組物の配置
は、疎組に配しているもの、台輪を廻して詰組に配しているものがあり、中には、台輪を廻さず
に組物を詰組に配し、頭貫上に組物を組むものがある。定光坊天満宮本殿と八幡若宮神社本殿は
台輪を廻して三手先組物を詰組に配しており(写真 3-右上,写真 5-左上)、善光寺鐘楼堂は台輪上
に二手先組物を詰組に配している(写真 4-右上)。 
彫刻は、組物間と支輪に彫物を飾り、海老虹梁や虹梁型頭貫、手狭に籠彫をほどこす。それら
は唐獅子、飛龍、水龍、鶴、鴨、鯉などと波や雲などを組み合わせてモチーフにしたもので、柱
頭には獅子鼻、獏鼻、象鼻を付ける。また、頭貫や虹梁、拳鼻、木鼻などに唐草絵様が彫られて
おり、中には浮彫のものもある。定光坊天満宮本殿(写真 3)と善光寺鐘楼堂(写真 4)は、頭貫や台
輪の表面に地紋彫りをほどこしており、善光寺鐘楼堂では天井の一面に 2 頭の飛龍の立体的な彫
刻を取り付けている(写真 4-左下)。これらは明治期の佐渡においては突出した装飾傾向を示して
おり、初代近陽の高い技術力が窺える。そして、その彫刻は 18 世紀中期から幕末にかけて、北関
東を中心に普及する彫刻に類しており、佐渡では幕末以降に流行する 43)。2 代目近陽の遺構は、
組物が出三斗・平三斗であり、組物による装飾化が収束傾向にある。一方、彫刻は同様の装飾傾
向を示している。 
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関口文蔵による牛尾神社拝殿(新穂潟上 明治 34・1901 年-41・1908 年 写真 9)は、組物が二手
先であり、その形状は初代近陽の遺構に見られる組物と類似しており、初代近陽と様式的な関連
性が窺える。また、彫刻は密度高く、関口文蔵と 2 代目近陽、2 代目近陽の弟子である北見仁策、
関口文蔵の次男である伊藤治作、関口文蔵の弟子である遠藤長治のほか、本土の彫刻師である新
潟市の長谷川吉蔵、三条の半藤逸我などが分担して彫っている。 
4-2．佐渡の地域色を持つ神社本殿 
八幡若宮神社本殿(四日町 図 6,写真 5)と諏訪神社本殿(原黒 明治 20・1887 年-23・1890 年 図
7,写真 7)、白山神社本殿(新穂長畝 明治 22・1889 年 図 8,写真 8)は、身舎と向拝の扱いが個性的
で、その空間構成に特徴がある。 
八幡若宮神社本殿は、一間社入母屋造、諏訪神社本殿と白山神社本殿は、三間社入母屋造で、
前面に向拝 1 間が付く。これらは身舎の奥行が 1 間分深く、前方の柱間を吹き放って開放的につ
くり、その吹き放ち空間の上部に組物を内側に向けて密に配し、格天井を張る(写真 5-右下,写真
7-下左)。そして、身舎前方の空間と向拝の空間は、間仕切りも柱もない広い空間となる(写真 5-
右上,写真 7-右上,写真 8-左上)。なお、明治元年(1868)に製作した普門院大神宮七間社唐破風巻
龍付大厨子(栗野江 明治元年 写真 2)は、正面 7間、側面 2間の身舎の前面に梁行 3間につくった
唐破風向拝 1 間を付けており、向拝の虹梁型頭貫上に組物を内側に向けて詰組に配し、向拝内部
に格天井を張る(写真 2-右下)。つまり、以上に挙げた神社本殿 3 棟に見られる身舎前方の空間に
おける上部の構成が、向拝空間に確認できる。このような空間構成の神社本殿は、佐渡では 18 世
紀前期から 20 世紀前期にかけて計 35 棟が確認できている 44)。したがって、初代近陽が活動初期
に手がけた神社本殿は、近世以来の佐渡に見られる神社本殿と関連性が窺える。そして、初代近
陽は、佐渡に見られる地域色をもつ神社本殿の形式を継承していることになる。一方、定光坊天
満宮本殿(写真 3)は前面に向拝 1 間が付く一間社入母屋造、熊野神社本殿(北小浦 明治 12・1879
年 写真 6)は一間社流造であり、一般的な構成をしている。 
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写真 1 万福院金毘羅神社拝殿(相川五郎左衛門町 慶応 2・1866 年) 左：全景 右：細部意匠  
 
 
写真 2 普門院大神宮七間社唐破風巻龍付大厨子(栗野江 明治元・1868 年)  
上：全景 左下：向拝正面 右下：向拝空間の見上げ 
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写真 3 定光坊天満宮本殿(上新穂 明治元・1868 年)  
左上：正面 右上：身舎細部意匠 左下：向拝組物 右下：向拝組物 右：身舎側面 
写真 4 善光寺鐘楼堂(新穂瓜生屋 明治元・1868 年-5・1872 年頃)  
左上：全景 右上：細部意匠 左下：内部天井 右下：隅の柱上の組物 
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写真 5 八幡若宮神社本殿(四日町 明治 4・1871 年-5・1872 年) 
左上：身舎側面 右上：正面 右中：身舎正面細部意匠 左下：隅の柱上の組物 右下：身舎前方空間の見上げ 
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図 6 八幡若宮神社本殿(四日町 明治 4・1871-5・1872 年) 上：側面立面図 下：平面図 
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写真 6 熊野神社本殿(北小浦 明治 12・1879 年)  
左上：全景 右上：身舎細部意匠 左下：向拝細部意匠 右下：身舎組物 
 
 
図 7 諏訪神社本殿(原黒 明治 20・1887-23・1890 年) 平面図 
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写真 7 諏訪神社本殿(原黒 明治 20・1887 年-23・1890 年)  
左上：全景 右上：正面 下左：身舎前方 1間内部 下中：向拝内部 下右：身舎側面  
 
 
図 8 白山神社本殿(新穂長畝 明治 22・1889 年) 平面図 
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写真 8 白山神社本殿(新穂長畝 明治 22・1889 年)  
左上：正面 右上：身舎前方 1間内部  
下左：身舎前方 1 間および向拝内部 下中：身舎側面 下右：隅の柱上の組物 
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写真 9 牛尾神社拝殿(新穂潟上 明治 34・1901 年-41・1908 年) 上：全景 左下：拝殿向拝正面 右下：向拝内部 
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5．小結 
明石庄右衛門家は、江戸前期から 13 代つづく家系であり、その初代は播州明石から来島したと
いう。そして、元禄期には沢根籠町に居住しており、少なくとも 9代目から大工業を営んでいる。
10 代目である近蔵は 25 才で新穂潟上の関口辰右衛門家から養子に入り、11代目の勘吉が「近陽」
という名を名のり始め、自身を「二代目近陽」、先代を「初代近陽」とした。そして、2 代目近陽
まで大工業を営み、3代目近陽からは彫刻を専業としている。 
一方、関口辰右衛門家は少なくとも元禄頃まで遡る家系で、代々、新穂潟上に居住し、幕末以
降、大工業を営んでいた。 
初代近陽は、安政 4年(1857)の 17 歳から 7年間、兄の関口辰五郎と一緒に江戸に修行に出たと
されており、慶応 2年(1866)の 26 歳から佐渡での活動を開始している。明石庄右衛門家の建築活
動は、社寺建築が中心であり、昭和 4年(1929)までの 63 年間で計 32 件の建築活動が確認できる。
そして、血縁関係にある新穂潟上の関口家と一緒に活動することもあった。 
初代近陽の活動範囲は、活動当初から広範囲で、特有の繋がりにもとづく活動も見られる。ま
た、2代目近陽は、初代近陽と同じ地域で活動しており、佐渡でも有数の寺院に関わり、特定の社
寺に出入りしている。初代近陽の弟子は、活動初期から多く、広範囲から来ており、弟子の居住
地は建築活動との関連性が窺える。そして、2代目近陽の弟子は、初代近陽の弟子と同じ居住地か
ら来ており、代々、弟子入りする職人がいた可能性があげられる。また、明石家は弟子を率いて
活動しており、地元または他地域の職人と共同で行う建築活動もある。 
初代近陽の遺構は、密度高く建築装飾が用いられており、建築・彫刻に関する高い技術力が窺
える。また、神社本殿建築の中には、身舎と向拝の扱いが個性的で、特徴的な空間構成をもつも
のが活動初期から確認できる。それらは身舎の奥行が一間分深く、前方の柱間を吹き放って開放
的につくり、その吹き放ち空間の上部に組物を内側に向けて密に配し、格天井を張る。そして、
前面に向拝を付ける。この空間構成をもつ神社本殿は、佐渡では 18 世紀中期から確認できる。し
たがって、近世の佐渡に広く見られる神社本殿建築の伝統を初代近陽は継承しているといえる。
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一方、彫刻については、新たな様式を島外から持ちこんだ可能性が挙げられる。 
明石庄右衛門家は、幕末から近代にかけて社寺建築を中心に活動し、活動範囲は広範囲におよ
ぶ。また、遺構からは高い技術力が窺え、神社本殿建築は近世以来の佐渡に見られる地域色をも
った特徴を備えている。以上を踏まえると、明石庄右衛門家は近世佐渡の伝統を継承する、幕末
以降の佐渡を代表する大工家であったといえる。 
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注 
1) 沢根籠町は、佐渡島の西側、真野湾に面する海岸沿いにある漁村で、17 世紀初期から金山開
発によって繁栄した相川へ向かう街道沿いにある。 
『澤根町誌稿 第二輯』[新潟県佐渡郡澤根町公民館 1951]、『佐和田町史 通史編Ⅱ』[佐和
田町史編纂委員会 2001]によると、鋳金家や仏師、彫刻師など芸術に秀でた一族が多く居住
した地域とされ、その傾向は、江戸後期頃から見られるという。それらは、それぞれに諸職
を継承し、分家が派生し、弟子を育て、集団的に定住していたという。明石家もその一事例
として挙げられる。宮大工・彫刻師を継承する家系は、ほかに間島家が知られている。 
2) 明石家については、前掲『澤根町誌稿 第二輯』の「美術工藝」、「彫刻師」の項、また、前掲
『佐和田町史 通史編Ⅱ』の「宮大工の系譜」の項に、沢根籠町に居住し、代々、大工・彫刻
師を継承、「近陽」を襲名する家系であることが示されている。そして、初代近陽、2代目近
陽、3 代目近陽について来歴が記され、系譜が図示されている。ほかに『-佐渡杣小誌-舟木
の島』[本間雅彦 1971]に記載がある。 
3) 明石家所蔵。 
昭和 6 年(1931)3 月に 12 代目当主である明石由太郎(3 代目近陽)が新調したものであり、
表紙に「明石庄右衛門家過去牒」とある。なお、本文中では、「過去帳」とする 
4) 明石家の 13 代目当主であり、4代目近陽を名のる明石剛氏(沢根籠町在住)による。 
5) 明石家所蔵「過去帳」には、「九代/本覚院實山浄性居土/明治十四年二月/本人ハ西三川村本
間源平ヨリ来/行年七十六才/在世大工ヲ営ム」とある。 
6) 明石家菩提寺の総鏡寺(沢根籠町)所蔵。 
『総鏡寺小史』[明石由太郎 1984]に添付掲載されている。 
7) 前掲『佐和田町史 通史編Ⅱ』には、「元禄七甲戌年六月/佐渡國雑太郡五十里籠町畑屋敷御検
地水帳」をもとに屋敷名請がまとめられている。 
8) 八幡若宮神社本殿棟札(四日町 八幡若宮神社所蔵 明治 5・1872 年)には、「明石近蔵源良永」
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とある。 
9) 明石家所蔵「過去帳」には、「本人ハ潟上村関口辰右衛門ノ産次男二十五才に当家ノ九代ノ相
続トシテ来」、八幡若宮神社本殿棟札には、「此棟梁ハ二十才のおり潟上之頭辰右衛門内より
五十里庄右衛門内えん二付」、「年二十六才より/壹番二相川金ぴらさんヲ立」とあるが、過去
帳の記述によった。 
10) 明石家所蔵「過去帳」には、「明石家十代…中略…明治二十四年旧九月没/本人ハ潟上村関口
辰右衛門ノ産次男二十五才に当家ノ九代ノ相続トシテ未/初代近陽/俗名近蔵/五十二才没」、
「明石匠家初代・二代近陽事蹟」には、「明石家十代本名近蔵/潟上関口六郎右ェ門次男/天保
十一年生/明治二十四年歿五十二才」とある。 
「明石匠家初代・二代近陽事蹟」は、普門院(栗之江)に所蔵されており、昭和 63 年(1988)
に 3 代目近陽がまとめ、3代目近陽が親交のあった普門院の住職に渡したものである。なお、
本文中では、「近陽事蹟」とする。 
11) 前掲『澤根町誌稿 第二輯』および『潟上郷土史』[後藤億衛 潟上郷土史編纂委員会 1971]
による。 
12) 熊野神社本殿棟札(北小浦 熊野神社所蔵 明治 12・1879 年)には、「近次郎」、諏訪神社本殿棟
札(原黒 諏訪神社所蔵 明治 20・1887 年)には、「近治」とある。 
13) 4)に同じ。 
14) 熊野神社本殿棟札には、「明石氏長男明石国蔵年二十二才」とあり、明石近蔵の長男と称する
明石国蔵という職人がいる。しかし、詳細は不明である。 
15) 明石家所蔵「過去帳」には、「明石家十一代…中略…昭和三年新二月没/俗名ヲ勘吉ト云フ/
本人ハ鶴子真後久次郎七代ノ次男ニテ十三才暮当家ノ養子トナリ/六十二才没」、「近陽事蹟」
には、「明石家十一代本名勘吉/鶴子岩野産真後鹿蔵次男/慶応三年生/昭和三年歿/六十二才」
とある。 
16) 明石家所蔵「過去帳」には、「明石家十二代…中略…平成三年十二月没」とある。また、『新
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潟県の諸職』[新潟県教育委員会 1989]には、職種「鬼面」として「明石近陽(明石由太郎)」
が紹介されており、「明石近陽初代、二代は宮大工であったが、昭和に入るころから、社寺建
築が少なくなったこともあって、三代目近陽氏は木彫が仕事の中心となった。」とある。 
17) 明石剛氏(沢根籠町在住)ご本人による。 
明石剛氏は、明石家の 13 代目当主であり、4代目近陽を名のっている。 
18) 『新穂村史』[新穂村編さん委員会 1976]には、関口家の菩提寺である湖鏡庵(新穂潟上)所有
の過去帳を引用しており、過去帳に「上町関口辰右衛門の元禄 4 年(1691)の仏が記載されて
いる。」としている。 
19) 前掲『新穂村史』および『新穂村文化の先達』[川上三吉 私家版 1987]による。 
20) 前掲『潟上郷土史』には、向町後藤立庵文書の写しがあり、「聖徳太子十六才尊像、行基菩薩
御作、大工佐州潟上関口勘兵衛造、新造立聖徳太子御堂壱宇処、干時正徳元年辛卯歳文月吉
辰、大施主藤原後藤衛年」とある。 
21) 前掲『新穂村史』、前掲『新穂村文化の先達』、前掲『-佐渡杣小誌-舟木の島』などによる。 
22) 「明石匠家初代・二代近陽事蹟」は、普門院(栗之江)に所蔵されており、昭和 63 年(1988)
に 3 代目近陽がまとめ、3代目近陽が親交のあった普門院の住職に渡したものである。 
23) 前掲『佐和田町史 通史編Ⅱ』による。 
24) 前掲『-佐渡杣小誌-舟木の島』を参照。 
関口文蔵の弟子である岩脇市蔵による。関口文蔵は、仕事が早いが、奇行が多く短期であ
ったため、技術を教えてもらえることはなく、弟子が居付かなかったという。そして、関口
文蔵が病気になった際には 2人の弟子が責任者として活動していたという。 
25) 前掲『澤根町誌稿 第二輯』、前掲『佐和田町史 町史編Ⅱ』、明石剛氏へのヒアリング、明石
家所蔵の「過去帳」、「近陽事蹟」、八幡若宮神社本殿棟札、熊野神社本殿棟札、諏訪神社本殿
棟札、前掲『新穂村史』、前掲『新穂村文化の先達』、前掲『佐渡杣小誌-舟木の島-』、前掲『潟
上郷土史』などをもとに作成した。 
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26) 前掲『澤根町誌稿 第二輯』、前掲『佐和田町史 町史編Ⅱ』、「近陽事蹟」、八幡若宮神社本殿
棟札、熊野神社本殿棟札、諏訪神社本殿棟札、前掲『新穂村史』、前掲『新穂村文化の先達』、
前掲『佐渡杣小誌-舟木の島-』などをもとに作成した。 
27) 地誌に示される建築、伝承によって示される建築、「近陽事蹟」に記載される建築、細部意匠
や彫刻意匠に共通性が見出せる建築などを整理・リスト化を行い、調査協力の得られた物件
に対し建物調査を行った。 
28) 妙宣寺祖師堂新築については、前掲『澤根町誌稿 第二輯』に 2代目近陽が関わったことが示
されている。 
樹林寺山門新築については、住職によると 2代目近陽が彫刻を製作したという。 
瑞芳寺山門新築については、住職によると諏訪神社本殿(原黒 明治 20・1887 年-23・1890
年)を造営した職人によって造営されたという。 
長谷寺観音堂改築については、前掲『澤根町誌稿 第二輯』に初代近陽が関わったことが示
されている。 
いずれの建築も細部・彫刻意匠が明石家・関口家の遺構に見られる作風と類似している。 
29) 正覚寺本堂については、前掲『佐渡杣小誌-舟木の島-』に 2 代目近陽が「脇棟梁」であった
ことが示されている。 
瑞芳寺山門新築については、住職によると諏訪神社本殿(原黒 明治 20・1887 年)を造営し
た職人によって造営されたという。 
日吉神社拝殿新築については、管理者によると明治年間に明石家によって造営されたとい
う。 
いずれの建築も細部・彫刻意匠が明石家・関口家の遺構に見られる作風と類似している。 
30) 「近陽事蹟」には、「大正十一年秋は七堂伽藍新築計画図面書いて提出した…中略…時の住
職・加藤慶進は長谷の遍照坊
マ マ
の元住職であったが大聖院
マ マ
に転住して新計画中、大正十二年九
月一日、関東大震災にて各建物傾斜になり寄進も予定がくるい応急修理にとどめ、大正十二
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年秋より同寺へ二代近陽と共に三代も四月より出張せり、他に泉より大工二人服部一二、北
見康作も頼んで大正十三年の暮迄四人で修復に埼玉へ働き出向いた」とある。また、大聖院
には、2 代目近陽が作成した庫裡の図面が残り、「大聖寺/奥書院側面及ビ/小書院正面図/二
十五分之一」、「大正十一年十月/規矩/彫刻/明石近陽/佐渡郡沢根町」とある。 
31) 世尊院本堂移築および再建については、前掲『潟上郷土史』に「安政二年義典天師は河崎村
堂五郎兵衛の所有せる堂宇を買受け本堂を再建した。棟梁辰右衛門」とあり、寺伝でも関口
辰右衛門が移築と再建を行ったことが伝わっている。 
万福院金毘羅神社本殿・幣殿・拝殿新築と正覚寺本堂新築、曼荼羅寺本堂新築については、
前掲『-佐渡杣小誌-舟木の島』に関口辰五郎が関わったことが記されている。来迎寺本堂新
築については、『両津市羽二生郷土史』[羽二生公民館 1973]に関口辰右衛門が関わったこと
が記されている。 
度津神社拝殿新築については、前掲『潟上郷土史』に関口文蔵が関わったことが記されて
いる。 
菅原神社能舞台新築と張弓神社能舞台新築については、『佐渡の能舞台』[若井三郎 新潟日
報事業社 1978]に関口文蔵が関わったことが記されている。 
大日靈神社本殿新築、中島神社拝殿新築、長安寺山門新築、光輪寺本堂新築、東光院子王
大権現新築、慈恩寺本堂屋根改修および向拝増築、慈恩寺山門新築、青龍寺山門新築、宇賀
神社境内社新築などについては、住職、宮司、管理者、郷土史家などの証言から推定されて
いる。 
いずれの建築も細部・彫刻意匠が明石家・関口家の遺構に見られる作風と類似している。 
32) 世尊院本堂移築および再建については、前掲『潟上郷土史』に「安政二年義典天師は河崎村
堂五郎兵衛の所有せる堂宇を買受け本堂を再建した。棟梁辰右衛門」とあり、寺伝でも関口
辰右衛門が移築と再建を行ったことが伝わっている。 
33) 前掲『-佐渡杣小誌-舟木の島』に関口辰五郎が関わったことが記されている。 
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34) 前掲『新穂村史』による。 
牛尾神社は、高度な大工・彫刻技術で建てられ、佐渡で最も美しい神社建築と称賛されて
いる。関口家は今でも牛尾神社を建てた大工家として有名である。 
35) 河崎小学校(河崎)所蔵。 
水龍の彫物が額に飾られている。額の裏面には、「火伏ノ水龍/大工棟梁/潟上辰右ェ門作/
当時佐渡一ノ彫刻家/明冶三十三年/明冶高等小学校創立」とあり、額に付けられた紙には、
「明冶三十三年/明冶高等小学校創立/棟梁ノ祈リヲ罩メシモノ/學校ノ寳物ナリ尊重スベシ/
水龍/佐渡一ノ彫刻師/大工棟梁/潟上辰右ェ門作/（関口文蔵氏）」、「胴はヘビに/角はシカに/
目は鬼に/耳は牛に似て/四本の足をもち/祥瑞のしるしである」とある。 
36) 牛尾神社宮司である佐山家所蔵の「牛尾神社拝殿彫刻」による。 
「牛尾神社拝殿彫刻」は、新穂村文化財指定に際してまとめられたもので、昭和 47 年
(1972)6 月に作成されたものと考えられる。そして、「各職人分担して彫刻せり」とあり、新
潟の長谷川吉蔵、新穂潟上の関口文蔵、河原田の伊藤治作、沢根五十里の明石勘吉、後山の
稲葉由蔵、泉の北見仁作、新穂潟上の土屋寅蔵、吉井舟津の遠藤長治などの彫刻師が担当し
た部材と数量、その題材がまとめられている。ほかに海老虹梁の彫物、鬼板に関する下絵が
残っており、鬼板の下絵には「明治四拾壱年奮五月牛尾神社拝殿唐破風鬼板」とある。 
37) 前掲『-佐渡杣小誌-舟木の島』と前掲『佐和田町史 町史編Ⅱ』による。 
38) 14)に同じ。 
39) 伊藤文蔵は、利済庵鐘楼棟札(椿 利済庵所蔵 明治 38・1905 年)に「棟梁」とある。 
稲葉由松は、御食神社本殿棟札(畑野宮川 御食神社所蔵 明治 30・1897 年)に「棟梁」とあ
る。 
寺崎福松は、戸川神社本殿・弊殿・神供所・籠所改築棟札(下相川 戸川神社所蔵 明治 29・
1896 年)に記されている。 
和倉勘吉は、白山神社本殿棟札(達者 白山神社所蔵 明治 20・1887 年)に「大工」とある。 
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坂脇藤八は、大幡神社本殿・拝殿棟札(両津大倉 大幡神社所蔵 明治 42・1909 年)に「棟梁」、
羽黒神社鳥居棟札(両津羽黒 羽黒神社所蔵 大正 2・1913 年)・社殿棟札(羽吉 羽黒神社所蔵 
大正 9・1920 年)に「棟梁」、熊野神社社殿棟札(両津坊ヶ崎 熊野神社所蔵 大正 13・1924 年)
に「棟梁」とある。 
中村周蔵は、大幡神社棟札(両津大倉 大幡神社所蔵 建物名、年代不明)に「大工」とある。 
いずれも代表格の役職についている。 
40) 寺崎福松の末裔である寺岬栄壽氏による。 
41) 詳細は不明である。 
42) 『三条市史下巻』[三条市史編修委員会 1983]によると、半藤逸我は明治時代に三条市で活躍
した彫刻家とされる。そして、「半藤逸我は天保 11 年(1840)江戸新宿五十人町で生まれた。
…中略…明治元年、彰義隊の戦いが起きると、難を避けて継父の郷里中魚沼川西町へ移住、
のち各地を転々として三条の四日町に移り、木彫に十二刀法という独自の彫法をあみ出し、
秀作を残すようになった。国立奈良博物館・宮内庁・弥彦神社(神額)・小千谷の西脇家・水
原の佐藤家・加茂の青梅神社(「仁徳天王図」大衝立)・三条の実盛寺(「日蓮一代記」額)な
どに力作を残している。パリの博覧会に数多く入賞している。…中略…初代に継いだ二代逸
我は、幕末三条で活躍した有名な文人画家、長谷川嵐渓の家から入婿した人である。逸我と
嵐渓に因んで逸渓とも号していた。三代逸我(政衛)はその長男である。」とある。 
43) 「関東・甲信越地方の社寺建築」(平井聖『仏教藝術 170 号』[仏教藝術学会 1987.1])、「第
4 章 近世社寺建築の作事形態」(伊東龍一『近世社寺建築の研究 第二号』[奈良国立文化財
研究所 1990])などを参照。 
44) 『佐渡島に見られる神社本殿形式の研究』[松井大輔 芝浦工業大学大学院修士論文 2005]を
参照。 
当論文では 23 棟の神社本殿が報告されているが、その後の調査によって計 35 棟が確認で
きている。蓮華峰寺東照宮御霊屋(小比叡 18 世紀前期)と蓮華峰寺台得院御霊屋(小比叡 18
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世紀前期)は、並んでたつ同時期の本殿であり、確認できている最も古い遺構となる。台得院
御霊屋の床下の木階部材に「享保十乙己年六月吉日」と墨書がある。この年代が造営時のも
のか改築時のものか不明であるが、細部意匠と併せ享保 10 年(1725)頃には造営されていたこ
とが推定される。そして、羽黒神社本殿(羽吉 大正 7・1918 年)が最も新しい遺構となる。 
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第 3 章 沢根五十里の間島杢三屋家と 3 代目間島杢太郎の建築活動について 
 
1．はじめに 
佐渡島(新潟県佐渡市)の沢根五十里 1)に居住する間島杢三屋家(以下、間島家)は、江戸後期か
ら近代にかけて、4代にわたって「杢太郎(モクタロウ)」を襲名し、宮大工・彫刻師として活動し
ている。また、分家が派生し、多くの弟子を育成している。間島家については、佐渡の地誌にい
くつか記載があるものの 2)、具体的な調査研究は存在しておらず、その実態を把握するに至って
いない。 
本章では、間島家所蔵史料の分析を行い、間島家の家系と出自、経歴を明らかにするとともに 3
代目間島杢太郎(明治 11・1878 年-昭和 29・1954 年)の建築活動の内容を示す。 
 
2．間島家の出自と系譜 
図 1は、間島家および間島喜平次家、間嶋喜蔵家の系譜である。 
初代杢太郎は、寛政 3年(1791)に城之下(沢根五十里)の間島喜平次家に生まれ、幼名が喜三次、
のちに杢太郎に改名したという。そして、25 歳で江戸に出て、日光東照宮五重塔再建(栃木県日光
市 文政元・1818 年)の棟梁で若狭藩用達の大工大久保喜平治に建築技術を、江戸の彫工島村勘六
に彫刻技術を、仏師の名匠平井定雲に仏師技術を学んだと伝わり、文政 4 年(1821)に城之下に屋
敷を構え 3)、門に「匠家/工術指南」と看板を掲げ 4)、2 人の子供を含む計 7 人の弟子を育成した
という 5)。また、文政 9年(1826)の孔子聖堂造営 6)において佐渡奉行所から棟梁に任命されたとい
う伝承がのこる 7)。元治元年(1864)に 73 歳で没している 8)。 
2 代目杢太郎は、天保 14 年(1843)に初代杢太郎の長男に生まれ、技術を学んだという。弟子は
2 人の子供を含む 9 人がおり 9)、ほかに数人いたとされる。大正 2 年(1913)に 71 歳で没している
10)。 
3 代目杢太郎は、明治 11 年(1878)に 2 代目杢太郎の長男に生まれ、本名を杢蔵という。2 代目
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杢太郎に技術を学び、新潟市の仏師長谷川周山に仏師の技術を学び 11)、奈良や京都の社寺建築に
ついて各時代の様式の特徴を調査している 12)。そして、53 人の弟子を育成し、職人集団を組織し
たという 13)。昭和 29 年(1954)に 77 歳で没している 14)。 
4 代目杢太郎は、大正 7 年(1918)に沢根町の山田與八家に生まれ、14 歳で間島家の養子相続人
となり、昭和 9年(1934)に 3 代目杢太郎に弟子入りしている 15)。 
初代杢太郎の次男金蔵は、はじめは大工業を継ぐが、沢根町の山田家の婿養子となり、上州館
林(群馬県館林市)の仏師武内仲慶 16)に仏師技術を学び、代々、與八を襲名する仏師の家系を築い
ている。大正 2年に 68 歳にて没したという 17)。 
2 代目杢太郎の次男喜蔵は、明治 13 年(1880)に生まれ、30 歳で分家し、田中町(沢根五十里)に
一家を構え、宮大工・彫刻師を継承する家系を築いている。また、分家する際に姓を間嶋と改め
ている 18)。そして、2 代目杢太郎に技術を学び、光運と号したという 19)。昭和 18 年(1943)に 64
歳で没している。間嶋喜蔵家は、明治 13 年に 14 歳で没した 2 代目杢太郎の長女コオを元祖とし
ており 20)、間嶋喜蔵家 3代目は長男の久蔵が継ぎ、昭和 59 年(1984)に没しており、間嶋喜蔵家 4
代目は長男の照章が継いでいる。そして、間嶋喜蔵家は 2 代目喜蔵から 4 代目照章まで大工業を
営んでいる 21)。 
初代杢太郎が生まれた間島喜平次家は、屋号が「豆腐屋」であり、代々「喜平次」を襲名する
22)。間島喜平次家の来歴を記した史料 23)には、 
間島氏ハ矢島本間両家ヨリ出テ矢島氏某城之下町ニ住セシニ長女ニ家宅ヲ譲リ分家トナッテ
炭屋町ニ□居ス長女本間氏ヨリ智ヲ迎ヘテ一家ヲ建ツト謂フ依テ間島ヲ姓トス長男江戸ニ出
テ大屋善次郎婿トナル依テ次男伊七郎相続シ籠町文四朗ヨリ妻ヲ嫁リ四男四女ヲ産ム長男幼
名新五郎トイヒ後喜平次ト改メ家ヲツグ東野加藤氏ヨリ妻ヲ嫁ル弟杢太郎分家シテ一家ヲナ
ス其ノ児孫彫刻ヲ以テ世ニ名アリ喜平次ノ長女キヨ羽茂郡酒川氏ヨリ入夫セシハ大工職ヲ業
トシテ家産ヲ増殖セシニ男四女アリ 
とある。間島喜平次家の墓に彫られた「間島氏墓誌」24)には、「間島氏墓誌/間島氏祖先男性本間
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女性矢島各節其一字所称者云二代謂伊七郎配籠町文四郎之女三代謂喜平次配東野加藤氏之女四代
謂喜与女其婿羽茂酒川氏…中略…昭和六年九月/六代當主連平撰并書」とあり、以下のことがわか
る。 
・ 間島喜平次家は、初代が本間家 25)と矢島家 26)の姓からそれぞれの一字を取って間島姓を名
のったことに始まる。城之下(沢根五十里)に住む矢島家の長女が家宅を譲り受けて分家、沢
根炭屋町に居住し、本間家から伴侶を迎えて一家を建てて間島姓を名のった 27)。 
・ 2 代目は、次男の伊七郎が相続した。 
・ 3 代目は、長男の喜平次が継いだ。次男の杢太郎は分家して一家を構え、彫刻師として有名
であった。 
・ 4 代目は、長女のキヨが羽茂の酒川家から婿を取って継ぎ、大工業を営んでいた。 
「間島家系図」28)には、以上の情報と異なる点が見られるが 29)、総じて検討すると、間島喜平
次家の家系は 2 代目が伊七郎、3 代目と 4 代目が喜平次、5 代目が喜久蔵を名のり、3 代目喜平次
から 5代目喜久蔵までが農業と大工職で、それ以後は大工職を継承していない。ここでは初代と 2
代目の職業は不明であるが、本光寺(沢根籠町)30)に残る「本堂建立旦中志」[第七世釋玄忠 天明
元・1781 年]31)の「大工衆人別覚」の項に「棟梁番匠/五十里/喜平次/籠町/重四郎/番匠衆覚/西野
村/茂兵衛…中略…五十里/伊七郎」とあり、「棟梁番匠」として五十里の喜平次、「番匠衆」の中
に五十里の伊七郎の名がある。天明元年は間島喜平次家の 3 代目以前の代が活動する時期と考え
るべきで、ここでの喜平次は初代、伊七郎は 2 代目と考えられる。したがって、間島喜平次家は
初代から 5 代目にかけて大工業を営む家柄であったと考えられ、初代杢太郎は間島喜平次家 2 代
目の次男として生まれ、分家したことがわかる。 
表 1は、棟札や墨書、社寺所蔵史料、間島家所蔵「工術指南名留長」32)、間島家所蔵「履歴書」
33)、地誌に記載される順番に間島家と間嶋喜蔵家の弟子を一覧にしたものである。 
初代杢太郎の弟子は、「工術指南名留長」に文政 12 年(1829)に弟子入りした 4 人が記されてお
り、地誌によると計 7人いるとし、子供 2人を含む 3人の氏名と出身地が記されている。そして、
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子供 2 人を含む計 7 人が判明する。初代杢太郎の弟子の居住地は、沢根 4 人、玉崎 1 人であり、
玉崎の小澤喜三郎(不詳-明治 16・1883 年)は、沢根五十里に移住している。 
小沢喜三郎は、玉崎の古沢兵吉 34)の次男に生まれたという。そして、弟子の中でも優秀で、初
代杢太郎の長女を娶り、沢根五十里に一家を構えたと伝わる。明治 16 年に 70 歳余りで没したと
いう 35)。 
2 代目杢太郎の弟子は、「工術指南名留長」に明治 15 年(1882)から 17 年(1884)にかけて弟子入
りした 5 人、明治 24 年(1891)と 30 年(1897)に弟子入りした 2 人の計 7 人が記されており、地誌
によると子供 2 人を含む 5 人の氏名と出身地が記され、ほかに数人いるとしている。そして、子
供 2人を含む計 9人が判明する。2代目杢太郎の弟子の居住地は、虫崎 1人、北片辺 1人、南片辺
1人、徳和 1人、上小川 1人、中興 1人、沢根 1人と広範囲である。特に北片辺、南方部、上小川
など外海府沿岸地域の弟子が多い。 
3 代目杢太郎の弟子は、「工術指南名留長」に、明治 28 年(1895)から昭和 4年(1929)にかけて弟
子入りした 14 人が、「履歴書」36)の「入門弟子名簿」に、明治 29 年(1896)から昭和 16 年(1941)
にかけて弟子入りした 14 人が記されており、地誌によると計 53 人いたとし、子供 1 人を含む 10
人の氏名と出身地が記されている。そして、子供 1 人を含む計 19 人が判明する。なお、明治 28
年から 43 年(1910)にかけて 5 人、大正 7 年(1918)から 13 年(1924)にかけて 8 人、昭和 4 年から
16 年にかけて 5人が弟子入りしており、そのうちの 2人は「師匠ノ名義上寄リ弟子」としている。 
3 代目杢太郎の弟子の居住地は、沢根 5人、金丸 1人、千種 3人、南片辺 1人、戸地 2人、北片
辺 1 人、北立嶋 1 人、徳和 1 人、平清水 1 人、入川 1 人、二見 2 人、高千 1 人と広範囲である。
そして、2 代目杢太郎の弟子と同じ地域から来ているものもおり、沢根のほか、南片辺、北片辺、
戸地、高千など外海府沿岸地域、金丸、千種、平清水など国中平野の金井地域の弟子が多くなり、
徳和からも来ている。 
笠井森之助と小作の兄弟は、大和田の笠井小左衛門家に生まれ、小作は明治 15 年(1882)に生ま
れており、はじめは兄の森之助と一緒に父親の常蔵のもとで修行したされる 37)。森之助の子供で
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ある康次も昭和 16 年に弟子入りしている。 
三浦栄太郎は、明治 33 年(1900)に金泉の三浦乙次郎 38)の次男に生まれ、大正 2年(1913)に相川
長坂町の伊藤音次郎 39)に弟子入りしたが、伊藤音次郎の薦めで大正 4 年(1915)に弟子入りしたと
される 40)。 
山本嘉作は、彫刻師として有名で、龍の彫刻を得意とし、鳳龍と号している 41)。梶原忠治は晩
年の弟子であり、一般住宅専業として活動していたが、南片辺の井口治蔵の誘いで弟子入りした
という 42)。 
3 代目杢太郎から分家した喜蔵の弟子は、地誌によると子供 1人を含む 2人の弟子について氏名
と出身地が記されており、その出身地は平清水である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1 間島家および間嶋喜蔵家の弟子一覧 44) 
 和暦 出身地(現住所) 弟子氏名
山田與八 (1)、(5)
玉崎 小沢喜三郎 (1)、(5)
杦村万平源俊政
同名万平蔵殿
金子半左衛門源俊□
同半左衛門殿
文政12・1829年正月中旬 東五十里村(沢根五十里) 出野三平源俊故 (2)
間嶋喜蔵(光運) (1)、(5)
明治15・1882年7月中旬 虫崎 本田林蔵 (2)、(5)
明治16・1883年8月中旬 北片辺 中濱弁蔵 (1)、(2)、(5)
明治14・1881年8月 南片辺 平城嘉吉 (2)、(5)
明治17・1884年12月 徳和 金田政吉 (1)、(2)、(5)
明治16・1883年8月 上小川村(小川) 山口五郎平 (2)、(5)
明治30・1897年 中興 和田吉五郎 (1)、(2)、(5)
明治24・1891年 沢根町 古城愛蔵 (2)
明治28・1895年 田中町(沢根五十里) 土屋栄作 (2)、(5)
明治29・1896年 金丸 後藤勘一郎 (1)、(2)、(3)
明治40・1907年 大和田(千種) 笠井小作 (1)、(2)、(3)、(5)
明治42・1909年秋 南片辺 井口治蔵 (1)、(2)、(3)、(4)梶原忠治氏、(5)
明治年間 沢根五十里 山本文太郎 (2)、(3)、(5)
大正7・1918年9月 戸地 大谷栄太郎 (2)、(5)
大正7・1918年 戸地 三浦栄太郎 (1)、(3)、(5)
大正9・1920年 北片辺 町内亀次郎 (3)
大正9・1920年冬 北立嶋 本間亀治郎 (1)、(2)、(5)
大正9・1920年 大和田(千種) 笠井森之助 (1)、(2)、(3)、(5)
大正11・1922年冬 徳和 菊地政治 (1)、(2)、(3)、(5)
大正12・1923年6月7日から昭和4・1929年1月まで 平清水 山本嘉作 (1)、(2)、(3)、(4)加藤一馬氏、(5)
大正13・1924年12月28日から大正15・1926年8月まで 田中村(沢根五十里) 中川勘吉 (2)
昭和4・1929年3月26日 入川 本間啓蔵 (1)、(2)、(3)
昭和4・1929年から昭和12・1937年まで 沢根五十里 高見松蔵 (2)、(3)、(4)須田頼子氏、(5)
昭和9・1934年 沢根五十里 間島三朗 (1)、(2)、(3)、(4)梶原忠治氏、(5)
昭和16・1941年 金沢村(千種) 笠井康次 (3)
昭和16・1941年 二見 本間利右衛門 (3)
高千 梶原忠治 (1)、(4)梶原忠治氏
間嶋久蔵 (1)、(5)
平清水 川上仁策 (1)、(5)
間嶋照章 (4)間嶋照章氏
石田 池田道幸 (4)加藤一馬氏
(1) 地誌、(2) 間島家所蔵「工術指南名留長」[文政12・1829年-昭和12・1923年]、(3) 間島家所蔵「履歴書」[3代目杢太郎 昭和25・1950年]、
(4) ヒアリング、(5) 社寺所蔵の棟札および墨書、文書
世
代
人
数
2
代
目
総
数
不
明
3
代
目
総
数
53
人
と
さ
れ
る
間
嶋
家
文政12・1829年正月中旬 沢根籠町 (2)
文政12・1829年正月中旬 沢根籠町 (2)
弟子入り年次 地誌及び間島家所蔵史料記載弟子
典拠
初
代
総
数
7
人
文政12・1829年正月 間嶋和三郎源俊吉 (2)田中村(沢根五十里)
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図 1 間島喜平次家、間島家、間嶋喜蔵家および弟子の系譜 43)  血縁関係にある人物を□で囲った 
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3．間島家所蔵史料について 
3-1．間島家所蔵史料の分類・内訳 
間島家所蔵史料は、約 1000 点確認できている 45)。これらを以下の 4項目に分類した。 
1．家系・系譜に関係する史料(過去帳など間島家の家系・系譜を示す史料)      21 点 
2．作事・仕事に関係する史料(普請に用いた実務的な内容の商売・事業関係史料)  827 点 
3．大工の技術・職能に関係する史料(大工雛形本など技術関係史料)         57 点 
4．その他の史料                                50 点 
これらの中には、所有者や年次が記されているものもある。大半が明治以降の 3 代目杢太郎と
その弟子に関係する史料である。2代目杢太郎に関係するものはほとんどない。一部に初代杢太郎
に関係すると思われる史料もある。これらを分類すると以下のようになる 46)。 
A．初代杢太郎に関係すると思われる史料                     31 点 
B．2 代目杢太郎に関係すると思われる史料                     5 点 
C．3 代目杢太郎とその弟子に関係する史料                    867 点 
D．所有者などが判断できない史料                                         52 点 
3 代目杢太郎とその弟子に関係する史料は、状態が良く、種類ごと、建物ごとに分類・整理され
ていた。初代杢太郎に関係すると思われる史料の一部は、貴重書として扱われていた。 
3-2．初代間島杢太郎に関係する史料とその内容 
初代杢太郎に関係する史料は、現存する日光東照宮五重塔(栃木県日光市 文政元・1818 年)47)
を描いた「献備五重御塔建地割下繒圖」、大工大久保喜平次伝来大工書、彫工島村勘六伝来「画帳
/間嶌俊恒」などがある。以上の史料は、間島家の由緒を示す可能性をもつ。 
(1)「献備五重御塔建地割下繒圖」と甲良家伝来「献備五重御塔建地割下繒圖」との関係性 
現存する日光東照宮五重塔を描いた「献備五重御塔建地割下繒圖」48)(写真 1)は、縦が 3,680mm、
横が 1,170mm あり縮尺 10 分 1 で描かれ、右半分が断面図、左半分が立面図である。地盤面から相
輪頂部まで描かれ、3種類の太さの線を用い、部材の名称や材質、手法の説明、各部・各材の寸法
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が詳細に書かれる。さらに、朱線・朱字を用い、見えない部分の断面や仕口について、その説明
が表される。縮尺が大きく、細部は緻密に描かれ、日光東照宮五重塔の仕様や構造について詳細
に読み取れる図面である。構造形式は、心柱を四層の梁から鎖で吊り下げ心礎から浮かし、五層
目の継手には竹を巻きつけ金輪を巻いており、実物と一致する(写真 2)。細部の仕様は、軸部・組
物・腰組・軒廻り・縁廻り・柱間装置・屋根・相輪・須弥檀・高欄など、全体のファサードから
細部に至るまで実物とほぼ一致している 49)。初層から四層目までの組物と平行垂木、五層目の組
物と扇垂木のようすがわかる(写真 3)。さらに、初層の十二支を描く蟇股や二層目からの蓑束、絵
様繰形等の細部装飾に至るまで一致している。右上に「露盤下場ヨリ寶珠上場マデ二丈五尺四寸
五分/十歩一工術/献備五重御塔建地割下繪圖/出来形惣高側柱石口ヨリ/側柱石口ヨリ八寸四分/
敷石上場宝珠上迄/十一丈三尺三寸二分」と題目と完成形の高さについて基本寸法が書かれ(写真
1-右上)、以下のことが示されている。 
・ 露盤下端から宝珠上端まで 2丈 5尺 4寸 5分(7,711 ㎜) 
・ 縮尺 10 分 1で描いた五重塔の下絵図面 
・ 側柱礎石上端から完成形総高さ 
側柱礎石高さ 8寸 4分(255 ㎜) 
礎石上端から宝珠上まで 11 丈 3 尺 3寸 2分(34,336 ㎜) 
表 2 は、各部に書かれている詳細な寸法と実寸法 50)とを比較したものであるが、おおよそ近く、
遺構との関連性が窺える。また、左下に「文政寅年/武州江戸住/棟梁/大久保匠/門人佐州住/間島
杢太郎/臨寫之」とあり(写真 1-右下)、以下のことが示されている。 
・ 文政元年(1818)に描いた 
・ 棟梁が江戸に住む大久保匠である 
・ 佐渡に住む間島杢太郎が写した 
・ 間島杢太郎は大久保匠の門人である 
日光東照宮五重塔再建は、若狭藩用達の江戸神田の大工大久保喜平治 52)が惣棟梁についており、
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大久保匠は大久保喜平治に合致する。そして、この建地割図が文化 14 年(1817)10 月の五重塔再建
の上棟後に写されたものであることがわかる 53)。 
日光東照宮五重塔に関係する建地割図は、ほかに表 3の一覧に示した計 7点が確認できる 54)。 
そのうち№③、⑤、⑥、⑦の建地割図は、縮尺 20 分 1 で断面図が描かれ、仕様が近似している。
№③、⑤、⑦には、五重塔再建の経緯や経過、関係者について情報が附記される。また、№⑥、
⑦は、後世の写しと考えられる。これらの建地割図の来歴は、情報がなく不明である。 
№④の建地割図は、縮尺 20 分 1 で立面図のみが描かれている(写真 4)。これは、秋田藩御大工
の家柄である戸崎家 11 代目の戸崎知重のものであり、由緒が示されている 55)。 
№①、②の建地割図は、間島家所蔵「献備五重御塔建地割下繪図」と同様に 10 分 1 で描かれ、
仕様が近似している。№②の建地割図は、後世の写しと考えられる。№①の建地割図は、甲良若
狭棟全 56)によって描かれたものであり、由緒が明確である 57)。中でも甲良家伝来の史料で、甲良
若狭棟全により描かれた「下野日光山/献備五重御塔建地割下繒圖」(東京都立中央図書館蔵 表 3-
№①,写真 5)が、間島家所蔵「献備五重御塔建地割下繪圖」ともっとも近似した建地割図として挙
げられる。この建地割図は、縦が 3,614mm、横が 1,232mm あり、3種類の太さの線を用い、朱線・
朱字を用いながら、右半分に断面図、左半分に立面図が描かれ、仕様・寸法などの建築に必要な
情報が記されている。右上に「下野日光山/献備五重御塔建地割下繪圖/出来形十歩一工術」と、
縮尺 10 分 1で描いた日光東照宮五重塔に関する下絵図であることが示され、左下に「官大棟梁甲
良若狭棟全」と署名され、「官大棟梁建仁寺流正統甲良棟全□□」と建仁寺流を示す落款が押され
ている。 
2 つの建地割図を比べると、図面の様相は同じであるものの筆跡が異なり、甲良家伝来の建地割
図のほうが間島家所蔵の建地割図よりも記載情報が多い 58)。中には項目の記載箇所が異なる部分、
同じ記述が書かれる箇所において記載内容が類似しているものの、漢字・仮名の用法にばらつき
が見られる部分がある。したがって、異なる人物によって記されたことがいえる。甲良家伝来の
建地割図は情報の記載が丁寧で、間島家所蔵の建地割図は、部材の名称や材質などの記載を最低
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限に収め、建築に関する情報を必要最低限に収めて記していると考えられる。しかし、寸法が間
島家所蔵の建地割図に書かれ、甲良家伝来の建地割図にない箇所もある 59)。 
甲良若狭棟全と日光東照宮五重塔再建との関係、甲良若狭棟全と初代杢太郎との関係は不明だ
が、幕府直属の官大棟梁 60)である甲良若狭棟全により描かれた建地割図を写した可能性もある建
地割図を初代杢太郎が所持している事実は重要である。このように、官大棟梁である甲良若狭棟
全、日光東照宮五重塔再建の惣棟梁である大久保喜平治に関わり、大久保喜平治の門人と称する
初代杢太郎の経歴は興味深い。 
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表 2 記載寸法と実寸法の比較表 51） 
2丈5尺4寸5分 7,711mm 2丈6尺2寸9分 7,966mm
11丈3尺3寸2分 34,336mm 11丈3尺7寸4分 34,464mm
1尺9寸6分 594mm 1尺9寸1分 580mm
1尺8寸 545mm 1尺7寸2分 520mm
1尺5寸 455mm 1尺4寸7分 445mm
1丈6尺7寸 5,060mm 1丈6尺5寸 5,000mm
1丈2尺1寸 3,666mm 1丈1尺9寸7分 3,627mm
8尺5寸7分 2,597mm 8尺4寸6分 2,563mm
2尺5寸 758mm 2尺4寸5分 742mm
3尺8寸2分 1,157mm 3尺7寸7分 1,142mm
1尺3寸4分 406mm 1尺3寸2分 400mm
4尺6寸 1,394mm 4尺5寸3分 1,373mm
3尺5寸3分 1,070mm 3尺5寸 1,061mm
5尺9寸1分 1,791mm 5尺8寸5分 1,773mm
1尺3寸4分 406mm 1尺3寸2分 400mm
1尺4寸 424mm 1尺4寸 424mm
5尺8寸5分 1,773mm 5尺8寸5分 1,773mm
四天柱太さ(初層右断面図内)
側柱石口～丸桁口脇(初層右断面図内)
側柱石口～台輪上端(初層右断面図内)
「献備五重御塔建地割下繪図」記載寸法 実寸法
露盤下端～宝珠上端(右上記事内)
側柱礎石上端～宝珠上(右上記事内)
側柱太さ(初層右断面図内)
須弥檀下心柱(金物入)太さ(初層右断面図内)
切目縁板上端～台輪上端(初層右断面図内)
内長押上端～腰長押上端(初層右断面図内)
切目板上端～腰長押上端(初層右断面図内)
心柱太さ(初層右断面図内)
四天柱太さ(二層右断面図内)
丸桁真～軒の出(五層右断面図内)
台輪上端～丸桁口脇(初層右断面図内)
丸桁真～木負外つら(初層右断面図内)
丸桁真～平茅負外つら(初層右断面図内)
側柱太さ(初層左立面図内)
表 3 現存する日光東照宮五重塔に関係する建地割図 
№ 題目 年代 作者 所蔵元 備考
① 下野日光山/献備五重御塔建地割下繒圖/出来形十歩一工術 不詳
甲良若狭棟全
(甲良家文書) 東京都立中央図書館
1枚（貼り合わせ）　縦3,614mm×横1,232㎜　10分1　右：断面
図、左：立面図　左下に「官大棟梁/甲良若狭棟全」と署名があ
り、「官大棟梁建仁寺流正統甲良棟全□□」と落款がある。
② 献備五重御塔建地割下繒図/出来形十歩一工術 不詳 不明 東京都立中央図書館
1枚　縦3,563mm×横1,082㎜　10分1　右：断面図、左：立面図
(図のみ)
③ 日光山/献備五重御塔建地割/二十歩一工術 不詳 不明 東京都立中央図書館
軸装（貼り合わせ）　縦1,790㎜×横880㎜　20分1　断面図　二
層目右に平面図、左脇にスケールが付く　五重塔再建の経緯や
経過、関わる人物についての情報が附記される。
④
日光山/献備五重御塔建地割/
二十歩一工術/
置上極彩色本朱塗
不詳 戸崎知重
(戸崎家文書)
秋田県立図書館
1枚(貼り合わせ)　縦1,520mm×横980㎜　20分1　立面図(図の
み)　右上に「日光山/献備五重御塔建地割/二十歩一工術/置上
極彩色本朱塗」と題目が記されると共に「早成不易/大久保」と
印が押され、また、左下に「大久保/延治」と落款がある。
⑤ 日光山東照宮五重塔建地割之図/弐拾分一之割 不詳 不明 東京国立博物館
軸装（貼りあわせ）20分1　断面図　二層目右脇に平面図、左脇
にスケール付く　五重塔再建の経緯や経過、関わる人物につい
ての情報が附記される。
⑥ 日光山/献備五重塔建地割之圖/二拾分壹(日光廟社建地割内) 不詳 不明 東京国立博物館 建地割集成内の1枚　20分1　断面図　他、記載なし
⑦ 日光山/献備五重御塔建地割/弐拾歩壹工術 不詳 不明 栃木県立博物館
軸装(貼り合わせ）　縦1,878mm×横751㎜　20分1　断面図　右
上に平面図、左脇にスケールが付く　五重塔再建の経緯や経
過、関わる人物についての情報が附記される。
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写真 1 間島家所蔵「献備五重御塔建地割下繪圖」 左：全体 右上：題目および基本寸法 右下：年紀および署名 
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写真 2 間島家所蔵「献備五重御塔建地割下繪圖」  
左：五層目心柱継手部分 中：心柱礎石部分 右：四層目心柱吊り下げ部分 
写真 3 間島家所蔵「献備五重御塔建地割下繪圖」  
左：相輪 中上：五層目組物・垂木 中下：四層目組物・垂木 右：初層内部 
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写真 5 甲良家伝来「下野日光山/献備五重御塔建地割下繪圖」  
左：全体 中：題目および基本寸法 右：署名および落款 
写真 4 戸崎家伝来「日光山/献備五重御塔建地割」 左：全体 右上：題目 右下：落款 
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(2)大工大久保喜平治伝来大工書 
表4は、初代杢太郎に関係すると伝わる大工書を一覧にしたもので、計14点が確認できており、
そのうち 5点に奥書があり、9点に番号が振られている。大久保喜平治伝来であることを明示する
ものは奥書のある 5点で、いずれも記載内容を示す題目と番付が記され「主/間嶋杢太郎」と署名
がある。奥書に「右工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十二乙亥年十二月吉日 匠/間嶋善吉殿」
もしくは「右工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十三丙子年十二月吉日 匠/間嶋善吉殿」「右絵
様一ト巻傳進申候/文化十三丙子十二月吉日 匠/間嶋善吉殿」と記され、大久保喜平次を示す「大
久保」「延治」と読める 2つの落款がある(写真 6)61)。そして、以下のことが読み取れる。 
・ これらの大工書が間嶋杢太郎の持物である 
・ 文化 12 年(1815)、13 年(1816)に間嶋善吉に譲られた 
・ 大久保喜平次から技術を指南された 
したがって、初代杢太郎が、江戸に住む大久保喜平次の門人として技術を学んだ可能性が考えら
れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
№ 題名 年代 番号 備考
1 三軒　匠 文化12年(1815) ○一 奥書：「右工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十二乙亥年十二月吉日/匠/間嶋善吉殿」、「大久保」「延治」の落款あり
2 扇垂木　匠 文化12年(1815) ○二 奥書：「右工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十二乙亥年十二月/匠/間嶋善吉殿」、「大久保」「延治」の落款あり
3 出組　匠 文化12年(1815) ○三 奥書：「右工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十二乙亥年十二月/匠/間嶋善吉殿」、「大久保」「延治」の落款あり
4 組物三手先　匠 文化13年(1816) ○四 奥書：「右工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十三丙子年十二月吉日/匠/間嶋善吉殿」、「大久保」「延治」の落款あり
5 絵様　匠 文化13年(1816) ○五 奥書：「右絵様一ト巻傳進申候/文化十三丙子年十二月吉日/匠/間嶋善吉殿」、「大久保」「延治」の落款あり
6 組物 ○十
7 欄間絵様形 ○十二
8 一軒垂割之傳 ○十三 巻頭に「軒廻棰割一軒傳」とあり
9 建地割 巻頭に「佐渡郡五十里町/間嶌杢太郎/重物」とあり
10 三ツ斗破風廻
11 二軒桷木棰割傳
12 花表形
13 武家雛形
14 門雛形 ○三
表 4 間島家所蔵大工書 
写真 6 大工書「三間匠」  
上左:全体 上右:落款 下:奥書 
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「三世間島杢太郎略歴」62)には、「若洲家用達棟梁大久保喜平次氏(日光五重塔建築中)に入門規
矩術ヲ学ビ…中略…満期ノ上匠家ノ資料タル秘書多シトス当郡内ニ規矩術及彫刻ノ指南スルモ多
シ」とあるが、これら大工書のことを示していると思われる。中には奥書のない「三ツ斗破風廻」
「二軒桷木棰割傳」「一軒棰割之傳」があるが、その内容は、奥書のある「三軒 匠」と記載内容
が類似する項目があり、「三ツ斗破風廻」「二軒桷木棰割傳」「一軒棰割之傳」は、「三軒 匠」を引
用したものと考えられる。これらは持主を明確にすることはできないが、「工術指南名留長」の初
代杢太郎の弟子の項目には、「一文政十二己丑正月改/一軒棰割傳/田中村間嶋和三郎源俊吉」、「一
文政十二己丑正月中旬/二軒角木棰割傳/同村間嶋和三郎源俊吉」とあり、初代杢太郎が弟子に「一
軒棰割傳」「二軒角木棰割傳」の技術を伝授したと解釈できる。したがって、初代杢太郎が、「三
軒 匠」を大久保喜平治から譲り受け、記載内容の一部を引用して「三ツ斗破風廻」「二軒桷木棰
割傳」「一軒棰割之傳」とし、それらを技術書としてまとめ、弟子に伝授していたと推測される。 
表 5 は、大久保喜平治伝来大工書 63)を一覧にしたものであるが、ほかに秋田県立図書館所蔵の
9点、東京国立博物館所蔵の 7点が確認できている。秋田県立図書館所蔵のものは秋田藩御大工戸
崎家旧蔵の文書 64)であり、東京国立博物館所蔵のものは全 18 冊構成で「門外十七種」の登録名が
つけられているもので、そのうちの 7冊である 65)。 
戸崎家旧蔵の文書については、「秋田藩御大工戸崎家文書について」(永井康雄『東北大学建築
学報』[第 32 号 1993.3]所収)において論じられており、永井氏によると、11 代戸崎知重が、「文
化 11～12 年（1814～15）、文政 5～7年（1822～24）の間、江戸に滞在していたことが確認できる。
この江戸滞在中に幕府大棟梁平内氏 66)や神田の大工大久保氏から種々の技術書を伝授されてい
る」という。そして、「門外十七種」、「三之巻」、「五之巻」、「工術抜書」について、「文化・文政
頃に大久保喜平治によって著わされ、このうちの一部が、当時江戸留学中の戸崎知重の手に渡っ
たものと考えられる。」としている 67)。 
「門外十七種」は、第 4冊の目録冒頭に「トリイ/花表/喜平治之図」、第 6冊の目録冒頭に「喜
平治之図」、第 7冊の目録冒頭に「喜平治之図」、第 10 冊の目録冒頭に「宮社/喜平治之図」、第 11
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冊の目録冒頭に「喜平治之図/和様唐様三手先枓組」、第 13 冊の冒頭に「家根廻り絵図/喜平治之
図」、第 16 冊の冒頭に「軒廻り繁垂木扇棰共之図」と記された付箋が付き、第 16 冊の奥書に「右
工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十一甲戌年四月吉日 匠/八木又三郎様」とあり、その下に「大
久保」「延治」と読める落款がある。したがって、この大工書は、八木又三郎 68)が文化 11 年に大
久保喜平治から授かったものと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上の大工書を間島家所蔵大工書と比較すると筆跡が異なり、間島家所蔵大工書「扇垂木 匠」
(表 4-№2)は、戸崎家旧蔵の大工書「二之巻 上」(表 5-№1)と「二之巻 下」(表 5-№2)を合わせ
た内容になっており、間島家所蔵大工書「出組 匠」(表 4-№3)は、戸崎家旧蔵の大工書「五之巻」
(表 5-№4)と、間島家所蔵大工書「組物三手先 匠」(表 4-№4)は、戸崎家旧蔵の大工書「三之巻
上中下絵図二葉流」(表 5-№3)、東京国立博物館所蔵の大工書「門外十七種(第 11 冊)」(表 5-№
20)と類似した内容になっている。記載内容は類似しているが、同じ記述が書かれる箇所における
漢字・仮名の用法にばらつきがあり、項目の記載順序が異なる。したがって、これらの大工書は、
同じ原本を異なる人物が書き写した可能性が考えられる。また、これらの大工書の中には奥書が
あり、「大久保」「延治」の落款が押されるものがある。その文面や書き方、落款の位置は間島家
所蔵大工書の奥書と類似している。 
表 5 大久保喜平次伝来大工書 
№ 年代 備考 所蔵元
1 二之巻上 巻頭：「大久保」、巻末：「大久保」「延治」の落款あり
2 二之巻下 巻頭：「大久保」、巻末：「大久保」「延治」の落款あり
3 文化・文政(1810～1829)頃
4 文化・文政(1810～1829)頃
5 文政6年(1823) 奥書：「文政六年/未三月初旬/大久保喜平治伝来 知重(花押)」
6 文化・文政(1810～1829)頃 巻頭：「大久保」、巻末：「大久保」「延治」の落款あり
7 文化11年(1814)頃 巻頭：「大久保」、巻末：「大久保」「延治」の落款あり
8 巻頭：「大久保」、巻末：「大久保」「延治」の落款あり
9 巻頭：「大久保」、巻末：「大久保」「延治」の落款あり
10 第1冊
11 第2冊
12 第3冊
13 第4冊 文化11年(1814) 目録冒頭に「トリイ/花表/喜平治之図」
14 第5冊
15 第6冊 文化11年(1814) 目録冒頭に「喜平治之図」
16 第7冊 文化11年(1814) 目録冒頭に「喜平治之図」
17 第8冊
18 第9冊
19 第10冊 文化11年(1814) 目録冒頭に「宮社/喜平治之図」
20 第11冊 文化11年(1814) 目録冒頭に「喜平治之図/和様唐様三手先枓組」
21 第12冊
22 第13冊 文化11年(1814) 冒頭に「家根廻り絵図/喜平治之図」
23 第14冊
24 第15冊
25 第16冊 文化11年(1814) 奥書：「右工術指南勢し免一ト巻傳進申候/文化十一甲戌年四月吉日/匠/八木又三郎様」、「大久保」「延治」の落款あり
史料名
(門外十七種)
東
京
国
立
博
物
館
二之巻上下 秋
田
県
立
図
書
館
三之巻上中下絵図二葉流
五之巻
六之巻
工術抜書
矢根絵様
宮形
社宮集
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戸崎家旧蔵の文書の中には大久保喜平治伝来の日光東照宮五重塔を描いた建地割図がある(表
3-№④)。この建地割図は、右上に「日光山/献備五重御塔建地割/二十歩一工術/置上極彩色本朱
塗」と記され、「大久保」の落款が押され、左下に「大久保」「延治」の落款が押される。 
日光東照宮五重塔に関係する建地割図と大工書が、間島家や戸崎家それぞれに伝わっているこ
とは地方の大工に対する技術の伝播の一端を知る上で興味深い。 
(3)彫工島村勘六伝来「画帖/間嶌俊恒」 
彫工島村勘六伝来「画帖/間嶌俊恒」は冊子状にまとめられ全 43 頁からなる、唐獅子や漠、亀、
麒麟、龍、白沢、孔雀、雉、天女、仙人、鯉などの彫刻の題材が描かれている。ほかに十二支を
描いた蟇股、絵様彫刻の唐草文様など具体的な社寺建築の彫刻意匠の題材もある。表紙に「画帖/
間嶌俊恒」、背表紙に「イカリ/杢太郎」とある。また、奥書に「文政元戌寅年七月下旬/武江住/
彫工/彩雲堂/嶌村勘六藤原俊矩」とあり、2 つの落款が押され、ひとつは「俊正」と読める(写真
7)。そして、以下のことが読み取れる。 
・ 間嶌俊恒が所持していたと思われる画帖である。 
・ 文政元年(1818)に描いた。 
・ 武州江戸に住む彫工である彩雲堂の島村勘六藤原俊矩 69)から授かった。 
・ 俊正 70)という人物が認めた。 
間嶌俊恒は、初代杢太郎を指すと考えられる 71)。そして、島村勘六藤原俊矩、俊正といずれも
「俊」の字を冠しており、初代杢太郎と島村勘六との関連性が窺える。また、「工術指南名留長」
72)にある初代杢太郎の弟子は「俊」の字を冠しており、相承されているように思われる。 
一方、間嶋喜蔵家には初代杢太郎が所持する島村勘六伝来の史料と関係する史料 2 点が残り、
彫刻に関する史料が伝授されている。ひとつは「画帖/間嶌俊恒」と内容が同じもので、「明治二
十八年旧六月/画帖/彩雲堂/間嶌喜蔵」とあり、間嶋喜蔵が明治 28 年(1895)に「画帖/間嶌俊恒」
を写したものである。もうひとつは「繪手本」と題目があるもので、裏表紙に「時文政元寅年六
月/武江住/嶋村勘六寫シ/間嶋光運」とあり、初代杢太郎が所持していた島村勘六の「繪手本」を
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間嶋喜蔵が写したものである。ただし、元本は確認できていない。それらは唐獅子や漠、象、麒
麟、龍、亀、馬、うさぎなどの霊獣や動物、孔雀や雀、鳳凰などの霊鳥、牡丹や菊、唐草などの
草花が描かれる。これらは手挟みや持送り、木鼻、蟇股、懸魚、欄間などの社寺建築における彫
刻意匠や波や雲、唐草などの絵様彫刻の題材となるものである。 
 
 
 
 
 
 
(4)仏師平井定運伝来史料 
「彫物□/間島杢太郎」と書かれた添紙が貼られた木箱 73)に、仏
像などの彫刻と一緒に「大佛師」「大佛師織」「江戸本郷春木町/平
井定雲門人(落款)/平井啓運」と書かれた紙が納められている 74)(写
真 8)。そして、平井啓運が、江戸本郷春木町の仏師平井定雲 75)の
門人であることが示されている。この史料の年代は明らかでないが、
初代杢太郎は「啓雲」と号したとされており、「平井啓運」は初代
杢太郎を指す可能性が考えられる 76)。 
(5)日光東照宮五重塔再建と初代間島杢太郎の関係性 
表 6は、「日光山/献備五重御塔建地割」(表 3-№③)および「日光山東照宮五重塔建地割之図」(表
3-№⑤)77)、『日光東照宮修営志』78)、日光東照宮五重塔再建に関係する棟札・墨書などにより 79)、
再建の経緯・経過をまとめたものである。また、表 7 は、初代杢太郎に関係すると伝わる史料を
もとに初代杢太郎の経歴をまとめたものである。 
日光東照宮五重塔再建は、酒井忠進 80)の寄進により、一式請負人が日光今市宿日野屋彦四郎、 
写真 7 「画帖/間嶌俊恒」 左：表紙 左中：奥書 右中：落款 右：絵様や獅子、獏などの絵 
写真 8  
平井啓運と記される紙(部分) 
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惣棟梁が江戸神田の大工大久保喜平治
であり、造営から修繕まで幕府方は関係
せず、それらすべてを若狭小浜藩酒井家
が行っている。初代杢太郎は、大久保喜
平治から大工書を譲り受けた文化 12 年
(1815)頃には江戸にいたことになり、
「献備五重御塔建地割下繒圖」を写し 
「画帖/間嶌俊恒」を授かっ
た文政元年(1818)頃も、江
戸に滞在していたことにな
る。そして、文政 4年(1821)
の土地や家屋の譲り渡しに
関する史料から、文政 4年 
には佐渡に在島していたことがわかる 81)。したがって、再建が行われた時期には、初代杢太郎が
江戸に滞在していたことになる。 
従事した大工については、五層目小屋内佐義長柱台輪上に置く瓦棒楮材断面に「于時文化十四
歳十月二十二日/大工棟梁/江戸神田多町臺丁目/大久保喜平治藤原延治納」(図 2-右)、二層目小屋
内四天柱根元に胡粉塗料で太書きの落書きで「大久保喜平治/大工/大工屋源蔵」(図 2-左)とある。
また、御普請諸役を記した掛掲示板に「御普請掛/江坂八郎兵衛正婦…中略…大工/江戸神田/喜平
治/同肝煎/仁助/大五郎/由五郎/庄八/勝五郎/源七/日光松原町/権右衛門/同鉢石町/権兵衛/同板
□町/傳十郎/彫物方/同御領大桑町/周次…中略…文政元年戊寅九月十七日」と書かれている 82)(図
3)。これらから惣棟梁の大久保喜平治が確認できる。 
『日光東照宮修営志』に、「然るに其工事中なる九月二十五日に至りまして、願主酒井忠進の実
母が死去致しました為、忌明け迄工事を中止するはずでありましたが、かくて地方から参ってい
表 7 初代間島杢太郎の経歴 
年次 事柄
寛政3年(1791) 間島喜平次家に生まれる
文化12年(1815)12月 「三軒 匠」○一を大久保喜平次より授かる
文化12年(1815)12月 「扇垂木 匠」○二を大久保喜平次より授かる
文化12年(1815)12月 「出組 匠」○三を大久保喜平次より授かる
文化13年(1816)12月 「組物三手先 匠」○四を大久保喜平次より授かる
文化13年(1816)12月 「絵様 匠」○五を大久保喜平次より授かる
文政元(1818)年 「献備五重御塔建地割下繒圖/出来形十歩一工術」を写す
文政元年(1818)7月 「画帖/間嶌俊恒」を島村勘六より授かる
文政4年(1821) 西五十里村(佐渡佐和田澤根)に屋敷を構える
文政12年(1829) 弟子4名に技術を授ける
天保13年(1842) 2代目杢太郎生まれる
元治元年(1864)6月6日 73歳にて没す
表 6 日光東照宮五重塔再建の経緯・経過 
年次 出来事
慶安3年(1650) 小浜藩初代藩主：酒井忠勝により奉納
文化12年(1815)10月16日 五重塔回禄(焼失)
文化14年(1817)1月23日 惣棟梁大久保喜平治　江戸を出る
文化14年2月11日 釿初め
文化14年4月17日 酒井家より再建の出願
文化14年9月25日 酒井忠進の実母が死去
文化14年10月22日 上棟式
文化14年10月27日 社寺への假引継ぎ
文化14年10月28日 惣棟梁大久保喜平治　日光を出る
文化14年11月2日 惣棟梁大久保喜平治　江戸に帰る
文政元年(1818)9月19日 落成供養の法会
天保2年(1831)9月
嘉永3年(1850)9月
文久3年(1863)5月
修営を行う
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る工人の為に甚だ気毒であるとて、工事を中止致さぬ方針を取りました。」とあり、地方の大工が
関わっていた事がわかる。間島家所蔵「献備五重御塔建地割下繪図」では、初代杢太郎は自らの
事を棟梁である大久保喜平治の門人と称しており、大久保喜平治との関係が示されている。その
ため、初代杢太郎が大久保喜平治に師事し再建に従事した可能性もあろう 83)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 再建の墨書 左：四天柱墨書 右：瓦棒墨書 
『重要文化財五重塔・鐘舎・上社務所修理工事報告書』所収 
図 3 再建時の御普請諸役を記した掛掲示板   
『重要文化財五重塔・鐘舎・上社務所修理工事報告書』所収 
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3-3．作事・仕事に関係する史料 
作事・仕事に関係する史料は 827 点あり、図面、仕様書、見積書、材木帳など実務的なもので
ある。中には神輿や厨子、仏具に関係するもの、一般住宅や公共施設の建築に関係するものもあ
る。ほとんどが大正から昭和 30 年頃までの 3代目杢太郎とその弟子に関係する史料であり、建築
ごとに分類されている。そして、活動履歴、造営や修繕の経過、仕事の内容を読み取ることがで
きる。中には彫刻に関係する海老虹梁や蟇股、欄間、絵様の原図があり、3代目杢太郎の彫刻意匠
の特徴を知るうえで参考となる。 
表 8 は、間島家に残る社寺建築の普請に関係する史料を年代順に一覧にしたものである。これ
らは現存する社寺建築に関係するものが多く、史料と建物を比較対照することができる。中でも、
№30 真野宮社殿(真野新町)、№37 本興寺本堂(下相川)、№45 松前神社社殿(松ヶ崎)、№59 法憧
寺本堂(三宮)などは、図面、材木帳、仕様帳、帳面、人工表、出面表など多様な史料が残る。ま
た、造営における日々の仕事を記した 3 代目杢太郎の日記帳があり、詳細に把握することができ
る 84)。 
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表 8 間島家に所蔵される普請に関係する史料一覧 番号は後掲する表 9の№と対応 
No. 年紀 寺社名 建物名 施工 所在地 史料種目
1 文政元・1818年 日光東照宮 五重塔 新築 栃木県日光市 建地割図
11 明治29・1896年 専得寺 唐門 新築 沢根町 設計書、出面表、落成式古写真
20 明治38・1905年 石動神社 社殿 新築 北鵜島 立面図、断面図、契約書
23 明治41・1908年 二宮神社 社殿 新築 関 立面図
24 明治43・1910年 世尊院 本堂 新築 中興 落成式写真、請負約定証
27 大正3・1914年 北野神社 社殿 新築 稲鯨 契約書
大正3・1914年 金北山神社 鳥居 新築 西野 断面図、設計書
社殿 新築
鳥居 新築
後門 新築
瑞垣 新築
33 大正9・1920年 熊野神社 社殿 新築 小野見 平面図、立面図、断面図、契約書、日記
37 大正11・1922年 本興寺 本堂 改築・改修 下相川 平面図、断面図、小屋伏図、出面帳、材木帳、契約書
38 大正13・1924年 三宮神社 拝殿 新築 三宮 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、設計書
39 大正13・1924年 河内神社 拝殿 新築 浜河内 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、床伏図、設計書
40 大正13・1924年 康円寺 太子堂 新築 宮川 平面図、立面図、屋根伏図、設計書
護摩堂 新築 平面図、立面図、断面図
乙和霊神堂 新築 平面図、立面図、断面図、組物原寸図
42 大正14・1925年 薬師堂 薬師堂 改築・改修 千種 立面図、断面図
44 昭和2・1927年 鐘楼 改築・改修 平面図、立面図、断面図、材木帳
妙見里宮 新築 平面図、立面図
拝殿 新築 立面図、断面図、細部立面図、小屋伏図、組物原寸図、擬宝珠原寸図、基礎原寸図、造営日記、設計書、仕用書、見積書、材木帳、契約書、出面表、感謝状
本殿 改築・改修 立面図、断面図、設計書
46 幣殿・本殿 新築、改築 平面図、立面図、断面図、詳細図
74 拝殿 新築 設計書
48 昭和4・1929年 社殿 新築 設計書、材木帳、出面表、工事費会計報告書
鳥居 新築 立面図
本堂 改築・改修 仏間上部中備彫刻原図
大玄関・廊下 新築 平面図、立面図、組物原寸図、軒先断面図、仕様書、仕様書
庫裏縁側 改築・改修 立面図、断面図、仕様書
63 五重塔 改築・改修 概算書
52 昭和7・1932年 宝蔵 新築 平面図、正面立面図、側面立面図、細部詳細原寸図、陳列棚立面図、陳列棚平面図、拳鼻原寸図、設計書、仕様書
88 昭和25・1950年 仁王門 改築・改修 平面図、断面図、概算書、仕様書、組物詳細図
53 昭和7・1932年 招魂社 神殿 新築 河原田諏訪町 配置図、平面図、立面図、断面図、詳細図、仕様書、見積書
54 昭和7・1932年 度津神社 本殿・幣殿・玉垣・其他 改築・改修 羽茂飯岡 仕用書、見積書
55 昭和8・1933年 小布施神社 手洗水屋 新築 西三川 平面図、立面図
56 昭和9・1934年 本堂 改築・改修 平面図、断面図
鐘楼 改築・改修 見積書
59 昭和11・1936年 法憧寺 本堂 新築 三宮 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、床伏図、基礎原寸図、組物原寸図、仕用書、設計書、見積書、出面表、契約書、感謝状
60 昭和11・1936年 大山袛神社 社殿 新築 西三川 平面図、立面図、小屋伏図、床伏図、設計書、仕用書
61 昭和13・1938年 西蓮寺 本堂 改築・改修 中興 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、出面表
64 昭和14・1939年 唐門・塀垣 新築 契約書、立面図、仕用書、詳細図、材木帳、見積書
90 昭和28・1953年 鐘楼 新築 立面図、断面図、軒先断面図、仕用書、予算
66 昭和14・1939年 夷神社 社殿 新築 小田 立面図、断面図、仕用書、見積書、設計書、感謝状
67 昭和14・1939年 剛安寺 本堂 改築・改修 吉井本郷 立面図、断面図、小屋伏図、組物原寸図
本殿 改築・改修 立面図、小屋伏図
68 昭和14・1939年 鳥居 新築 設計書、感謝状
72 昭和16・1941年 常念寺 本堂・大廊下 新築 河原田本町 平面図、断面図、床伏図、設計書、屋根図、仕用書、見積書、感謝状
76 昭和17・1942年 赤井神社 社殿 新築 加茂歌代 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、組物原寸図、仕用書、設計書
77 昭和17・1942年 本堂 新築 平面図、設計書、仕様書、基礎原寸図
鐘楼 新築 平面図、立面図
79 昭和17・1942年 善知鳥神社 社殿 新築 相川下戸村 平面図、立面図、断面図、床伏図、小屋伏図、組物原寸図、設計書、仕様書、
社殿 新築 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、基礎伏図、設計書、予算、金物仕用書、見積書
末社稲成神社 新築 仕用書
81 昭和18・1943年 佐渡護国神社 社殿 新築 千種 平面図、立面図、基礎原寸図、金物原寸図、建具廻細部原寸図、組物原寸図、契約書、日記
84 昭和23・1948年 五所神社 社殿 新築 下川茂 断面図、立面図、小屋伏図、床伏図
85 昭和24・1949年 石動神社 社殿 新築 北鵜島 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、床伏図、組物原寸図
86 昭和25・1950年 諏訪神社 社殿 新築 夷 平面図、立面図、断面図、小屋伏図、床伏図、組物原寸図
87 昭和25・1950年 久知正八幡宮 社殿 新築 下久知 平面図、立面図、断面図、床伏図、仕用書、造営日記
昭和26・1951年 常楽寺 本堂 改築・改修 北鵜島 断面図、小屋伏図
89 昭和27・1952年 立蓮寺 本堂 改築・改修 新穂北方 断面図
91 本光寺 本堂 新築 宮川 立面図
103 昭和27・1952年 不動院 本堂 改築・改修 城腰 配置図、平面図、立面図、断面図、小屋伏図
107 昭和29・1954年 紅葉山春日若宮 拝殿 新築 沢根町 立面図、断面図、小屋伏図、設計書、仕用書
108 昭和41・1966年 二宮神社 社殿 新築 関 平面図、立面図、見積書
125 昭和36・1961年 熊野神社 社殿 改築・改修 歌見 設計書
観音寺 本堂 改築・改修 長江 断面図、小屋伏図、小屋断面図、組物原寸図
竜琴寺 本堂 改築・改修 二見 断面図、小屋伏図
多聞院 本堂 改築・改修 小川 向拝中備彫刻原図
年代不詳
年代不詳
真野新町
相川江戸沢町
年代不詳
年代不詳
年代不詳
塩竈神社
昭和5・1930年
配置図、平面図、立面図、断面図、金具原寸図、設計書、仕用書、出面表、造営費報告
書、造営日記、古写真、感謝状
真光寺里宮(金北山神社)
二見神社
実相寺
沢根籠町
白山神社 沢根五十里
大正6・1917年 真野宮
昭和17・1942年
本光寺
年代不詳
松前神社
80
二見
善宗寺 河原田諏訪町
本福寺 沢根五十里
年代不詳
大正14・1925年 長福寺 中原
昭和2・1927年
昭和17・1942年
松ヶ崎
妙宣寺 阿佛坊
30
41
45
49
年代不詳
市野沢
年代不詳
年代不詳
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4．間島家の建築活動 
表 9 は、間島家の活動履歴を年代順に一覧にしたもので、初代杢太郎と 2 代目杢太郎について
は、a.棟札、f.地誌に示される年代順に、3代目杢太郎と 4代目杢太郎、高見松蔵については、c.
間島家所蔵史料をはじめ、a.棟札や b.墨書、d.寺蔵史料、e.社蔵史料に示される年代順に並べ、
建築活動について番号を付けた。そして、関与が確定した人物に○を、推定される人物に●を付
け、間島家所蔵の履歴や経歴に関する史料および a.棟札に記される役職名を記した。図 5 は、初
代杢太郎、2代目杢太郎、3代目杢太郎の島内における活動地域を示したもので、番号は表 9の番
号と対応している。そして、各代の弟子の居住地を指し示した。また、(A)、(B)、(C)、(D)の地
域を拡大した。 
4-1．活動履歴と活動地域 
間島家の建築活動は、初代杢太郎 5 件、2 代目杢太郎 11 件、3 代目杢太郎 79 件、4 代目杢太郎
16 件の、計 108 件を挙げられ、ほとんどが社寺建築に関わる活動である。 
初代杢太郎の建築活動は、文政 12 年(1829)の№2 孔子聖堂新築から始まったとされ、弘化 3 年
(1846)の№3本光寺大門新築が現存しているが確証がない。そして、安政 5年(1858)の№4石動神
社本殿新築が確証のある最初の活動となる。また、活動は、真野湾沿岸の沢根地域と外海府沿岸
地域で確認できる。しかし、確認できる活動が少ない。 
2代目杢太郎の建築活動は、明治14年(1881)の№6白山神社本殿新築から始まり、№16長福寺(談
義所)本堂改築まで、ほとんどが新築である。活動範囲は、真野湾沿岸の沢根地域、そして、範囲
を広げて国仲平野の二宮、中原地域、さらに広げて相川市街地の相川羽田町、外海府沿岸の片辺、
戸地、戸中地域まで広げている。また、前浜沿岸の赤泊まで遠出する事例が確認できる。初代杢
太郎は、沢根五十里から離れた外海府沿岸の後尾で№4石動神社本殿新築を行っているが、2代目
杢太郎は、外海府沿岸で№6 白山神社本殿、№7 羽黒神社本殿新築、№8 熊野神社本殿新築、№10
大山袛神社本殿新築を行なっている。 
3 代目杢太郎の建築活動は、明治 27 年(1894)の№10 大山袛神社本殿新築から始まり、昭和 28
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年(1953)頃まで活動しており、普請の件数が初代杢太郎と 2 代目杢太郎よりも多く、新築のみな
らず、改築、改修も行っている。そして、実相寺(市野沢)、妙宣寺(阿佛坊)、松前神社(松ヶ崎)、
世尊院(中興)など特定の社寺に出入りしている。 
3 代目杢太郎の履歴や経歴に関係する史料 86)によると、3代目杢太郎が、2代目杢太郎に技術を
学び、明治 23 年(1889)4 月に神社仏閣の設計と彫刻、神仏具製作を行ったことが記されており、2
代目杢太郎が行った№10大山袛神社本殿新築、№11専得寺唐門新築、№12 二宮神社本殿改築・幣
殿拝殿新築、№13 禅長寺本堂新築に関わっている。また、大正 3 年(1914)には、佐渡郡主催の建
築講習会 87)を受講しており、一般住宅に関する技術・技能を学び、昭和 15 年(1940)に№69 三井
松五郎大住宅(呉服店)新築に関わっている。そして、大正 6 年(1917)の№30 真野宮社殿新築をは
じめ、№54度津神社本殿幣殿玉垣新築・その他改築、№81 佐渡護国神社社殿新築、№83新潟県護
国神社社殿新築など内務省神社局・神祇院が関係する造営事業に関わっている。中でも№54 度津
神社本殿幣殿玉垣新築・その他改築、№81 佐渡護国神社社殿新築、№83 新潟県護国神社社殿新築
は、大正後期頃から昭和戦前頃にかけて神社建築行政を指導した技師角南隆 88)が関わっている 89)。
昭和 14 年(1939)には東京、宮城、栃木、名古屋、奈良、新潟など全国各地の社寺建築の視察をし
ている 90)。 
3 代目杢太郎は、№10 大山袛神社本殿新築で大工を、№13 禅長寺本堂新築で彫工、施工主任を
つとめ、以後、ほとんどの普請で設計士、棟梁、監督、施工主任についている。中には彫刻、彫
師や後見をつとめる普請も見られ、設計から施工、彫刻に至るまでの技術を習得していたようで
ある。特に内務省神社局・神祇院が関係した№30 真野宮社殿新築、№81 佐渡護国神社社殿新築に
おいて、棟梁、総棟梁、設計士についていることは重要である。 
活動範囲は、明治から大正にかけての時期は、沢根五十里から少し離れた国仲平野の市野沢、
窪田、真光寺、中原地域、さらに範囲を広げて、相川市街地の相川下山之神、外海府沿岸の北鵜
島、関、小野見地域、二見沿岸の相川大浦、稲鯨地域、さらに広げて、国中平野の中興、千種地
域で活動が見られ、昭和になると内海府沿岸の玉崎、椿、両津湾沿岸の加茂歌代地域、そして、
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前浜沿岸の下久知、松ヶ崎、浜河内、羽茂飯岡、西三川、下川茂地域など佐渡南部まで広げてい
る。さらに、№83 新潟県護国神社社殿新築を行っており、新潟県本土での活動が確認できる。初
代杢太郎、2代目杢太郎から引き続いて沢根地域、外海部沿岸での活動が確認できるほか、現在の
国道 350 号線沿いと 65 号線沿いに活動が見られるようになり、序々に活動範囲を広げ、昭和にな
ると両津湾沿岸から南部まで広がって島内全域におよんでいる。 
4代目杢太郎の建築活動は、昭和9年(1934)の№57常徳寺庫裡改築から始まり、昭和41年(1966)
の№108 二宮神社社殿新築まで確認できる。 
4 代目杢太郎の履歴や経歴に関係する史料 91)によると、4 代目杢太郎が昭和 9 年 4 月から昭和
14年(1939)12月にかけて3代目杢太郎に師事して社寺建築および一般住宅に関わったことが記さ
れている。昭和 20 年(1945)前は 3代目杢太郎と一緒に社寺建築に関わっているが、その後は社寺
建築の仕事が 3件のみで、一般住宅の仕事が多くなる。そして、大工業として終焉を迎えている。 
3 代目杢太郎の弟子の高見松蔵 92)の建築活動は、昭和 24 年(1949)の№85 石動神社社殿再建まで
3 代目杢太郎と一緒に仕事をしており、昭和 15 年(1940)後は一般住宅のほか、公共施設などにも
関わっている。また、3代目杢太郎と一緒に一般住宅に関わるのは、昭和 15 年の№69 三井松五郎
大住宅(呉服店)新築のみである。社寺建築の仕事は 3 代目杢太郎と一緒に関わるが、一般住宅は
別々に仕事をしている。そして、昭和 19 年(1944)から昭和 21 年(1946)まで東京に出て東京光学
機械株式会社に勤務しており、東京光学建民修練所、東京光学晴海寮南寮の建設で設計主任をつ
とめている。昭和 24 年に佐渡郡大工組合理事に就任、文部省と日本建築学会の共催で行われた木
造学校建物規格講習会や北陸耐震委員会主催の耐震建築物構造講習会を新潟県で受講し、昭和 25
年(1950)に日本建築学会会員になっている。 
また、山本嘉作と梶原忠治は角南隆の指導のもと行われた、明治神宮復興造営 93)(東京都渋谷区 
昭和 33・1958 年)に関わり 94)、山本嘉作は元首相田中角栄発案のハワイに五重塔を建築する計画
において、設計、棟梁を任されている 95)。4 代目杢太郎本人と 3 代目杢太郎の弟子の世代は社寺
建築と一般住宅に関わり、公共施設にも関わっている 96)。 
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表 9 初代杢太郎・2代目杢太郎・3代目杢太郎・高見松蔵の活動履歴の一覧 85) 
世
代 № 建築年代
初
代
杢
太
郎
2
代
目
杢
太
郎
3
代
目
杢
太
郎
4
代
目
杢
太
郎
高
見
松
蔵
建物名及び施工内容 所在地 存否 典拠 活動内容
1 文政元年(1818) ● 日光東照宮五重塔再建 栃木県日光市 現存 c,f,g
2 文政12年(1829) ● 孔子聖堂新築 相川広間町 無 f,g 「設計士」「棟梁」についたとされる(f,g)。
3 弘化3年(1846) ○ 本光寺大門新築 沢根籠町 現存 f,g 獅子や象の木鼻彫刻を作製したとされる(f,g)。
4 安政5年(1858) ○ 石動神社本殿新築 後尾 現存 a,f 安政5年2月9日遷宮。「大工」につく(a)。
5 ● 本福寺楼門新築 沢根五十里 無 f,g
6 明治14年(1881) ○ 白山神社本殿新築 南片辺 現存 a,f 明治14年9月吉日上棟。[工匠」につく(a)。
7 明治15年(1882) ○ 羽黒神社本殿新築 北片辺 現存 a,f 明治15年9月吉日上棟。「頭領」につく(a)。
8 明治22年(1889) ○ 熊野神社本殿新築 戸地 現存 a,f 明治22年10月7日上棟。「彫刻工」につく(a)。
9 明治23年(1890) ● 下山ノ神東照宮新築 相川下山之神町 無 f 「棟梁後見」についたとされる(f)。
10 明治27年(1894) ○ ○ 大山祇神社本殿新築 戸中 現存 a,f 明治27年8月12日上棟。2代目が「棟梁」、3代目が「大工」につく(a)。
11 明治29年(1896) ○ ○ 専得寺唐門新築 沢根町 現存 c,f 明治29年9月着手し、30年2月まで関わる。2代目が「棟梁」につき、3代目と喜蔵も関わる(c)。
12 明治29年(1896) ○ ○ 二宮神社本殿改築・幣殿拝殿新築 二宮 現存 c,f
2代目が「棟梁」についたとされ、3代目も関わる
(c,f)。
13 明治38年(1905) ○ ○ 禅長寺本堂新築 赤泊 現存 a,c,f
明治35年1月から明治37年1月にかけて従事。大正6年8月
18日落成式。2代目が「棟梁」、3代目が「彫工」「施工
主任」につく(a)。
14 ○ 康永寺本堂新築 相川羽田町 現存 c,f,g
15 ● 北野神社本殿新築 沢根五十里 現存 g
16 ● 長福寺(談義所)本堂改築 中原 現存 g
17 明治31年(1898) ○ 康永寺本堂大修理 相川羽田町 現存 c 水害被害を受けて大修理を行う(c)
18 明治32年(1899) ○ 興源院本堂・庫裡新築 中興 不明 c,f 明治32年2月から12月にかけて従事。「設計士」「副棟梁」「施工主任」につく(c,f)
19 明治37年(1904) ○ 実相寺本堂改築 市野沢 現存 c,f 明治37年2月から12月にかけて従事。「設計士」「監督」「施工主任」「彫刻」「後見」につく(c,f)。
20 明治38年(1905) ○ 石動神社社殿新築 北鵜島 無 c,g
明治38年4月1日に契約。明治38年5月から明治38年8月に
かけて従事。「設計士」「棟梁」「施工主任」につく
(c)。
21 明治38年(1905) ○ 利済庵鐘楼新築 椿 現存 a 明治38年6月上棟。「棟梁」につく(a)。
22 明治41年(1908) ○ 高濱神社社殿新築 窪田 現存 a,c,f 明治41年11月17日落成式。「棟梁」につく(a)。
23 明治41年(1908) ○ 二宮神社神殿新築 関 無 c 明治41年4月から8月にかけて従事。「設計士」「棟梁」「施工主任」につく(c)。
明治41年(1908) ○ 小平神社神輿新造 相川大浦 不明 c 設計、製作を行う(c)。
24 明治43年(1910) ○ 世尊院本堂庫裡新築 中興 無 c,f
明治42年12月24日に請負契約を交わす。明治43年2月か
ら12月にかけて従事。明治43年4月1日に着手、8月31日
落成。「設計土」「棟梁」「施工主任」につく(a)。
大正元年(1912) ○ 大山祇神社神輿新造 相川下山之神町 不明 c,f 設計、製作を行う(c)。
大正元年(1912) ○ 中興神社神輿新造 中興 不明 c 設計、製作を行う(c)。
25 大正2年(1913) ○ 村上神社拝殿新築 真光寺 無 a,c,f 大正2年2月から12月にかけて従事。大正2年12月7日上棟。「設計士」「監督」「後見」につく(a,c)。
26 大正2年(1913) ○ 実相寺玄関新築 市野沢 現存 c 「設計士」、「棟梁」につく(c)。
27 大正3年(1914) ○ 北野神社神殿幣殿新築・拝殿改築 稲鯨 現存 a,c
大正3年5月20日請負契約を交わす。大正3年6月2日に着
手、7月24日落成式。「設計士」「棟梁」「彫師」につ
く(a,c)。
大正3年(1914) ○ c 大正3年7月から佐渡郡主催の建築講習会を修了し、一般建築に従事する。大正3年8月11日修了証を受ける。
28 大正4年(1915) ○ 大山祇神社社殿新築 相川下山之神町 現存 c,f 大正4年2月から11月にかけて従事。「設計士」「監督」「彫刻」「後見」につく(c)。
29 大正5年(1916) ○ 高濱神社社殿改築 窪田 現存 c,f
大正5年2月から12月にかけて従事。氏子内大工と共同で
受負。「設計士」「棟梁」「監督」「施工主任」につく
(c)
30 大正6年(1917) ○ 真野宮社殿新築 真野 現存 c,f
大正6年7月から大正9年7月にかけて従事。大正6年9月1
日着手。大正9年7月20日落成式。銅板屋根葺時、安達郡
長より「棟梁」を命ぜられ「施工主任」として従事。在
職2年余で落成(c)。
31 大正6年以前(-1917) ● 小平神社社殿新築 大浦 現存 c
32 大正9年(1920) ○ 熊野神社神殿改築・覆屋幣殿新築 千種 現存 a,c,f
大正9年8月上棟。「設計士」「棟梁」「施工主任」につ
く(a)。
33 大正9年(1920) ○ 熊野神社社殿新築 小野見 現存 a,c,f
大正9年5月16日に請負契約を交わす。竣工期日が大正9
年9月10日。大正9年9月6日落成式。「設計士」「棟梁」
「施工主任」につく(a,c)
34 大正10年(1921) ○ 称念寺唐門新築 沢根炭屋町 現存 a 大正10年4月落成式。「大工棟梁」につく(a)。
35 大正10年(1921) ○ 金北山神社(金北山頂社)社殿新築 金井新保 不明 c,f
大正10年4月から大正10年9月にかけて従事。「設計士」
「棟梁」「施工主任」につく(c)。
36 大正10年(1921) ○ 円照寺仁王門移築及び改修 真光寺 現存 c,f 「設計士」「棟梁」につく(c)。
37 大正11年(1922) ○ 本興寺本堂改築 下相川 現存 a,c,f
大正11年3月から12月にかけて従事。工事着手は大正12
年4月1日、落成期日は5月末日。大正13年2月上棟。「設
計士」「棟梁」「施工主任」につく(a,c)。
38 大正13年(1924) ○ 三宮神社拝殿新築 三宮 現存 c,f
大正13年2月から大正13年12月にかけて従事。大正13年2
月に設計書を作成。「設計士」「監督」「後見」につく
(c)。
39 大正13年(1924) ○ 河内神社拝殿新築 浜河内 不明 c 大正13年5月4日に設計書を作成(c)。
40 大正13年(1924) ○ 広円寺太子堂新築 宮川 不明 c 大正13年に設計書を作成(c)。
41 大正14年(1925) ○ 長福寺(談義所)乙和霊神堂・護摩堂新築 中原 現存 c 「設計士」「棟梁」につく(c)。
3
代
目
杢
太
郎
年代不詳
年代不詳
2
代
目
杢
太
郎
初
代
杢
太
郎
年代不詳
年代不詳
佐渡郡主催、建築講習会受講
第 3 章 沢根五十里の間島杢三屋家と 3 代目間島杢太郎の建築活動について 
 
155 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
42 大正14年(1925) ○ 薬師堂本堂改築 千種 現存 c,f
大正14年2月から10月にかけて従事。大正14年12月上棟
竣工。「設計士」「大工棟梁」「施工主任」につく
(c)。
43 大正14年(1925) ○ 中興神社更生殿新築 中興 現存 f 「設計士」についたとされる(f)。
44 昭和2年(1927) ○ 実相寺鐘楼堂改築 市野沢 現存 a,c 昭和2年8月造営。「大工棟梁」につく(a,c)。
45 昭和2年(1927) ○ 松前神社本殿改築・幣殿拝殿新築・旧拝殿移築 松ヶ崎 現存 a,c,f
幣殿拝殿を新築、旧拝殿を移傳し社務所とする。昭和2
年2月から12月にかけて従事。昭和2年5月22日釿始、6月
6日地鎮祭、9月26日上棟式、27日上棟祭典。「設計士」
「棟梁」「施工主任」につく(a,c)。
46 昭和3年(1928) ○ 里宮(金北山神社)神殿幣殿改築 真光寺 現存 c,f
昭和3年2月から10月にかけて従事。「設計士」「棟梁」
「施工主任」につく(c)。
47 昭和3年(1928) ○ 金北山神社鳥居新築 西野 不明 c 昭和3年9月に設計書など作成(c)。
48 昭和4年(1929) ○ 白山神社社殿改築 沢根五十里 現存 c,e,f
昭和4年2月から12月にかけて従事。大正15年11月設計書
を作成。昭和3年12月に設計図を作成。昭和3年11月起
工、12月16日起工式、昭和4年6月21日上棟式、昭和5年6
月21日完成。「設計士」「監督」「施工主任」「後見」
につく(c)。
49 昭和5年(1930) ○ 妙宣寺大玄関大廊下新築・庫裡改築 阿佛坊 現存 c,f
昭和4年7月15日に設計、仕用書を作成。昭和4年8月に玄
関三ツ斗組の設計仕用書を作成。昭和4年7月に阿佛坊玄
関の仕様法を作成。昭和5年6月に阿仏坊庫裡縁側仕用を
作成。「設計士」「監督」につく(c)。
50 昭和5年(1930) ○ ○ 諏訪神社拝殿新築 玉崎 現存 c 「設計士」「監督」「後見」につく(c)。
51 昭和6年(1931) ○ ○ 石動神社本殿改築・幣殿拝殿新築 後尾 現存 c,f
昭和6年2月から10月にかけて従事。「設計士」「監督」
「後見」につく(c)。
52 昭和7年(1932) ○ ○ 妙宣寺宝蔵新築 阿佛坊 現存 a,b,c,f
昭和6年6月27日に契約。昭和7年6月30日に見積書作成。
昭和7年7月から10月にかけて従事。昭和8年4月28日完
成。「設計士」「請負棟梁」「監督」「施工主任」につ
く(a,b,c)。
53 昭和7年(1932) ○ 招魂社神殿新築 河原田諏訪町 現存 c 昭和11年11月設計(c)
54 昭和7年(1932) ○ 度津神社本殿幣殿玉垣新築・その他改築 羽茂飯岡 現存 c 昭和7年に見積書、仕様書を作成(c)。
55 昭和8年(1933) ○ 小布勢神社手洗水屋新築 西三川 不明 c 「設計士」「監督」「後見」につく(c)。
56 昭和9年(1934) ○ 本光寺本堂改修 沢根籠町 現存 a,c,d 「設計士」につく(c)。
57 昭和9年(1934) ○ ○ ○ 常徳寺庫裡改築 相川羽田町 不明 c 3代目が「設計士」「棟梁」につき、4代目も関わる(c)。
58 昭和10年(1935) ○ ○ ○ 荒崎神社社殿改築 椿 現存 c,e 昭和10年7月起工、11月落成。3代目が「彫刻師」につき、4代目も彫刻を彫る(c)。
59 昭和11年(1936) ○ ○ ○ 法憧寺本堂及玄関新築 三宮 現存 a,c,f
従事期間が昭和11年2月から昭和12年7月。昭和11年11月
14日上棟、12年8月1日落成式。3代目が「設計士」「棟
梁」「施工主任」につき、4代目も関わる(a,c)。
60 昭和11年(1936) ○ 大山祇神社社殿新築 西三川 現存 c,f 昭和11年4月から11月にかけて従事。5月20日に設計図を製作。「設計士」「監督」につく(c)。
61 昭和13年(1938) ○ ○ ○ 西蓮寺本堂改築 中興 無 c,f
昭和13年6月から12月にかけて従事。3代目が「設計士」
「棟梁」、高見松蔵が「施工主任」につき、4代目も関
わる(c)。
62 昭和13年(1938) ○ 松前神社本殿改築 松ヶ崎 現存 b 昭和13年8月19日に起工。「棟梁」につく(b)。
63 昭和14年(1939) ○ ○ ○ 妙宣寺五重塔改修 阿佛坊 現存 b,c
昭和14年8月から11月にかけて従事。昭和14年7月着手、
10月境切。3代目が「設計士」「大工棟梁」「監督」、4
代目が「大修理監督」、高見松蔵が「施工主任」につく
(b,c)。
64 昭和14年(1939) ○ ○ ○ 善宗寺唐門・塀垣新築 河原田諏訪町 現存 c,f
昭和14年1月から昭和14年4月にかけて従事。昭和11年8
月に仕様書を作成。昭和12年4月材木帳を作成。昭和13
年7月13日に設計図、仕様書を作成。3代目が「設計士」
「棟梁」「監督」、高見松蔵が「施工主任」につき、4
代目も関わる(c)。
65 昭和14年(1939) ○ ○ ○ 世尊院庫裡新築 中興 無 c
昭和14年4月から昭和14年12月にかけて従事。3代目が
「設計士」「棟梁」「監督」、高見松蔵が「施工主任」
につき、4代目も関わる(c)。
66 昭和14年(1939) ○ 夷神社社殿新築 小田 現存 c 昭和13年3月24日設計書作成。5月10日に瓦見積書書を作成。「設計士」「監督」につく(c)。
67 昭和14年(1939) ○ 剛安寺本堂改築 吉井本郷 現存 c,f 「設計士」「監督」　につく(c)。
68 昭和14年(1939) ○ 二見神社大鳥居新築 二見 現存 c 昭和14年11月23日造営。鉄筋混凝土造(c)。
昭和14年(1939) ○ c
昭和14年年8月15日から視察、仙台塩釜、日光、東京、
名古屋、法隆寺、大坂、京都、永平寺、新潟など見学
(c)。
69 昭和15年(1940) ○ ○ 三井松五郎大住宅(呉服店)新築 沢根五十里 不明 c
昭和15年8月から昭和16年2月にかけて従事。3代目が
「設計士」「棟梁」「監督」、高見松蔵が「工事責任
者」につく(c)。
70 昭和15年(1940) ○ 山田屋住宅新築 沢根町 不明 c 昭和15年8月12日建方。「棟梁」につく(a,c)。
71 昭和16年(1941) ○ ○ 定福寺唐門新築 橘 現存 a,c,f 昭和17年造立。3代目が「大工棟梁」、高見松蔵が「設計及び工事責任者」につく(c)。
72 昭和16年(1941) ○ ○ 常念寺本堂・大廊下新築 河原田本町 現存 c,f
昭和7年12月設計図を作成。昭和12年3月材木帳を作成。
昭和15年3月に設計書を作成。3代目が「設計士」「施
工」「棟梁」、高見松蔵が「工事責任者」につく(c)。
73 昭和16年(1941) ○ 七浦小学校奉安庫新築 二見 不明 c 昭和16年に設計書を作成(c)。
74 昭和17年(1942) ○ 里宮(金北山神社)拝殿新築 真光寺 現存 a,c
昭和19年10月24日上棟。3代目が「設計士」「監督」に
つき、間嶌喜蔵が「大工」につく(c)。
75 昭和17年(1942) ○ 三宮神社神殿新築 橘 現存 c 「設計士」「棟梁」につく(c)。
76 昭和17年(1942) ○ 赤井神社幣殿拝殿新築 加茂歌代 現存 c
昭和13年2月28日、昭和16年3月5日の2度訂正し、昭和17
年1月11日に設計図決定。昭和17年2月から12月にかけて
従事。「設計士」「監督」につく(c)。
77 昭和17年(1942) ○ ○ 本福寺本堂新築 沢根五十里 現存 c,f
昭和16年9月と昭和17年1月に木材帳、設計書を作成。昭
和17年4月から昭和18年5月にかけて従事。3代目が「設
計士」「施工」「棟梁」「総監督」、高見松蔵が「施工
主任」につく(c)。
78 昭和17年(1942) ○ 後山小学校奉安庫新築 宮川 不明 c 「設計士」「監督」につく(c)。
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79 昭和17年(1942) ○ 善知鳥神社社殿新築 相川下戸村 現存 c 昭和15年2月に設計書、仕様書を作成。「設計士」「監督」につく(c)。
80 昭和17年(1942) ○ 塩釜神社社殿末社稲荷神社新築 相川江戸沢町 無 c
昭和11年1月に設計書を作成。昭和17年10月に設計書を
訂正。昭和17年10月に予算を作成。昭和17年10月に末社
稲成神社設計書を作成。「設計士」「監督」につく
(c)。
昭和18年(1943) ○ ○ ○ 佐渡護国神社社殿新築 千種 現存 c,f,g
昭和22年(1947) ○ 佐渡護国神社本殿新築 千種 現存 c
昭和23年(1948) ○ 佐渡護国神社祝詞殿新築 千種 現存 c
82 昭和18年(1943) ○ ○ ○ 明治紀念堂新築 千種 現存 c,f,g 3代目が「設計士」「総棟梁」、高見松蔵が「施工主任」につき、4代目も関わる(c)。
83 昭和20年(1945) ○ ○ 新潟県護国神社社殿新築 新潟市中央区 拝殿以外現存 c,g
3代目が「設計士」「施工」につき、4代目が「化粧附属
工事主任」につく(c)。
84 昭和23年(1948) ○ ○ 五所神社社殿新築 下川茂 現存 c 3代目が「設計士」「監督」につく。高見松蔵も設計を行っている(c)。
85 昭和24年(1949) ○ ○ ○ 石動神社社殿再建 北鵜島 現存 c,g
昭和24年3月20日再建。3代目が「設計士」「棟梁」、高
見松蔵が「施工主任」、4代目が「設計棟梁」につく
(c)。
86 昭和25年(1950) ○ ○ 諏訪神社社殿改築 夷 現存 c,f 3代目が「設計士」「監督」、4代目が「設計監督」につく(c)。
87 昭和25年(1950) ○ ○ 久知正八幡宮社殿新築 下久知 現存 c,f
昭和24年12月20日に設計図を作成。3代目が「設計士」
「監督」、4代目が「設計監督」「拝殿・祝詞殿設計監
督」につく(c)。
88 昭和25年(1950) ○ 妙宣寺山門修理 阿佛坊 無 c 昭和23年2月に仕様書を作成。昭和25年に設計図を作成。昭和25年11月に見積書を作成(c)。
89 昭和27年(1952) ○ 立蓮寺本堂改築 新穂北方 現存 c,f 「設計士」「監督」につく(c)。
90 昭和28年(1953) ○ 善宗寺鐘楼新築 河原田諏訪町 現存 c 昭和28年11月に仕様書を作成(c)。
91 ○ 本光寺本堂改築 宮川 現存 c
92 ○ 沢根小学校奉安庫新築 沢根町 不明 c
93 昭和14年(1939) ○ 伊藤末吉作業場 沢根町 不明 c 昭和18年8月から9月まで従事。「設計施工主任」につく(c)。
昭和14年(1939) 昭和14年12月に新発田歩兵第十六□隊入隊し、昭和18年7月に除隊(c)。
94 昭和20年(1945) ○ 内田伊八作業場 沢根町 不明 c 昭和20年3月から5月にかけて従事。「設計工事主任」「設計棟梁」につく(c)
95 昭和21年(1946) ○ 伊藤為一作業場 沢根町 不明 c 昭和20年4月から昭和21年6月にかけて従事。「設計工事主任」「設計棟梁」につく(c)
96 昭和21年(1946) ○ 伊藤情一住宅 沢根町 不明 c 昭和21年7月から12月にかけて従事。「設計主任」　につく(c)。
97 昭和22年(1947) ○ 本間武治住宅 沢根五十里 不明 c 昭和22年2月から5月にかけて従事。「設計工事責任者」につく(c)。
98 昭和23年(1948) ○ 大場光作業場 沢根町 不明 c 昭和23年10月から12月にかけて従事。「設計工事責任者」につく(c)。
99 昭和24年(1949) ○ 伊藤為一住宅 沢根五十里 不明 c 昭和24年7月から10月にかけて従事。「設計工事主任」「設計棟梁」につく(c)。
100 昭和24年(1949) ○ 本間近太郎住宅 沢根五十里 不明 c 昭和24年10月から昭和25年2月にかけて従事。「設計工事主任」「設計棟梁」につく(c)。
101 昭和25年(1950) ○ 本間龍司住宅 沢根町 不明 c 昭和25年5月から7月にかけて従事。「設計工事責任」「設計工事責任者」につく(c)。
102 昭和25年(1950) ○ 伊藤キミ作業場 八幡 不明 c 昭和25年11月から12月にかけて従事。「設計工事主任」「工事主任者」につく(c)。
103 昭和27年(1952) ○ 不動院本堂改築 城腰 現存 c 昭和27年7月20日に設計書を作成。昭和27年8月20日に設計図を作成(c)。
104 昭和28年(1953) ○ 佐々木豊吉住宅 沢根町 不明 c 昭和28年8月20日に設計図を作成(c)。
105 昭和28年(1953) ○ 伊藤芳男住宅 沢根町 不明 c 昭和29年11月3日に設計図を作成(c)。
106 昭和29年(1954) ○ 真藤周作住宅 沢根町 不明 c 昭和29年6月30日に設計図を作成(c)。
107 昭和29年(1954) ○ 紅葉山春日神社社殿新築 沢根町 現存 c 昭和29年6月に拝殿設計書と設計図を作成(c)。
108 昭和41年(1966) ○ ○ 二宮神社社殿新築 関 現存 c 昭和40年6月に拝殿設計書木材調書を作成(c)。昭和41年5月30日に設計図を作成。高見松蔵と一緒に関わる。
109 昭和8年(1933) ○ 本間栄作住宅 沢根町 不明 c 昭和8年6月から昭和9年2月にかけて従事。「工事責任者」につく(c)。
110 昭和11年(1936) ○ 本間作太郎住宅 沢根町 不明 c 昭和11年6月から10月にかけて従事。「工事責任者」につく(c)。
昭和11年(1936) ○ c 昭和11年4月に教育召集にて高田山砲隊に入隊、6月除隊(c)。
111 昭和15年(1940) ○ 間島喜久平住宅 沢根町 不明 c 昭和15年6月から9月にかけて従事。「設計並に工事責任者」につく(c)。
112 昭和15年(1940) ○ 高見佐太郎住宅 沢根五十里 不明 c 昭和15年7月から11月にかけて従事。「設計並に工事責任者」につく(c)。
113 昭和15年(1940) ○ 半田熊蔵住宅 沢根五十里 不明 c 昭和15年12月から昭和16年3月にかけて従事。設計並に工事責任者」につく(c)。
114 昭和16年(1941) ○ 式部常蔵住宅 沢根五十里 不明 c 昭和16年3月から8月にかけて従事。「設計並に工事責任者」につく(c)。
115 昭和16年(1941) ○ 伊藤武蔵作業場 沢根町 不明 c 昭和16年5月から7月にかけて従事。「工事責任者」につく(c)。
昭和19年(1944) ○ c 昭和19年7月から勤務(c)。
116 昭和19年(1944) ○ 東京光学建民修練所 東京板橋 不明 c 昭和19年10月から昭和20年1月にかけて従事。木造二階建三百坪、「設計主任」につく(c)。
117 昭和20年(1945) ○ 東京光学晴海寮南寮 東京板橋 不明 c
昭和19年10月から昭和20年1月にかけて勤務。木造二階
建一部木筋コンクリート造都庁指導耐大構造、「設計主
任」とにつく(c)。
昭和21年(1946) ○ c 昭和21年3月退社(c)。
昭和22年(1947) ○ 不明 c 昭和22年3月から昭和22年5月にかけて従事。木造二階建九十二坪、設計を行う(c)。
高
見
松
蔵
○
教育召集　高田山砲隊入隊
澤根中学校校舎
年代不詳
昭和18年6月20日に3代目、山本嘉作、高見松蔵が契約。
3代目が「棟梁」、「工事主任」、「祝詞殿大唐破風造
新築工事主任」、山本嘉作と高見松蔵が「副棟梁」「施
工主任者」につき、4代目も関わる(c)。
年代不詳
118 沢根
新新田歩兵第十六聯隊入隊
東京光学機械株式会社工藝課勤務
4
代
目
杢
太
郎
c
東京光学機械株式会社退社
3
代
目
杢
太
郎
81
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119 昭和23年(1948) ○ 本間磯次郎住宅 沢根町 不明 c 昭和23年7から12月にかけて従事。木造平家建十五坪、「設計並工事責任者」につく(c)。
昭和24年(1949) ○ 新潟医大にて c 昭和24年4月に受講(c)。
昭和24年(1949) ○ 新潟にて c 昭和24年4月に受講(c)。
120 昭和24年(1949) ○ 伊藤幾蔵住宅 沢根町 不明 c 昭和24年5月から9月にかけて従事。木造平家建弐十二坪、「設計並に工事責任者」につく(c)。
昭和24年(1949) ○ c 昭和24年7月から就任(c)。
121 昭和24年(1949) ○ 中村ミネ住宅 沢根町 不明 c
昭和24年9月から昭和25年1月にかけて従事。木造平家建
一部二階付三十六坪、「設計及工事責任者」につく
(c)。
122 昭和25年(1950) ○ 澤根町公共授産場 沢根町 不明 c 昭和24年10月から昭和25年1月にかけて従事。木造平家建七十二坪、設計を行う(c)。
123 昭和25年(1950) ○ 澤根小学校厚生省式改良便所設計 沢根町 不明 c
昭和25年3月から9月にかけて従事。「設計並に施工責任
者」につく(c)。
124 昭和25年(1950) ○ 中川朝雄作業場 沢根五十里 不明 c 昭和25年5月から7月にかけて従事。木造二階建三十坪、「設計並に工事責任者」につく(c)。
昭和25年(1950) ○ c
昭和25年12月に日本建築学会会員となる。21年以降、日
本建築学会会員各種建築図書及講義録にて独学で学び、
3代目の指導と共に建築学の研究し、努力する(c)。
125 昭和36年(1961) ○ 熊野神社社殿新築 歌見 不明 c 昭和36年10月に設計書を作成(c)。
高
見
松
蔵
日本建築学会会員になる
北陸耐震委員会主催耐震
建築物構造講習会受講
新潟県文部省日本建築学
会共催木造学校建物
規格講習会受講
佐渡郡大工組合理事就任
a.棟札 b.墨書 c.間島家所蔵史料 d.寺蔵史料 e.社蔵史料 f.地誌 g.ヒアリン○確定　●未確定
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 図 5 佐渡島における間島家の活動分布図 番号は表 9の№と対応 
５
多田
馬首小野見
初代杢太郎弟子
〔玉崎〕
小沢喜三郎
2 代目杢太郎弟子
〔中興〕
和田吉五郎
3代目杢太郎弟子
〔大和田〕
笠井森之助
笠井小作
笠井康次
2 代目杢太郎弟子
〔虫崎〕
本田林蔵
2 代目杢太郎弟子
〔徳和〕
金田政吉
3 代目杢太郎弟子
〔徳和〕
菊池政治
3 代目杢太郎弟子
〔金丸〕
後藤勘一郎3 代目杢太郎弟子
〔二見〕
本間利右衛門
初代杢太郎弟子
〔沢根籠町〕
杦村万平源俊政
金子半左衛門源俊□
2 代杢太郎弟子
〔沢根町〕
古城愛蔵
2 代目杢太郎弟子
〔南片辺〕
平城嘉吉
3 代目杢太郎弟子
〔南片辺〕
井口治蔵
梶原忠治
初代杢太郎弟子
〔沢根五十里〕
間島杢太郎 (2 代目杢太郎 )
山田金蔵 ( 分家 )
間嶋和三郎源俊吉
出野三平源俊故
2代目杢太郎弟子
〔沢根五十里〕
間島杢蔵 (3 代目杢太郎 )
間島喜蔵 ( 分家 )
3 代目杢太郎弟子
〔沢根五十里〕
土屋栄作
山本文太郎
中川勘吉
高見松蔵
間島三郎 (4 代目杢太郎 )
2 代目杢太郎弟子
〔北片辺〕
中濱弁蔵
3 代目杢太郎弟子
〔北片辺〕
町内亀次郎
3代目杢太郎弟子
〔北立島〕
本間亀治郎
3 代目杢太郎弟子
〔入川〕
本間啓蔵
2代目杢太郎弟子
〔小川〕
山口五郎平
3 代目杢太郎弟子
〔平清水〕
山本嘉作
3代目杢太郎弟子
〔戸地〕
大谷栄太郎
三浦栄太郎
(A)
２
(B)
(C)
(D)
⑰
⑱⑲
⑳
21○
○33
○32
○35
○36
○34
○37
○38
○39
○42
○43○46
○48
47
○49
○50
○51
○52
○54
○55
○57
○56
○58
○59
○60
○61
○62
○64
○65
○63
○66
○67
○68
○71
○70○92
○78
○79
○80
○81○
82
○84
○85
○86
○87
○88
○89
○90
○91
○
○
○ 7253
○69
○75
○76
○77
○74
○44
○45
○40
○41○31
○30
○29
○22
○24
○26
○25
○○27 73
○28
23○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
● ●
４
３
№を■で囲ったもの：初代杢太郎が関わる建築活動
№を●で囲ったもの：2 代目杢太郎が関わる建築活動
№を○で囲ったもの：3 代目杢太郎が関わる建築活動
国
道
35
0号
線
国
道
35
0号
線
65
号
線
相川金山
後尾
高千
北片辺
南片辺
戸中
戸地
達者
姫津
小田
小木港
両津港
赤泊
徳和
宿根木
小木町
北鵜島
関
岩屋口
願
鷲崎
虫崎
見立
北小浦
歌見
北松ヶ崎
和木
平松
小野見
田野浦
相川大浦
相川鹿伏
稲鯨 二見
沢根羽二生橘
玉崎
白瀬
加茂歌代
金井新保
中興
真光寺
平清水
金丸
両津夷
椿
下久知
久知河内
水津
大川
片野尾
月布施
東立島
蚫
野浦
赤玉
豊岡
羽二生
両尾住吉
河崎
城腰
原黒
旭
新穂北方
新穂井内
新穂大野
新穂瓜生屋
新穂皆川
新穂青木新穂長畝
新穂潟上
松ヶ崎
岩首
浜河内
羽茂飯岡
羽茂本郷
羽茂大崎
羽茂村山
小比叡
西三川
四日町
三宮
長谷
栗野江
大久保
飯持
小倉
真野
阿佛坊
沢根五十里
下川茂
上川茂
真野湾
両津湾
外
海
府
内
海
府
前
浜
大
 　
佐
 　
渡
 　
山
 　
地
小
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山
 　
地
国
　
 中
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 野
立野
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茂
湖
泉
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大久保
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図 5 佐渡島における間島家の活動分布図 番号は表 9の№と対応 
(D)
中興
市野沢
平清水
国道350号線
306号線
181号線
主要道路
河川など
⑱
○32
○42
○43
○61
○65
○81○82
○24
⑲
○44
○26
千種
千種
(A)
相川下戸村
相川羽田村
相川江戸沢町
相川下山之神町
主要道路
河川など
⑰
○37
○57
○79
○80
○28
相川下寺町
相川塩屋町
相川大間町
下相川
45号線
●
●
２
相川三丁目
(B)
沢根五十里
沢根篭町
窪田
中原
河原田本町
河原田諏訪町
市野沢
国道350号線
国道350号線
45号線
二宮
沢根町
真野湾
⑲
○36
○34○69
92
○70
○46
○○48
○56
○64○90
○72
○77
○74
○44
○●41 16
○29○22
○26
○25
主要道路
河川など
●
●
●
(C)
真野湾
宮川
国府川
真野新町
真野
真野大川
四日町
三宮
豊田
国分寺
阿佛坊
○38○59
○49○52
○63○88
○91○78
○40
○30
主要道路
河川など
相川羽田町
真光寺
国道65号線
国道350号線
３
５
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4-2．職人の構成 
表 10 は、棟札や墨書、社寺所蔵史料、間島家所蔵史料に記される職人を抽出したもので、番号
は表 9の番号と対応している。 
2 代目杢太郎は、№6 白山神社本殿新築では、地元の職人 2 名と一緒に工匠とされ、そのうち 1
人が弟子である。№7羽黒神社本殿新築では、地元の職人 2名と一緒に棟梁につき、№8熊野神社
本殿新築では、地元の職人が棟梁大工および脇棟梁についているのに対し、彫刻工をつとめ、№
10 大山袛神社本殿新築では、地元の職人が棟梁についているのに対し、後見についている。そし
て、沢根五十里から遠く離れた赤泊で№13 禅長寺本堂新築を行い、地元近域の出身である弟子と
一緒に棟梁についている。地元の職人と並んで代表格の役職につき、その中に弟子がいることは、
2代目杢太郎が地元の職人に認められた存在であったことがわかる。また、№6白山神社本殿、№
7羽黒神社本殿新築には、初代杢太郎の弟子である小沢喜三郎が関わっており、小沢喜三郎は初代
杢太郎が没したあとも 2代目杢太郎と一緒に活動することがあったようである。そして、№6白山
神社本殿新築、№8熊野神社本殿新築には 2代目杢太郎の弟である金蔵が関わっている。 
2 代目杢太郎の弟子の居住地は、活動地域と合致するものがあり、南片辺が№6白山神社本殿新
築、北片辺が№7羽黒神社本殿新築、小川が№8熊野神社本殿新築、№10 大山袛神社本殿新築、徳
和が№13 禅長寺本堂新築から近い。そして、外海府沿岸から弟子入りしている 3 人は、外海府沿
岸における活動と連動しており、2代目杢太郎が外海府沿岸地域との繋がりを築いていたことが予
想される。№6白山神社本殿新築では、南片辺の平城嘉吉と北片辺の中濱弁蔵が弟子入りしている
ことが予想され、平城嘉吉は、上棟前の明治 14 年(1881)8 月に弟子入りしており、2 代目杢太郎
と一緒に代表格の役職についている。一緒に代表格の役職につく地元の職人が上棟前に弟子入り
していることから、2代目杢太郎が普請前から地元の職人に認められた存在であったことが考えら
れる。そして、中濱弁蔵が、上棟後の明治 16 年(1883)8 月に弟子入りしており、すぐに№7 羽黒
神社本殿新築を行なっている。また、№8 熊野神社本殿新築に続いて隣部落で№10 大山袛神社本
殿新築を行っており、明治 16 年 8 月に弟子入りした上小川の山口五郎平が№10 大山袛神社本殿新
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築に関わっている。北片辺や南片辺をはじめとする外海府沿岸地域は、住民の職種として大工職
人と木挽職人の占める割合が高い地域であり、明治 30 年頃にピークをむかえ、昭和 40 年(1965)
頃まで続いたとされている 97)。 
2 代目杢太郎は、外海府沿岸における継続的な活動による交流を通して外海府沿岸地域の職人た
ちと関係を築き、弟子を取ったことが想像される。虫崎の本田林蔵が、№7羽黒神社本殿新築の上
棟前の明治 15 年(1882)7 月に弟子入りしているが、虫崎は現場の北片辺や沢根五十里から遠く離
れている。また、徳和の金田政吉が、明治 17 年(1884)12 月に、中興の和田吉五郎が明治 30 年(1897)
に弟子入りしているが、徳和と中興は沢根五十里から遠く離れている。№11 専得寺唐門新築には
徳和と中興の職人が関わっており、金田政吉、和田吉五郎との関係が考えられる。そして、金田
政吉が徳和と近い赤泊における№13 禅長寺本堂新築に関わっている。2 代目杢太郎が弟子との関
係の中で地域と繋がりを持ち、活動を展開していたことが推測される。 
2 代目杢太郎による建築活動においては、№6白山神社本殿新築では、工匠が 2代目杢太郎と平
城嘉吉、地元の職人 1人の計 3人で、平工匠が山田金蔵と小沢喜三郎、地元近域の職人 12 人、他
地域の職人 1 人の計 15 人である。№7 羽黒神社本殿新築では、頭領が 2 代目杢太郎と地元の職人
2 人の計 3 人で、その下に小沢喜三郎と本田林蔵を含む計 16 人が関わる。№8 熊野神社本殿新築
では、棟梁大工、脇棟梁、大工が地元の職人で、大工 7 人が関わり、彫刻師が 2 代目杢太郎と山
田與八である。№10 大山袛神社本殿新築では、棟梁が地元の職人、後見が 2 代目杢太郎で、大工
が間島杢蔵と中濱弁蔵、山口五郎平を含む計 13 人である。なお、棟札には弟子が後寄りにまとま
って記されており、川下市太郎、池五市は 2 代目杢太郎の弟子の可能性がある。№11 専得寺唐門
新築では、2 代目杢太郎、3 代目杢太郎、間島喜蔵、古城愛蔵、土屋愛蔵が関わり、ほかに職人 5
人の計 10 人が関わっており、中には中興、徳和の他地域の職人がいる。№13 禅長寺本堂新築では、
棟梁が 2代目杢太郎と金田政吉、彫工が間島杢蔵と間島喜蔵で、地元近域の職人 26 人、他地域の
職人 1 人の計 27 名が関わっている。以上の活動は、2 代目杢太郎が弟子を率いて関わっており、
地元または他地域の職人と共同で行っている。そして、№6白山神社本殿新築、№7羽黒神社本殿
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新築では、2代目杢太郎と地元の職人 2人の計 3人が代表格の役職につき、間島家の職人と地元の
職人が共同で行っており、№8熊野神社本殿新築では、2代目杢太郎と山田與八が彫刻を専門に関
わっている。№10 大山袛神社本殿新築では、弟子が多くなり、間島家の職人と地元の職人が共同
で行っており、2代目杢太郎が後見についている。一方、№11 専得寺唐門新築では、2代目杢太郎
を中心に間島家の職人が中心に行っており、№13 禅長寺本堂新築では 2 代目杢太郎とその弟子が
代表格かつ専門的な技術を要する役職をつとめ、間島家の職人が中心に行っている。 
分家した間嶋喜蔵とその弟子は、3代目杢太郎と一緒に活動することがあったようである。№11
専得寺唐門新築、№13 禅長寺本堂新築、№27 北野神社神殿幣殿新築・拝殿改築、№74 里宮(金北
山神社)拝殿新築には、間島喜蔵が関わり、№59 法幢寺本堂及玄関新築には、間嶋久蔵、№45 松
前神社本殿改築・幣殿拝殿新築・旧拝殿移築には、川上仁作が関わっている。 
3 代目杢太郎の弟子は、田中町の土屋栄作が最も古く、和田吉五郎が 2代目杢太郎に弟子入りす
る 2年前の明治 28 年(1895)に弟子入りしており、№11 専得寺唐門新築に関わっている。3代目杢
太郎は、№13 禅長寺本堂新築ではまだ家督を継いでおらず、杢太郎を名のっていない。そのため
2代目杢太郎とは別に弟子を取っていたことになる。 
3 代目杢太郎は、中興の和田吉五郎が 2 代目杢太郎に弟子入りした直後に№18 興源寺本堂・庫
裡新築を行っており、2代目杢太郎が築いた地域との繋がりを引き継いでいるように思われる。そ
して、№24世尊院本堂庫裡新築、№43 中興神社更生殿新築、№61 西蓮寺本堂改築、中興神社神輿
新造(大正元・1912 年)などを行い、継続的に中興で活動している。また、南片辺、北片辺、戸地、
徳和など 2 代目杢太郎の弟子と同じ地域や 2 代目杢太郎が建築活動を行った地域から来ており、
それら地域と繋がりを築いていたことが予想される。 
弟子入りした経緯は、梶原忠治が井口治蔵に 98)、三浦栄太郎が弟子入り前に技術を学んでいた
相川長坂町の伊藤音次郎に薦められており 99)、人脈による経緯もあったようである。また、3 代
目杢太郎の弟子の中には、代々に弟子入りする職人がいる。笠井小作は「寄弟子」として明治 40
年(1907)に、弟の笠井森之助は「寄弟子」、「名義上ノ弟子」として大正 9 年(1920)に弟子入りし
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ており、森之助の子供である笠井康次も弟子入りしている。笠井家は大和田を拠点に活動する大
工業を継承する家系で、多くの弟子を育成したとされている 100)。笠井小作と笠井森之助は本居が
あることから、「寄弟子」、「名義上ノ弟子」という立場であったと考えられる。そして、笠井家が
居住する大和田近域で№32 熊野神社神殿改築・覆屋幣殿新築、№42 薬師堂本堂改築を行い、3 代
目杢太郎が大工棟梁に、笠井小作が副棟梁についている。 
3 代目杢太郎の弟子の修行期間は、「工術指南名留長」によると、金沢の山本嘉作が「大正十二
年六月七日入/昭和四年一月満期/十八才/廿三才満期」、入川の本間啓蔵が「昭和四年三月廿六日
入/十八才/廿三才末迄」であり、沢根五十里の高見松蔵が「昭和年/高等卒業/昭和十二年/廿三才
末満期」で、「履歴書」101)の「入門弟子名簿」に昭和 4年(1929)に弟子入りしたことが記されてい
る。したがって、山本嘉作が約 5 年 7 ヶ月、本間啓蔵が約 5 年間、高見松蔵が約 8 年間修行して
いる。そして、明治 28 年(1895)に弟子入りした土屋栄作は、弟子入りしてから№27 北野神社神殿
幣殿新築・拝殿改築、№34 称念寺唐門新築、№56本光寺本堂改修、№59 法憧寺本堂及玄関新築に
関わり、明治 40 年(1907)に弟子入りした笠井小作は、№30 真野宮社殿新築、№32 熊野神社神殿
改築・覆屋幣殿新築、№42 薬師堂本堂改築、明治 42 年(1909)に弟子入りした井口治蔵は、№27
北野神社神殿幣殿新築・拝殿改築、№30 真野宮社殿新築、№58 荒崎神社社殿改築、大正 7年(1918)
に弟子入りした三浦栄太郎は、№37 本興寺本堂改築、№45 松前神社本殿改築・幣殿拝殿新築・旧
拝殿移築、大正 12 年(1923)に弟子入りした山本嘉作は、№45 松前神社本殿改築・幣殿拝殿新築・
旧拝殿移築、№81 佐渡護国神社社殿新築、昭和 4年に弟子入りした高見松蔵は、№52 妙宣寺宝蔵
新築、№58 荒崎神社社殿改築、№59 法憧寺本堂及玄関新築、№71 定福寺唐門新築、№81 佐渡護
国神社社殿新築に関わっている。また、明治 29 年(1896)に弟子入りした後藤勘一郎に至っては、
確認できる№30 真野宮社殿新築まで約 20 年間の時差がある。その期間も関係が続いていたと思わ
れ、3代目杢太郎は育成した弟子と一緒に活動していたようである。 
3 代目杢太郎による建築活動においては、№21 利済庵鐘楼新築では、棟梁が 3 代目杢太郎と地
元の職人 1 人、他地域の職人 1 人の計 3 人であり、その下に地元の職人 2 人、地元近域の職人 3
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人、他地域の職人 2 人の計 8 人が関わっている。弟子は確認できない。№27 北野神社神殿幣殿新
築・拝殿改築では、棟梁が 3 代目杢太郎と地元の職人の 2 人である。棟札には、棟梁の 3 代目杢
太郎と地元の職人を筆頭にそれぞれ分けて職人名が記されており、3 代目杢太郎が筆頭の列には、
間島喜蔵、土屋栄作、井口治蔵を含む計 5 人が関わる。そして、沢根五十里の山田鹿蔵と山田乕
吉は 3 代目杢太郎の弟子である可能性が考えられる。№30 真野宮社殿新築では、棟梁が 3 代目杢
太郎、副棟梁が後藤勘一朗と他地域の職人 1 人の 2 人であり、山本文太郎、井口治蔵、笠井小作
を含む広範囲の職人が計 33 人関わっている。№34 称念寺唐門新築では、大工棟梁が 3代目杢太郎
と地元の職人 1 人の計 2 人であり、大工が土屋栄作、山本文太郎と地元の職人 5 人の計 7 人であ
る。また、山田乕吉は、№27 北野神社神殿幣殿新築・拝殿改築、№56 本光寺本堂改修にも関わっ
ており、弟子の可能性が考えられる。№37 本興寺本堂改築では、大工棟梁が 3代目杢太郎であり、
大工が菊池政治、三浦栄太郎のほか、地元周辺の職人 14 人、他地域の職人 4 人の計 20 である。
間島家所蔵史料では、3枚ある出面表のうちの 1枚に「大工」、「相川大工」の 2つに分割して職人
名が記されている。「大工」の列は 3代目杢太郎を筆頭に 2人の弟子の名が記されており、垣並兼
蔵、和田勝太郎、山崎衝蔵、山田三代吉は、3代目杢太郎の弟子の可能性が考えられる。また、「相
川大工」の列の伊藤音次郎は、三浦栄太郎のもと師匠にあたる人物であるが、「當方ヨリ」と補足
され、3 代目杢太郎との関係が示している。また、増田音吉に「主人」、4 人に「弟子」と補足さ
れており、「相川大工」の中に師弟関係にある職人がいる 102)。№45 松前神社本殿改築・幣殿拝殿
新築・旧拝殿移築では、大工棟梁が 3 代目杢太郎であり、大工が井口治蔵、三浦栄太郎、菊池政
治、笠井森之助、山本嘉作、川上仁作のほか、地元の職人 9人、他地域の職人 3人の計 17 人であ
る。棟札には、職人名が 3段に分けて記されており、2段目以降は他地域の職人で、ほとんどが 3
代目杢太郎の弟子である。そのため、柿ノ浦の西川冨蔵と戸地の渡邉岩蔵、沢根五十里の山本東
作は、3 代目杢太郎の弟子である可能性が考えられる 103)。№52 妙宣寺宝蔵新築は、3 代目杢太郎
のほか、高見松蔵、本間啓三を含む計 3 人が関わっており、沢根町の栄田東林は、弟子の可能性
がある。№59 法憧寺本堂及玄関新築は、大工棟梁が 3 代目杢太郎、大工が間嶋久蔵、間島三郎、
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高見松蔵、土屋栄作を含む計 6 人である。土屋稔は、土屋栄作との関係が推測され、松田長太郎
は、№56 本光寺本堂改修にも関わっており、弟子の可能性がある。№21 利済庵鐘楼新築では、3
代目杢太郎が単独で関わり、地元の職人と他地域の職人と一緒に代表格の役職についている。№
27 北野神社神殿幣殿新築・拝殿改築、№34 称念寺唐門新築では、間島家の職人と地元の職人が共
同で行っている。№30 真野宮社殿新築では、3 代目杢太郎が中心となり、弟子のほか、広範囲の
職人が関わっている。№37 本興寺本堂改築、№45 松前神社本殿改築・幣殿拝殿新築・旧拝殿移築
では、間島家の職人が中心に地元の職人が関わっている。№52 妙宣寺宝蔵新築、№59 法憧寺本堂
及玄関新築では、間島家の職人が単独で行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
№ 記載年紀 建築名 所在地 典拠 役職、居住地、工匠名など
4 安政5・
1858年
石動神社本殿 後尾 棟札 五十里町/大工/杢太郎
6 明治14・
1881年
白山神社本殿新築 南片辺 棟札
同/五十里村/間嶋杢太郎/工匠/當所/平城嘉吉/同/當所/宮下文蔵、平工匠/沢根町/山田金蔵/當所/杦浦友
次郎/同/樋口國蔵/同/藤井高蔵/坂野初太郎/本間常次郎/村上兼蔵/中村虎蔵/五十里村/喜三郎/當所/宮
下乙次郎/同/坂下瀧蔵/北片辺村/中濱弁蔵/中村福蔵/山下銀蔵/相川羽田町/金蔵/木挽棟梁/當所/山外音
治郎/大工上下〆拾八人外ニ木挽壱人
7 明治15・
1882年
羽黒神社本殿新築 北片辺 棟札
北片辺村/頭領/古野善平/市太郎、頭領/五十里村/間嶋杢太郎/北片辺村/古野善平/同/仙田勘七、山本五
右衛門/川端長助/中山次郎左衛門/村田金蔵/山城吉平/本間与平/中濱与三次郎/中村喜重郎/山下甚右衛
門/杉山利右衛門/川上四平/杉浦六左衛門/中畑次郎吉/宮下五郎平/本間三四郎/五十里/小沢喜三郎/虫崎
/本田林蔵
8
明治22・
1889年 熊野神社本殿新築 戸地 棟札
棟梁大工/當村/横田長吉/脇棟梁/仝/山口次郎作/棟梁木挽/仝/高村文太郎/彫刻工/五十里町/間嶋杢太郎
/沢根町/山田與八、大工/山本猪之吉/仝/山本岩次郎/仝/三浦乙次郎/仝/塩釜乙吉/仝/三浦乙次郎/仝/金
津國蔵/仝/和田石松
10
明治27・
1894年 大山祗神社本殿新築 戸中 棟札
棟梁/雑太郡北海村大字戸中/加藤藤十郎/後見/仝郡五十里町/間嶋杢太郎、大工/村上權平/渡邉市太郎/生
田吉蔵/加藤為蔵/加藤三次郎/中濱弁蔵/横田長吉/御苗字茂平/木□□□/川下市太郎/山口五郎平/間嶋杢
蔵/和田吉五郎/池五市
11 明治28・
1895年
専得寺唐門新築 沢根町 間島家所蔵専得寺
関係史料(出面帳)
杢太郎/杢蔵/喜蔵/栄作/愛蔵/勝平/屏蔵/勘一/徳和/中興/与ノ吉
13
明治38・
1905年 禅長寺本堂新築 赤泊 棟札
棟梁/五十里/間島杢太郎/徳和/金田政吉、五十里/間島杢太郎/徳和/金田政吉/彫工/五十里/間島杢蔵/間
島喜蔵/徳和/菊池清蔵/藤井茂平次/山田梅吉/赤泊/外内友吉/石塚五郎平/徳和/菊池新五郎/徳和/伊賀森
蔵/筑前春吉/山田吉蔵/田邉勇吉/石塚清治郎/赤泊/本間安助/中川長八/高橋又一/徳和/菊池定吉/内藤利
作/羽豆淺吉/赤泊/石切勇吉/佐々木熊吉/筵場/松井久吉/佐藤春吉/石塚岸蔵/新保/松太郎/徳和/金田利
八/野田直吉/林安吉/赤泊/石塚龍吉/〆/木挽/本間藤吉/鶴間雄野吉/葛野磯吉/木挽/野口寅吉/本間太平
次/山家幸吉/小泊/石工/惣次郎/赤泊/信田兼吉/左官/小山熊蔵/本間□助/塗師/菊池翁/伊藤庄平
21
明治38・
1905年 利済庵鐘撞新築 椿 棟札
鐘撞堂建築棟梁/澤根/間嶋杢太郎/當所/加賀駒吉/河原田/伊藤文蔵/木挽/夷浦町/松本金十郎/羽吉/野田
佐市/當所/白井勘十郎/當所/白井卯市/白瀬/山口治郎吉/當所/山下喜與吉/河原田/木村長作/河原田/浅
野春蔵/白瀬/稲村丹治/石工/小泊/永井信次郎
27
大正3・
1914年
北野神社神殿幣殿新
築・拝殿改築 稲鯨 棟札
空殿棟梁/沢根町字五十里/間島杢蔵/仝棟梁/稲鯨村字新田/境勇蔵、彫師大工職名/沢根町字五十里/間島
杢蔵/間島喜蔵/山田鹿蔵/仝/土屋栄作/山田乕吉/高千村字南片辺/井口治蔵/大工職名/當村字新田/境勇
蔵/仝橘村/小林兵九郎/金泉村字姫津/西野若松/高千村字石名/安藤幾蔵/仝小野見/佐野宇佐吉/金泉村字
達者/山本専蔵/高千村字北片辺/古河内酉蔵/仝仝/中返佐太郎/金泉村達者/濱辺乕蔵/外海府村字大倉/梶
原音吉/稲鯨村/石塚由蔵/金泉村字姫津/駒形東作/石工/相川三丁目/村田菊蔵/渡邉秀蔵/瓦屋/二見村字
橘/井垣松太郎
間島家所蔵履歴書
関係史料
棟梁、副棟梁/八幡/加藤新左衛門/金丸/後藤勘一朗
間島家所蔵真野宮
関係史料(日記)
真野宮建築職人簿名録/吉田平太郎/金子倉蔵/菊池建次/加藤新右衛門/本間藤平/間島市郎/高津宇吉/三
浦忠五郎/間島杢太郎/本間長左衛門/鈴木忠平/山本国蔵/近藤佐久間/駒形倉蔵/中田信次/加藤立蔵/山本
金五郎/松本音吉/高橋福太郎/若林繁蔵/後藤勘市郎/安達要蔵/天地吾作/市橋惣太郎/渡辺孫吉/本間由蔵
/遠藤愛蔵/岩間徳太郎/松井久吉/佐々木源次/田屋淺次/本間長吉
五十里/山本文太郎/金丸/辨蔵/戸中/渡辺孫吉/松井治郎/岩間徳太郎/戸地/横田□蔵/片辺/井口治蔵/中
村清吉/中濱連/後任/垣並仙次郎/後任/河原田二人/相川字下相川/増田音次郎/十月六日□/長木/近藤佐
久間/泉/本間長吉/北見仁策/長畝/野口源之丞/沢根/谷川幸蔵/河内/北野猪之吉/赤泊村字筵場/松井久吉
/徳和/菊池定吉/五十里/間島杢太郎/金丸/後藤勘一郎/大和田/笠井小作/河原田/鈴木忠平/河原田/三浦
忠五郎/新潟/林正吉/新潟/白井鉄次/新町/金子倉蔵/濱中/吉田平太郎/濱中/佐々木源次/戸中/渡辺孫吉/
戸中/岩間徳太郎/菊池建次/本間藤平/新潟県弥彦/木挽/馬場□助/吉野甚四郎/和ヶ浦鹿蔵/高橋乕蔵/人
夫/高瀬□太郎/□田/皆川音次郎
高橋福太郎/鈴木忠平/佐々木源次/加藤立蔵/山本国蔵/中田信次/松本音吉/田屋浅次/松本久吉/間嶋杢太
郎/渡辺孫吉/岩間徳太郎/遠藤愛蔵/安達要蔵/若林繁蔵/近藤佐久間/間島市郎/本間長吉/八幡/本間長左
衛門/市橋惣太郎/後藤勘一郎/駒形倉蔵/山本金五郎/天地五作
32 大正9・
1920年
熊野神社神殿改築・覆
屋幣殿新築
千種 棟札 大工棟梁/五十里町/間嶋杢太郎/副棟梁/千種/笠井小作
33 大正9・
1920年
熊野神社社殿新築 小野見 棟札 大工棟梁/間嶋杢太郎/副棟梁/佐野宇佐吉/木挽棟梁/中村松蔵/石工棟梁/播磨弥太郎
30
大正6・
1917年 真野宮社殿新築 真野
表 10 棟札および墨書、間島家所蔵史料、寺社所蔵史料記載職人名 番号は表 9の№と対応 
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34 大正10・
1921年
称念寺唐門新築 沢根炭屋町 棟札 大工棟梁/土屋子之松/間島杢太郎、大工人名/五十里/土屋子之松/間島杢太郎/土屋栄作/本間梅吉/川下仲
蔵/清水重太郎/村上兼吉/山本文太郎/山田乕吉
棟札
大工棟梁/間嶋杢太郎、大工職/五十里町/間嶋杢太郎/赤泊/菊池政次/相川町/増田寅吉/本間冨蔵/倉本福
松/山本金五郎/酒井浅治/藤井由蔵/伊藤音二郎/三浦久吉/田村儀一/岩部直吉/篠塚三吉/石倉熊蔵/三浦
熊次/増田音吉/戸地/三浦栄太郎/和田勝太郎/山崎衝蔵/片辺/垣並兼蔵/山田巳代吉/木羽葺/明畠春吉/瓦
職/相川町/大辻愛蔵/仝/山本吉蔵/河原田/菊池鉄蔵/長木/川嶋清蔵/京町/酒井愛蔵
棟札
大工棟梁/間島杢太郎/大工/二十一名/瓦葺棟梁/大辻愛蔵/瓦製造/小山儀作/同副棟梁/増田乕蔵、建築委
員/福田啓蔵/若林伊之吉/三浦信蔵/本間清蔵/三浦益蔵/三浦廣吉/中村恭次郎/播磨□次郎/石坂金蔵/林
国蔵/窪田冨蔵/三浦三次郎/山本善蔵/本間冨蔵/野本新吉/本間松蔵/大林藤松/金津勘次郎/川原岩蔵/岩
見傳四郎/安藤□三郎/同委員/土井伊之吉/川波乙吉/本間直吉/三浦與三/三浦友作
間島家所蔵本興寺
関係史料
(大工出面表)
間島杢太郎/菊池政治/大谷栄太郎/山崎衝蔵/和田勝太郎/伊藤音次郎/倉本福松/山本金五郎/三浦久吉/本
間福蔵/増田音吉(主人)/増田乕蔵(弟子)/三浦熊治(弟子)/篠塚三吉/垣並兼蔵/山田三代吉(弟子)/酒井桐蔵/
岩辺直次/石倉熊蔵(弟子)/田村儀一/藤井由蔵
間島家所蔵本興寺
関係史料
(大工出面表)
間島杢太郎/菊池政治/大谷栄太郎/山崎衝蔵/和田勝太郎/伊藤音次郎/倉本福松/山本金五郎/三浦久吉/本
間福蔵/増田乕蔵/三浦熊治/篠塚三吉/垣並兼蔵/山田三代吉/増田音吉/酒井桐蔵/岩辺直次/岩倉熊蔵
間島家所蔵本興寺
関係史料
(日記内記載大工出
面表)
大工/一間島杢太郎/一菊池政治/一三浦栄太郎/一垣並兼蔵/一和田勝太郎/一山崎衝蔵/一山田三代吉、屋
根や/三丁目裏/明畠春蔵、相川大工/一増田乕蔵/一山本金五郎/一倉本福松/一三浦久吉/一本間冨蔵/一酒
井相蔵/一岩辺直治/一藤井由蔵/一福田徳蔵/一田村儀一/一篠塚三吉/一石倉熊蔵/一伊藤音次郎/當方ヨリ
/一三浦熊次/一増田音吉
42
大正14・
1925年 薬師堂本堂改築 大和田
大和田村史
間島家所蔵履歴書
関係史料
大工棟梁/沢根/間島杢太郎/副棟梁/大和田/笠井小作
棟札
大工棟梁/佐渡郡澤根町字五十里/間嶋杢太郎/大工/松ヶ崎村大字松ヶ崎/菊池三四郎/木下與三郎/松本長
平/松本鬼一/中野喜左衛門/沙崎作吉/青木甚右衛門/菊池英治/三四郎長男/柿ノ浦/西川冨蔵/金泉村戸地/
三浦榮太郎/仝上/渡邉岩蔵/赤泊村徳和/菊池政次/金澤村/笠井森之助/仝村/山本嘉作/金澤村/川上仁作/
五十里/山本東作/石工/松ヶ崎村大字多田/橋本徳平/左官/川原田町/金子嶋太郎/建具職/新潟市/三条惣
吉/瓦屋/能登國阿部屋/丸本印本店/瓦屋根葺職工/真野村新町/山田定吉/人夫頭/松ヶ崎村大字松ヶ崎/菊
池新太郎/旧名弥左衛門事/旧建物移傳受負人/新穂村大字皆川/本間鯛蔵
間島家所蔵松前神
社関係史料
(大工出面表)
間島杢太郎/井口治蔵/三浦栄太郎/笠井森之助/菊池政治/山本嘉作/川上仁作/山本東作/渡辺岩蔵/青木五
三郎/木下与三郎/菊池三四郎/青木甚右衛門/菊池英作/松本長平/松本鬼一/中野喜左衛門/沙崎佐吉/西川
冨蔵
間島家所蔵松前神
社関係史料(日記)
間島杢太郎/山本嘉作/井口治蔵/三浦栄太郎/笠井森之助/菊池政治/川上仁作/山本東作/渡邉岩蔵
阿佛坊 五重塔内部墨書 間島杢太郎/澤根町/栄田東林/高見松蔵/本間啓三
阿佛坊 棟札
間島家所蔵史料
棟梁/五十里/間島杢太郎(棟札)、高見松蔵(間島家所蔵史料)
棟札 宇佐見勇吉、棟梁/宇佐見勇吉/土屋峯吉/川下仲蔵/山田寅吉/松田長太郎/山田初太郎/土屋栄作/川下弥代
吉/渡邉一太郎/彫刻師/明石近陽/左官/祝清五郎
本光寺所蔵史料
請負人/本間晴二/基礎コンクリ工事/工事長/本間晴二/一切工事主任/山岡/左官請負/祝/瓦請負人/野口龍
蔵/大工/宇佐見勇吉/土屋峰吉/川下弥代吉/松田長太郎/山田初太郎/渡辺一太郎/山田寅吉/川下仲蔵/土
屋栄作、設計者間島氏、頭領/宇佐見勇吉/副ハ/土屋峰吉/川下弥代吉/松田長太郎/山田初太郎/設計師/間
島杢太郎/請負師/本間晴二
58 昭和10・
1935年
荒崎神社社殿改築 両津椿 荒崎神社所蔵史料
間島家所蔵史料
棟梁/山下猪之治/加茂村大字椿/井口治蔵/高千村大字南片辺/彫刻/間島杢太郎/澤根町字五十里(荒崎神
社所蔵史料)、間島三郎、高見松蔵(間島家所蔵史料)
59 昭和11・
1936年
法憧寺本堂及玄関新
築
三宮 棟札 大工棟梁/間島杢太郎、大工/間島久蔵/二十五才/間島三郎/十八才/高見松蔵/土屋榮作/土屋稔/松田長太
郎/海□
63 昭和14・
1939年
妙宣寺五重塔修理 阿佛坊
五重塔内部墨書
間島家所蔵履歴書
関係史料
大工棟梁/澤根町五十里/間島杢太郎/當所/鶴間武治/三十三才/笠井庄蔵/三十六才/国分/長野貴一/三十
七才/鶴間博/三十三才/中沢太/山本長兵衛/二十五/三浦春吉/三十/新町/長野弁蔵/三十二(墨書)、間島三
郎、高見松蔵(間島家所蔵史料)
81 昭和18・
1943年
佐渡護国神社社殿新
築
千種 間島家所蔵履歴書
関係史料
棟梁/間島杢太郎/副棟梁/山本嘉作/高見松蔵、間島三郎
松ヶ崎
松前神社神殿改築・幣
殿拝殿新築・旧拝殿移
築
沢根籠町本光寺本堂改修
妙宣寺宝蔵新築
45
56
昭和2・
1927年
52
昭和9・
1934年
大正13・
1924年
37
昭和7・
1932年
下相川本興寺本堂改築
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4-3．3 代目間島杢太郎の普請の内容 
3 代目杢太郎は新築のみならず改築が多い。 
寺院建築は、№37本興寺本堂改築、№67剛安寺本堂改築などが屋根替えと身舎の側柱を改修し、
前面に向拝を増築しており、№18 興源寺本堂・庫裏新築、№19実相寺本堂改築、№24 世尊寺本堂
庫裏新築、№59 法憧寺本堂及玄関新築などは本堂の新築と一緒に玄関、大廊下の新築もしくは庫
裏の新築、改築をしている。山門は一部に改修があるが、ほとんどが新築である。 
神社建築は、本殿と拝殿を幣殿によって接続し、複合するように新築や改築を行っている。新
築の場合、№28 大山袛神社社殿新築、№31 小平神社社殿新築などが本殿を切妻造平入に、№33
熊野神社社殿新築、№48白山神社社殿改築、№60大山袛神社社殿新築、№66 夷神社社殿新築、№
79 善知鳥神社社殿新築、№80 塩釜神社社殿末社稲荷神社新築、№84 五所神社社殿新築などは本殿
を切妻造妻入につくる。そして、本殿を切妻造妻入とする事例では、本殿の造形・意匠を簡素に
する。改築の場合、既存の本殿を改築して覆屋内に納め、幣殿と拝殿を新築して接続する。 
№51 石動神社本殿改築・幣殿拝殿新築(図 6,写真 9)は、既存の本殿の屋根を改修し、向拝およ
び高欄や脇障子を撤去し、切縁を覆屋の床高に合わせ、覆屋内に納め、弊殿により拝殿と接続す
る。№32 熊野神社神殿改築・覆屋幣殿新築は、既存の本殿の屋根を改修し、覆屋内に納めて幣殿
により拝殿と接続している。これらは近世期の小規模な一間社の本殿であり、本殿全体を覆屋内
に納めている。 
№12 二宮神社本殿改築・幣殿拝殿新築(図 7,写真 10)は、既存の本殿の屋根と向拝を改修し、側
面と背面の軒先から板壁を取付けて、幣殿により拝殿と接続している。№76 赤井神社幣殿拝殿新
築は、既存の本殿の屋根を改修し、側面と背面の軒先に板壁を取付けて、幣殿により拝殿と接続
している。№45 松前神社本殿改築・幣殿拝殿新築・旧拝殿移築は、既存の本殿の屋根と向拝を改
修し、身舎前方の丸柱から海老虹梁に沿って板壁を取付け、幣殿により拝殿と接続している。№
46 里宮(金北山神社)神殿幣殿改築は、既存の本殿の身舎正面の建具と内部の間仕切りおよび屋根
を改修し、側面と背面の切目縁の撤去し、身舎前方の丸柱から海老虹梁に沿って板壁を取付けて、
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幣殿によって拝殿と接続している。これらは近世期の大規模な三間社の本殿であり、側面と背面
の軒先もしくは身舎前方の丸柱から海老虹梁に沿って板壁を取付け、弊殿により拝殿と接続して
いる。 
№27 北野神社神殿幣殿新築・拝殿改築は、一間社流造の本殿を新築し、拝殿を改修して弊殿に
よって接続する。 
№54 度津神社本殿幣殿玉垣新築・その他改築は、旧本殿を改修すると共に旧本殿を納める新し
い本殿と幣殿を一体的になるように新築している。旧本殿は近世期における三間社流造で、拝殿
よりも高台にあり、新しい本殿は総丸柱で大規模につくられる。この普請は内務省神社局が関係
している。 
№58 荒崎神社社殿改築は、社殿が南向きに配置されていたものを、東向きに配置を変え、拝殿
の前面に向拝を増築し、四周に高欄付きの切目縁を付加している。そして、本殿の軒先から板壁
を取り付けて、幣殿によって接続している。№85 石動神社社殿再建は、海側にあった社殿を山側
の高台に移築したものである。当初は一間社流造の本殿が建っていたというが不明である。現状
は拝殿の背面に凸型に下屋を増築し、本殿として併設している。 
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写真 9 石動神社社殿(後尾) 左：拝殿正面 右：旧本殿 
図 6 石動神社社殿(後尾) 平面図 
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写真 10 二宮神社社殿(二宮) 左：拝殿正面 右：幣殿および本殿 
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図 7 二宮神社社殿(二宮) 平面図 
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(1)専得寺唐門新築(沢根町 明治 29・1896 年)について 
間島家所蔵の専得寺唐門に関係する史料をもとに、2代目杢太郎による専得寺唐門新築の普請の
内容とともに、普請に関わる職人の出勤状況について明らかにする。 
専得寺は、佐渡島の西側、真野湾に面する海岸沿いにある沢根五十里にあり、山側の高台に南
面して堂宇を構え、境内に唐門、本堂、鐘楼、庫裡を有している。 
専得寺唐門(図 8,写真 11)は、一間一戸の四足門、切妻造で、屋根が桟瓦葺、軒が二軒繁垂木で
ある。本柱は、粽付きの円柱、控柱は几帳面取りを施した角柱で、礎石上に立つ。本柱は棟持柱
であり、梁行は、本柱と控柱を腰貫と飛貫、頭貫で固める。控柱上に組んだ出三斗組物は、肘木
が通肘木となり本柱を貫いており、本柱挿口に挿肘木を付ける。本柱上には直交して台輪を置き、
拳鼻付の平三斗組物を組む。そして、本柱の柱頭と軒桁を海老虹梁で繋ぎ、本柱の挿口に挿肘木
を付ける。桁行は、控柱間を虹梁型頭貫で固め、差口に彫物を飾る。また、虹梁型頭貫上にも平
三斗組物を組み、中備に本蟇股を飾る。一方、本柱間を虹梁型挿鴨居と頭貫で固め、虹梁型挿鴨
居上に欄間を飾る。そして、台輪上の中央にも平三斗組物を組み、中備に蟇股を飾る。 
虹梁や木鼻、海老虹梁の絵様は、彫りが深く複雑で、単純な唐草のほかに、唐草に「菊」や「蓮」
のモチーフを付けたものが施される。また、桁行の控柱間の虹梁型頭貫と本柱間の虹梁型飛貫に
は、「鯉、波」、「龍、波」、「獅子、牡丹」、「亀、波」をモチーフにした籠彫りが施される。そして、
木鼻が獅子頭と獏頭となる。桁行控柱間の虹梁型頭貫の挿口に付けた彫物は、「うさぎ、波」「麒
麟、波」をモチーフにした籠彫で、本蟇股の内部は、「象」、「犬」、「寅と竹」、「竹と波」、「寅」、「鶴
と雲」、「琴高仙人」などをモチーフにした透かし彫りである。なお、3代目杢太郎が造営した称念
寺唐門(沢根炭屋町 大正 10・1921 年)、善宗寺唐門(河原田諏訪町 昭和 14・1939 年)、定福寺唐
門(橘 昭和 16・1941 年)などは、専得寺唐門と同形式の建築である。 
間島家所蔵の専得寺唐門新築に関係する史料は、封筒 1点、古写真 1点、設計書 1点、清算書 2
点、細部仕様を記したメモ 1点、出面表 1点の計 7点が確認できる。 
封筒には、明治 29 年(1896)に着手し、2代目杢太郎が請負、杢蔵(3 代目杢太郎)と喜蔵(間嶋喜
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蔵)の 2 人が従事していたことが記してある 104)。また、出面表には、明治 29 年 9 月から明治 30
年(1897)3 月にかけての大工職人の出勤状況が表にまとめられており、明治 29年 9 月 18 日に小屋
入りしたことが記されている。大工職人については、①杢太郎(2 代目杢太郎)、②杢蔵(3 代目杢
太郎)、③喜蔵(間嶋喜蔵)、④栄作、⑤愛蔵、⑥勝平、⑦屏蔵、⑧勘一、⑨徳和、⑩中興、⑪与ノ
吉の 11 項目があり、④栄作は 3代目杢太郎の弟子の土屋栄作、⑤愛蔵は 2代目杢太郎の弟子の古
城愛蔵と考えられる。田中町(沢根五十里)の土屋栄作は明治 28 年(1895)に、沢根町の古城愛蔵は
明治 24 年(1891)に弟子入りしており、時期的に合致する。また、⑨徳和、⑩中興は、地名と考え
られ、明治 17 年(1884)12 月に弟子入りしている徳和の金田政治、明治 30 年(1897)に弟子入りし
ている中興の和田吉五郎との関係が考えられる。 
表 11 は、出面表をもとに大工職人の工数を表に示したものである。出面表は、明治 29 年の 9
月 14 日～30 日、10 月 1日～30 日、11 月 1 日～29 日、12 月 1日～23 日、明治 30 年 2月 5日～25
日、3 月 15 日、22 日～26 日の期間の大工職人の出勤状況がまとめられている。明治 29 年におけ
る工数が、①杢太郎 77 工、②杢蔵 86工、③喜蔵 97 工半、④栄作 82 工、⑤愛蔵 50 工半、⑥勝平
27 工半、⑦屏蔵 34 工半、⑧勘一 22工、⑨徳和 9工の計 486 工、明治 30 年 2 月の工数が、①杢太
郎 19 工、②杢蔵 20 工半、③喜蔵 20 工、④栄作 20 工半、⑤愛蔵 11 工半、⑥勝平 17 工半、⑦屏
蔵 13 工半、⑧勘一 7工半、⑩中興 4工、⑪与ノ助 10 工半としており、最終的に①杢太郎 101 工、
②杢蔵 107 工半、③喜蔵 123 工、④栄作 107 工、⑤愛蔵 62 工、⑥勝平 49 工、⑦屏蔵 53工、⑧勘
一 29 工半、⑨徳和 9工、⑩中興 4工、⑪与ノ助 10 工半としている。そして、建具と欄間が 85 工
かかったとし、惣工数 740 工半となる。明治 29 年 9月～10 月は①杢太郎、②杢蔵、③喜蔵、④栄
作、⑤愛蔵が出勤しているが、中でも①杢太郎、②杢蔵、③喜蔵、④栄作は出勤日数が多く、そ
の後も一定して出勤している。また、②杢蔵、③喜蔵、④栄作は、①杢太郎よりも工数が多く、2
代目杢太郎の信頼のおける存在であったことがわかる。特に③喜蔵は工数が一段と多く、現場に
おける中心的存在であったことが予想される。 
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写真 11 専得寺唐門(沢根町) 左上：全景 右上：側面 左下：妻面 右下：内部 
図 8 専得寺唐門(沢根町) 平面図 
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(2)本興寺本堂改修(下相川 大正 13・1924 年)について 
間島家所蔵の本興寺本堂に関係する史料をもとに、3代目杢太郎による本興寺本堂改修の普請の
内容とともに、普請に関わる職人の就労状況について明らかにする。 
本興寺は、佐渡島の西側の海岸沿い、相川市街地北端の下相川にあり、山側の高台に南面して
堂宇を構える。本興寺本堂(図 9,写真 12)は、桁行 15.5m、梁行 14.5m、入母屋造平入で、前面に
向拝 1 間が付く。屋根が桟瓦葺、軒が身舎、庇ともに一軒疎垂木で、妻面は破風部分に板壁を取
り付ける。平面は、前後二列、六間取り方丈形式で、正面に広縁、向かって右側面に入側縁が付
く。外部は、角柱を長押と飛貫で固め、正面中央に桁行 5.4m の虹梁型挿鴨居をわたし、柱上に舟
肘木を置く。向拝は、角柱を虹梁型頭貫で繋ぎ、木鼻が獅子頭、獏頭となる。柱上に出三斗組物
を組み、手挟を置く。中備に「龍、波」をモチーフにした彫物を飾る。身舎と向拝は、海老虹梁
で繋ぐ。身舎内部は、細部意匠から見て 19 世紀後期のものであるが、向拝は、身舎内部と年代が
異なり、棟札 106)から大正 12 年～13 年(1924)の期間に 3 代目杢太郎によって改築されたものであ
ることがわかる。 
表 12 は、間島家所蔵の本興寺本堂改築に関係する史料を一覧にしたもので、契約書 1点、図面
7点、設計書 1点、出面表 2点の計 11点が確認できる。 
9月 10月 11月 12月 2月 3月
14-30日 1-30日 1-29日 1-23日 5-25日 15日、22-25日
① 杢太郎 13 17 26.5 22 77 19 5 101
② 杢蔵 6 28 28.5 23 86 20.5 1 107.5
③ 喜蔵 16 30 28.5 23 97.5 20 5.5 123
④ 栄作 15 21.5 23.5 21.5 82 20.5 4.5 107
⑤ 愛蔵 3 4 23.5 18 50.5 11.5 62
⑥ 勝平 11.5 15.5 27.5 17.5 4 49
⑦ 屏蔵 14.5 20 34.5 13.5 5 53
⑧ 勘一 9 13 22 7.5 29.5
⑨ 徳和 9 9 9
⑩ 中興 4 4
⑪ 与ノ吉 10.5 10.5
53 100.5 174.5 156 486 144.5 25 740.5工数合計
№ 職人名
工数
工数
合計工数小計
とびら・
欄間
85
明治29・1896年 明治30・1897年
表 11 大工職人および工数一覧 105) 間島家所蔵の出面表をもとに作成 
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№(1),(9)によると、3 代目杢太郎と住職の藤井義長が契約を交わしており、請負大工の手間が
古屋根の取崩し、反物の型板 107)、木羽葺などを含めて 400 工で、日当は相川大工 108)の日当を基
準に時値とし 1 円 60 銭、合計 640 円であり、大工棟梁から月末に手間賃の 8分金(8 割)を、竣工
時に残額を支払うとある。また、人夫の手間が、古屋根の木羽の取除き、石下げ、不清潔障害物
の取除き、用材の運搬搬入など 80 工で、寺負担であった。反物の型板の入用が、請負大工の持分
であること、木材設計書と図面とで符合しない木材がある場合は、係員の指示に従って請負金額
に納まる施工を行うこと、古屋根の材料はすべて使用し、新木羽を加えて丁寧に釘を打つこと、
屋根工事の際は、片屋根の前屋根 109)を優先に木羽を葺き、雨を予防することとあり、請負大工で
ある 3 代目杢太郎が現場を管理していたことがわかる。そして、期日延滞などで生じる障害は、
請負大工の責任としている。工事方法と仕様、小屋組は図面に、寸法は設計書に従い、木材は設
計書に記載されるものと附合させ、身舎と向拝を一軒にするとあるが、木材の項目には身舎の軸
部に関係する部材はなく、小屋組、破風、軒先、屋根の下地、向拝の軸部などに関係するものが
ある。また、№(2)から№(8)の図面からは、屋根と向拝について詳細がわかり、その様相は遺構
と合致している。一方、これらには瓦について記したものはない。以上から石置木羽葺屋根を取
崩し、屋根を新造、向拝を増築、屋根の下地まで施工したことがわかる。 
表 13 は、棟札に記載される職人を抽出したものであるが、五十里町 1人、赤泊 1人、戸地 3人、
片辺 2人、相川町 14 人の計 21 名の大工、1名の木羽葺、相川町 2人、河原田 1人、長木 1人、京
町 1人の計 5名の瓦職が関わり、大工棟梁が 3代目杢太郎、大工副棟梁が増田寅吉 110)である。赤
泊の菊池政次は大正 7年(1919)、戸地の三浦栄太郎は大正 11 年(1923)に 3 代目杢太郎に弟子入り
している。一方、№(10),(11)の出面表にも計 21 名の大工が記されており 111)、増田音吉に主人、
増田寅吉、三浦熊治、山田巳代吉、石倉熊蔵に弟子と師弟関係を示す補足がある。 
図 10 は、№(10),(11)の出面表をもとに、工事工程と大工職人の就労状況を表に示したもので
ある。出面表の表記は、「◎」と「○」が一日、「○(斜線)」と「◎(斜線)」が半日出勤で、「◎」
は山崎衝蔵を除く他地域の大工 6 名の出勤について、4 月 23 日～5 月 10 日に集中して見られる。
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欠勤は「×」で、「二ト」、「◎(斜線)六ト」は不明である。中には、仕事内容を示していると思わ
れるものがあり、「◎(斜線)ソリ」は反物、「○ハフ」と「○(斜線)ハフ」は破風、期間の長い「○
組」と「○(斜線)組」は組立と思われるが、動員人数の多い「○屋受」と「○(斜線)屋受」、「○
受」については不明である。 
棟札によると、大正 12 年 4 月 1 日に起工、大正 13 年 2 月 27 日に竣成している。また、№(1)
では、落成期日を 5月末日と定めている。№(10),(11)の出面表によると、請負工事の現場作業が、
大正 12 年の 4 月 23 日～5 月 22 日に行われており、4 月 23 日～30 日、5 月 1 日～16 日、17 日～
22 日の期間に分けて工数が整理され、計 410 工となる。工数は、4 月 23 日～24 日は少ないが、4
月 25 日から増え始め、4月 30 日～5月 8 日の組立工事、5月 4日～5 日の反物工事、5月 5 日～9
日の破風工事に合わせて著しく増加する。そして、5月 17 日～21 日が最も多く、5月 22 日には少
なくなる。また、5月 7日と 5月 20 日に半日出勤で小屋休をとっている。 
大工は、①大工棟梁の 3代目杢太郎をはじめとする他地域の大工を中心とした 10 名と②大工副
棟梁の増田寅吉をはじめとする相川大工を中心とした 11 名の 2グループに分けることができ、師
弟関係にある大工がそれぞれに属している。①は、3代目杢太郎とその弟子の菊池政次、三浦栄太
郎が 4月 23 日と早くから、5月 22 日の遅くまで皆勤で勤務している。そして、反物工事、破風工
事、組立工事など、屋根の仕様に関わる仕事を担当する大工が多い。②は、5月以後から出勤する
が、増田寅吉と三浦熊治は 4月 29 日と早くから出勤している。なお、主人である増田寅吉は 5月
7 日の小屋休後から出勤している。中には、他地域の大工もおり、5 月 22 日の遅くまで勤務して
いる。 
本興寺本堂改築では、請負大工である 3 代目杢太郎が現場管理を行い、石置木羽葺屋根の取崩
しから、屋根の新造、向拝の増築、屋根の下地までの施工を請負っている。そして、個々の職域
を持つ職人は日当を相川大工の日当を基準に時値として請負、その他の人夫は寺負担としている。 
普請に関係する大工は、大工棟梁の 3代目杢太郎をはじめとする他地域の大工を中心とした 10 名
と大工副棟梁の増田寅吉をはじめとする相川大工を中心とした11名の師弟関係にある大工を中心
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とした 2 つのグループに分けられる。そして、大工副棟梁の増田寅吉をはじめとするグループの
仕事内容は不明であるが、棟梁の 3 代目杢太郎をはじめとするグループは屋根の仕様に関わる仕
事を担当しており、3代目杢太郎とその弟子 2名は皆勤で勤務している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9 本興寺本堂(下相川) 平面図 
4581 5429 4566 1034
3625
13
16
16
32
46
43
54
59
28
11
14
54
5
15610
第 3 章 沢根五十里の間島杢三屋家と 3 代目間島杢太郎の建築活動について 
 
178 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 12 本興寺本堂(下相川) 全景 写真 13 「下相川本光寺側面弐拾分一」 表 12 №(6) 
表 12 本興寺本堂に関係する間島家所蔵史料一覧 112) 
No. 記載題目 概要
(1) 契約証 本興寺住職の藤井義長と五十里町の間島杢太郎が大正11年5月18日に交わした契約証である。
(2) 本堂小屋平面四十分一 表に本堂の柱の配置とともに小屋組みについて伏図が図示される。左側に屋根の勾配について図示される。裏に本堂の平面図が図示され、柱間および基本寸法が記される。
(3) 下相川本光寺御本堂四拾分一小屋平面 本堂の小屋組みについて平面図とともに桔木の配置が図示される。
(4) 本興寺本堂桔木配平面四拾分一 本堂の小屋組みについて平面図とともに桔木の配置が図示される。
(5) 下相川本光寺本堂小屋組伏四拾分一平面 本堂の小屋組みについて平面図とともに桔木の配置と化粧垂木の配置が図示される。「間嶋」の角印が押される。
(6) 下相川本光寺側面弐拾分一 本堂の側面立面図が縮尺20分1で図示される。身舎は簡略的で、屋根が詳細な断面図となる。右上に簡略的な平面図が縮尺40分1で図示される。
(7) 下相川本堂側面弐拾分壱 本堂の側面立面図が縮尺20分1で図示される。身舎は簡略的で、屋根が断面図となる。
(8) 下相川本光寺弐十分一正面図 本堂の正面立面図が縮尺20分1で図示される。屋根が断面図となる。裏は、屋根を簡易的に図示して、屋根面の規模が記されている。
(9) 本堂屋根木材仕様 本堂改築における木材、金物、大工について書かれ、木材は、①名称②品目③長さ④寸法⑤負数がまとめられる。
(10) 大工出面表 21名の大工が一覧に並び、4月23日から5月7日にかけてのそれらの大工の出入りが表記される。
(11) 大工出面表 21名の大工が一覧に並び、4月23日から5月24日にかけてのそれらの大工の出入りが表記される。11の出面表を改めて書きなおしたものである。
表 13 棟札記載内容 
記載文言：年紀 関係者：〔役職〕(居住地)氏名
A 奉上棟天御中主命八意思兼命本
興寺本堂屋根改築永久祈攸
大正拾参甲子年二月幹支吉祥
〔當山住職〕藤井義長　〔大工棟梁〕間嶋杢太郎　〔大工職〕(五十里
町)間嶋杢太郎，(赤泊)菊池政次，(相川町)増田寅吉，本間冨蔵，倉
本福松，山本金五郎，酒井浅治，藤井由蔵，伊藤音二郎，三浦久
吉，田村儀一，岩部直吉，篠塚三吉，石倉熊蔵，三浦熊次，増田音
吉，(戸地)三浦栄太郎，和田勝太郎，山崎衝蔵，(片辺)垣並兼蔵，山
田巳代吉　〔木羽葺〕明畠春吉　〔瓦職〕(相川町)大辻愛蔵，山本吉
蔵，(河原田)菊池鉄蔵，(長木)川嶋清蔵，(京町)酒井愛蔵
B 本堂屋根改造竣成上棟式修行
維持大正十三年甲子二月二十七日
大正十三年二月二十七日成就
大歳甲子二月二十七日上棟式執行
仝二十八日迂座式
大正十二年四月一日起工
同十三年二月二十七日竣成
〔大工棟梁〕間島杢太郎　〔大工〕二十一名　〔同副棟梁〕増田乕蔵
〔瓦製造〕小山儀作　〔瓦葺棟梁〕大辻愛蔵，〔建築委員〕福田啓蔵，
若林伊之吉，三浦信蔵，本間清蔵，三浦益蔵，三浦廣吉，中村恭次
郎，播磨□次郎，石坂金蔵，林国蔵，窪田冨蔵，三浦三次郎，山本
善蔵，本間冨蔵，野本新吉，本間松蔵，大林藤松，金津勘次郎，川
原岩蔵，岩見傳四郎，安藤□三郎　〔同委員〕土井伊之吉，川波乙
吉，本間直吉，三浦與三，三浦友作
記載文言：主文
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(3)松前神社本殿改築および幣殿拝殿新築・旧拝殿移築(松ヶ崎 昭和 2・1927 年)について 
間島家所蔵の松前神社社殿に関係する史料をもとに、3代目杢太郎による松前神社本殿改築およ
び幣殿拝殿新築・旧拝殿移築の普請の内容とともに、普請に関わる職人の出勤状況について明ら
かにする。 
松前神社は、佐渡島の南東の海岸沿いに位置する松ヶ崎にあり、南面して社殿がたつ。社殿(図
12,写真 14)は本殿と拝殿が幣殿によって繋がっており、本殿は高い基壇上にたつ近世期の建築で
ある。本殿は、三間社入母屋造妻入、銅板葺で、身舎の正面は中間の柱を飛ばして柱間 1 間につ
くり、奥行は 3間と深い。そして、前面に中間の柱を飛ばして柱間 1間につくった向拝が付く 113)。
幣殿は、正面 1 間、側面 2 間の両下造、桟瓦葺である。拝殿は、正面 3 間、側面 3 間、入母屋造
平入、桟瓦葺で、前面に向拝 1間が付く。 
表 14 は、間島家所蔵の松前神社社殿に関係する史料を一覧にしたものであり、図面 10 点、拳
鼻下絵図 1 点、設計書 4 点、木材に関係する書類 9 点、瓦に関係する書類 3 点、出面表 3 点の計
31 点が確認できる。 
棟札(図 13)によると、本殿 114)の修築、弊殿と拝殿の新築、旧拝殿(社務所、現存せず)の移築が
行われ、昭和 2年 5月 22 日に釿始、6月 6日に地鎮祭、9月 26 日に上棟式を行い、№(15)による
と 9 月 15 日に落成したという。3 代目杢太郎が大工棟梁についており、3 代目杢太郎の履歴や経
歴に関係する史料 115)によると、設計を行い、施工主任についたとある。 
昭和 2年以前の社殿の古写真 116)(写真 15)を現状と比べると、拝殿と弊殿が異なり、本殿のたつ
基壇は低い。№(1)(写真 16)から№(10)の図面からは、拝殿と幣殿について、正面、側面の立面や
断面、小屋組、拝殿と弊殿および弊殿と本殿の接合部の断面などがわかり、拝殿と弊殿の建具、
擬宝珠、脇障子、向拝の礎石などの詳細がわかる。そして、その内容は遺構と合致する。また、
拳鼻の原寸図や拝殿の側面図に描かれる絵様は拝殿に彫られる絵様と合致する。 
№(15)には、拝殿の木材、飾金具、石材、金物、瓦について、弊殿の木材、石材、金物、瓦、
銅板について、本殿の木材、石材、飾金具、金物について記される。本殿は、向拝と身舎前方 1
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間分の側面に板壁を取り付け、向拝柱と虹梁型頭貫、身舎後方 2 間分の正面における内法長押と
中央柱間の弊軸、身舎前方 1間分の側面における虹梁が新しくなり、前面の切目縁が取り払われ、
新たに床を張り、高欄と擬宝珠、木階、浜縁が新設されている。それらは、№(15)に記される本
殿に関する部材の項目と対応する 117)。以上から、拝殿と幣殿を新築し、本殿を修築したことがわ
かる。なお、本殿は、昭和 13 年(1938)に 3 代目杢太郎によって屋根が改造されており、垂木や板
支輪、軒桁、天井板などが新しくなっている 118)。 
棟札によると、他地域と地元の計 17 人の大工が関わる。また、№(29)から№(31)の出面表には、
他地域と地元の職人を 1 人ずつ加えた 19 人が記されている。表 15 は、出面表をもとに、大工職
人の工数を表に示したものである。②井口治蔵、③三浦栄太郎、④笠井森之助、⑤菊池政治、⑥
山本嘉作は、3代目杢太郎の弟子で、⑦川上仁作は、分家の間島喜蔵の弟子である。また、№(28)
には、①間島杢太郎から⑨渡辺岩蔵までの 9人の工数と手間賃がまとめられており、⑧山本東作、
⑨渡辺岩蔵は、3代目杢太郎とその弟子たちのグループに属する職人と思われる。特に⑧山本東作
は、沢根五十里の大工職人であるため弟子の可能性が考えられる。№(15)では、「沢根大工」、「松
ヶ崎大工」、建具に関わる「三条や」に分けて工数と手間賃がまとめられており、「沢根大工」は、
①間島杢太郎から⑨渡辺岩蔵までの 9人、「松ヶ崎大工」は、⑩青木五三郎から⑲西川冨蔵までの
10 人を指していると考えられる。そして、「沢根大工」が 686.2 工で 1,372 円 40 銭、「松ヶ崎大工」
が 703 工で 1,024 円 71 銭 2 厘、「三条や」が 100 工で 200 円とあり、計 1,489.2 工で 2,597 円 11
銭 2 厘とある。日当は「松ヶ崎大工」が 1円 60 銭 119)、「沢根大工」と「三条屋」が沢根五十里相
場 120)の 2 円としている。 
№(29)～(31)には、昭和 2年(1927)5 月 22 日～9月 16 日の期間の大工職人の出欠が表にまとめ
られ、6 月 5日が節句休、7 月 1 日が小屋休、8 月 11 日～19 日が盆休である。また、5 月 22 日の
釿始、9 月 15 日の落成には、「沢根大工」のみが出勤している。「沢根大工」は、7 月 16 日～24
日の期間に多数の欠勤が見られ、①間島杢太郎、③三浦栄太郎、⑤菊池政治、⑥山本嘉作、⑦川
上仁作の 5 人が一定して出勤している。一方、「松ヶ崎大工」は、7 月 16 日～24 日、8 月 20 日～
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27 日の期間に多数の欠勤が見られ、⑩青木五三郎、⑪木下与三郎、⑭菊池英作の 3 人が一定して
出勤している。中でも、①間島杢太郎、③三浦栄太郎、⑥山本嘉作は工数が多く、中心的な職人
であったようである。また、③三浦栄太郎、⑥山本嘉作の 2人は、3代目杢太郎よりも工数が多く、
3代目杢太郎にとって現場を任すことのできる信頼のおける弟子であったと考えられる。 
松前神社社殿の工事は、本殿の修築、拝殿と幣殿の新築、旧拝殿の移築を、昭和 2年 5月 22 日
から 9 月 16 日の期間において、計 105 日間かけて行っている。そして、工事には、「沢根大工」
と「松ヶ崎大工」の 2 つの職人グループが関わっている。中でも、①間島杢太郎(3 代目杢太郎)
とその弟子である③三浦栄太郎と⑥山本嘉作の 3 人は、工数が多く、工事における中心的存在で
あったと考えられる。 
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 図 11 松前神社社殿(松ヶ崎) 平面図 
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図 12 松前神社本殿(松ヶ崎)  
上：立面図 下：平面図 
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写真 14 松前神社(松ヶ崎) 左：拝殿全景 右：本殿側面 
表 14 松前神社社殿に関係する間島家所蔵史料一覧 121) 
No. 記載題目 概要
(1) 拝殿正面弐拾分一 拝殿の正面立面図が描かれ、向拝部分は、左側が断面、右側が立面となる。
(2) 拝殿正面二十分一弊殿取り付け断面 拝殿の正面断面図が、弊殿の接合部の断面とともに縮尺20分1で描かれる。
(3) 無題 拝殿の向拝部分の側面断面図が描かれる。
(4) 拝殿側面断面拾分一 拝殿の側面図が描かれ、屋根部分は断面となる。
(5) 昭和二年建築/拝殿側面弐十分一 拝殿の側面図が描かれ、屋根部分は断面となり、隅行と軒先まで描かれる。
(6) 無題 拝殿の側面立面図が描かれ、脇障子と高欄、組物は省略する。裏に拝殿組物の詳細図が描かれる。
(7) 軒裏母屋伏地五十分一 母屋伏図が描かれる。
(8) 神殿側面/幣殿側面 神殿と弊殿、弊殿と拝殿の接合部の側面断面図が描かれる。
(9) 拝殿建具 拝殿の建具詳細図が描かれる。裏に、拝殿の屋根隅部分と擬宝子の詳細図が描かれる。
(10) 無題 脇障子の詳細と向拝柱の礎石部分について、詳細図が描かれる。
(11) 無題 拳鼻の原図が描かれる。
(12) 改正設計書 大正13年に拝殿、弊殿、神殿における木材、石材、瓦、鉄物、大工について記され、木材と石材は①名称②品目③長さ④寸法⑤負数⑥才数、単価⑦小計⑧摘要がまとめられる。
(13) 改正設計書 No.12と同様の内容が記される。
(14) 元見積もり No.12とNo.13の内容に加え、それらの金額と内訳が記される。
(15) 拝殿弊殿神殿設計書 拝殿、弊殿、神殿における木材、石材、金物、瓦、大工について記される。表紙に昭和2年9月15日に落成したことが記され、最終的にまとめた設計書と思われる。
(16) 木材受渡契約書 川内の上坂福松と松ヶ崎の木嶋□兵衛が大正13年6月30日に交わした契約書の写しである。木材について、①名称②品目③長さ④寸法⑤負数⑥単価⑦小計⑧摘要が記される。
(17) 北見氏注文控 北見兼太郎の請負木材について、拝殿、弊殿、神殿に分けて①名称②品目③長さ④寸法⑤負数⑥単価⑦小計⑧摘要が記される。5月24日に契約を交わしたとある。
(18) 木材ノ内北見氏渡分/二通ノ内正帖
大正13年9月に行った木材調査の正本。北見兼太郎の請負木材について、拝殿、弊殿、神殿に分け
て①名称②品目③長さ④寸法⑤負数⑥単価⑦小計⑧摘要が記される。
(19) 木材ノ内北見氏渡分/二通ノ内副本
大正13年9月に行った木材調査の副本。北見兼太郎の請負木材について、拝殿、弊殿、神殿に分け
て①名称②品目③長さ④寸法⑤負数⑥単価⑦小計⑧摘要が記される。
(20) 大正十三年度調製 神殿の追加木材、弊殿の不足木材などについて記される。
(21) 無題 名畑惣八に対する請負木材の調査書と思われ、木材について①名称②品目③長さ④寸法⑤負数⑥単価⑦小計⑧摘要が記される。
(22) 木材名畑惣八 名畑惣八に対する請負木材の注文書と思われ、木材について①名称②品目③長さ④寸法⑤負数⑥単価⑦小計⑧摘要が記される。
(23) 契約記 大正15年11月17日に松ヶ崎の木嶋豊治と沢根五十里の請負人名畑惣八が交わした契約書である。
(24) 木材検査扣帳 北見兼太郎、名畑惣八の請負木材について、検査過程がまとめられ、その金額が記される。
(25) 無題 瓦の途中経過、状況と共に、見積もりを記している。
(26) 拝殿屋根瓦設計書 大正14年7月31日に作成され、中村久太郎より間島杢太郎に宛てられる。拝殿と弊殿の瓦について①品目②数量③割合④坪数直しがまとめられる。
(27) 瓦送状 大正14年8月29日と9月3日に石川県能登国羽咋郡志加浦村字町の瓦製造元である守田伊之助より中村久太郎に届いた送り状で、注文した瓦の受渡しと支払い、瓦の不足分について記される。
(28) 建築日記/間島杢太郎 昭和2年5月22日から支払い期間を分け、沢根大工の各職人の工数と手間賃、その内訳が記される。
(29) 無題 表から裏にかけて、7月1日～31日、8月1日～10日の期間における大工職人の出面が表記される。
(30) 無題 8月20日～31日、9月1日～16日の期間における大工職人の出面が表記される。
(31) 無題 5月22日～31日、6月1日～30日の期間における大工職人の出面が表記される。
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表 15 大工職人および工数一覧 122) 表 14,№(29)-(31)の出面表をもとに作成 
① 間島杢太郎 沢根五十里 10 22 25.2 9.5 24.75 91.45
② 井口治蔵 南片辺 7 26.5 7 9 26.75 76.25
③ 三浦栄太郎 戸地 10 26.3 29 7.5 25.75 98.55
④ 笠井森之助 金沢(大和田) 7 13.7 16.8 6.8 25 69.3
⑤ 菊池政治 徳和 9 22 18.5 9.5 26.5 85.6
⑥ 山本嘉作 金沢(平清水) 10 24.25 29 9.5 26.75 99.5
⑦ 川上仁作 金沢 10 19.75 20.5 9.5 26.75 86.5
⑧ 山本東作 沢根五十里 10 25.3 20.5 9.5 0.75 66.05
⑨ 渡辺岩蔵 戸地 0 6 25 9 23.75 63.75
⑩ 青木五三郎 松ヶ崎 9 29 25.75 9.15 13.75 86.65
⑪ 木下与三郎 松ヶ崎 7 29 20.5 9.5 16.75 82.75
⑫ 菊池三四郎 松ヶ崎 7.5 28 19.5 8.65 13.75 75.4
⑬ 青木甚右衛門 松ヶ崎 7 28 26 7.15 9.75 79.9
⑭ 菊池英作 松ヶ崎 5.5 27 27 8.65 19.75 86.9
⑮ 松本長平 松ヶ崎 1 28.75 20.5 1 15.75 68
⑯ 松本鬼一 松ヶ崎 1 26.5 20.5 8.5 16.75 73.25
⑰ 中野喜左衛門 松ヶ崎 2 24.75 19.5 8.5 15.75 70.5
⑱ 沙崎佐吉 松ヶ崎 1 28.75 19.7 9.25 17.75 74.45
⑲ 西川冨蔵 柿ノ浦 0 6 18.5 9.5 0 34
期間
居住地職人氏名№ 工数合計
5月22日-
31日
6月1日-
30日
7月1日-
31日
8月1日-
10日
8月20日-
9月16日
工数
写真 15 旧社殿の古写真 松前神社所蔵 昭和 2・1927 年以前 
写真 16 拝殿正面弐拾分一 間島家所蔵 表 14 №(1) 
 
図 13 棟札 松前神社所蔵 昭和 2・1927 年 
左：1枚目裏面 右：2枚目表面 
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5．小結 
間島家は、初代杢太郎が江戸後期から 5 代にわたり大工職を継承する間島喜平次家から分家し
たことに始まる家系である。間島喜平次家の初代と 2 代目は、社寺建築を手がける大工であり、
初代杢太郎は 2 代目の次男に生まれている。初代杢太郎は、25 歳で江戸に修行に出たとされてお
り、現存する日光東照宮五重塔(栃木県日光市 文政元・1818 年)とその再建における惣棟梁である
大久保喜平治に関係する史料を所持している。そして、自らを大久保喜平治の門人と称している。 
「献備五重御塔建地割下繒圖」(間島家所蔵)は、現存する日光東照宮五重塔を描いたもので、甲
良若狭棟全のもとで描かれた「下野日光山/献備五重御塔建地割下繒圖」(東京都立中央図書館)と
近似している。また、佐渡以外の地域の大工に伝わる大久保喜平治伝来の大工書が、間島家にも
伝わっている。 
間島家の建築活動は、4代にわたる約 140 年間で、総計 108 件の普請が確認できる。初代杢太郎
から 3代目杢太郎までの建築活動は社寺建築が中心であり、4代目杢太郎の世代になると一般住宅
の普請が多くなる。そして、昭和 40 年(1965)頃に大工業として終焉を迎えている。 
3 代目杢太郎は、新築のみならず改築、改修の仕事も行っている。また、一般住宅に関わる技術・
技能を備えていたようで、一部に一般住宅の普請も見られる。3代目杢太郎の弟子の中には、社寺
建築に関する伝統的技術を保持しながら活動を続けるものがいた。 
初代杢太郎、2代目杢太郎、3代目杢太郎は、普請における中心的で重要な役職をつとめており、
彫刻を専門とする普請も見られる。注目すべきは、3代目杢太郎が大正 6年(1917)から行われた真
野宮社殿新築をはじめとする中央官庁が関係する造営事業に関わり、真野宮社殿新築において棟
梁をつとめていることで、地方の大工の活動においては重要な経歴である。 
初代杢太郎の活動は、沢根と外海府沿岸で確認できる。また、2代目杢太郎は初代杢太郎と同じ
地域で活動しており、一部に沢根五十里から遠く離れた徳和での活動も見られる。そして、3代目
杢太郎の活動範囲は、序々に広がり、昭和になると島内全域におよび、島外での活動も見られる。 
初代杢太郎の弟子は、居住地である沢根五十里の職人がほとんどで、間島家は沢根五十里に根付
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いている。2代目杢太郎の弟子は外海府沿岸、徳和、中興など広範囲から来ており、3代目杢太郎
の弟子は 2 代目杢太郎の弟子と同じ居住地から来ている。中には、代々、弟子入りする職人がい
る。そして、弟子の居住地は、活動地域と関連性が窺える。2代目杢太郎と 3代目杢太郎は、弟子
を率いて活動しており、地元または他地域の職人と共同で行う建築活動もある。そして、3代目杢
太郎が行った専得寺唐門新築(沢根町 明治 29・1896 年)や本興寺本堂改修(下相川 大正 12・1923
年)、松前神社本殿改築および幣殿拝殿新築・旧拝殿移築(松ヶ崎 昭和 2・1927 年)などの普請は、
3代目杢太郎とその弟子が中心となり、弟子が現場を進める上で中心的存在となっている。 
間島家は、間島喜平次家から分家し、江戸後期から昭和中頃にかけて沢根地域に定着しており、
社寺建築を造営する大工家であった。初代杢太郎が所持する江戸の大工技術に関係する史料は、
初代杢太郎が江戸に修行に出て、大久保喜平治の弟子であったことを示唆している。特に「献備
五重御塔建地割下繒圖」は、その伝来経路は不明であるが、幕府直属の官大棟梁である甲良若狭
棟全のもとで描かれた絵図と近似するものであり、地方の大工が容易に入手できるものとは考え
がたい。また、大工大久保喜平治伝来大工書は、地方の大工に対する技術の伝播の一端を知る上
で参考となり、その大工書がいずれも文化11年(1814)から 13年(1816)の期間に伝授されている。
以上の史料の存在は、間島家の由緒を示す可能性を持っている。 
社寺建築の普請を中心に行ってきた間島家において、3代目杢太郎の活動には、新築のみならず
改築、改修の仕事も見られ、活動領域が広がる。4 代目杢太郎は、昭和 25 年(1950)以前は 3 代目
杢太郎と一緒に社寺建築に従事しているが、そのほかは一般住宅の普請がほとんどである。その
ため、実質的に社寺建築を専業としていたのは 3 代目杢太郎までであったと考えられる。江戸後
期から近代まで、連綿と社寺建築の普請を中心に活動が続くことは稀有な事例であり、間島家の
建築活動の特徴として挙げられる。間島家は、いずれの普請においても中心的な役職についてお
り、現場先の地元の大工職人に認められる存在であったと思われる。中でも、3代目杢太郎は、設
計から施工、彫刻に至るまでの技術・技能を修得していたようである。特に中央官庁が関係する
ような、近代佐渡において重要な普請に棟梁として関わっており、近代佐渡を代表する大工であ
第 3 章 沢根五十里の間島杢三屋家と 3 代目間島杢太郎の建築活動について 
 
189 
 
ったと考えられる。また、3代目杢太郎は、2代目杢太郎が築いた地域との繋がりをもとに、活動
を通じて弟子を取ると共に地域との関係を深め、活動領域を拡大していったと思われる。また、
普請においては弟子の存在が重要であったようで、弟子を率いて活動し、組織を拡充していった
と考えられる。 
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注 
1) 沢根五十里は、佐渡島の西側、真野湾に面する海岸沿いにある漁村で、17 世紀初期から金山
開発によって繁栄した相川へ向かう街道沿いにある。 
『澤根町誌稿 第二輯』[新潟県佐渡郡澤根町公民館 1951]、『佐和田町史 通史編Ⅱ』[佐和
田町史編纂委員会 2001]によると、鋳金家や仏師、彫刻師など芸術に秀でた一族が多く居住
した地域とされ、その傾向は江戸後期頃から見られるという。それらはそれぞれに諸職を継
承し、分家が派生し、弟子を育て、集団的に定住していたという。間島家もその一事例とし
て挙げられる。宮大工・彫刻師を継承する家系は、ほかに明石家が知られている。 
2) 間島家については、『佐渡名鑑』[高屋次郎著 佐渡毎日新聞社発行 1938]に、その来歴と初代
杢太郎の伝承が記されており、城之下に居住し、代々に宮大工・彫刻師を継承、「杢太郎」を
襲名していることが示されている。 
また、前掲『澤根町誌稿 第二輯』の「美術工藝」、「彫刻師」と前掲『佐和田町史 通史編
Ⅱ』の「宮大工の系譜」の項には、初代杢太郎から 3 代目杢太郎、分家、弟子について来歴
が記され、系譜が図示されている。 
3) 間島家には、屋敷や田畑などの譲り渡しに関する「譲リ渡シ申家屋敷襠文之事」[文政 4 年
(1821)12 月]が 3 部、「譲リ渡申襠文之事」[文化 6年(1809)10 月]などが残る。 
4) 間島家には、「匠家工術指南」の看板を間島家門前に掲げていた頃の様子を写した古写真(年
代不詳)が残る。 
5) 間島家所蔵の「工術指南名留長」には、文政 12 年(1829)に初代杢太郎に弟子入りした弟子 5
名について記されている。 
「工術指南名留長」は、表紙に「文政十二歳/西五十里村/先祖杢太郎以下/工術指南名留長
/己正月定号/諸職人改名/間嶋杢太郎源俊恒」とあり、文政 12 年以降に弟子入りした間島家
の弟子について記されている。初代杢太郎の弟子については名前と出身地、授けた技術の項
目と技術を伝えた日付が書かれ、2 代目杢太郎と 3 代目杢太郎の弟子については名前と出身
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地と弟子入りした日付が書かれる。筆跡が異なることから各代が追記を行ったと考えられる。 
6) 『佐渡相川郷土史事典』[相川町史編纂委員会 2002]によると、天領佐渡でも江戸の湯島聖堂
に倣って孔子聖廟を建てたという。文政 7 年(1824)に奉行所地つづきの広間町の一角に子弟
教育のために修教館が建てられ、文政 9 年(1826)にその修教館内に孔子像を祀る孔子聖廟が
建てられたという。その際、聖像は江戸の職人につくらせている。修教館建設を提案したの
は、地方役人で漢学者であった田中従太郎(天明 3・1783 年-弘化 3・1846 年)で、孔子聖廟は
佐渡奉行所によって江戸老中の認可を得て 10 か月かけて竣工したという。そして、天保 5年
(1834)に火災により焼失し、天保 13 年(1842)に再建したが、安政 5年(1858)に再度火災によ
り焼失した。以後、再建されなかったという。 
7) 前掲『澤根町誌稿 第二輯』の「逸話」には、初代杢太郎と孔子聖廟にまつわる逸話が記され
ており、「初代間嶋杢太郎/杢太郎の請書廣間役を驚かす/初代杢太郎が「匠家、工術指南」と
いふ看板を懸けていた頃、相川廣間役より「某月某日の五つ時に参れ」との差紙が来たので、
何事かと恐怖の念を抱いて名主のもとに到り、其判断を請ふた。名主のいふには、「五つ時に
参れといふのなら、何も心配する様な事件ではあるまい。平気で出頭したがよかろう」と、
依って其の日の刻限に遅れぬ様に出頭した。ところが廣間役人の言ふ様。「役人で今般孔子の
聖堂を建てることになっているが、大工六七人に其設計を命じたれど、誰も其経験がないの
で延び々々になっている。手前は湯島の聖堂を知っているか。知って居るなら其略図でよい
から描いて見よ。」杢太郎、「能く存じて居ます」とて、紙上に何の躊躇もなく、平面、正面、
側面等いと細密に素人が見ても納得出来る様に請書した。之れを見て廣間役人手をうって、
「之れぢゃ、此の通りじゃ、実際と少しも違はない。只今より手前に當一国の棟梁を申し付
け、一刀を許す故、早速設計と建築準備に取りかかれ」と命じた。役人等口を揃えて杢太郎
の技量の非凡なることを嘆賞した。」とある。 
8) 間島家所蔵の「当家仏年忌記」、初代杢太郎に関する戒名の覚書、「改名許可申請」、「三世間
島杢太郎略歴」、前掲『佐渡名鑑』、前掲『澤根町誌稿 第二輯』などによる。 
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「当家仏年忌記」には、「豆腐屋出/先祖元治元年亡六月六日八十九年/三十一才/七十三才/
一六二孫助出/仝妻明治二十一亡三月九日六十六年/十六才入/八十一才/一四七」とある。 
そして、初代杢太郎に関する戒名の覚書には、表に「元治元甲子歳/法名/釋慧明/六月六日」
とあり、裏に「当家御先祖/間島喜次生レ別家シ、一家ヲ建ル/文化年間帰国シ宅地ヲ求ム」
と追記されている。 
また、「改名許可申請」では、「申請の原因たる事実」として「一．申請者家は百数十年よ
り代々間島杢太郎と称し職業は代々大工職棟梁なるも社会に認められ事廣く郡内至る處の工
事の請負を為し今日に至りました」とし、「三世間島杢太郎略歴」では、「初代杢太郎文化年
間江戸ニ出デ若州家用達棟梁大久保喜平次氏(日光五重塔建築中)ニ入門、規矩術ヲ学ビ其後
同地有名ノ彫刻師島村勘六氏ニ入門、技術ヲ学ブ、満期ノ上匠家ノ資料タル秘書多シトス当
郡内ニ規矩術及彫刻ノ指南スルモ多シ」としている。 
前掲『佐渡名鑑』には、「初代杢太郎は文化年間江戸に出て棟梁大久保氏に規矩術を中村
マ マ
勘
六氏に就き彫刻を学ぶ」とあり、前掲『澤根町誌稿 第二輯』には、「初代間嶋杢太郎は五十
里城ノ下間島喜平治に産れ、同町半田孫助の女を娶り、文政四年十二月同地に屋敷を求めて
一戸を立てたり、初名を喜三治といひ、啓雲と號す。後、杢太郎と改称せり。杢太郎は大志
を有して、文化年間齢二十五にして江戸に出でて若州家用達棟梁大久保喜平次(日光の五重塔
を建てし巨匠)に就き規矩術を、彫刻の泰斗島村勘六に彫刻術を、佛師の名匠平井定運に其技
工を有して郷に還り、帰郷後は世の為めに後進者の養成に意を致して、門に「匠家、工術指
南」と書したる看板を掲げたり。当時廣間役所にて孔子の聖堂建築の計画なりしも適当の棟
梁なく。其人を物色中なりしかば、早速初代杢太郎を招致して、其れが設計をなさしめしに、
其技能の非凡なるに感じて、乃ち建築の任に當らしめ、且つ当一国の棟梁を申し付け一刀を
許されたり、之れより令名大に挙がり、諸所の社寺、楼門、等の建造に暇なかりしといふ。
元治元年甲子年旧六月六日七十三歳にて歿せり」とある。 
「当家仏年忌記」は、「昭和二十七年ヨリ数ヘ前年忌」とあり、昭和 27 年(1952)に記され
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たものである。先祖と 2 代目杢太郎、3 代目杢太郎、その妻について、生家、没年月日と年
齢、結婚年齢、作成した年から生まれた年の逆算年数が、また、子供について、没年月日と
年齢、性別、作成した年から生まれた年の逆算年数が記される。 
「改名許可申請」は、3代目杢太郎が昭和 26 年(1951)3 月 12 日に作成したもので、間島家
の来歴を記した上で、間島杢蔵から間島杢太郎への本名の変更を願い出ている。「申請の趣旨」、
「申請の原因たる事実」と項目をわけて記し、戸籍抄本、除籍抄本、感謝状写を付けて冊子
状にまとめられている。 
「三世間島杢太郎略歴」は、末尾に「昭和二十九年一月/建築士/間島杢太郎」とあり、3
代目杢太郎が昭和 29 年(1954)にまとめたものである。全 11 頁の冊子としてまとめられてお
り、1 頁に大正 9 年(1920)に真野宮御造営委員長である福原粂治から送られた感謝状の写し
が添付され、2 頁から 3 頁にわたって各代の来歴がまとめられ、3 頁以降は「事業」と題し、
明治33年(1900)から昭和27年にかけての3代目杢太郎の手がけた社寺32件が列挙されてい
る。作成時期が、前掲『澤根町誌稿 第二輯』の編纂時期と近く、同一の根拠を元にしている
と思われる。 
9) 5)にあげた「工術指南名留長」には、明治 15 年(1882)から明治 24 年(1891)の期間に 2 代目
杢太郎に弟子入りした弟子 7名が記されている。 
10) 間島家所蔵の「当家仏年忌記」、「戸籍」、「改名許可申請」、「三世間島杢太郎略歴」、前掲『佐
渡名鑑』、前掲『澤根町誌稿 第二輯』などによる。 
「当家仏年忌記」には、「二代大正二年亡八月廿三日四十年七十一才/安五郎出/妻大正四年
亡九月四日三十八年七十三才」、「戸籍」には、「二代父母/大正二年八月廿三日父釋善量/当家
主杢太郎/七十一才亡/大正四年九月四日母釋尼妙忠チヨ/西野安五郎生/七十四才亡」とあり、
「改名許可申請」に添付される「除籍抄本」には、「亡父杢太郎長男/間島杢太郎/天保拾四年
九月十九日」とある。 
そして、「三世間島杢太郎略歴」では、「次代杢太郎父ニ従ヒ其技術ヲ得テ郡内各所ニ神社
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佛閣ヲ建築ス現在重ナル者ハ相川町康永寺本堂建築その他多シ」としている。 
前掲『佐渡名鑑』には、「二代杢太郎氏又規矩術、彫刻の技に長ず」、前掲『澤根町誌稿 第
二輯』には、「二世間嶋杢太郎は初代杢太郎の長子にして、父に就きて、専心一意技量を練り
決して父に劣らざる実力を有せりといふ。郡内の神社、巨刹、等其の手に成りしもの尠から
ず、佛壇等の細工に至りては、天才的の技刀を揮ひたりしといふ。大正二年八月二十三日七
十一歳にて歿せり」とある。 
「戸籍」は、「二代父母」として 2 代目杢太郎とその妻について、「三代」として 3 代目杢
太郎の妻と長女について、没年月日と年齢、生家、法名と本名が記されているものと「戸籍」
として 3代目杢太郎とその妻について生年月日が記されているものの 2点ある。 
11) 間島家所蔵の「佛像彩色法」には、3 代目杢太郎が長谷川周山から学んだ彩色の技法が記さ
れており、「新潟県古町通り二番町/大佛師/長谷川周山氏/門人/澤根町字五十里/三代間島杢
太郎/明治四十一年入門シ/口傳受ケタリ」とある。長谷川周山については明らかでない。 
12) 間島家所蔵の「履歴書」によると、昭和 14 年(1939)8 月 15 日から、塩釜(宮城県仙台市)、
日光(栃木県日光市)、東京、名古屋、法隆寺(奈良県)、大坂、京都、永平寺(福井県)、新潟
などを視察している。 
また、間島家所蔵の「関東関西視察記録書」には、昭和 14 年 8 月の日付を記した封筒に実
測図面がまとめられており、「二荒山水舎」、「日光二荒別社/唐門/瑞垣」、「仙台招魂社/燈篭」、
「仙台招魂社仮殿」、「法隆寺五重塔屋根葺方」、「法隆寺廊家内部」、「法隆寺廊家外面」、「仙
台招魂社拝殿」、「志波彦拝殿」、「志波彦神殿」、「名古屋招魂社」、「名古屋/本殿/瑞垣」、「法
隆寺五重塔」、「法隆寺回廊」と題した実測図が描かれた紙と「愛知懸護国神社略由」がまと
められている。「履歴書」は、3代目杢太郎が昭和 25 年(1950)に作成したもので、3代目杢太
郎の履歴や経歴が記されている。 
13) 5)にあげた「工術指南名留長」には、明治 28 年(1895)から昭和 16 年(1941)の期間に 3 代目
杢太郎に弟子入りした弟子 18 名が記されている。 
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14) 間島家所蔵の「改名許可申請」、「戸籍」、「三世間島杢太郎略歴」、前掲『佐渡名鑑』、前掲『澤
根町誌稿 第二輯』などによる。 
「改名許可申請」に添付される「戸籍抄本」には、「亡間島杢太郎長男/亡間島杢太郎/チヤ
ウ/長男/間島杢蔵/明治拾壱年弐月弐拾日」、「戸籍」には、「明治十一年二月二十日生間嶋杢
蔵」とある。 
そして、「三世間島杢太郎略歴」では、「三代杢太郎明治十一年一月当家ニ生レ父ニ従ヒ社
寺ノ建築及彫刻技術ヲ学ビ後佛師新潟市長谷周山師ニ学ブ、尚大和京都ニ於ケル神社佛閣各
時代ノ様式ノ特徴ヲ調査シ大ニ得ル處有リテ事業ニ便多シ、又郡内ニ於テ匠家工術ノ指南入
門スル者多シトス」としている。 
前掲『佐渡名鑑』には、「現在杢太郎氏も父君によりて其技を磨かれ年毎に日本全国を巡り
て研究に精進せられつつあり」、前掲『澤根町誌稿 第二輯』には、「三世杢太郎は二世杢太郎
の長子にして明治十一年二月二十日に生る。父に就き斯業の秘奥を研修せしが、家系的にも
享受する優越の技能は日と共に熟練して出藍の称あり、其規矩術の正確、彫刻の妙技、設計
の周密等、今や郡内斯業の覇者を以て目せらる。大正六年真野宮建築に際し棟梁に抜擢され
しによっても其真価を知るを得べし、各地の社殿、名刹、神輿、霊像等卓越の技量を揮ひし
もの枚挙に暇あらず」とある。 
15) 間島家所蔵の「業務経歴書」による。また、須田頼子氏によると、4 代目杢太郎は沢根町の
山田與八家から間島家に養子に入ったという。 
「業務経歴書」は、4 代目杢太郎が昭和 26 年(1951)に作成したもので、4 代目杢太郎の履
歴や経歴が記されている。 
須田頼子氏は、4代目杢太郎の子供にあたる。 
16) 詳細は不明である。 
17) 前掲『澤根町誌稿 第二輯』と前掲『佐和田町史 通史編Ⅱ』による。 
山田家は、現在も沢根町に住居を構えておられる。 
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18) 須田頼子氏(沢根五十里在住)による。 
19) 間嶋喜蔵家所蔵の「絵手本」には、彫刻の題材が描かれ、末尾に「時文政元寅年六月/武江住
嶋村勘六寫シ/間嶋光運」とある。 
「絵手本」は、間島家所蔵の彫工島村勘六伝来「画帖 間嶌俊恒」を写したものと考えられ
る。そして、彫刻類が所蔵されており、いずれの彫刻にも「光雲作」と刻銘がある。 
20) 須田頼子氏によると、間嶋家のことを「杢三屋隠居」と称しているという。 
間島家所蔵「当家仏年忌記」には、「隠居先祖二代長女明治十三年亡八月十九日七十三年十
四才」とあり、間島家所蔵「間島喜蔵履歴」には、「當家ハ城之町間島杢太郎二代子則チ二男
ナリ兄弟五人姉三女ノ下ニ二男父杢太郎ハ七十一才ニテ死ス母ハ西野伊藤安五郎ヨリ嫁ス七
十二才ニテ死ス其姉コオ十四歳明治十三年八月十九日ノ佛ヲ先祖トシテ父母代時別家ヲ住
宅々地ヲ求メ本屋建方ハ明治四十弐年二月廿七日兄弟長女ハ当家先祖二女篭町山田鹿蔵ニ嫁
シ三女城之下本間金次郎二嫁シ長男ハ杢太郎三代ヲ継グ当家二代ノ妻ハ城之下須田嘉助ヨリ
来ル/一當家先祖釋尼妙暁俗名コオ十四才死亡/一仝二代釋亮喜主俗名喜蔵六十四才死亡/一
仝仝妻俗名タカ/二代履歴喜蔵(主人)城之下杢太郎ノ二代ノ子ナリ明治十三年十二月廿七日
生二十七才ニテ別宅ノ意ヲ固メ三十才ニシテ一家ヲ成シ妻ハ城ノ下須田嘉助ヨリ来リ兄弟□
女□男長女ツネ(炭屋町本間氏嫁シ二男ヲ持ツ)長男久蔵三代ヲ次グ次男貞次」とある。 
21) 間嶋喜蔵の末裔である間嶋照章氏は、田中町に住居を構え、大工業を営んでおられる。 
間嶋喜蔵家には、家系をまとめた「間嶋家系図」のほか喜蔵が残した彫刻の雛形や下絵、
彫物などが所蔵されている。「間嶋家系図」により、その系譜が判明する。また、前掲『佐和
田町史 通史編Ⅱ』にも、系譜と来歴が記されている。 
22) 間島喜平次家は、現在も沢根五十里に住居を構えており、喜平次を襲名している。そして、
大工を継承する家柄であったと伝わる。 
間島喜平次家には、当家の来歴を記した史料と当家の系譜を図示した「間島家系図」が所
蔵されている。 
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23) 2 枚の用紙に間島家の家系と来歴について記される。 
末尾に「昭和六年五月日/六代/勲八等/間島連平/六十四才/建」とあり、6代目当主である
間島連平が昭和 6年(1931)の 64 歳の時にまとまめたものであることがわかる。 
なお、「間島家之墓」に彫られる「間島氏墓誌」の年次と近く、墓誌の下書きとしてまとめ
られたものと思われる。墓誌よりも情報が詳しい。 
24) 間島喜平次家の墓は、海岸沿いから内陸に入った沢根五十里に位置する。 
正面に「間島氏之墓」、他の 3面に「間島氏墓誌」と題して間島家の家系と来歴が彫られる。
末尾に「昭和六年九月/六代當主/連平撰并書」とあり、6 代目当主である間島連平が昭和 6
年(1931)にまとめられたことがわかる。 
25) 本間家については明らかでない。 
26) 矢島家は、矢島主計(安永 4・1775 年～天保 3・1832 年)という儒学者、俳人が出た家系とし
て知られる。 
前掲『澤根町誌稿 第二輯』によると、矢島主計は、安永 4年 8月 15 日に生まれ、名は望、
字が十五で、通称は主計、霞痼園また自來と号したという。沢根五十里の町人で、代々酒造
を営んでいたという。江戸に出て、亀田鵬斎に儒学を学び、漢詩・書画・和歌・俳諧・茶湯
などに通じた。酒造業の他に瓦窯を起こして瓦屋根の建築などを志すとともに、文化 5 年
(1808)から子弟を教育する講堂を計画し、励風館を建てたという。そして、師の亀田鵬斎を
文化 7 年(1810)4 月に佐渡に招き、亀田鵬斎は励風館において経史の講義をおこなったとい
う。天保 3年 2月 24 日に没したとされる。 
27) 佐渡では間島姓は少なく、ほとんどが沢根五十里に居住している。間島姓の始まりは、間島
喜平次家であると考えられる。 
28) 間島喜平次家所蔵。 
3 枚の用紙にわたって初代から 8代目まで記される。2代目から 5代目までが「農業と大工
職」、6代目と 7代目が「農業と教育」、8代目が「公務員」とある。また、4代目から 7代目
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までは、その子供についても系譜に示されている。8代目がまとめたものと考えられる。 
29) 初代が記されておらず、本来 2代目である伊七郎を初代として記している。また、2代目と 3
代目として記される喜平次は本来の 3 代目である。また、初代杢太郎は次男であり、幼名を
喜三次という名であるが、系譜では次男である喜三次を「豆腐屋隠居分家」、三男の喜三平を
「杢太郎分家」と記している。 
30) 本光寺は、間島杢太郎家の菩提寺である。 
31) 表紙に、「天明元年/本堂建立且中志/己五月日/本光寺」とあり、天明元年(1781)5 月から記
されている。全 14 頁の冊子状にまとめられ、1頁目から 8頁目までに寄進された金子の額と
寄進者が記され、9 頁目以降に本堂建立の際の覚書きが記される。また、覚書は「天明三卯
年/願主/玄忠/當寺第七世現住/釋氏玄忠/願主/釋玄忠」とあり、願主である第 7 世現住の玄
忠が天明 3年(1783)に記している。 
32) 5)に同じ。 
33) 12)に同じ。 
34) 詳細は不明である。 
35) 『越佐人物誌 中巻』[野島出版 1972]、『佐渡人名辞書』[本間周敬 1915]を参照。 
『佐渡人名辞書』には、「坊ヶ浦の人、初名仁蔵、年二十五出でて五十里町本間氏を継ぎ晩
年再び古澤に復姓す、和風の建築術に精しく彫刻は最長所たり維新前後に於ける神殿佛堂概
ね其技に依らざるはなく名声一時を擅にせり、奉行所大玄関亦其棟梁たりしといふ明治十六
七年の頃七十餘歳にて歿す。」とある。小沢喜三郎の子孫が、現在も沢根五十里に居住してお
られる。小沢家は喜三郎を襲名しており、先祖が宮大工であったと伝わる。また、小沢喜三
郎の生家である古沢家の子孫が、現在も玉崎に居住しておられる。なお、間島家所蔵史料の
中に、「地相家相極秘口傳書/西五十里村/主小沢喜三郎」があり、間島家と関係があったこと
がうかがえる。 
36) 12)に同じ。 
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37) 『佐渡大和田誌』[「佐渡大和田誌」編纂委員会 2001]を参照。 
38) 詳細は不明である。 
39) 詳細は不明である。 
40) 前掲『佐渡相川郷土史事典』の「三浦栄太郎」を参照。 
41) 加藤一馬氏(窪田在住)による。 
加藤一馬氏は、3代目杢太郎本人やその弟子と親交があった大工職人である。 
42) 梶原忠治氏(東京都練馬区在住)本人による。 
梶原忠治氏は、3代目杢太郎の弟子であり、東京で工務店として活動している。 
43) 間島家所蔵の「当家仏年忌記」、「戸籍」、初代杢太郎に関する戒名の覚書、「改名許可申請」、
「三世間島杢太郎略歴」、「間島喜蔵履歴」、「工術指南名面長」、分家である間嶋喜蔵家所蔵の
「間嶋家系図」、間島喜平次家所蔵の間島喜平次家の来歴を記した史料と系譜を図示した「間
島家系図」、間島喜平次家の墓に彫られた「間島氏墓誌」と題した墓誌などの情報をもとに作
成した。 
44) (1)地誌、(2)間島家所蔵「工術指南名留長」、(3)間島家所蔵「履歴書」[3 代目杢太郎 昭和
25・1950 年]、(4)須田頼子氏、梶原忠治氏、加藤一馬氏に対するヒアリング、(5)社寺所蔵
の棟札および墨書、文書などから弟子の氏名と関連する情報を抽出し、弟子入りした年月日
が古い順番に一覧にした。 
45) 拙稿「佐渡宮大工間島家所蔵史料について」[『2011 年度大会(関東)学術講演梗概集』所収]
に詳しい。 
間島家所蔵史料は 2009 年 9 月の時点で約 1000 点確認できている。 
46) 分類方法は、署名と年紀の記載を根拠として行った。 
署名と年紀のない史料については、署名や年紀の記載のある他の史料との関連性をもとに
分類した。一部に明治期のものもあるが、大半は大正から昭和にかけての史料であり、3 代
目杢太郎とその弟子に関係する史料である。 
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初代杢太郎に関係する史料は、代々に貴重に継承されてきたものを中心に、初代杢太郎に
関係する署名、もしくは年紀が記されているものであり、判別し分類することが可能な状態
であった。 
2 代目杢太郎に関係する史料は、2代目杢太郎に関係する署名と年紀が書かれていたもので
ある。 
3 代目杢太郎とその弟子に関係する史料は、署名と年紀が書き込まれたものを中心に丁寧
に分類がなされていた。所有者などが判断できない史料は、署名や年紀がないもので、分類
することが困難な史料である。 
47) 『重要文化財五重塔・鐘舎・上社務所修理工事報告書』[財団法人日光社寺文化財保存会 
1981.3]を参照。 
48) 拙著「佐渡宮大工 間島家所蔵「献備五重御塔建地割下繒圖」に関する研究」[『2010 年度大
会(北陸)学術講演梗概集』所収]を参照。 
49) 初重の立面図における蟇股内に、彫刻の題材である干支が描かれていない点が異なる。 
50) 前掲『重要文化財五重塔・鐘舎・上社務所修理工事報告書』に記載された寸法を参考にした。 
51) 間島家所蔵の「献備五重御塔建地割下繪図」に記載された寸法と比較可能な項目を前掲『重
要文化財五重塔・鐘舎・上社務所修理工事報告書』に記載された寸法の項目から抽出し、比
較対照した。 
52) 前掲『重要文化財五重塔・鐘舎・上社務所修理工事報告書』ｐ.28～29「第十一節銘文及び墨
署銘(今次修理発見)」内の「文化再建墨書銘」「文政の墨書銘」記載資料にて関係する大工に
ついて確認が出来る。 
五層目小屋佐義長柱台輪上に置く部材断面には、「于時文化十四歳丑丁十月二十二日/大工
棟梁/江戸神田多町壹丁目/大久保喜平治藤原延治納」、二層目小屋内四天柱根元には、胡粉塗
料で太書きの落書きで「大久保喜平治/大工/大工屋源蔵」、文政再建時の御普請諸役を記した
掛掲示札には、「大工/江戸神田/喜平治」と記されている。 
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また、「日光山/献備五重御塔建地割/二十歩一工述」[東京都立中央図書館蔵]と「日光山東
照宮五重塔建地割之図/弐拾分一之割」[東京国立博物館蔵]、「日光山/献備五重御塔建地割/
弐拾歩壹工術」[栃木県立博物館蔵]内には、惣棟梁・寄進者・いきさつなどの再建事業に関
する記事が記載されており、「若州用達/惣棟梁/大久保喜平次/巳正月二十三日江戸ヨリ先觸
ニテ出立尤伜大五郎職人連同二月朔日出立同十月二十八日日光出立十一月二日江戸帰着御届
申上御禮相濟」と記されており、若州用達の江戸神田の大工大久保喜平次が惣棟梁であった
ことがわかる。 
53) 日光東照宮五重塔再建の経緯・経過については、『日光東照宮修営志』[別格官弊社東照宮社
務所 1925.6]と前掲『重要文化財五重塔・鐘舎・上社務所修理工事報告書』による。 
54) 日光東照宮五重塔に関係する建地割図は計 7点が確認出来ている。 
東京国立博物館には、「日光東照宮五重塔建地割之図」と「日光山廟社建地割」内の五重塔
に関する建地割図の 2点が所蔵される。「日光東照宮五重塔建地割之図」は、文化 14 年(1817)
大久保喜平治によるとされており、軸装されている。「日光山献備御五重塔建地割」と題目が
記され、三種類の線の太さを用い 20分 1 で描かれる。左には柱石口から相輪部まで間・尺の
目盛を添え、朱線・朱字を用いながら、仕様・寸法等の建築に必要な情報が断面図と共に記
され、また、惣棟梁・寄進者・いきさつ等の再建事業に関する記事も記載されており、五重
塔再建に関する情報の把握できる体裁の整った指図となっている。「日光山廟社建地割」内の
五重塔に関する建地割図は、断面図が 20 分 1 で描かれており、後世に写されたものと考えら
れる。 
都立中央図書館には、「日光山献備御五重塔建地割図」、「下野/日光山/献備五重御塔建地割
下絵図」、「献備五重御塔建地割下絵図」の 3点が所蔵される。「日光山献備御五重塔建地割図」
は、文化 14年大久保喜平治によるとされており、大きさが縦 1,790mm×横 880mm であり軸装
されている。東京国立博物館所蔵の「日光東照宮五重塔建地割之図」と同様の体裁となって
いる。「下野/日光山/献備五重御塔建地割下絵図」は、大きさが縦 3,614mm×横 1,232mm であ
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り、三種類の線の太さを用い 10 分 1 で描かれ、朱線・朱字を用いながら、右に断面図、左に
立面図が描かれ、仕様・寸法等の建築に必要な情報が記されている。「献備五重御塔建地割下
絵図」は、大きさが縦 3,563mm×横 1,082mm であり、三種類の線の太さを用い 10 分１で描か
れ、朱線・朱字を用い、右に断面図、左に立面図が描かれ、仕様・寸法など建築に必要な情
報が記されている。この指図は後世の写しと考えられる。 
栃木県立博物館には、「日光山五重塔図」の 1 点が所蔵される。「日光山五重塔建地割図」
と題目が記され、大きさが縦 1,878mm×横 751mm であり、軸装されている。東京国立博物館
所蔵の「日光東照宮五重塔建地割之図」と同様の体裁となっており、後世の写しと考えられ
る。 
55) 「秋田藩御大工戸崎家文書について」(永井康雄『東北大学建築学報 第 32 号』[1993]所収)
によれば、戸崎知重は秋田藩佐竹氏に仕え明治維新を迎えるまで御大工として 12 代続いた家
系の 11 代目にあたる人物であり、文化 11 年～12 年(1814～15)、文政 5～7 年(1822～24)の
期間において江戸に滞在し、滞在中に幕府大棟梁の平内氏や辻内氏、また神田の大工大久保
氏から種々の技術書を伝授されたと示されている。 
56) 「江戸幕府大棟梁甲良氏に就て」(田邉泰『建築雑誌 第 50 號 第 609 號』[1936]所収)によれ
ば、甲良若狭棟全は大棟梁を家職とする甲良家 10 代目にあたる人物であることが示されてお
り、忌日が明治 11 年(1878)9 月 4 日であることがわかる。しかし、経歴や業績など不明な部
分が多い。 
57) 都立中央図書館所蔵。 
甲良家伝来の資料であり、右上に「下野/日光山/献備五重御塔建地割下絵図」と題目が書
かれ、左下に「官大棟梁/甲良若狭棟全」と署名され、「官大棟梁建仁寺流正統甲良棟全□□」
と落款が押される。 
58) 間島家所蔵の「献備五重御塔建地割下繪圖」は、初層から二層までの立面図と断面図内、三
層における心柱の継手における竹を巻き金輪を巻く箇所、四層における心柱を金具で吊り下
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げている箇所、五層における断面図内、相輪部分の立面図と断面図内において記載が見られ
る。 
一方、甲良家伝来の「下野日光山/献備五重御塔建地割下繒圖」では、初層から二層までの
立面図と断面図内、三層から五層における断面図内と立面図内の一部、相輪部分の立面図と
断面図内において記載が見られる。 
59) 例えば、相輪部分の記載について、間島家所蔵「献備五重御塔建地割下繪圖」では、「九輪惣
高サ二丈五尺四寸七分/十歩一」とあるのに対して、甲良家伝来「下野日光山/献備五重御塔
建地割下繒圖」にはない。また、初層の柱間装置についての記載の中に、間島家所蔵「献備
五重御塔建地割下繪圖」では、「側柱石口ヨリ丸桁口脇キ迄壱丈六尺七寸」とあるのに対して、
甲良家伝来「下野日光山/献備五重御塔建地割下繒圖」にはない。 
60) 「江戸幕府作事方職制に就て」(田邉泰『建築雑誌 第 490 號 第 598 號』[1935]所収)による
と、大島氏文書中の「右萬延度御普請之節手續」と記された資料に、作事方組織の系統図が
示されていることが挙げられている。そこには、奉行・御大工頭・下奉行・御被官・勧請役・
大棟梁・大工棟梁・諸棟梁などが記されており、そのうち奉行・大工頭・下奉行・被官・勘
定役などは所為事務官で、大棟梁・大工棟梁・諸棟梁などは技術家とされ、大棟梁は設計監
督(技術家)の地位にあたる役職で、家職として連綿と世襲されたと論じている。 
61) 「佐渡宮大工 間島家所蔵大工書の技術解釈に関する研究」(田束優ほか『2009 年度大会(東
北)学術講演梗概集』所収]を参照。 
62) 8)に挙げた「三世間島杢太郎略歴」を参照。 
63) 大久保喜平治の書として、「門外十七種(仮題、雑作雛形)」「三之巻」「五之巻」「工術抜書(仮
題)」(『日本建築古典叢書第八巻 近世建築書‐構法雛形』[若山滋 麓和善編著 大龍堂書店
1993.3]所収)、「門外十七種(仮題、絵様雛形)」「矢根絵様」(『日本建築古典叢書第九巻 近
世建築書‐絵様雛形』[麓和善編著 大龍堂書店 1991.3]所収)が確認できている。 
「門外十七種(仮題、雑作雛形)」「三之巻」「五之巻」「工術抜書(仮題)」は、組物や組方に
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関する記述が中心となっており、「門外十七種(仮題、絵様雛形)」「矢根絵様」は、絵様に関
する記述が中心となる。「三之巻」「五之巻」「工術抜書(仮題)」「矢根絵様」は、秋田県立図
書館に所蔵、「門外十七種(仮題、絵様雛形)」「門外十七種(仮題、雑作雛形)」は、東京国立
博物館に所蔵されている。 
64) 県立秋田図書館所蔵。 
「秋田藩御大工戸崎家文書について」(永井康雄『東北大学建築学報 第 32 号』[1993]所収)
によると、「戸崎家文書とは藩政時代を通し代々秋田藩の御大工を勤仕した戸崎家旧蔵の文
書」という。戸崎家は秋田藩佐竹氏に仕え明治維新を迎えるまで御大工として 12 代続いた家
柄とされる。 
65) 東京国立博物館所蔵。 
全 18 冊構成で、第 1冊に門の記述があることから「門外十七種」の登録名が付けられてい
る。徳川宗敬氏寄贈。前掲『日本建築古典叢書第八巻 近世建築書‐構法雛形』では、文化
11 年(1814)のものとしている。本論では、『日本建築古典叢書第八巻 近世建築書‐構法雛形』
に掲載されている部分の内容のみを資料として用いた。 
66) 平内家は、代々江戸幕府作事方大棟梁の役職を務めた家柄で、四天王寺流を相伝する。前掲
の田邉泰「江戸幕府作事方職制に就て」には、初代正信から 13 代政寛までの「平内氏系圖」
が示される。 
67) 前掲『日本建築古典叢書第八巻 近世建築書‐構法雛形』を参照。 
68) 詳細は不明である。 
69) 「江戸幕府配下ならびに関東の彫物大工に関する研究」[伊東龍一 私家版 東京工業大学学位
論文]では、東京国立博物館蔵の[彫工左氏後藤氏世系図]を基に、「江戸に住み最も有力で幕
府の官工ともいわれたのが浅草の島村、京橋の後藤、下谷の石川の 3 家である」とし、島村
家の系譜を考察されている。しかし、不明な点も多い。島村勘六藤原俊矩は、この島村家と
関係すると思われる。 
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また、『山梨県史資料叢書 山梨県棟札調査報告書 河内Ⅰ』[山梨県教育委員会県史編さん
室 1997]の久遠寺祖師堂再建(文政 13・1830 年)棟札に「東都彫工/島村源蔵俊矩」とあり、
同一人物の可能性がある。 
70) 『川越の神社建築』[川越市教育委員会 2004]によれば、春日神社本殿(埼玉県川越市砂新 19
世紀中期)に、「東都彫工/嶋村俊正」と刻銘がある。 
また、『千葉県文化財実態調査報告書』[千葉県教育委員会 1996]によれば、菅原神社拝殿(千
葉県勝浦市 嘉永元・1848 年)に、｢江戸彫物元祖/嶋村俊元/八代目浅草神田川住/嶋村俊正｣
と刻銘があり、同じく愛宕神社本殿(千葉県八日市場市 嘉永 2・1849 年)に、俊正に関する刻
銘が確認されている。 
俊正は、「俊元」を元祖とし嶌村俊元 8 代目を称する、19 世紀中期頃に活躍する彫物師で
あるとされる。俊正とはこの島村俊正と同一人物と考えられる。 
71) 間島家所蔵の「工術指南名留長」の表紙には、「文政十二歳/西五十里村/先祖杢太郎以下/工
術指南名留長/己正月定号/諸職人改名/間嶋杢太郎源俊恒」とある。 
72) 5)に同じ。 
73) 縦 302mm、横 298mm、高さ 220mm の木箱に、阿弥陀如来像や閻魔像、大黒天像、上人像など、
蓮華台座などの佛具、獅子や獏の木鼻彫刻などの彫刻類が約 20 点納められている。蓋の脇面
に「彫物□/間島杢太郎」と記した紙が貼られる。 
74) 「大佛師織」、「江戸本郷春木町/平井定運門人(落款)/平井啓運」と書かれた紙が「大佛師」
と書かれた紙に包まれて、仏像などの彫刻類と共に箱内部に納められている。 
75) 詳細は不明である。 
76) 前掲『澤根町誌稿 第二輯』には、「初代間嶋杢太郎は…中略…初名を喜三治といひ、啓雲と
號す。後、杢太郎と改称せり。」とある。 
また、間島家には、雛形本に分類した史料が計 31 あり、中には「彩雲堂/間嶌啓運」、「五
十里村/彩雲堂/間嶋杢太郎/啓運」などの署名や「俊□」と読める落款があるものがある。 
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77) 東京国立博物館所蔵。 
文化 14 年(1817)に大久保喜平治によって作成されたとしている。「日光山献備御五重塔建
地割」と書かれ、仕様・寸法等の建築に必要な情報が断面図と共に記されている。また、惣
棟梁・寄進者・いきさつ等の再建事業に関する記載があり、五重塔再建に関する情報の把握
できる体裁の整った指図である。このような指図がほかにも存在するようであるが、本論文
においては日光東照宮五重塔再建事業の内容を把握出来る資料の一例として、主に当指図を
参考とした。 
78) 前掲『日光東照宮修営志』p119～121「文化修繕 文恭院(十一代将軍)」内の記載内容が挙げ
られる。 
79) 前掲『重要文化財五重塔・鐘舎・上社務所修理工事報告書』ｐ.28～29「第十一節銘文及び墨
署銘(今次修理発見)」内の記載資料が挙げられる。 
80) 『国史大辞典』には、若狭国小浜藩主酒井家 11 代目にあたる人物と示されている。 
81) 3)に同じ。 
82) 前掲『重要文化財五重塔・鐘舎・上社務所修理工事報告書』ｐ.28～29「第十一節銘文及び墨
署銘(今次修理発見)」内の「文化再建墨書銘」「文政の墨書銘」記載資料にて確認が出来る。 
83) 大久保喜平治伝来の大工書は、文化 12年(1815)、13 年(1816)に授かっている。そして、「献
備五重御塔建地割下繪図」の年紀と併せて推測すると、初代杢太郎が江戸に滞在していた期
間は文化 12 年 12 月頃から文政元年(1818)頃になる。 
84) 例えば、真野宮に関係する史料として「真野宮御造営日記/間島杢太郎/大正六年九月」と表
紙に書かれ、図面や仕様、技法、彫刻の下絵、見積もり、大工の出面などが総 47 頁にわたっ
て書かれる。 
また、松前神社に関係する史料として「昭和弐年五月廿二日ヨリ出頭ス/松前神社建築日記
/間嶋杢太郎」と表紙に書かれ、大工ごとに分けて、工事における仕事内容や期間などが総 8
頁にわたって書かれる。 
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85) 棟札は、計 21 棟から確認できており、1棟から初代杢太郎、5棟から 2代目杢太郎、15 棟か
ら 3代目杢太郎に関する名前が確認できる。 
本光寺本堂改修(沢根籠町 昭和 9・1934 年)と里宮(金北山神社)拝殿新築(真光寺 昭和 17・
1942 年)に関する棟札は、間島家所蔵史料に示される年次と合致するが、3代目杢太郎の名前
が記されておらず、里宮(金北山神社)拝殿新築の棟札には間島喜蔵の名前が記されている。 
墨書は、3棟から 3代目杢太郎に関する名前が確認できる。そして、松前神社本殿改築(松
ヶ崎 昭和 2・1927 年)については、本殿小屋内部の破風に屋根改築時の墨書が残る。妙宣寺
宝蔵新築(阿佛坊 昭和 7・1932 年)については、妙宣寺五重塔内部に宝蔵新築時に見学を行っ
たことを示す墨書が残る。妙宣寺五重塔改修(阿佛坊 昭和 14・1939 年)については、五重塔
内部に改修時の墨書が残る。 
また、3代目杢太郎、4代目杢太郎、高見松蔵の履歴や経歴に関係する史料と普請に関係す
る史料を参考にした。3代目杢太郎の履歴や経歴に関係する史料は、「三世間島杢太郎略歴」
[3 代目杢太郎 昭和 29・1954 年 1 月]、「建築士選考資格申請書」[3 代目杢太郎 昭和 26・1951
年 2 月]2 部、「二級建築史申請書」[昭和 26 年 4 月]、「履歴書」[3 代目杢太郎 昭和 29 年]、
「履歴書」[3 代目杢太郎 昭和 25・1950 年]が清書と下書きの 2部、「履歴書」[3 代目杢太郎 
昭和 7・1932 年]が清書と下書きの 2部、「履歴書」[3 代目杢太郎 大正 6・1917 年 6 月]の計
9 部ある。4 代目杢太郎の履歴や経歴に関係する史料は、「業務経歴書」[4 代目杢太郎 昭和
26 年]があり、高見松蔵の履歴や経歴に関係する史料は、「業務経歴書」[高見松蔵 昭和 26
年]、「二級建築士選考資格申請書」[高見松蔵 昭和 26 年]がある。本光寺本堂改修(沢根籠町 
昭和 9年)については、間島家所蔵史料と年代と内容が合致する普請内容を記した史料が当寺
に残る。また、白山神社社殿改築(沢根五十里 昭和 4・1929 年)については、改築の際に用い
た史料類が当神社に残り、荒崎神社社殿改築(椿 昭和 10・1935 年)については、改修の記録
が当神社に残る。 
前掲『澤根町誌稿 第二輯』には、「初代杢太郎の建設せる郡内の二、三建造物」とし、「一.
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五十里本福寺の楼門/一.五十里本光寺の山門の獅子、象/一.海府、後尾村の神社本殿」と初
代杢太郎が関与した 3 棟、「二世の設計及建造せしもの」として、「一.沢根町専得寺の山門/
一.戸地の神社の本殿/一.戸中の神社の本殿/一.相川町山ノ神、東照宮建築の棟梁後見/一.
片辺の神社本殿の設計」と 2代目杢太郎が関与した 5棟、「大正六年真野宮建築に際し棟梁に
抜擢されしによっても其真価を知るを得べし、各地の社殿、名刹、神輿、霊像等卓絶の技量
を揮ひしもの枚挙に暇あらず」とし、「一.赤泊村禅長寺建築/一.二宮神社拝殿建築/一.相川、
大山祇神社神輿/一.真野宮建築/一.松ヶ崎ノ神社拝殿、幣殿建築/一.金沢村護国神社」と 3
代目杢太郎が関与した 6棟が示されている。また、前掲『佐和田町史 通史編Ⅲ』には、明治
33 年(1900)から昭和 27 年(1952)にかけて 3代目杢太郎が関与した 27 棟が示され、「（個人住
宅等一部略）此のほか、新潟市の護国神社など、島外においても社寺建築に携わっているが
割愛した」と、個人住宅や島外における仕事に従事していたことが記されている。 
86) 3 代目杢太郎の履歴や経歴に関係する史料は、「三世間島杢太郎略歴」[3 代目杢太郎 昭和 29・
1954 年 1 月]、「建築士選考資格申請書」[3 代目杢太郎 昭和 26・1951 年 2月]の 2部、「二級
建築史申請書」[昭和 26 年 4 月]、「履歴書」[3 代目杢太郎 昭和 29 年]、「履歴書」[3代目杢
太郎 昭和 25 年]が清書と下書きの 2部、「履歴書」[3 代目杢太郎 昭和 7・1932 年]が清書と
下書きの 2部、「履歴書」[3 代目杢太郎 大正 6・1917 年 6 月]の計 9部ある。 
87) 大正 3年(1914)7 月 26 日に、勧校第 155 号として澤根町役場から 3代目杢太郎宛に実施要綱
が届いており、8月 5日から 11 日までの 7日間、澤根町新築小学校において開催、受講希望
者は 30 日までに申し出るように書かれ、その詳細が記されている。また、佐渡郡長深井康邦
から授与した修了証、3代目杢太郎が記した建築講習禄、講習生一同を写した古写真が残り、
そのカリキュラムが判明する。また、真野宮に関係する「真野宮造営日記」の中には、「佐渡
郡建築講習生」とあり、地名別に受講者の氏名が記されており、広範囲から計 69 人の職人が
受講している。中には、沢根町の土屋栄作、金沢町の笠井小作、高千村の井口治蔵など、3
代目杢太郎の弟子の名前も確認できる。 
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88) 藤岡洋保「内務省神社局・神祇院時代の神社建築」(神道文化会『近代の神社景観-神社局時
代に撮影された神社-』[中央公論美術出版 1998.4]所収)によると、「角南は大正四年に東京
帝国大学建築学科を卒業し、五年に明治神宮造営局嘱託、翌六年に同局技師になり、八年か
ら昭和二十一年まで内務技師(神社局)・神祇院技師(総務局)として神社建築行政に携わった。
彼は大正末期から昭和戦前にかけての国の神社建築行政の実質的な指導者であり、昭和十四
年に内務省神社局に造営課が新設されたときには、その課長になっている。」とある。 
89) 藤岡洋保「内務省神社局・神祇院時代の神社建築」(前掲『近代の神社景観-神社局時代に撮
影された神社-』所収)を参考。 
内務省神社局・神祇院には神社営繕に対応するため、営繕事業を担当する技師や技手など
技術者のポストが設けられていた。 
90) 12)に同じ。 
91) 間島家所蔵の「業務経歴書」[4 代目杢太郎 昭和 26・1951 年]が挙げられる。 
92) 高見松蔵は、3代目杢太郎の弟子である。 
須田頼子氏、加藤一馬氏によると、3代目杢太郎に信頼される有能な弟子であり、3代目杢
太郎に従って、4代目杢太郎と一緒に現場に出向いていたという。 
間島家には、高見松蔵の履歴や経歴に関する史料として「業務経歴書」[高見松蔵 昭和 26・
1951 年]、「二級建築士選考資格申請書」[高見松蔵 昭和 26 年]が所蔵されており、それらに
よると、昭和 2年(1927)3 月に佐渡郡澤根尋常小学校第六学年を卒業、昭和 4年(1929)3 月に
佐渡郡澤根尋常高等小学校第三学年を卒業し、昭和 4 年 4 月に 3 代目杢太郎に弟子入りした
という。 
93) 『明治神宮 戦後復興の軌跡』[今泉宜子 明治神宮社務所 2008]を参照。 
94) 梶原忠治氏による。 
95) 加藤一馬氏による。計画された年代や内容は不詳である。また、計画はロッキード事件の影
響により実現しなかったという。 
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山本家には、五重塔を描いた青焼き図面と板図面が残り、青焼き図面には、縮尺が二十分
一で建地割図が描かれ、右半分に立面図、左半分に断面図が描かれている。右下には「S=1/20
設計図/施工図、設計者/施工者/日本国新潟懸佐渡郡佐和田町鍛治町 163 番地/山本嘉作」と
記される。板図面には、青焼き図面と同様の図面が描かれ、その中心軸に沿った下方に平面
図が描かれている。 
96) 3 代目杢太郎、4代目杢太郎、高見松蔵の履歴や経歴に関する史料に、一般住宅や公共建築の
建築名が記されており、一般住宅については、山田屋住宅(沢根町 3 代目杢太郎設計)、本間
源次家住宅(不明 3 代目杢太郎設計)、伊藤芳雄家住宅(不明 4 代目杢太郎設計)、佐々木豊吉
家作業場(不明 4 代目杢太郎設計)、真藤周作家住宅(不明 4 代目杢太郎設計)、半田文一家住
宅(不明)の計 6 棟に関係する図面が、公共建築については、沢根公会堂(沢根 3 代目杢太郎
設計)、七浦小学校奉安庫(二見 3 代目杢太郎設計)、沢根小学校奉安庫(沢根 3 代目杢太郎設
計)、後山小学校奉安庫(後山 3 代目杢太郎設計)、沢根保育園(沢根 高見松蔵設計)、長木保
育所(長木 山本嘉作設計)、遊技場(不明 山本嘉作設計)の計 7棟に関係する図面が残る。 
97) 『佐渡相川の歴史 資料集八 相川の民俗Ⅰ』[相川町史編纂委員会 1986]を参照。 
98) 梶原忠治氏より。 
99) 前掲『佐渡相川郷土史事典』参照。 
100) 37)に同じ。 
101) 12)に同じ。 
102) 拙稿「本興寺本堂に関係する間島家所蔵史料について」(『2012 年度大会(東海)学術講演梗
概集』所収) 
103) 拙稿「松前神社社殿に関係する間島家所蔵史料について」(『2013 年度大会(北海道)学術講
演梗概集』所収) 
104) 表面には、「澤根専得寺唐四ツ足門設計書明治廿九年着手」とあり、裏面には、「杢太郎二代
目ガ受負ニテ建築致シタル者ナリ子忰杢蔵喜蔵等従事致ス十九才ト十七才」とある。 
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105) 間島家所蔵の出面表から出勤日数を抽出し、月ごとの工数を示した。ただし、明治 29 年
(1896)9 月から 12 月にかけての月ごとの工数の合計は、出面表に表記されている明治 29 年
中の工数小計と計算が合わない。ここでは、これらが同じ史料に記されている工数のため、
参考として表に示した。 
106) 棟札は、2 枚組、2 組が確認でき、表 13 の A と B が記載内容である。体裁は異なるが、書か
れる内容は同じである。 
107) 破風板など屋根の反りに関わる部材のことを指すと考えられる。 
108) 間島家所蔵の 3 代目杢太郎が大正 12 年(1923)6 月から大正 13 年(1924)11 月の期間を記した
日記には、「下相川本興寺大工」と題した頁があり、21 名の大工職人名が記されている。そ
して、7名と 14 名に分けられ、14 名を「相川大工」と称している。 
109) 表 12 の№(8)では、簡易的に屋根を図示しており、身舎の平面を「片屋根」とし、前面を「前
屋」、後面を「後屋」としている。 
110) 表 12 の№(10),(11)では寅吉、棟札では寅吉、寅蔵としているが、本文中では寅吉とした。 
111) 出面表には、三浦栄太郎、本間冨蔵、酒井浅次の名前がなく、大谷栄太郎、本間福蔵、酒井
桐蔵とあるが、108)では、大谷に三浦、福蔵に富蔵と訂正が加えられている。本文中では、
棟札にのる大工名を用いた。 
112) 契約書、図面、設計書、出面表の順に一覧にした。本文中では、これらの文書を No.で示し
た。 
113) 当本殿は、身舎奥行 3 間のうち、前方 1 間分を吹き放ち、その前面に向拝が付く、特徴的な
空間構成をしている。佐渡では、同様の空間構成をもつ本殿が、計 35 棟確認できている。 
114) 棟札では「神殿」、間島家所蔵の松前神社関係史料では「本殿」「神殿」と称しているが、本
文中では「本殿」と統一した。 
115) 86)に同じ。 
116) 松前神社所蔵。 
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昭和 44 年(1969)に青木長三郎が寄進したもので、「この写真は昭和二年、拝殿新築以前の
もの」と説明がある。 
117) 表 14 の№(15)には、「神殿修理材料」として、縁葛、束柱、耳板、上段敷板、階段板、高欄
板などの縁に関する部材のほか、幣軸、長押、張板、敷居、鴨居敷居、虹梁などの部材名が
記されている。 
118) 小屋内部の破風には、「昭和十三年八月十九日/改造/起工/棟梁五十里/間島杢太郎」と墨書が
ある。 
119) 表 14 の№(15)に記される「松ヶ崎大工」の工数と手間賃は、この日当では計算が合わない。
しかし、本論では、これらが同じ史料の同じ項目に記されているため、この日当を参考にし
た。 
120) 表 14 の№(15)には、「三条や」の項目で、日当について「五十里相場」と記されている。五
十里とは沢根五十里を指している。 
121) 図面、契約書、注文書、設計書、見積書、検査書、記録、手紙、出面帳の順に一覧にした。
本文中では、これらを№で示した。 
122) 表 14 の№(29)-(31)の出面表に記されている順に職人氏名を一覧にし、その工数を記した。 
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第 4 章 近代佐渡における真野宮御造営と 3 代目間島杢太郎について 
 
1.はじめに 
真野宮は、佐渡島(新潟県佐渡市)有数の霊跡、順徳天皇を奉祀する神社であり、県社に列して
いる。佐渡島の中央に広がる国仲平野の西側、真野湾に面した海岸沿いにある真野新町に位置し、
国道 350 号線と新潟県道 65 号両津真野赤泊線が合流する地点に境内を構える。真野宮御造営(以
下、御造営)は、大正 9年(1920)7 月に上棟式が行われており、近代佐渡では重要な事業であった。
そして、3代目間島杢太郎(明治 11・1878 年-昭和 29・1954 年)がその棟梁をつとめている。 
本章では、真野宮社殿の建築的特徴を示すとともに、御造営の内容を明らかにし、その上で御
造営と 3代目間島杢太郎との関係を考察する。 
 
2．現存する真野宮社殿の建築的特徴 
真野宮社殿(図 1,写真 1)は、神殿 1)・幣殿・拝殿からなる複合社殿で、拝殿と幣殿は、コンク
リート造の亀腹上にたち、神殿は一段高い切石積の基壇上にもうけたコンクリート造の亀腹上に
たつ。 
神殿は、正面 3 間、側面 2 間の切妻造妻入で、四周に高欄付の榑縁を張り、前面に木階を設け
る。身舎内部は、建具を入れて前後に間仕切り、内陣と外陣とする。柱間装置は、外陣正面の中
央柱間と内陣正面の各柱間に幣軸を構えて板戸を、外陣側面には蔀戸を吊り、室内側に障子戸を
併設する。幣殿は、正面 1 間、側面 3 間の両下造で、側面に高欄付の榑縁を張る。柱間装置は、
側面の各柱間に蔀戸を吊る。拝殿は、正面 3 間、側面 2 間の切妻造平入で、四周に高欄付の榑縁
を張り、脇障子を設け、正面に向拝 1 間と木階を設ける。柱間装置は、正面の中央柱間に諸折両
開きの板戸を、ほかは蔀戸を吊り、室内側に障子戸を併設する。神殿・幣殿・拝殿の軸部は、総
円柱で、長押と頭貫で固め、大斗舟肘木を組む。拝殿の向拝は、角柱を頭貫で固め、大斗舟肘木
を組む。身舎と向拝は海老虹梁で繋ぐ。屋根は銅板葺、軒は一軒半繁垂木であり、屋根は反りが
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なく、破風と垂木は直材である。神殿は 3 本、拝殿は 5 本の堅男木を棟の上に並べ、破風は屋根
を突き抜け、屋上で千木となり、破風の拝みに鞭懸を片方に 4 本ずつ取り付ける。神殿と拝殿の
妻面は叉首組で、幣殿と拝殿の内部は化粧屋根裏で妻面と同じ架構を見せる。 
社殿は、大規模な素木造で、直線的な構成をしており、装飾は少なく簡素である。その様式は
地域と関連を持たず、近世期の佐渡の神社建築にはまったく見られないもので、特異な形体をし
ている。ただし、頭貫木鼻や海老虹梁、舟肘木、蟇股、叉首の足元は曲線を用いており、独創的
な形状である。 
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図 1 真野宮社殿(真野新町) 平面図 
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写真 1 真野宮社殿(真野新町)  
上左：社殿全景 上右：拝殿正面 中左：拝殿妻面 中右：幣殿より神殿を見る 下左：神殿背面 下右：神殿側面  
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3．真野宮御造営の経緯 
3-1．真野宮保存問題 
江戸時代、順徳天皇の尊霊は、真野山真輪寺が皇陵の別当を兼ねて祀っていた。真輪寺は、明
治元年(1868)11 月に廃仏毀釈によって廃寺となり、真野宮が順徳天皇を奉祀する神社として新た
に創建された。明治 6年(1873)8 月に、明治天皇が順徳天皇の尊霊を後鳥羽天皇の尊霊を祀る水無
瀬神宮(大阪府三島郡)へ奉遷するよう仰せ出され、明治 7年(1874)5 月に奉迎の祭典が行われ、明
治天皇より御剣が下賜された。そして、8月に県社に列格し、真野宮と称した。明治 7年には、真
輪寺跡地において神殿造営が起工し、明治 9年(1876)5 月に竣工した 2)。また、明治 11 年(1878)9
月の明治天皇の北陸道巡幸の際に順徳天皇の遺跡として調査されている3)。明治27年(1894)7月、
2代目社司の真木山豊丸が、社殿の廃頽を理由に社殿改築および維持保存を目的とした「真野宮保
存立誠会」を設立し、補助を請願したが、明治 28 年(1895)7 月に洪水によって社殿が西南に傾斜
し、雨が漏るほどの被害を受けた。そして、明治 29年(1896)12 月、3代目社司の金刺保孚が「真
野宮保存立誠会義捐金募集」を届け出て、有志者に寄附金を請願し、資金が集まったことで改築
に着手したという 4)。しかし、社殿の所在地が低地のため水害の恐れがあり、敷地が狭隘である
ことが問題となり、境内と地続きにある高燥で社殿の保存に適した敷地に社殿を移す計画をたて
た 5)。また、明治 33 年(1900)12 月に 4代目社司の真木山孟治が御料林の払下げを願い出て、明治
38 年(1905)に引き渡されている 6)。一方、明治 31 年(1898)11 月には、維持資金の一部の資金援
助を請願し、明治 32 年(1899)3 月に宮内省から 200 円が下賜されている 7)。 
以上の経過の中で生じた真野宮保存問題は、「順徳天皇御遺蹟保存に関する建議案」として国会
に提出された。建議案は、順徳天皇を奉祀する神社であることとこれまでの経過における皇室と
の関係を踏まえ、真野宮保存の重要性を訴えている。明治 33 年 1月、衆議院で可決され、保存す
るための最低限の資金援助を求め、補助額を 30,000 円、うち 10,000 円を維持費とした。しかし、
政府は不同意とし、貴族院では次期の議会までに調査し、予算に増減を加える事とした。そして、
貴族院議員五十嵐甚蔵が明治 33 年 6 月に佐渡へ渡航して実地調査を行い、明治 34 年(1901)2 月に
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「真野宮および御遺跡に関する現地調査報告書」を作成、明治 34 年 3 月に建議案を提出したが先
送りとなり、明治 35 年(1902)2 月の議会において、貴族院で可決された。予算は、「僅かに二、三
萬円ぐらいで相当に社を保つことが出来る」となった 8)。両院の可決によって真野宮保存問題が
表面化したが、日露戦争による国家多事に際し、計画は停滞した 9)。 
3-2．前身真野宮社殿とその廃頽状況 
前身の真野宮社殿は現在のものと規模形式が大きく異なり、かなり廃頽していた。「神社明細帳」
〔明治 16・1883 年 8 月〕10)には、「一.社殿間数/本社方二間/弊殿間口二間奥行一間一尺五寸/拝
殿間口四間奥行五間/鳥居礎間二間二尺/一.境内坪数並地種/六百五拾七番(九百十番)千三拾坪
(三百四十八坪)/計一三七八坪/官有地第一種/神官祀官當村(雑太郡真野村)真木山豊樹」とある。
また、明治 40 年(1907)5 月の県社の維持方法の取り調べに関する「県社真野宮境内平面図」と「県
社真野宮建物略図」(図 2)によると 11)、境内は右側に山林、左側に郡村宅地が隣接し、敷地面積
は 1,378 坪である。社殿は、神殿・弊殿・拝殿からなり、拝殿の左脇に神饌所をもうけ、廊下で
接続している。神殿は切妻造平入、弊殿は切妻造妻入で、拝殿は切妻造平入の前面に向拝を付け
ている。また、大正 5年(1916)7 月に東宮皇太子殿下が真野宮を参拝した際の「奉迎地図」(図 3)
から社殿が北東を向いていたことがわかる 12)。そして、「真野宮および御遺跡に関する現地調査報
告書」13)に、 
真野宮ノ社殿ハ構造狭小ニシテ本殿二間半ノ二間拝殿五間ノ四間ニ過ギズ加フルニ建築ノ不
完全ナル柱梁両ツナガラ傾キ戸壁僅カニ支フ剰ヘ柱ノ如キハ古材ヲ用ヒ往々『ウメ木』ノ痕
アリ壁ハ悉ク荒壁ニシテ戸モ亦皆古障子ヲ用ヒ且一間毎ニ別々ノ構造ニシテ中ニハ骨ノ折レ
去リタルモアリ甚シキハ障子ニ代フルニ『ウメ板』ヲ以テセルアリ一見殆ンド廃寺ノ如シ殊
ニ其ノ社掌ノ私宅ト棟屋ヲ同フスルハ恰モ寺院ノ御堂ニ於ケル庫裡ノ如シ社殿ト社掌ノ私宅
トハ僅カニ三間半ノ廊下ニ板戸一枚ヲ以テ之レヲ隔ルノミ實ニ恐懼措ク所ヲ知ラズ就中最モ
恐レ多キハ神殿ノ屋根破レテ時々神職應急ノ小修繕ヲナセドモ雨露ノ漏ル是ナリ屋宇ノ朽損
ニ因ルト雖抑亦初ヨリ構造ノ不完全ナルニ基セズンバアラズ且ツ神壇ノ階壇亦峻狭ニシテ祭
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祀ノ際昇降自由ナラズ其他概シテ粗末ヲ極メ且ツ汚穢甚シトナス 
又社殿ノ現在地ハ低濕ニシテ出水毎ニ境内ニ浸水シ前年洪水ニ際シ社殿流出ノ恐レアリ村民
ノ盡力ニ依リ僅カニ之ヲ防禦スルコトヲ得タリ而シテ柵ノ如キハ粗造甚シク特ニ一部ハ切リ
タル竹枝ヲ結ビテ環ラシ門ハ舊真輪寺ノ物ヲ其儘建テアリ鳥居亦腐朽シテ将サニ倒レントス 
とあり、社殿が廃頽していたことがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 「県社真野宮建物略図」(部分) 
「県社真野宮維持方法ニ付上申」 
(「真野宮文書」所収) 
図 3 「奉迎地図」(部分) 『皇太子殿下佐渡行啓記念誌』所収
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3-3.「財団法人順徳天皇御遺跡保存会」設立と造営計画 
明治 41 年(1908)に、佐渡郡長の深井康邦をはじめ郡内有志が発起して寄付金募集を計画し、明
治 42年(1909)3 月に 4代目社司の真木山孟治が「財団法人順徳天皇御遺跡保存会」を設立した 14)。
「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」〔明治 42 年 9月〕には、「財団法人順徳天皇御遺跡保存会寄付行
為」17 條、「資産」8條、「附則」6條が決められている。そして、順徳天皇御遺跡および真野宮保
存に必要な経費の供給を目的にしており、真野に事務所を設置している。保存会の希望は、官幣
社相当の社殿をつくり、社格の昇格を果たして永久に保存することで、計画では造営を行ってか
ら水無瀬神宮 15)と同じ官幣中社への昇格を願うこととし、内務省神社局の指導を受けて設計を行
ったという 16)。また、設計図と仕様書の調整は、3代目間島杢太郎が行っている 17)。「順徳天皇御
遺跡保存会趣意書」18)には、本殿の正面立面図と側面立面図、配置図が添付されており、これら
の絵図(図 4)は、内務省神社局によって定められた「制限図」の「大社總繪圖」に準じるものであ
る 19)。本殿は、正面 3 間、側面 3 間の三間社流造で、身舎の四周に高欄付の縁が廻り、正面に木
階 7級と浜縁を設ける。身舎は、前半 2間分が外陣、後半 1間分が内陣であり、正面の寸法は「四
間一尺九寸六分」である。配置は、本殿の四周に正面 13 間、側面 17 間の透塀が廻り、正面に中
門祝詞屋 20)を構える。その前方に拝殿が、透塀の背面右側に神庫 21)がたち、それらの四周に正面
24 間、側面 35 間の内玉垣が廻り、正面に鳥居がたつ。そして、右側に社務所、左側に神饌所と祭
器庫がたち、さらに四周に正面 36 間、側面 48 間の外玉垣を廻らせ、正面に鳥居がたっている。
敷地面積は 1,728 坪である。予算は、基本金 20,000 円、建築金 27,500 円、事務費 2,500 円の計
50,000 円で、新潟県下有志者と他県在住の佐渡出身の人々に寄附金を求めている。そして、明治
45 年(1912)7 月には、内務省神社局技手兼造神宮使庁技手の桐山平太郎 22)によって、実地調査の
上、官幣大社相当の設計が行われており、合計 50,000 円の予算のうち、第 1 着手として 25,000
円をかけて拝殿から造営する計画をたてている 23)。また、6 月に佐渡の有力者約 100 名が佐渡郡
の重要問題を協議し、御造営はその第 1問題として最も重要な問題となった 24)。 
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図 4 上：配置図 左下：本殿正面立面図  右下：本殿側面立面図 「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」所収 
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4．真野宮御造営の内容 
4-1．真野宮御造営の資金募集 
大正元年(1912)には、県知事が真野宮造営の必要性を提唱し、寄付金募集を計画、12 月に県下
16 郡長、3 市長、県教育会長が発起人となり「真野宮御造営資金募集趣意書」を公表した。造営
費 31,000 円を県下各郡都市に配当して寄附金を募る計画で、佐渡郡の負担額が 10,000 円、ほか
の郡都市の負担額が 21,000 円である。表 1は、佐渡郡の配当金額の一覧であり、負担総額は便宜
上 12,000 円に設定している。なお、寄付金は、保存会による寄附金を引き継いでいる。また、御
造営が国民教育に関係するとして、県下各中等学校生徒、各小学校児童も寄付金を醵金し、出納
は県庁内務部が取り扱った 25)。さらに、寄付金募集は、佐渡出身の有力者を中心に各都市に居住
する富豪を訪問して寄附金の勧誘を行っており、越後、東京、北海道でも行っている 26)。 
御造営は、宮内省からの下賜金のほかに、この計画で集めた寄付金をもとに進められた。しか
し、大正 2年(1913)3 月から大正 4年(1915)5 月にかけて行われた官幣中社弥彦神社(新潟県西蒲 
原郡弥彦村)再建工事 27)の寄附金募集に時期
が重なり、真野宮御造営の資金募集は佐渡郡
以外の郡都市における募集を延期した。その
間、佐渡郡での寄附金募集は行い、用材の伐
採搬出、敷地拡張、地均工事などを行ってい
る。大正 5 年(1916)～6 年(1917)は、第一次
世界大戦の影響により寄附金の募集が困難
なだけでなく物価騰貴もあり、さらに設計変
更から予算を 48,050 円に修正しており、大
正7 年(1918)2月に新潟県下各郡都市の配当
金額を公表している 28)。表 2は、その配当金
額の一覧である。寄付金は、佐渡郡をはじめ 
表 2  
新潟県下各郡都市 
配当金額一覧 
(大正 7・1918 年 2 月) 
 地域名 負担額(円)
北蒲原郡 5,293.240
中蒲原郡 4,248.230
西蒲原郡 3,616.650
南蒲原郡 2,979.870
東蒲原郡 365.720
三島郡 2,190.590
古志郡 2,191.880
北魚沼郡 1,275.930
南魚沼郡 1,185.440
中魚沼郡 1,337.820
刈羽郡 2,550.010
東頸城郡 1,081.200
中頸城郡 4,521.370
西頸城郡 1,190.870
岩船郡 1,617.790
新潟市 1,340.290
長岡市 629.980
高田市 433.120
佐渡郡 10,000.000
合計 48,050.000
表 1 佐渡郡配当金額一覧 
(大正元・1912 年 12 月) 
 地域名 負担額(円)
相川 962.000
二見 296.000
沢根 382.000
河原田 211.000
八幡 194.000
二宮 555.000
金沢 832.000
吉井 602.000
新穂 1,067.000
畑野 964.000
真野 792.000
西三川 298.000
小木 536.000
羽茂 583.000
赤泊 643.000
松ヶ崎 162.000
岩首 134.000
水津 119.000
河崎 570.000
両津 547.000
加茂 561.000
内海府 93.000
外海府 163.000
高千 395.000
金泉 339.000
合計 12,000.000
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県内の広範囲から募集しており、大規模な計画であった。しか
し、寄附金が修正前の負担額すら完納に至らないため、一時は
拝殿以下の工事を延期する案も出たが、拝殿の外観上の重要性
から断行したという。さらに大正 8 年(1919)にも予算を 78,000
円に修正しており 29)、「真野宮御造営費報告」30)(表 3)によると、
御下賜金と寄附金の総額が 61,400 円であり、支出金額は 59,608
円 30 銭になっている。 
4-2．真野宮社殿の設計 
表 4 は、御造営における概算金額を示
したもので、修正前(大正元・1912 年 12
月)と修正後(大正 7・1918 年 2 月)の内訳
を一覧にしている。修正前の名目は、「順
徳天皇御遺跡保存会趣意書」〔明治 42・
1909 年 9 月〕に添付される絵図(図 4)と
比べ、中門祝詞殿と神庫、第一鳥居、第
二鳥居がなく、官幣大社としては不完全
な設計で寄附金募集を開始したことがわ
かる。さらに、大正 2年(1913)9 月にも設
計を行っており、11 月 21 日の委員会の協
議内容から、京都方向に向けて社殿を配
置する設計に変更したことがわかる。そ
して、敷地を拡張し、官幣社相当の設計 
にしたという 31)。一方、大正 4年(1915)4 月 14 日の委員会では、桐山平太郎に社殿の屋根を銅板
葺から檜皮葺にする場合の、1坪に対する見積金額の差額、屋根地の変更の必要性、耐久力につい
名目 金額(円)
敷地及地均費 4762,335
神殿費 10515,798
幣殿費 5843,098
拝殿費 16510,076
後門瑞垣 2390,250
社号標 600,000
手洗水舎 1140,280
第一鳥居 1411,000
神饌所 730,520
制札臺 48,000
皇族下乗札 105,000
玉垣石垣 1404,810
用材代 882,840
監督及準備工 4282,220
各郡市労集費 3781,715
県募集費 5199,090
支出額 59608,030
予算総額 61400,000
表 3 「真野宮御造営費報告」 
(大正 9・1920 年 7 月) 
概算(修正前：
大正元年12月)
概算(修正後：
大正7年2月)
神殿 12,000.000 12,000.000
拝殿 6,000.000 6,000.000
装飾費 3,000.000
透塀 2,000.000 2,000.000
神饌所 600.000 900.000
社務所附神符授与所 1,500.000 3,350.000
祭器庫 900.000 1,500.000
玉垣 600.000 900.000
敷地地均費 2,000.000 2,000.000
荒垣 400.000
敷石及道路改築費 2,400.000 2,400.000
工事監督事務費 2,000.000 2,000.000
第一鳥居 1,500.000
第二鳥居 1,000.000
石橋 700.000
手水舎 300.000
社号標 350.000
制札臺 150.000
皇族下乗札 100.000
地所買収費 3,000.000
式典費及記念品費 1,500.000
寄付金募集費 1,500.000
予備費 1,500.000
雑費 1,000.000
総額 31,000.000 48,050.000
金額(円)
名目
表 4 概算金額一覧 
「大正元年 12 月 16 日/真野宮御造営」、「大正 7年 2月 25 日/真野宮造営費」 
(『佐渡新聞』より)をもとに作成 
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て意見を求め、設計内容を再検討しており 32)、大正 5 年(1916)6 月 3 日の委員会では、寄付金の
収納模様によって普請方法、規模、設計を協議するとし、寄附金次第で設計を変更することが示
されている 33)。そして、大正 6年(1917)4 月 6 日の委員会で、神殿の造営箇所の実地調査を行い、
7月 12 日の委員会で神殿の位置の変更が協議され、7月 13 日の委員会で変更しないことが決まっ
ている 34)。 
表 4 の修正前と修正後の名目を比べると、敷石及道路改築費と敷地地均費に変更はなく、建築
に関する名目が増え、神殿、拝殿、透塀以外の建築に対する予算が増えており、附属する建築の
設計を大きく修正し社殿を拡充したことがわかる。大正 7年(1918)1 月 5 日には、設計の概要が公
表されており、「本殿は十五尺四方の神明造り弊殿は四間に二間半の神明造り拝殿は五間に三間の
神明造り」で、ほかに社務所神符授与所、倉庫、手水舎、神饌所、祭器庫、制札台、一ノ鳥居、
二ノ鳥居、社号標、皇族下乗札、石橋などを建築するとしている 35)。さらに 3月 15 日に本殿、拝
殿及向拝、幣殿、後門及透塀、神饌所、社務所、祭器庫、内玉垣、荒垣について仕様が公表され
ており 36)、予算が 48,050 円になっている 37)。その内容は、「真野宮神殿幣殿拝殿後門及瑞垣建築
設計書」38)に記される仕様と一致する。これによると、神殿、幣殿、拝殿、後門、瑞垣の仕様は、 
一神殿神明造屋根銅板葺…中略…素木造壱宇桁行柱真々拾五尺(弐間半)梁行柱真々拾五尺
(弐間半)此建坪六坪弐合五勺/外ニ簀子縁/延長七拾五尺(拾弐間五分)/三尺七寸五分(六分二
厘五毛)/七坪八合壱勺弐才五分/一拝殿神明造屋根銅板葺…素木造壱宇桁行真々参拾尺(五
間)梁行柱真々拾八尺(参間)此建坪拾五坪/一向拝桁行柱真々拾弐尺(弐間)梁行柱真々九尺
(壱間半)此建坪参坪/一弊殿神明造屋根銅板葺…中略…素木造壱宇桁行柱真々弐拾四尺(四
間)梁行柱真々拾五尺(二間半)此建坪拾坪/簀子縁/延長八十七尺(十四間五分)/幅三尺七寸五
分(六分二厘五毛)/九坪六勺弐才五分拝殿ノ分/延長四十尺五寸(六間七分五厘)/幅三尺(五
分)/三坪三合七勺五才/此總建坪五十四坪五合/一後門及瑞垣神明造…中略…壱構/長柱真々
七尺五寸(壱間二分五厘)後門分/延長柱真々百九十八尺(参拾参間)瑞垣分/計延長長参拾四間
弐分五厘 
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である。また、間島家所蔵の図面 39)(図 5)に見
られる仕様は、以上の情報と一致し、遺構とも
合致しており、神殿、幣殿、拝殿、後門、瑞垣
が設計通りに竣工したことがわかる。表5は、「県
社真野宮御造営の沿革及現況」〔大正 7年 7 月〕
40)に記載される予想支出金額の内訳を示したも
のであるが、その名目によると、第 1 期工事と
して神殿、幣殿、拝殿、透塀、宝蔵(祭器庫兼用)、 
第一鳥居を、第 2 期工事として神饌所、社務所、第二鳥居、玉垣、荒垣、手水舎、社号標を建築
する予定としており、総額が、予算額と近い第 1 期工事を優先したことがわかる。一方、ここで
は制札台、皇族下乗札がないが、「真野宮御造営費報告」(表 3)では、制札台、皇族下乗札が組み
込まれている。そして、大正 8 年(1919)12 月に「真野宮制札薹並皇族下乗札設計書」41)が作成さ
れており、附属する建築に関わる設計は寄附金の収納状況によって変更したと考えられる。 
桐山平太郎は、当初は模範を示そうと神殿を流造に設計したが、神社として不備があるとして
設計を改め、適当な形式として神明造を採用したという。また、その設計には新潟県建築技師の
田中三津四郎 42)が設計顧問につき、工事監督として鈴木三造 43)も参画したという 44)。流造の神殿
は、明治 41 年(1908)に示した設計と思われ、「制限図」に則って作成されたと考えられる 45)。ま
た、現在の神殿を「神明造」と称している。しかし、神殿は、棟持柱を持たず、屋根が銅板葺で
切妻造妻入である。神明造をモチーフに用いた社殿は、内務省神社局によってたびたび建てられ
ているが、その中でもきわめて特異で独自性のある建築といえる 46)。 
一方、「真野神宮設計圖」47)〔年代不詳〕(図 6)には、同絵図に書き込まれている「設計書仕様」
と合致しない配置図と立面図が図示されている。配置図と立面図によると、神殿は入母屋造平入
で、流造、切妻造になっておらず、「制限図」よりも社殿が拡充し、配置される建物に違いが見ら
れる。配置は、神殿の前方に向拝と渡殿、祝詞殿、後方に後門が直線的にたち、四周を廻る透塀
工事区分 名目 合計(円)
神殿及幣殿 15,041.000
拝殿及透塀 15,315.000
敷地買収及地均費 4,856.000
社務所用材費 1,307.000
宝蔵(祭器庫兼用) 2,250.000
第一鳥居 1,500.000
装飾費 3,000.000
工事監督及雑費 4,965.000
神饌所
社務所
第二鳥居
玉垣荒垣
敷石
手水舎
社号標
48,234.000第1期工事　総額
第1期工事
第2期工事
12,000.000
の見込み
表 5 予想支出金額の内訳(大正 7・1918 年 7月) 
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が前方で祝詞殿、後方で後門と接続する。この敷地は、石垣が積まれて最も高く、祝詞殿の前に 9
段の石段を設けている。また、神殿は、さらに高い切石基壇上にたつ。祝詞殿の前方に拝殿、さ
らに前方には神門がたち、拝殿の右側前方に神庫、左側前方に神饌所がたち、四周を廻る内玉垣
が前方で神門と接続する。この敷地は、盛土によって一段高く、神門の前に 3 段の石段を設けて
いる。さらに、神門の右側前方に水屋と祭器庫、左側前方に社務所がたち、四周に外玉垣が廻り、
正面に鳥居がたっている。「設計書仕様」と比べると、本殿と拝殿の間に幣殿がなく、向拝、渡廊、
祝詞殿がたっている。また、拝殿に向拝が付いていない。そして、神庫が組み込まれ、第二鳥居
がたつ位置に神門がたっている。内容が異なる設計が一緒に記されている理由は不明だが、その
社殿は拡充されており、大規模な計画を構想していたことが伺える。 
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図 5  
上左：「真野宮神殿正面弐拾分壱」(部分)      上中：「真野宮神殿内陣断面貮拾分一」(部分)  
上右：「真野宮幣殿正断面貮拾分臺」(部分)     中左：「真野宮神殿側面弐拾分臺」(部分)  
中右：「真野宮神殿側面断面弐拾分一」(部分)    下左：「真野宮拝殿側面貮拾分臺」(部分)  
下右：「真野宮拝殿幣殿取付正断面貮拾分壱」(部分)   すべて間島家所蔵 
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4-3．真野宮御造営の工事 
御造営は、「真野宮御造営委員会(以下、委員会)」が協議した上で進められており、佐渡郡長が
代々、建築委員長についている 48)。明治 44 年(1911)10 月 18 日、佐渡郡長の深井康邦が臨時郡会
を開会し、用材は郡内の御料林から払下げを受けることになった 49)。そして、大正元年(1912)6
月に県知事が敷地を視察し、旧社殿のたつ場所と地続きの高燥明媚な畑地 1700 坪を選定し、12
月前に実測調査が完了している 50)。大正 2 年(1913)8 月 9 日に地鎮祭が執行され 51)、社殿と社務
所などの敷地面積が 1,575 坪、拝殿前の敷地面積が 425 坪の計 2,000 坪であった 52)。そして、9
月 19 日に設計を完成し、計画を決定したという 53)。11 月 21 日の委員会では、敷地を西南の県道、
南東の郡道境まで拡張し、地均工事の完了後、神殿、弊殿、拝殿、透塀の工事を起工することに
なった 54)。 
大正 3 年(1914)3 月、木材世話役の臼杵平吉 55)が、社殿の用材に本郡産の檜材を使用し、その
多くを御料林から出す計画を公表している 56)。伐採は、小倉山と城山の御料林で行っており、木
挽は西蒲原郡弥彦村の馬場己之助 57)が請負っており、ほか 3 名の木挽が関わっている。また、臼
杵平吉と高野幸太郎 58)が、伐採や搬出などを専門に委任されている 59)。そして、大正 5年(1916)9
月 27 日の委員会の時には、小倉山は伐採と運搬が完了しており、城山は伐採が完了し、運搬は悪
材以外が完了している 60)。一方、御料林に適材が少なかったため、秋田県産の檜材を買い入れて
いる 61)。そして、本殿は御料林から伐採した檜材で造営することができたが、拝殿、幣殿、瑞垣
などの用材は間に合わず、鈴木三造が山本丹治 62)に用材の入手を依頼している。山本丹治は、大
正 8 年(1919)3 月に和木の共有林に適材があることを確認し、伐採と運搬を請負った。そして、4
月中旬から伐採に着手し、3週間で完了した。また、共有林の用材のみでは不足しているため、個
人の所有木を集伐して確保している。そして、6月に運搬に着手し、10 月に完納している 63)。 
地均工事は、郡内各地の青年会と小学校生徒の労力寄付によって大正 3年 8月 31 日から 9月 20
日、11 月 5 日から 8 日の期間に行われ、約 8 割が完了した。残りの約 2 割の地均工事は、大正 4
年(1915)9月に敷地724坪9合3勺に対して土盛工事を請負入札によって行うことが公表されてお
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り、高野幸太郎が請負った 64)。土盛工事では、土砂流失による田地への損害の予防として水路両
岸の約延長 70 間に高さ 4 尺の石垣を丸石でつくり、田地側に根止めとして古石を 2～3 段に積み
立てており、社殿位置の盛土が悪質のため良土と取り替えている 65)。そして、大正 6 年(1917)4
月 6 日の委員会で、真木山孟治から寄贈または買収する土地の登記手続きを行い、境内と民有地
の境界に標を立て、敷地拡張が完了した 66)。 
大正 6 年 6 月には、地均工事の完了につき、建築監督鈴木三造と建築技師田中三津四郎が安達
郡長と建築に関する打ち合わせを行い、工事の大体を直営として 6 月下旬から着手することとな
り、6月に御造営事務所建設に関する請負工事の入札を行い、7月に事務所が完成して引き渡され
ている 67)。工事には理事に新潟県建築技師の田中三津四郎がつき、工事監督に第 1 期工事のうち
神殿、幣殿、瑞垣、後門の工事に鈴木三蔵が、残りの工事に刈部撰次 68)がついている。また、棟
梁に 3 代目間島杢太郎、副棟梁に八幡の加藤新右衛門と金丸の後藤勘一郎がついた 69)。そして、
基礎工事が畑野村青年会、真野村青年会、吉岡村青年会、河原田町青年会、真野村軍人分会、吉
岡村軍人分会などの労力寄付によって大正 6 年 8月 4日から 8月 10 日、8 月 17 日から 20 日の期
間で行われ、その間に神殿と弊殿の素屋根が完成している 70)。大正 4 年 4 月 14 日の委員会では、
地均工事の完了後に弥彦神社再築工営所長をつとめた新潟県技師の奥山亀蔵 71)の派遣を県内務課
長に申請し、基礎工事、石材の選択などについて意見を求めている 72)。基礎工事では、神殿は煉
瓦積みで、弊殿と拝殿の柱下は 1 尺 8 寸以上の玉石を各所に積み込み、その上に 1 尺 2 寸の厚さ
に割栗石を搗き固め、さらに 1 尺 5 寸に幅 3 尺のコンクリートで固め、地覆下を巾 2 尺のコンク
リートで固めている。佐渡では未曾有の大基礎工事であったという 73)。大正 6 年 9 月 1 日に神殿
と幣殿の工事に着手し、大正 7 年(1918)1 月には神殿と幣殿の切込みが終わり仕上げに着手、11
月に終了している。また、10 月に制札台を製作している。10 月 1 日の委員会では、拝殿、瑞垣、
鳥居などの造営について議了している。また、6 月に瑞垣と後門の工事に着手し、12 月に後門、
大正 8年 1月に瑞垣の工事が終了している。そして、1月に拝殿の工事に着手し、大正 9年(1920)6
月に落成、7月に上棟祭、遷宮式、奉祝祭が行われた 74)。 
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「真野宮御造営費報告」(表 3)と古写真(写真 2)75)によると、神殿、幣殿、拝殿、後門、瑞垣、
第一鳥居、神饌所、制札台、皇族下乗札、手水舎、社号標を建てている。配置は、入口に第一鳥
居がたち、その右脇に社号標、左脇に制札台がたつ。そして、参道が北東に向かって直線的に社
殿へと続き、参道の途中、両脇に石灯篭がたち、左側に手水舎がたつ。社殿のたつ敷地は、石垣
によって高くなり、正面に石段をもうけている。そして、石段上に第二鳥居がたち、石段の両脇
に獅子と狛犬の石像が配されている 76)。社殿は、神殿と拝殿が幣殿によって繋がり、瑞垣が神殿
と幣殿を囲い、背面に後門を構えている。そして、拝殿の左脇に神饌所がたち、廊下で繋げてお
り、神饌所の手前に旧神殿がたっている。現在の境内は、竣工当時と比べて、神殿、幣殿、拝殿、
瑞垣、後門の配置は変わらないものの、境内の入口が変わり、真野川に神橋を架けて、新たな参
道を東方向にある旧入口に向けて延長している。第一鳥居と制札台、社号標は、神橋手前に、石
灯篭が旧入口に、手水舎が手前に移されている。そして、第二鳥居がなくなり、両脇に玉塀を備
えた神門がたっており、その右脇に社務所を併設している。獅子と狛犬の石像は、拝殿の正面に
移されており、旧神殿がなくなっている。 
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5．真野宮御造営と 3代目間島杢太郎 
大正 7 年(1918)1 月に、鈴木三造が御造営の概要を公表し、「御造営開始以来、大工棟梁その他
の選定について、少なからず苦心したが、その後、爾々に確かめた上で、諸氏を選定した」とし
ている 77)。また、「二級建築士選考資格申請書」78)にある真野宮の項目では、「銅板屋根葺時の安
達郡長殿より棟梁を命ぜられ施工主任として従事」とあり、3代目間島杢太郎が神殿の屋根葺の際
に棟梁を命じられたことがわかる。そして、山本半蔵の「日記」79)では、大正 6年(1917)12 月 29
日には棟梁と称されている。一方、「真野宮工作費佛渡精査帳」80)では、大正 6 年 9 月 25 日から
大正 9年(1920)1 月までの大工職人に関する契約と支払いについて経過が記されており、工費など
をまとめて 3 代目間島杢太郎は山本半蔵に請求している 81)。また、大正 7 年(1918)1 月に鈴木三
造によって公表された御造営の概要と出面表、「真野宮御造営日記」82)の「真野宮建築職人名簿」
によると、棟梁と副棟梁の 3人を含む計 57 名の職人が関わり、沢根五十里、両津、金丸、泉、八
幡、濱中、真野新町、長木、戸中、河原田、筵場、小木など郡内の広範囲から来ているが 83)、中
には 3 代目間島杢太郎の弟子である後藤勘一朗、三浦栄太郎、笠井小作、笠井森之助の 4 名が関
わっており 84)、後藤勘一朗は副棟梁についている。そのため、3 代目間島杢太郎は御造営開始当
初から大工職人の中でも現場をまとめる代表格の存在であったと考えられる。 
「真野宮御造営日記」85)の中には、真野宮社殿の平面図が描かれ、各所の説明、寸法、坪数、
枝割などを記し、さらに神殿の立面図、神殿屋根の立面図、軒先の断面図、弊殿妻面の叉首組、
脇障子、高欄、木階などの立面図、継手の詳細が描かれ、寸法と説明が記されている。間島家所
蔵の図面には、寸法などの書き込みがなく、これらは詳細を把握するために記したものと考えら
れる。 
興味深いのは、弥彦神社再建における弥彦神社が所有する各建物の情報が詳細に書き込まれた
図面の存在で、「小屋組側面」、「小屋組正面」、「拝殿小屋組詳細図」、「拝殿側面詳細図」、「拝殿天
井其他」、「舞殿縦横断面図」と題した絵図が残り、拝殿側面の立面と断面、屋根伏、小屋組み、
軒先、舞殿の断面、木負と茅負、垂木の配置、規矩の詳細がわかる。さらに各建物の仕様書、定
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雇職工人夫使役規程、惣工費および支出惣額とその内訳を写しており、材料と職工、人夫にかか
った金額が詳細にまとめられている。また、「建築講習録」86)には、弥彦神社社殿再建の棟梁が三
島郡日吉村鳥越の長谷川熊平と中村有助倅忠作であったことが記されている。真野宮は、弥彦神
社と社殿の配置や形体が異なるが、3代目間島杢太郎は弥彦神社再建工事を参考にしていたようで
ある。桐山平太郎は、弥彦神社再建の設計に関わったとされているため 87)、3 代目間島杢太郎は
弥彦神社の建築に関する情報が得やすい環境にいたと考えられる。また、明治 41 年(1908)の真野
宮設計の際に設計書と仕様書の調整を行っているから、以前から内務省神社局による神社建築に
関する知識を習得する機会があったことが推測される。 
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6．3 代目間島杢太郎に見る神社建築の変化について 
3 代目間島杢太郎は、御造営により新たな造形・意匠を習得したと考えられる。招魂社神殿(河
原田諏訪町 昭和 7・1932 年 図 7,写真 3)は、切石積の基壇上に設けたコンクリート造の亀腹上に
たち、正面 3 間、側面 2 間の切妻造平入で、三方に高欄付の切目縁を張り、脇障子を設け、正面
に向拝 1 間と木階を設ける。柱間装置は、正面中央柱間に板戸を構える。身舎は、円柱を長押と
頭貫で固め、大斗舟肘木を組む。向拝は、角柱を頭貫で固め、大斗舟肘木を組む。身舎と向拝は
海老虹梁で繋ぐ。屋根は銅板葺、軒は一軒半繁垂木で、屋根は向拝にやや反りがある程度で、破
風と垂木は直材である。棟の上に 7 本の堅男木を並べ、破風は屋根を突き抜け、屋上で千木とな
り、破風の拝みに鞭懸を片方に 4 本ずつ取り付ける。妻面は叉首組である。この建築は中規模な
素木造で、直線的な構成であり、簡素で装飾は少ない。真野宮社殿と共通する点が見られる。ま
た、頭貫木鼻や舟肘木、海老虹梁は真野宮社殿と同じ形状をしており、細部意匠に関連性が窺え
る。 
この造形・意匠は、神社建築以外にも用いられており、七浦小学校奉安庫(二見 昭和 16・1941
年)、後山小学校奉安庫(宮川 昭和 17・1942 年 図 8)、沢根小学校奉安庫(沢根町 年代不詳)など
は様式的関連性が窺える。後山小学校奉安庫は、正面 1 間、側面 1 間の切妻造平入で、四周に高
欄付の切目縁を張り、正面に木階 4 級を設ける。柱間装置は、正面に板戸を構える。身舎は円柱
を長押と頭貫で固め、舟肘木を組む。屋根は銅板葺き、軒は一軒半繁垂木で、屋根は反りがなく、
破風と垂木は直材である。棟の上に 7 本の堅男木を並べ、破風は屋根を突き抜け、屋上で千木と
なり、破風の拝みに鞭懸を片方に 4 本ずつ取り付ける。妻面は叉首組である。この建築は素木造
で、直線的な構成であり、簡素で装飾は少ない。 
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3 代目間島杢太郎による神社本殿の形体が間島家所蔵の図面や設計書、遺構からわかるが、真野
宮御造営の前後で変化している。まず遺構を参考に初代間島杢太郎と 2 代目間島杢太郎による本
殿をふくめ御造営前の本殿について述べる。 
図 8 「畑野村後山奉安庫二十分一」(部分) 間島家所蔵 左：正面立面図 右：側面立面図 
図 7 「招魂社神殿側面立面図」(部分) 間島家所蔵 写真 3 招魂社神殿(河原田諏訪町)全景 
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初代間島杢太郎による石動神社本殿 88)(後尾 安政 5・1858 年 図 9,写真 4)は、改築によって向
拝と縁から下部が取り払われており、現状では一間社寄棟造で、屋根が板葺き、軒は二軒繁垂木
である。そして、身舎の正面に桟唐戸を入れる。身舎の軸部は、丸柱を長押と頭貫で固めるが、
正面には長押を廻していない。組物は隅行方向にも手先を出した拳鼻付の出組で、支輪が廻り、
中備に板蟇股を飾る。柱頭に木鼻彫刻を付ける。身舎正面の差鴨居上に梁を輪薙ぎこんでいた蟻
掛けの痕跡が残り 89)、当初は身舎正面の間口よりも間口の狭い向拝をもうけていたようである。
また、向拝に付いていた彫物が残っており、向拝柱の柱頭に木鼻彫刻を付け、虹梁型頭貫の差口
下端に彫物を飾っていたようである。 
2 代目による本殿は、白山神社本殿(南片辺 明治 14・1881 年 図 10,写真 5)と熊野神社本殿(戸
地 明治 22・1889 年 図 11,写真 6)が前面に向拝がつく一間社入母屋造、羽黒神社本殿(北片辺 明
治 15・1882 年 図 12,写真 7)と大山袛神社本殿(戸中 明治 27・1894 年)は一間社流造で、屋根が
桟瓦葺、軒は二軒繁垂木である。そして、三方に高欄付の切目縁を張り、脇障子を設け、正面に
桟唐戸を入れ、木階と浜縁を設ける。身舎は円柱を長押と頭貫で固め、正面には内法長押を廻さ
ずに差鴨居を入れる。そして、柱頭に木鼻彫刻を付ける。組物は白山神社本殿と羽黒神社本殿が
出三斗、熊野神社本殿が出組であり、中備に彫物を飾る。向拝は、角柱を虹梁型頭貫で固め、柱
頭に木鼻彫刻を付け、虹梁型頭貫の差口下端に彫物を飾る。組物は平三斗、または出三斗を組み、
中備に彫物を飾る。身舎と庇は、海老虹梁で繋ぐ。なお、白山神社本殿(南片辺)と大山袛神社本
殿(戸中)は、向拝の間口が身舎正面の間口よりも狭くなっており、身舎正面の頭貫に海老虹梁を
輪薙ぎこんでいる。 
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図 10 白山神社本殿(南片辺) 平面図 
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図 9 石動神社社殿(後尾) 平面図 
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写真 5 白山神社本殿(南片辺) 正面 
写真 4 石動神社本殿(後尾) 上：本殿正面 下：本殿細部意匠 
第 4 章 近代佐渡における真野宮御造営と 3 代目間島杢太郎について 
 
239 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 代目間島杢太郎による御造営前の本殿は 3棟が挙げられ、遺構によると、いずれも切妻造平入
となる。北野神社本殿(稲鯨 大正 3・1914 年 図 13,写真 8)は一間社流造で、身舎の正面に硝子戸
を入れ、高欄付の切目縁を張り、木階、浜縁を設ける。内部は建具を入れて内陣、外陣に間仕切
る。身舎は円柱を長押と頭貫で固め、正面には長押を廻さずに差物を入れる。そして、柱頭に木
鼻彫刻を付ける。組物は平三斗を組む。向拝は、角柱を虹梁型頭貫で固め、柱頭に木鼻彫刻を付
け、虹梁型頭貫の差口下端に彫物を飾る。組物は平三斗を組み、中備に彫物を飾る。身舎と庇は、
海老虹梁で繋ぐ。なお、向拝の間口は身舎正面の間口よりも狭く、身舎正面の差鴨居に海老虹梁
を輪薙ぎ込んでいる。初代間島杢太郎による石動神社本殿(後尾)と 2 代目間島杢太郎による白山
写真 6 熊野神社本殿(戸地) 正面 
写真 7 羽黒神社本殿(北片辺) 正面 図 12 羽黒神社本殿(北片辺) 平面図 
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図 11 熊野神社本殿(戸地) 平面図 
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神社本殿(南片辺)と大山袛神社本殿(戸中)は、身舎正面に内法長押を廻さずに差鴨居を入れ、向
拝間口が身舎正面の間口よりも狭く、海老虹梁を身舎側の差鴨居上に輪薙ぎこんでおり、手法に
継続性が窺える。大山袛神社本殿(相川下山之神町 大正 4・1915 年 図 14,写真 9)と小平神社本殿
(大浦 大正 6・1917 年以前)は、前面に向拝を付けず、一間社切妻造平入となり、正面に高欄がつ
く切目縁と木階、浜縁を設ける。浜縁は拭板敷で、弊殿の床高と同じである。大山袛神社本殿(相
川下山之神町)は、身舎内部に建具を入れて内陣、外陣にように前後に間仕切り、外陣空間を吹き
放ち、切目縁が食い込んでおり、北野神社本殿の向拝と身舎正面の敷居を取り外した形態をして
いる。小平神社本殿は、切目縁を張り出し、通例より奥行が深くなる。 
以上の本殿は、海老虹梁や組物を用い、木鼻や海老虹梁、蟇股などの部材が彫刻化しており、
装飾性、意匠性の優れる建築である。そして、近世以来の伝統に依拠した様式を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 8 北野神社本殿(稲鯨) 上：正面 下：身舎正面 
図 13 北野神社本殿(稲鯨) 平面図 
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御造営後の神殿 90)は 8 棟が挙げられ、図面と設計書、遺構によるとすべて切妻造妻入となり、
装飾は少なく簡素である。熊野神社神殿(小野見 大正 9・1920 年 図 15,16)は、御造営後の最初の
遺構であるが、その変化が早くも確認できる。神殿は、正面 1 間、側面 3 間の切妻造妻入で、大
規模である。そして、屋根が桟瓦葺、軒は一軒半繁垂木である。内部は、前方 2 間分がふき放ち
の外陣、後方 1 間分が内陣であり、正面に高欄付の切目縁を張り、木階を設ける。軸部は、角柱
を切目長押と内法長押、頭貫で固め、舟肘木を組む。妻面は、桁材と大斗舟肘木で構成される。
なお、図面では頭貫木鼻に絵様が描かれるが、遺構には頭貫木鼻がない。この神殿は、柱が角柱
となり、平面は単純な矩形となっている。そして、切妻造妻入となり、垂木の間隔が大きく、屋
根は直線に近い。また、虹梁や組物などがなく、装飾は少ない。この変化は御造営によって習得
した造形・意匠を応用して創造されたものと推測できる。そして、その後の白山神社神殿(沢根五
写真 9 大山袛神社本殿(相川下山之神) 上：正面 下：側面 図 14 大山袛神社社殿(相川下山之神) 平面図 
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十里 昭和 4・1929 年 図 17,18)、石動神社神殿(後尾 昭和 6・1931 年 図 19)91)、大山袛神社神殿
(西三川 昭和 11・1936 年 図 20,21)、夷神社神殿(小田 昭和 14・1939 年)、善知鳥神社神殿(相川
下戸村 昭和 17・1942 年 図 22)92)、塩釜神社神殿(相川江戸沢町 昭和 17 年)、五所神社神殿(下川
茂 昭和 23・1948 年 図 23)なども同様の傾向を示している。ただし、身舎内部の構成に違いがあ
り、熊野神社神殿(小野見)、善知鳥神社神殿、五所神社神殿は、身舎内部に建具を入れて前後に
間仕切り、内陣、外陣とし、外陣空間を吹き放っている。一方、白山神社神殿(沢根五十里)、夷
神社神殿、塩釜神社神殿、大山袛神社神殿(西三川)、石動神社神殿は、身舎内部を一室とし、そ
の後方に旧本殿を安置している。白山神社(沢根五十里)に関係する図面では旧本殿を「内陣」、そ
の前方を「外陣」としており、夷神社や大山袛神社(西三川)に関係する設計書には旧本殿を改築
して空殿にすることが記されている。また、白山神社(沢根五十里)、夷神社、塩釜神社に関係す
る設計書では、本殿を「神殿造り」、「吾妻造り」と称している。 
一方、拝殿は近世以来の伝統性に準ずる様式をしている。熊野神社拝殿(小野見 大正 9・1920
年 図 15)は、正面 3 間、側面 3 間の入母屋造平入で、正面に向拝 1 間が付く。屋根が桟瓦葺、垂
木は二軒繁垂木である。身舎は、角柱を飛貫、頭貫で固め、正面は虹梁型挿鴨居を各柱間にわた
し、出三斗と平三斗を組む。向拝は、角柱を虹梁型頭貫で繋ぎ、出三斗を組んで手挟を置き、中
備に彫物を飾る。身舎と向拝は海老虹梁で繋ぐ。この拝殿は、海老虹梁や組物を用いており、向
拝の虹梁型頭貫や海老虹梁には籠彫が施され、木鼻や蟇股などの部材が彫刻化しており、虹梁や
頭貫、手挟には絵様が彫られている。 
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図 16 「熊野神社神殿側面立面図」(部分) 間島家所蔵 
図 18 「白山神社神殿側面」(部分) 間島家所蔵 
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図 15 熊野神社社殿(小野見) 平面図 
図 17 白山神社社殿(沢根五十里) 平面図 
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 図 21 「金山大山袛神殿側面二十分一」(部分)
間島家所蔵 
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図 20 大山袛神社社殿(西三川) 平面図 
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図 19 石動神社本殿(後尾) 平面図 
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3 代目間島杢太郎は、ほかにも内務省神社局が関係する神社造営に関わっている。間島家所蔵「国
幣小社度津神社復興御造営に就て梱願」93)および『羽茂村誌』〔羽茂村村誌編纂委員会 1956〕な
どによると、度津神社(羽茂飯岡)は、明治 4年(1871)に国幣小社に列格しており、昭和 5年(1930)
に宮司金原源太夫が内務省神社局から赴任し、境内狭小、社殿荒廃の状態にあったことにより、
内務省および県に造営の必要性を陳情し、復興造営が発案されたという。また、昭和 6年(1931)12
月に内務省神社局主任技師角南隆が実地視察を行い、角南隆は荒廃の実情から御造営案を内示し
ている。そして、角南隆の推薦により東京の小林建築事務所が設計にあたり、小林福太郎が昭和 7
年(1932)2 月と 4 月の 2 度にわたって実地調査を行い、角南隆の指導のもと境内拡張整理と本殿、
幣殿、拝殿、玉垣、大鳥居などの設計案を作成したという。昭和 7 年 6 月、国会の臨時議会にお
いて、地方有志 500 名余りの署名をもって貴族院・衆議院に請願書を提出し、6月 10 日に貴族院、
6月 14 日に衆議院で可決され、御下賜金 500 円、国庫金 12,000 円の資金援助を受けて本殿改築に
着手したという。そして、昭和 7 年 9 月に県会建議において建議案が可決されている。また、昭
和 7 年 10 月には、一ノ宮奉賛会を設立して郡内外にわたる浄財寄附の大勧募を起し、昭和 10 年
(1935)まで行い、本殿、幣殿、拝殿の工費 100,000 円のうち 50,000 円が集まったという。間島家
には昭和 7 年に作成された本殿、幣殿、玉垣に関する仕様書、見積書などの実務的な史料が残る
図 22 「善知鳥神社神殿側面」(部分) 間島家所蔵 図 23 「五所神社神殿側面」(部分) 間島家所蔵 
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94)。なお、拝殿および社務所、鳥居の造営では羽茂飯岡の金子芳蔵が棟梁をつとめている。 
『近代の神社景観』には、昭和 7 年に撮影された旧覆屋と幣殿の古写真(写真 10)と昭和 9 年
(1934)に撮影された本殿と幣殿の古写真(写真 11)が掲載されており、昭和 9 年の古写真は、幣殿
前に繋がる拝殿と接続する階段が前身のものである 95)。 
度津神社本殿・幣殿(羽茂飯岡 昭和 9年 図 24,写真 12)は、切石造の布基礎上にたつ。本殿は、
正面 1 間、側面 3 間の流造で、向拝 3 間である。身舎側面は中央柱間が広く、腰長押上と足元に
連子窓を設け、ほかは板壁である。向拝の側面は両開板戸を構え、向拝の正面両脇柱間に板壁を
入れ、正面中央柱間は前面に軒唐破風が張り出したように幣殿が繋がる。そして、本殿内部は天
井を張らず、身舎と向拝は間仕切りのない一室の空間となり、向拝部分には幣殿よりも一段高い
床を張り、身舎部分の土間に旧本殿を納めている。身舎は、円柱を長押と貫で固め、隅の柱上で
貫をうけ、さらに直行する桁をうける。また、内法長押上の中央に束をたて、貫で固め、柱上と
束上に舟肘木を組み、母屋桁および梁をうけ、叉首組を組む。向拝は、円柱を貫で固め、中央に
虹梁をわたし、虹梁上に中備の蟇股を飾る。柱で桁と梁をうけ、梁を身舎柱に挿して、身舎と向
拝を繋ぐ。幣殿は、正面 3 間、側面 2 間の切妻造妻入である。側面の各柱間には、腰貫上に引違
いのガラス戸を入れる。内部は格天井を張る。正面は拝殿に接続する階段と繋がる。円柱を長押
と貫で固め、正面の中央に虹梁をわたし、妻面は叉首組である。幣殿と本殿の周りに玉垣が廻る。
本殿・幣殿は、大規模な素木造で、直線的な構成をしており、装飾はなく簡素である。屋根が厚
い銅板葺、軒が一軒半繁垂木で、破風と垂木は直材であり、本殿の屋根の向拝にやや反りがある
程度である。そして、本殿の棟の上に 5本の堅男木を並べ、置千木を飾る。 
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写真 11 度津神社本殿および幣殿  
古写真(昭和 9・1834 年) 『近代の神社景観』所収 
写真 10 度津神社本殿および幣殿  
古写真(昭和 7・1932 年) 『近代の神社景観』所収 
写真 12 度津神社(羽茂飯岡)  
上：本殿および幣殿 中上：幣殿側面  
中下：本殿側面     下：幣殿より本殿を見る 
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図 24 度津神社社殿(羽茂飯岡) 平面図 
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『金井町史 近代編』〔金井町史編纂委員会 1967.11〕によると、佐渡護国神社(千種)は、日清
戦争に出征した佐渡出身の戦没者 49 名を祀る明治記念堂(千種 明治 28・1895 年)が荒廃したこと
によって建設されたという。建設運動は、昭和 11 年(1936)に金沢村婦人会の小菅タマを中心とす
る「明治記念堂改築造営奉賛会」によって進められたという。また、護国神社が一県一社に統一
されたことにより、認可の下りない問題が起こるが、佐渡がこれまで一国として取り扱われてき
た経緯と離島である特殊性が認められ、内務省および知事の承認を得たという。そして、3代目間
島杢太郎は、小菅タマ、宮司と一緒に全国の招魂社や護国神社を視察して設計案を作成し、内務
省神社局技師の角南隆造営課長の助言を受けて設計図が完成したという。 
昭和 12 年(1937)から寄附勧進が始まり、旧金沢小学校の敷地を境内にすることが決まり、昭和
15 年(1940)から整地作業を始め、昭和 18 年(1943)に着手、昭和 19 年(1944)に地鎮祭が行われ、
昭和 21 年(1946)に本殿が完成、昭和 23 年(1948)から 24 年(1949)にかけて祝詞殿が建設され、昭
和 24 年 11 月 26 日に社殿が完成していない中、英霊の御遷座式、合祀式、秋の大祭を兼ねた祭事
を行ったという。また、宮司不在の問題もあったが、弥彦神社の宮司が兼務することで昭和 27 年
(1952)に神社として認められたという。 
間島家所蔵「契約書」では、昭和 18 年 6 月 20 日に、3代目間島杢太郎、4代目間島杢太郎、高
見松蔵が大日本婦人会金沢村支部長の小菅タマと、本殿、祝詞殿、渡廊、翼廊、神供所、祭器庫、
廻廊、拝殿、本殿周囲透塀の建築に関する契約を交わしている 96)。 
間島家には、「内務省神社局造営課課長内務技師兼造営宮技師角南隆」に宛てた手紙の下書きが
残り、 
先生ノ申スニハ招魂社(即チ護国神社ハ)一県一社ニシテ県民ハ一社ヘ一團ノ敬宗ヲ仰グ様ト
定メ有レ共県内ニ於テ遠方ニテ参詣ニ間繰リ出張出来難ク不便ノ為メ二社ト云フ県モ有リ其
他ニ許可ハ一切無キ者ト申シタリ神主村長ヨリ佐渡ハ日清戦争以後三百有余ノ忠心ヲ此宮ニ
有リ又海路固難ノ故郡民一團トナリ参詣スル様ニト記念堂ガ有ル者故郡意ノ者ヲ建築致シ□
事ト申シタルニ先生モ御仝意ノ様ニ申シタリ 
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神社ノ様式ヲ伺ヒタルニ先生ヨリ指揮ハ出来ズ希望ノ主ヨリ平面ヲ造リ訂正シテ貰ヒ度ト申
セバ御相談申上ル事ニトテ神社ノ御話ハ役所ニ於テ御相談ガ宜シク様ニ御座候 
神殿ガ流レ造リナレバ拝殿及御門等モ此レニ準ジ流レ造トスルガ本意トシ寒暖ノ土地ニ依リ
工造ヲ異ニスル場合モ此有リ明治神宮ノ如キ方宜クト申候 
とあり、3代目間島杢太郎が、佐渡護国神社造営について内務省神社局造営課課長の角南隆に相談
しており、社殿の建築について明治神宮を参考にしていたことがわかる。また、3代目間島杢太郎
は、東京市下谷区竜泉寺町(現、東京都台東区)に住む山田市郎 97)に、明治神宮の建築についての
調査を頼んでいたようで、間島家には、その報告を記した昭和 14 年(1939)10 月 2 日と昭和 15 年
(1940)5 月 22 日付けの 2 通の手紙が残る。昭和 15 年 5 月 22 日付けの手紙には、拝殿の仕様につ
いて記されており、拝殿と廊下の立面と平面を縮尺 60 分 1 で描いた「明治神宮見取図」と題した
図面が添付されている 98)。3 代目間島杢太郎は、佐渡護国神社造営にあたり、明治神宮を参考に
近代神社建築について学習していたようである。そして、間島家に佐渡護国神社の建設に用いた
設計図が残る(図 25,26)。「内務省神社局・神祇院時代の神社建築」(藤岡洋保 前掲『近代神社の
景観』所収)には、角南隆が府県社以下神社の営繕に関して、随時問い合わせに応じていたことが
示されており、「佐渡護国神社(無指定護国神社)から三つの平面計画案を提示して意見を求められ
たとき、本殿と祝詞舎がひとつながりで、さらに祝詞舎と拝殿が廻廊によって一体化された案を
勧めている。」とし、三案の中で参拝にもっとも適した平面であるとしている。 
藤岡洋保氏によると、角南隆が設計した社殿は、本殿と祝詞殿を介して一体化させ、拝殿の規
模を大きくし、その両側から廻廊を延ばし、社殿を連結したものが多く、社殿郡が一体的なまと
まりをもった建築として表現されているという。また、神聖な場所である本殿に近くなるほど、
敷地の高さを上げ、社殿を石張りの基壇に載せるのも一般的な特徴で、基壇などで持ち上げられ
た本殿だけに千木や勝男木をつけ、多様に連なる屋根の中で本殿の屋根がひときわ高く聳え、遠
目にもそれと窺えるようにデザインしているとしている。3 代目間島杢太郎が作成した設計図は、
角南隆の設計案が取り入れられている。 
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社領には鳥居、本殿、祝詞殿、神饌殿、祭器座、渡廊、翼廊、廻廊、拝殿、社務所を有してお
り、社殿(図 27,写真 13)は基壇上にたち、左右対称の構成を取る。拝殿、祝詞殿、本殿を一直線
上に配置し、拝殿と祝詞殿の間に一段低い祭場をもうけて、拝殿と祝詞殿を渡廊・翼廊・廻廊で
繋ぎ、祭場を囲んでいる。そして、神饌殿と祭器座が、祝詞殿の両脇、渡廊が折れ曲がる位置に、
突き出すように配置されている。 
間島家所蔵の設計図は、南北の廻廊の間口が狭くなり、社殿の背面、神饌殿と祭器座の内法か
ら本殿、祝詞殿、渡廊を瑞垣で囲い、本殿の背後に後門をもうけているが、遺構と異なっている。 
本殿は、正面 1 間、側面 2 間、コンクリート造の亀腹上にたつ流造で、四周に高欄付の切目縁
を張り、脇障子を設け、前面に木階 5 級を設ける。内部は、間仕切りを入れて前後に区画し、内
陣と外陣のようにしており、外陣の側面に両開きの板戸を入れる。身舎は、円柱を長押と頭貫で
固め、出三斗・平三斗組物を組む。中備は飾らない。内陣正面は、円柱を長押で固めており、妻
面は叉首組である。向拝は、角柱を虹梁型頭貫で固め、舟肘木で受ける。身舎と向拝は梁で繋ぐ。
向拝の側面は、片開きの板戸を入れる。そして、屋根が厚い銅版葺、軒が二軒半繁垂木で、棟の
上に 5本の堅男木を並べ、置千木を置く。 
祝詞殿は、正面 1 間、側面 3 間の切妻造妻入で、正面に軒唐破風が付く。背面が本殿に、左右
が渡廊に繋がる。側面前方 1 間は土間で、正面に諸折両開きの桟唐戸を入れ、側面は間仕切りを
入れる。側面後方 2 間は、床高が高く木階 3 級をもうけ、側面には引違いの障子窓と格子を併設
している。正面は角柱を長押で、側面後方 2 間は柱を地幅と貫で固め、舟肘木を組む。屋根が厚
い銅版葺、軒が一軒疎垂木である。 
渡廊は、桁行 8.5m、梁行 2.1m、切妻造妻入である。角柱を地幅と貫で固め、舟肘木を組む。そ
して、梁行に虹梁をわたし、間斗束を備える。屋根が銅版葺、軒が一軒疎垂木である。 
神饌殿は、正面 1 間、側面 2 間、切妻造妻入で、正面は翼廊に繋がる。正面は両開きの板戸を吊
り、外側側面は引違いの板戸を入れる。内部は土間で、天井は張らない。角柱を貫と長押で固め、
舟肘木を組む。妻面は叉首組である。屋根が銅版葺、軒が一軒疎垂木である。 
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祭器座は、神饌殿と同じ形体をしており、内部の後方に床を張る。 
翼廊は、桁行 4.2m、梁行 3.5m、切妻造妻入で、屋根が銅版葺、軒が一軒疎垂木である。外側に
両開きの板戸を入れ、格子を組んでいる。角柱は、地幅と貫で固め、舟肘木を組む。そして、梁
行に虹梁をわたし、間斗束を備える。 
廻廊は、間島家に残る設計図では梁間 2.0m の廊下が描かれているが、現在の廻廊は建設当初の
ものではない。 
拝殿は、正面 5 間、側面 3 間、入母屋造平入で、両側面が回廊と繋がる。柱間装置は、正面の
中央 3 間に両開きの板戸、その両脇柱間に蔀戸、背面の中央 1 間に両開きの板戸、中央両側面に
両開き板戸を入れ、ほかは引違いの格子窓を格子と併設している。内部は土間敷きで、天井は格
天井である。円柱を地幅と長押、頭貫で固め、大斗舟肘木を組む。中備は飾らない。妻面は、叉
首組である。屋根が厚い銅版葺、軒が一軒半繁垂木である。 
社殿は複合的なまとまりをもち、複雑に連結している。そして、大規模な素木造で、直線的な
構成を基調とし、装飾は少なく簡素である。しかし、一部に曲線が用いられ、装飾意匠が認めら
れる。拝殿と本殿、祝詞殿の屋根は反りがあり、本殿の細部は組物を用い、頭貫木鼻や肘木は曲
線を用いた複雑な形状となり、唐草絵様が彫られている。 
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図 25 「佐渡護国神社々殿新築設計図/本殿正面及断面祝詞殿翼廊透塀断面縮尺二十分之一」 間島家所蔵 
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図 26 「記念堂平面六拾分一」(部分) 間島家所蔵
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図 27 佐渡護国神社社殿(千種) 平面図 
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写真 13 佐渡護国神社(千種)  
上左：拝殿側面 上中：本殿側面 中：祝詞殿および渡廊 下左：祝詞殿内部 下右：祭場 
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7．小結 
真野宮御造営の発端は、順徳天皇を奉祀する真野宮の社殿を保存することの重要性を示すこと
にあった。御造営は、真野宮の社格の昇格とともに境内を拡充することを目的に行われた。そし
て、佐渡郡、新潟県が取り組むべき重大な問題となった。しかし、計画通りに進展せず、幾度の
変更を経て、保存問題が表面化してから御造営の第 1期工事の完了を迎えるまで約 20 年間を要し
ている。工事は、宮内省からの下賜金と県主導の寄付金募集計画によって集めた寄付金をもとに、
御造営委員会を組織して進めている。注目すべきは県社であるにも関わらず、設計に内務省神社
局技手兼造神宮使庁技手の桐山平太郎が関わり、官幣大社相当の設計をもとに計画を進めている
ことである。真野宮社殿の様式は、近世佐渡の伝統に則るものではなく、新たに意図的に構築し
て創造されたものである。完成した様式を「神明造」と称しており、意識的な復古的創作行為に
よって創造されたものといえる。 
3 代目間島杢太郎は、御造営により新たな造形・意匠を習得しており、御造営後のほかの神社の
神殿は独創的な形体に変化している。この変化は、御造営で習得した造形・意匠を応用したもの
と考えられ、3代目間島杢太郎による本殿・神殿の作風に影響が窺える。ただし、変化がみられる
のは本殿・神殿についてのみであり、近世以来の伝統的な造形・意匠も継承されていることが確
認できる。また、3代目間島杢太郎は、御造営後も内務省神社局・神祇院が関係する神社造営に関
わり、棟梁をつとめた佐渡護国神社造営では、全国の招魂社を視察の上、設計案を作成し、内務
省神祇院技師の角南隆に相談し、意見を求めている。完成した設計図には角南隆の設計案が取り
入れられており、その内容に準じて社殿が完成している。3代目間島杢太郎は、内務省神社局・神
祇院が関係する造営事業に対応できる技量を備えており、近代佐渡における神社造営において重
要な役割を担う工匠であったことがわかる。 
真野宮御造営は、県社でありながら内務省神社局技手が設計に関わり、官幣大社相当の設計を
もとに造営を進めるという稀有な事例として注目され、近代佐渡では前例のない重要な造営であ
ったといえる。また、「神明造」と称する真野宮社殿はきわめて独創的な様式をもち、独自性が見
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出せる。そして、3代目間島杢太郎は御造営を通してその造形・意匠を習得している。さらに、そ
の後も内務省神社局・神祇院の関わる神社造営に関わっており、佐渡護国神社造営においては、
設計から施工まで請負、地元に必要とされた。 
本章では、近代佐渡で行われた真野宮御造営の内容を示すとともにその特質を明らかにし、そ
れにともなう工匠による神社建築の変容についての一面を示すことができた。近代に行われた神
社造営は新たな技術の伝播の機会となり、その造形・意匠は、工匠による神社建築の作風に影響
を与えた。そして、3代目間島杢太郎は、内務省神社局・神祇院が関係する神社造営に対応できる
技量を備えていた。 
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注 
1) 真野宮の神殿は本殿と称することもあるが、本稿では神殿で統一する。 
2) 「神社明細帳」〔新潟県立文書館蔵,明治 16・1883 年 8 月〕、「順徳院天皇御遷還式」〔明治 7・
1874 年 5 月 10 日〕（「山本家文書」所収）、「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」〔新潟県立図書館
蔵,明治 42・1909 年 9 月〕などによる。 
「山本家文書」は、代々に真野宮の崇敬者を務める山本家所蔵の史料である。山本半蔵(慶
応元・1865 年-昭和 12・1937 年)は、御造営において建築委員や建築用材管理委員などの役
職につき、経費の管理を任されている。なお、本論で用いる山本家文書は、すべて山本半蔵
が残したものである。 
3) 「順徳天皇御遺跡捜索之記」〔明治 11・1878 年 9 月〕（「山本家文書」所収）による。 
4) 「真野宮保存立誠会義捐金募集届に対する認可書」〔明治 29・1896 年 12 月 9日〕、「御料地拝
借願写」〔明治 31・1898 年 11 月 21 日〕、「真野宮保存金請願書寫」〔明治 31 年 11 月 23 日〕、
「真野宮保存金募集の請願書」〔明治 32・1899 年 9月 12 日〕、「県社真野宮維持方法ニ付上申」
〔明治 40・1907 年 5月 22 日〕(「真野宮文書」所収)、前掲「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」
などによる。 
「真野宮文書」は、真野町公民館蔵の明治 8年(1875)から昭和 19 年(1944)にかけての史料
であり、新潟県立文書館に副本がある。 
5) 前掲「御料地拝借願写」、前掲「真野宮保存金請願書寫」、「御料地拝借願に対する許可指令書
写」〔明治 31・1898 年 12 月 19 日〕(「真野宮文書」所収)、「明治 43 年 5 月 20 日/承久帝御
遺跡保存計画」(『佐渡新聞』〔東京国立図書館および新潟県立文書館蔵,佐渡新聞社発行,明
治 30・1897 年-大正 7・1918 年〕より)などによる。 
6) 前掲「御料地拝借願写」、前掲「御料地拝借願に対する許可指令書写」、「宮内省告示第一号」
〔明治 33・1900 年 11 月 5 日〕、「御料地払下願」〔明治 33 年 12 月 28 日〕、「第一一七号」〔明
治 33 年 12 月 28 日〕、「樹苗下附願」〔明治 38・1905 年 5 月 27 日〕、「土地引渡願」〔明治 38
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年 5 月 26 日〕（「真野宮文書」所収）、「明治 33 年 4 月 7 日/御陵林払下の内定」、「明治 34 年
1 月 19 日/御料林の払下」、「明治 44 年 10 月 18 日/郡参事会」(『佐渡新聞』より)などによ
る。 
7) 前掲「真野宮保存金請願書寫」、「御下賜金御沙汰書寫」〔明治 32・1899 年 3 月 13 日〕（「真野
宮文書」所収）などによる。 
8) 前掲「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」による。また、「明治 33 年 2 月 2日/順徳天皇遺跡保存
に関する建議案」、「明治 33 年 2 月 28 日/順徳天皇御遺跡保存建議案の延期」、「明治 33 年 3
月 8 日/真野宮保存の建議に就て」、「明治 34 年 5 月 15 日/順徳帝御遺跡保存に関する建議案
と実地調査報告書」、「明治 34 年 5 月 17 日/順徳帝御遺跡保存に関する建議案と実地調査報告
書(続)」、「明治 35 年 2月 24 日/順徳天皇御遺跡保存の建議案」、「明治 35 年 3月 2 日/順徳天
皇御遺跡保存の建議」(『佐渡新聞』より)などを参照。 
明治 33・1900 年 1 月 26 日に提出された建議案では、「此の奮跡を保存し一は以て故皇の御
霊を慰め奉り一は以て勤王報国の心を奮起せしめん…中略…此建議案の趣意は日本に於いて
此類のありませぬ一の名蹟を永く保存したいと云うことの趣意からして、政府が之に向かっ
て相当の資金を出して貰いたい…中略…未来勤王の志と云うものを、益々日本国民に固から
しめようと云うには此の如き奮蹟は飽くまでも永遠に保存する必要があると思います、即ち
此奮蹟は獨り新潟の奮蹟でない、無論佐渡と云う小さな島の名跡ではないのであって日本帝
国の名跡と云って然るべき所である…中略…奮蹟は此勤王の大勢を未来の日本の国民の考の
中に段々鼓舞しまするためにも之を保存する必要がある」と訴えており、「政府と協議の上で
決して立派を望むのでも何でもない是だけの名跡を永く保存するに足るだけの資金を興へら
れればそれで満足な譯でございます」としている。また、明治 34 年(1901)3 月と明治 35 年
(1902)2 月に提出された建議案では、「聖代の臣民たる者敬う奉事して、尊霊を慰安し、奉ら
ざるべけんや是れ此の奮跡を保存して追遠懐奮 の誠を致し一は以、百代の人心を興起せし
めん…中略…我国家歴史上類い稀なる御奮蹟を保存し竝に今申上げました頽破に及んで居る
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御宮を改築することに附いての資用等は到底佐渡の如き孤島の臣民の負担し得るべき所にあ
らざるのみならず実に斯くの如き国家の大古跡を永く保存致して、上は順徳天皇の尊霊を慰
め奉り、下は国民全般の忠愛心を奮起せしむると云うことは将に国家の為すべきことなり」
と訴えている。 
9) 「明治 45年 6 月 22 日/佐渡の中心的人物」(『佐渡新聞』より)による。 
10) 明治 16 年(1883)8 月,新潟県立文書館蔵。 
11) 前掲「県社真野宮維持方法ニ付上申」(「真野宮文書」所収)。 
12) 『皇太子殿下佐渡行啓記念誌』〔昭和 11・1936 年 11 月 3 日発行,編集兼発行所真野尋常高等
小学校〕所収。 
13) 貴族院議員五十嵐甚蔵が、明治 33 年(1900)6 月に実地調査を行い、明治 34 年(1901)2 月 20
日に作成している。 
前掲「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」、「明治 34 年 5月 17 日/順徳帝御遺跡保存に関する建
議案と実地調査報告書(続)」(『佐渡新聞』より)に、その全文が記載されている。 
14) 前掲「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」、「内務省新甲第一一六号」〔明治 42・1909 年 5 月 10 日〕、
「順徳天皇御遺跡保存会」〔明治 42 年 9 月 22 日〕（「真野宮文書」所収）、「明治 41 年 11 月
19 日/財団法人順徳天皇御遺跡保存会規程」、「明治 42年 4月 11 日/順徳天皇御遺跡保存会」、
「明治 43年 5 月 20 日/承久帝御遺跡保存計画」(『佐渡新聞』より)などによる。 
15) 『近代の神社景観』〔神道文化会編,1998.4.10〕内の「写真掲載神社由緒」によると、明治 6
年(1873)8 月 14 日に官幣中社に列し、10 月 7 日に土御門天皇と順徳天皇の御霊を合祀、昭和
14 年(1939)3 月 1 日の後鳥羽天皇の七百年遠忌を機に官幣大社に昇格し、水無瀬神宮と改め
ている。 
16) 「明治 43 年 7 月 16 日/佐渡めぐり」(『佐渡新聞』)には、「真野宮も水無瀬宮と同じ、将来
は国幣中社に昇格せらるるさうて、社殿も国幣中社同様に改築する設計」とあり、「大正 9年
7 月 20 日真野宮遷宮記念号/遷宮所感」(『佐渡日報』〔新潟県立文書館蔵,佐渡日報社発行，
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大正 4・1915 年-昭和 13・1938 年〕)には、「昇格運動は其筋との諒解があつて先づ以て新築
を型の如く(国幣社に準ずべき造営)してから願ふのが順序だと云ふ所から新築の方を取急ぐ
こととなったがさて国幣別格に相當すべき新築はどうしたが宜からふと内務省に問合せると
その設計は云々とせよとの事、そこで深井君も幾度乎此設計圖を書き直して愈よ之れなら宜
しからふと云ふ事となつて懸廰に表向きの願ひをする事となった」とある。 
17) 山本半蔵が記した「手帳」(「山本家文書」所収)には、「設計費/四十一年/一.金八円間嶋杢
太郎/第一回社殿御改造設計図及仕様書調整」とある。 
18) 新潟県立図書館蔵。また、「大正元年 12 月 20 日/真野宮御造営」(『佐渡新聞』より)を参照。 
19) 『法規分類大全第 1編社寺門神社』〔内閣記録局編纂,明治 24・1891 年〕に示される「大社繒
繪圖」と規模と建物配置が一致している。 
20) 前掲「順徳天皇御遺跡保存会趣意書」に添付される配置図には、建物名が記されていないが、
前掲『法規分類大全第 1 編社寺門神社』に図示される「大社繒繪圖」に示される建物名を参
考にした。 
21) 20)に同じ。 
22) 『日本近代建築における和風意匠の歴史的研究』〔藤原惠洋,東京大学学位論文,1987.12.21〕
に、内務省神社局の技師、技手について、「職員録」をもとに明治 32 年(1899)からまとめら
れており、桐山平太郎が明治 32 年 2 月－44 年(1911)5 月に内務省神社局技手兼造神宮使庁技
手、大正 8年(1919)7 月－不明に明治神宮造営局技手の役職についていたことがわかる。 
23) 「明治 45 年 2 月 15 日/真野宮の造営」(『佐渡新聞』)には、「順徳帝御遺跡保存會の事業と
して新に真野宮を造営し官幣大社同格の社殿として長へに神霊を安んじ奉らんとの目的を以
て…中略…同社殿の圖面は既に内務省神社局技師の手に依り調整を終へ」とあり、「明治 45
年 6 月 22 日/佐渡の中心的人物」(同)には、「官幣大社相當の社殿を設けて行々は御昇格を願
ひ」、「明治 45 年 7 月 30 日/真野宮の御造営」(同)には、「真野宮御造営につき近日中内務省
の建築技師来郡、実地調査の上之が設計を立て差當り其第一着手として總経費二万五千圓を
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以て拝殿の御造営をなす由なるが右は専ら質素と堅牢を旨とし官幣大社相當の荘厳なる拝殿
となす計畫なり」、「大正 5 年 1 月 1 日/真野宮改築案」(同)には、「宮内省及び内務省に稟請
し、其の設計を求め」とある。また、「大正 9 年 7 月 21 日/棟傍の文章」(『佐渡日報』)に、
「明治四十五年再建の計畫を立て元造神宮技師桐山平太郎氏に設め完成を告げ」とある。そ
して、山本半蔵の記した「手帳」(「山本家文書」所収)には、「設計費…中略…大正元年九月
廿七日内務技師/金百円桐山平太郎」とある。 
24) 「明治 45年 6 月 22 日/佐渡重要問題委員会」、「大正 3年 1月 1日/新年所感」(『佐渡新聞』
より)、「大正 9 年 7 月 20 日真野宮遷宮記念号/佐渡重要問題の革新/国民の志気作興の好機/
遷宮所感」(『佐渡日報』より)などによる。 
郡是六大要綱として真野宮造営、越佐連絡、湖海連絡、沿海道路築造、軽便鉄道敷設、海
底専用電話線架設の 6項目が提唱された。その第 1の問題が真野宮造営であった。 
25) 「大正元年 11 月 22 日/真野宮造営に就て」、「大正元年 12 月 19 日/真野宮改築予算」、「大正
元年 12 月 20 日/真野宮御造営」、「大正元年 12 月 21 日/御造営費と町村」(『佐渡新聞』より)
などによる。 
26) 「建築委員会/大正 2年 11 月 21 日/大正 4年 12 月 14 日/大正 5年 3月 16 日/9 月 27 日/大正
6年 2月 3日」、山本半蔵が記した「日記/大正 7年 10 月 15 日/大正 8 年 9月 9日/12 月 28 日」
(「山本家文書」所収)などによる。 
27) 『弥彦神社明治百年誌』〔弥彦神社社務所,1988.3〕を参照。 
28) 「大正 7年 2月 25 日/真野宮造営費」(『佐渡新聞』より)による。 
29) 予算の経過については、「大正 9年 7月 25 日/真野宮御造営梗概」(『佐渡日報』より)にまと
められている。 
30) 間島家所蔵。拙稿「佐渡宮大工間島家所蔵史料について」〔日本建築学会関東支部大会 2011〕
参照。 
真野宮に関係する史料は、写真、日記、図面、仕様書、会計、出面帳、感謝状など計 38 点
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が残る。 
31) 「建築委員会/大正 2 年 11 月 21 日」(「山本家文書」所収)には、「社殿ノ位置ハ京都ノ方へ
向ケル事…中略…既ニ出来セシ建築設計変更書ニ対シ調製者へ相当報酬ヲ為ス事」とある。
また、「大正 2 年 9 月 19 日/真野宮造営工事」(『佐渡新聞』)には、「真野宮御造営の設計完
了したるを以て」、「大正 3 年 1 月 1 日/新年所感」(同)には、「社殿は現在の敷地を取拡げ官
幣社として差支えなき設計とし、京都向きにて建築する計画である。」とある。 
32) 「建築委員会/大正 4年 4月 14 日」(「山本家文書」所収)には、「社殿ノ屋根ハ銅板葺ヲ改メ
檜皮葺トスルニハ一坪ニ付見積金額何程ノ差額アリカ現在設計ノ屋根地更正ノ必要ナキカ且
ツ其耐久力ノ長短得失等ニ付キ設計者桐山技師ニ照會シ其意見ヲ□スルコト」とある。 
33) 「建築委員会/大正 5年 6月 3日」(「山本家文書」所収)などによる。 
34) 「建築委員会/大正 6年 4月 6日」、山本半蔵が記した「日記/大正 6年 4月 6日、7月 12 日、
13 日」(「山本家文書」所収)などによる。 
35) 「大正 7年 1月 5日/新に成る真野宮御建築」(『佐渡日報』より)による。 
36) この仕様は、後掲する山本家に所蔵される「真野神宮設計図」内の「設計書仕様」に記され
る情報と一致する。 
37) 「大正 7年 3月 15 日/真野宮御造営」(『佐渡新聞』より)、「大正 7年 3月 15 日/真野宮御造
営」(『佐渡日報』より)などによる。 
38) 加藤家所蔵。 
副棟梁である八幡の加藤新右衛門が残した真野宮に関係する史料で、設計書が計 5点残る。
加藤新右衛門の経歴などは不明である。 
39) 30)に同じ。 
真野宮に関係する図面は、配置図、「真野宮一鳥居/縮尺二十分之一」、「真野宮神殿正面弐
拾分壹」、「真野宮神殿内陣断面弐拾分壹」、「真野宮神殿側面弐拾分壹」、「真野宮神殿側面断
面弐拾分一」、「真野宮幣殿正断面弐拾分壹」、「真野宮拝殿幣殿取付正断面弐拾分壹」、「真野
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宮拝殿正側五拾分一/神殿幣殿拝殿瑞垣後門平面五十分一」、「真野宮拝殿側面弐拾分壹」、「真
野宮拝殿側面断面弐拾分一」、「拝殿側面拾分一」、「拝殿側面十分一」、「真野宮後門瑞垣拾分
一」が残る。いずれの史料も年代は不明である。 
40) 山本家所蔵。 
41) 38)に同じ。 
42) 詳細は不明。 
「県社真野宮御造営の沿革及現況」〔大正 7・1918 年 7 月〕(「山本家文書」所収)に、新潟
県建築技師とある。 
43) 詳細は不明。 
前掲「県社真野宮御造営の沿革及現況」、山本半蔵が記した「日記/大正 7年 11 月 7 日」（「山
本家文書」所収）などによると、工事監督であり、大正 7・1918 年 11 月に転任している。 
44) 「大正 7年 1月 5日/新に成る真野宮御建築」(『佐渡日報』)には、鈴木三造によって御造営
の概要がまとめられており、「真野宮には神明造りを最も適當と認めて之れを採用することと
したのである。然して之れが設計の衡に□つたものは建築界の権威内務省某博士で顧問には
新潟県田中建築技師である不肖の如きも幾分之に参劃した…中略…最初社殿の御造営に対し
某氏は流れ造り模範を示さんとて非常の苦心を拂はれた」とある。 
45) 制限図については、前掲『日本近代建築における和風意匠の歴史的研究』〔藤原惠洋〕を参考
にした。 
46) 「伝統的様式からみた近代の神社―その空間と造形からの視点―」〔櫻井敏雄,前掲『近代の
神社景観』所収〕を参照。また、前掲『日本近代建築における和風意匠の歴史的研究』〔藤原
惠洋〕では、神明造をモチーフに用いる創建神社についての考察がなされている。 
内務省神社局設計による神明造妻入とする本殿は、ほかに官幣大社宮崎神宮(宮崎県宮崎市,
明治 40・1907 年 9 月)が挙げられており、「一種の神明造」とされる宮崎神宮社殿について、
唯一神明造との違いを論じた上で、神明造をモチーフに用いた社殿の中でもきわめて特異で、
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独自の解釈のもとで造営されたものと考察している。真野宮神殿は、宮崎神宮本殿と比べ屋
根に反りがない点と舟肘木を用いている点、正面を幣殿と接続している点が異なる。 
47) 山本家所蔵。 
48) 「建築委員会」、山本半蔵が記した「日記」(「山本家文書」所収)などによると、大正 2 年
(1913)10 月 17 日に、真木山孟治、山本半蔵、嵐城嘉平、中山小四郎、高野宏策が深井康邦
より委員に嘱託されており、結成から大正 9 年(1920)7 月 21 日の遷宮祭までの間に 28 回の
委員会開催が確認できる。 
49) 「明治 44年 10 月 18 日/郡参事会」(『佐渡新聞』より)による。 
50) 「大正元年 12 月 3 日/真野宮地均工事」(『佐渡新聞』より)による。 
51) 「大正 2年 8月 9日/来郡中の安藤知事」(『佐渡新聞』より)による。 
52) 「大正 2年 8月 31 日/真野宮造営工事」(『佐渡新聞』より)による。 
53) 「大正 2年 9月 19 日/真野宮造営方針」(『佐渡新聞』より)による。 
54) 「建築委員会/大正 2年 11 月 21 日」(「山本家文書」所収)による。 
55) 詳細は不明。 
「大正 9年 7月 22 日/荘厳神秘の遷宮式」(『佐渡日報』より)に、木材世話役とある。 
56) 「大正 3年 3月 3日/真野宮地均工事」、「大正 3年 3月 19 日/真野宮改築用材」(『佐渡新聞』
より)、「大正 9 年 7 月 20 日真野宮遷宮記念号/真野宮御造営の用材」(『佐渡日報』より)な
どによる。 
57) 詳細は不明。 
「大正 7年 1月 5日/新に成る真野宮御建築」(『佐渡日報』より)に、木挽棟梁とある。 
58) 詳細は不明。 
59) 「建築委員会/大正 4年 12 月 14 日」(「山本家文書」所収)による。 
60) 「建築委員会/大正 5年 9月 27 日」(「山本家文書」所収)による。 
61) 「建築委員会/大正 4 年 4 月 14 日/8 月 19 日」(「山本家文書」所収)、「大正 3 年 3 月 3 日/
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真野宮地均起工」、「大正 3 年 3 月 19 日/真野宮改築用材」、「大正 4 年 4 月 16 日/真野宮改築
近」、「大正 6 年 9 月 15 日/真野宮御造営」(『佐渡新聞』より)、「大正 7 年 1 月 5 日/新に成
る真野宮御建築」、「大正 9年 7月 21 日/棟傍の文章」(『佐渡日報』より)などによる。 
62) 詳細は不明。 
「日記/大正 8 年 3 月 16 日」(「山本家文書」所収)によると、佐渡市白瀬に居住する木材
商とある。 
63) 「大正 9年 7月 20 日真野宮遷宮記念号/真野宮御造営の用材/御造営用材伐採顛末(上)」、「大
正 9年 7月 21 日/御造営用材伐採顛末(下)」(『佐渡日報』より)などによる。 
64) 「大正 3 年 8 月 23 日/真野宮地均開始」、「大正 3 年 9 月 11 日/真野宮地均工事」、「大正 3 年
10 月 4 日/真野宮と青年会」、「大正 3 年 11 月 3 日/真野宮地均工事」、「大正 4 年 4 月 17 日/
真野宮改築近」(『佐渡新聞』より)、「大正 4 年 9 月 15 日/真野宮土盛工事入札」(『佐渡日
報』より)、「建築委員会/大正 4年 4月 14 日/8 月 19 日/大正 5年 1月 1日」(「山本家文書」
所収)などによる。 
65) 「建築委員会/大正 5年 1月 1日」(「山本家文書」所収)による。 
66) 「建築委員会/大正 6年 4月 6日」(「山本家文書」所収)による。 
67) 「日記/大正 6年 6月 10 日/6 月 25 日/7 月 7 日」(「山本家文書」所収)による。 
68) 詳細は不明。 
「日記/大正 8 年 7 月 17 日」(「山本家文書」所収)によると、大正 8 年(1919)7 月に着任
している。 
69) 「大正 7 年 1 月 5 日/新に成る真野宮御建築」、「大正 9 年 7 月 21 日/棟傍の文章」(『佐渡日
報』より)などによる。 
70) 「日記/大正 6 年 7 月 29 日、8 月 4 日、8 日、9 日、10 日、17 日、18 日、20 日」(「山本家
文書」所収)、「大正 6年 8月 4日/真野宮の基礎工事」、「大正 6年 9月 15 日/真野宮御造営」
(『佐渡新聞』より)、「大正 7 年 1 月 5 日/新た成る真野宮御建築」(『佐渡日報』より)など
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による。 
71) 前掲『弥彦神社明治百年誌』を参照。また、前掲「県社真野宮御造営の沿革及現況」(「山本
家文書」所収)には、新潟県土木課長とある。 
72) 「建築委員会/大正 4年 4月 14 日」(「山本家文書」所収)による。 
73) 「大正 6年 8月 4日/真野宮の基礎工事」(『佐渡新聞』より)による。 
74) 山本半蔵が記した「日記/大正 7年 10 月 15 日」、前掲「県社真野宮御造営の沿革及現況」(「山
本家文書」所収)、「大工出面帳」(「間島家文書」所収)、「大正 6年 9月 15 日/真野宮御造営」
(『佐渡新聞』より)、「大正 7年 1月 5日/新に成る真野宮御建築」、「大正 9年 7 月 7日/真野
宮奉祝祭」、「大正 9年 7月 20 日真野宮遷宮記念号」(『佐渡日報』より)などによる。 
75) 「大正 9年 7月 20 日真野宮遷宮記念号」(『佐渡日報』より)および前掲『皇太子殿下佐渡行
啓記念誌』所収。 
76) 「写真 2」の左上の写真は、年代が不明であり、第二鳥居と獅子と狛犬の石像は、第 1 期工
事の上棟式後にたてられたものである。 
77) 35)に同じ。 
78) 30)に同じ。3代目間島杢太郎の経歴をまとめた史料である。 
79) 山本家所蔵。 
山本半蔵が大正 6年(1917)から 9年(1920)にかけて記した日記である。 
80) 30)に同じ。 
81) 「山本家文書」内の、金銭の受領や支払いに関する史料類による。 
82) 30)に同じ。 
83) 御造営に関わった大工職人は、「大正 7年 1月 5日/新た成る真野宮御建築」(『佐渡日報』よ
り)、「大工出面表」、「真野宮御造営日記/真野宮建築職人名簿」(「間島家文書」所収)などか
らわかる。 
84) 30)に同じ。 
第 4 章 近代佐渡における真野宮御造営と 3 代目間島杢太郎について 
 
269 
 
間島家の初代杢太郎から 3代目間島杢太郎までの弟子を記した「工術指南名留長」による。 
85) 30)に同じ。 
86) 30)に同じ。 
大正 3 年(1914)の佐渡郡主催建築講習会の受講につき、3 代目間島杢太郎が記した講習録
である。 
87) 「大正 4年 5月 10 日/木の香薫る上棟祭」(『新潟新聞』〔新潟県立文書館蔵,新潟新聞社発行,
明治 10・1877 年-昭和 16・1941 年〕)には、伊東忠太と技手 4 名が設計に関わったとある。
また、文化遺産オンラインおよび国指定文化財等データベースによると、社殿再建の設計を
伊東忠太と桐山平太郎が行ったとしている。 
88) 石動神社は旧本殿を改築したうえで新築した神殿内に旧本殿を納めており、社殿の板図では
旧本殿を御神殿と称している。ここでの本殿は、旧本殿のことを指している。 
89) 石動神社旧本殿では、身舎正面に厚さ 1㎝程の絵様が彫られる虹梁型の板が嵌められており、
その内側の部材の外寄り 2箇所に蟻穴が残る。 
90) 「間島家文書」内の各神社の普請に関係する史料では、真野宮御造営前は本殿または本社と
称しているが、真野宮御造営後は神殿と称している。 
91) 石動神社は旧本殿を改築したうえで新築した神殿内に旧本殿を納めており、社殿の板図では
旧本殿を御神殿と称している。ここでの本殿は、旧本殿を納める神殿のことを指している。 
92) 善知鳥神社は、図面と遺構を対照すると、拝殿と幣殿は一致するが本殿は異なる。そして、
大規模な一間社流造の本殿が建ち、軒先に板壁を取り付けて、幣殿と繋げている。 
93) 「国幣小社度津神社復興御造営に就て梱願」は、国幣小社度津神社宮司である金原源太夫に
よって 1934 年 1 月に作成された国幣小社度津神社復興御造営の懇願書である。 
間島家所蔵の度津神社に関係する史料は、ほかに「国幣小社度津神社本殿幣殿玉垣其他改
築工事仕様書」〔1932〕2 部、「国幣小社度津神社本殿幣殿玉垣其他改築工事見積書」〔1932〕
2 部、「依頼状」〔一宮奉賛会澤根町地方委員長中山太市 1934〕、「奉賛会加盟申込書」〔一宮
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奉賛会長塚田栄策 1934〕などが残る。 
94) 93)に同じ。 
95) 『近代の神社景観』〔神道文化会編 1998.4〕を参照。 
96) 間島家所蔵。 
「契約書」と題し、昭和 18 年(1943)6 月 20 日付で、3代目間島杢太郎とその弟子である山
本嘉作、高見松蔵の計 3名が、大日本婦人会金澤村支部長小管タマと契約を交わしている。 
97) 詳細は不明である。 
昭和 14 年 10 月 2 日付の手紙において、3代目間島杢太郎の事を「叔父上」と称している。 
98) 「昭和十四年八月十五日」、「明治神宮見取り図」「六十分ノ一」と年紀と題目が記される。そ
して、拝殿の正面の立面図と脇廊下の正面および側面の立面図が縮尺 60 分 1 で描かれ、「拝
殿正面六十分一」、「脇廊家」、「廊家側面」としており、拝殿と脇廊下の平面図が縮尺 60 分 1
で描かれ、「拝殿平面六十分一」としている。 
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結章 
 
佐渡島(新潟県佐渡市)において江戸時代から明治以降に活動する工匠を取り上げ、それらの活
動や社寺建築について分析した。ここでは、章ごとの考察結果を総括しながら、江戸時代から明
治、大正、昭和へと時代が移り変わる中での社寺建築専業の工匠の変容について論じる。 
まず、佐渡における近世社寺建築とそれらを造営した工匠との相互関係を考察し、佐渡の社寺
建築文化の辿った経緯について明らかにした。 
第 1章で指摘したように、佐渡の社寺建築文化は、以下のふたつの文化を基盤に展開していた。 
(ⅰ)畿内を中心とした西日本地域から来島した工匠によってもたられた文化 
(ⅱ)在郷とされる羽茂の工匠による文化 
前者は、佐渡金山の繁栄の影響によって、17 世紀前期に畿内を中心とした西日本地域からの影
響を受け、以後、江戸時代を通して相川長坂町を中心に展開しており、相川長坂町に住む工匠の
中には御普請所に関わる工匠がいた。後者は、南部の羽茂地域において在郷とされる工匠たちが
活動し、高野姓と藤井姓の工匠が江戸時代を通して独自に活動を展開しており、高野姓の工匠は
蓮華峰寺(小比叡)を得意場として小木地域を中心に、藤井姓の工匠は羽茂地域を中心に活動して
いた。離島という環境にあり独自に文化を形成してきた佐渡の社寺建築文化は、他地域からの影
響を受けながら展開していた。 
次に、第 2 章では、明治、大正、昭和初期において社寺建築専業として活動する沢根籠町の明
石庄右衛門家が、どのように活動を展開していたのか、江戸時代の佐渡における社寺建築の造形・
意匠をどのように継承していたのか明らかにした。 
明石家の経歴と建築活動を見ると、明石家は江戸時代以来の職能組織をそのまま維持するよう
に、徒弟制度に基づく棟梁一家の形をとって社寺建築専業として活動を展開している。中には、
血縁関係にある関口家のほか、現場における地元の工匠や他地域の工匠と共同で行う活動もあっ
た。また、活動範囲は広範囲におよび、地域との関係を築いて活動領域を拡大していた。そして、
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宮大工・彫刻師として活動しており、遺構からは建築・彫刻に関する高度な技術力が窺え、江戸
時代以来の社寺建築の技術・技能を継承して活動を続けていたことがわかる。明石家による社寺
建築の造形・意匠は、近世的な様式をしており、特に、神社本殿建築の中には、近世佐渡に見ら
れる神社本殿建築と関連性をもつ土着的・地域的な特色が認められ、江戸時代の佐渡において造
営された神社本殿建築の造形・意匠を継承していたことがわかる。明石家による神社本殿建築の
造形・意匠からは、近世佐渡に見られる社寺建築との連続性が認められ、江戸時代以来、培われ
てきた佐渡における社寺建築の「伝統」が窺え、その「伝統」を維持するように継承していた。
しかし、明石家の社寺建築専業とする活動は、明治期にピークを迎え、大正期には仕事が減少し
ており、昭和初期には 3 代目明石近陽(明治 33・1900 年-平成 3・1991 年)が彫刻師へと転身して
いる。従来の職能組織や技術・技能を維持するだけでは活動を継続することができなかった。 
第 3 章では、明治、大正、昭和中期において社寺建築専業として活動する沢根五十里の間島杢
三屋家が、どのように活動を展開していたのか明らかにした。 
間島家の経歴と活動内容を見ると、間島家も江戸時代以来の職能組織をそのまま維持するよう
に、徒弟制度に基づく棟梁一家の形をとって社寺建築専業として活動を展開していた。中には血
縁関係にある間嶋喜蔵家のほか、現場における地元の工匠や他地域の工匠と共同で行う活動もあ
った。また、活動範囲は広範囲におよび、地域との関係を築いて活動領域を拡大していた。そし
て、宮大工・彫刻師として活動し、江戸時代以来の社寺建築の技術・技能を継承して活動を続け
ていたことがわかる。大正から昭和中期にかけての 3代目間島杢太郎(明治 11・1878 年-昭和 29・
1954 年)の活動においては、弟子と一緒に活動を続けており、中には弟子が現場の中心的役割を担
う活動も見られるようになり、活動領域の広がり方が顕著であった。 
間島家の社寺建築専業とする活動は、明石家と同様の傾向を示しているが、その活動は明石家
よりも持続しており、昭和 30 年頃まで続いている。特に大正から昭和中期にかけての 3代目間島
杢太郎の活動において躍進が見られた。 
間島家の社寺建築専業とする活動が明石家よりも持続した要因には、3代目間島杢太郎の経営力
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が挙げられる。3代目間島杢太郎は、跡取りとなる後継者を含め多くの弟子を育成しており、信頼
して現場を任せられる有能な弟子を育てている。また、設計、見積、現場管理を自ら行い、片腕
となる弟子に現場を任せている。そして、徒弟制度に基づく系統的な職能組織を活用し、その職
能組織を取り込みつつ労働力を強化し、現場における生産組織を形成していた。3代目間島杢太郎
は、社寺建築が密度高く存在する佐渡島を舞台に、育てた弟子たちと一体となり、社寺建築専業
とする間島家の基盤を築き、その活動領域を拡大していった。さらに、重要なことは、真野宮御
造営(真野新町 大正 6・1917 年-9・1920 年)をはじめ、内務省神社局・神祇院が関係する神社造営
事業に関わる活動を展開していたことである。3代目間島杢太郎は、近代佐渡において最も大規模
な神社造営事業であった真野宮御造営に対応できる技量を備えており、徒弟制度を基盤に弟子を
結集していた様子が窺える。そして、近代佐渡における大事業であった真野宮御造営に関わった
ことにより、内務省神社局・神祇院という新たな得意先を開拓し、その技量が広く知られ、活動
を継続する上での糸口になったと考えられ、職能組織を駆使し、その技量を誇ることができたと
考えられる。 
3 代目間島杢太郎は、徒弟制度に基づく系統的な職能組織を基盤に、現場における生産組織を形
成しているが、その生産組織は、江戸時代以来の生産組織と比べ大きな変化を見せていない。社
寺建築に関わる活動においては、技術・技能面における大きな変化は求められず、江戸時代以来、
培ってきた社寺建築の技術・技能を活用すれば対応できたと考えられ、従来の職能組織でも適応
できたと考えられる。 
社寺建築専業とする活動を持続するには、これまで培ってきた技術・技能を維持すること、後
継者を含む有能な弟子を育成し、それらと結束すること、従来の職能組織を基盤に労働力を強化
し、統率のとれた生産組織を形成すること、新たな市場を獲得し、開拓していくことが必要であ
り、その技量を発展させ、誇示することが重要であった。3代目間島杢太郎にとっては、技量を発
展させ、誇示する機会となったのが、近代佐渡における大事業であった真野宮御造営であり、真
野宮御造営に関わり、実績を積んだことによって内務省神社局・神祇院の関係する神社造営事業
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に関わるようになり、市場を拡大していく上での契機となったと考えられる。 
最後に、明治、大正、昭和へと時代が変わる中で、佐渡における社寺建築の造形・意匠がどの
ように変質したのか、それに伴い、3代目間島杢太郎がどのような変容を遂げたのか明らかにした。 
第 4 章で指摘したように、内務省神社局技手である桐山平太郎の設計のもと、大正 6 年(1917)
から 9 年(1920)にかけて造営された真野宮社殿の造形・意匠は、新たに創造された独創的なもの
であり、その様式は「神明造」と称されている。しかし、「神明造」と称されている真野宮社殿の
造形・意匠は、伊勢神宮の神明造とは異なる。また、内務省神社局によって創建・造営された神
社建築においては、たびたび神明造が採用されているが、真野宮社殿における「神明造」の造形・
意匠は、ほかに例がなく独自性が見出せる。 
「内務省神社局・神祇院時代の神社建築」(藤岡洋保『近代の神社景観』[(財)神道文化会 1998]
所収)において藤岡洋保博士は、明治以降における内務省神社局・神祇院が関わる神社造営がきわ
めて近代的であると論じており、 
近代においては、国が管理するようになったことや、それにともなって社格を設定したこと、
さらには社会や技術が急激に変貌したことから、神社を新しい社会に位置づけ直すことや、
神社建築のあり方を考え直すことが必要になった。その結果、近代の神社には日本の近代化
の過程が投影されることになった…中略…近代に新増改築された神社は近代化とは無縁なよ
うに見えて、実はきわめて「近代的」な存在であり、それを研究することは、日本近代の建
築の歴史を伝統的な建築の側から見直すことなのである。 
と指摘している。この見解にしたがえば真野宮社殿は、江戸時代以前の神社建築に対する建築的
解釈をもとに意図的に再構築して創造されたものであり、近代的な行為と手続きをもとに創造さ
れた近代的神社建築なのである。しかし、真野宮社殿の造形・意匠は、江戸時代以前の佐渡にお
ける神社建築の造形・意匠と関連性を持っていない。藤岡博士が論じる近代的神社建築は、神社
建築のあり方を追求していく上で参考となる江戸時代以前の代表的かつ歴史的な神社建築を解釈
して再構築されたものである。ところが、真野宮社殿の造形・意匠は、佐渡における江戸時代以
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前の神社建築に対する解釈をもとに再構築されたものではなく、地域内で培われた社寺建築の造
形・意匠とは関連性を持たない全く性質の異なるものであり、あくまで国家的な社会背景による
一方的な解釈をもとに建築家を通して表現されたものであった。 
明治 41 年(1908)に作製された真野宮社殿の設計案は、内務省神社局による設計規格「制限図」
における「大社惣絵図」に準ずるものであり、本殿が流造に計画されていた。しかし、神社建築
として不備があるとの理由で「神明造」と称する計画に変更されている。 
藤原惠洋博士による『日本近代建築における和風意匠の歴史的研究』[私家版 東京大学学位論
文 1987]においては、「制限図」が適用された事例を取り上げ、中には安藤時蔵や佐々木岩次郎な
どの建築家が関わった例もあると踏まえながら、「つまり「制限図」と称しても、その拘束力は決
して支配的なものであったわけではなく、むしろ一種の規範的な役割を果たしたものと考えられ
る。…中略…一種の標準設計と類似した役割を持っていたと考えるのが適当であろう。」としてい
る。一方で、明治以降の神社建築造営に携わりながら「制限図」批判を繰り返した特記できる人
物として「明治二十年代後半から日本の神社建築研究・神社造営の世界にあって圧倒的な発言力
を振るった」とする伊東忠太を挙げ、伊東忠太が「制限図」の批判を繰り返し、否定的な態度で
あったことを指摘している。その批判は、「すなわち祭祀の方法に従って、建築の種類、配置、個々
の建物の大きさ、あるいはその間取り等が規定され、一方、古くからの伝統によって建築の様式
や千木・堅男木等の細部手法が選択されていくべきであると言う。」というものであったとしてい
る。さらに、伊東忠太について「この時、伊東は神社建築を同時代の建築家及び建築史研究者の
中で最もよく理解できる立場にいたと言ってよい。…中略…研究のみならず実際の造営体験を合
わせ、神社造営がどういう背景を有し、どのように行われていくか伊東以上に雄弁に語れる者は
いなかった。」と踏まえ、伊東忠太の神社造営観が、神社建築についても設計行為の対象とする立
場をとり、「建築進化論」的構想で神社建築の近代的展開を意図しており、伊東忠太における神社
建築が、「極限すれば西洋館と同じ建築設計の対象として理解されていた」と指摘している。そし
て、伊東忠太に代表される建築家たちの神社造営観も、伊東忠太の発言に多少は依拠していたこ
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とを推察している。 
真野宮社殿の設計を行った内務省神社局技手の桐山平太郎は、造神宮使庁技手を兼ねており、
伊勢神宮式年遷宮(三重県伊勢市)のほか弥彦神社造営(新潟県西蒲原郡 大正 2・1913 年 3 月-4・
1915 年 5 月)、明治神宮造営(東京都渋谷区 大正 4年 10 月-9・1920 年 11 月)などにも関わってい
る。そして、神社建築の権威でもあった伊東忠太と交流があり、当時の日本の建築界における第
一線で活躍する人物であったと考えられる。また、「制限図」をはじめ神社建築に関わる問題につ
いて議論がなされていく渦中にいた人物であり、伊東忠太の神社造営観に多少の影響を受けてい
たことが予想される。したがって、真野宮社殿の設計案が、伊東忠太に見られる「制限図」批判
を踏まえつつ建築家独自の神社建築観に基づいて作成されたものであったことが考えられる。そ
して、明治 41 年の設計案の調整を行った 3代目間島杢太郎にとっては、真野宮御造営がそれら建
築家の神社造営観に触れる機会であったと考えられ、建築家たちの神社造営観を理解するべく、
弥彦神社御造営を参考に能動的な学習をしていたと考えられる。 
明治中期から大正、昭和における日本の建築界においては、日本建築の伝統について建築家た
ちによって議論され、日本建築に対する伝統意識が、建築家たち独自の伝統の理解と認識によっ
て形成されていった。 
藤岡洋保博士の「昭和初期の日本の建築界における「日本的なもの」－合理主義の建築家によ
る新しい伝統理解－」(『日本建築学会計画系論文報告集 第 412 号』[1990.6])によると、明治・
大正の建築界においては、建築家たちによって議論された日本趣味の建築が、西欧の建築技術に
依りつつ日本的な外観を志向したものであり、社寺建築とくに寺院建築に由来する要素を多用し、
社寺建築の細部をモチーフにした可視的・具体的な要素を配して日本的な表現を試みているもの
であったとしており、日本趣味の建築について伝統理解の仕方に共通の特徴があると指摘してい
る。そして、その特徴を 
①具体的なもので「日本的なもの」を表現 
②その「具体的なもの」には社寺建築に由来するモチーフを多用 
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③西洋の技術を積極的に利用 
の 3 点にまとめている。一方、昭和初期の建築界においては、合理主義を奉じる建築家たちによ
って明治・大正期における日本趣味の建築に対する批判がなされ、日本的なものとみなしている
寺院建築の細部が中国起源のものであり、西洋建築流入以前の日本建築は過去の日本的であって
将来の日本的ではないとする、 
①「日本趣味の建築」においては日本の建築的伝統に対する認識が曖昧である 
②「日本趣味の建築」は非合理的である 
という批判の要点を挙げている。また、合理主義を奉じる建築家によって、独自の日本的なもの
が提唱され、日本的なものを日本の建築における造形・意匠に対してではなく内容である精神に
求め、過去の日本の建築の中でも中国建築の影響を受けていないと考えられる神社、住宅、茶室
に注目し、それら建築に共通する特徴を通して合理主義的なものを見出し、日本建築としたとし
ている。そして、その日本建築における日本的なものは、概括的に「簡素」、「単純」、「純粋」な
どという語で形容されるものとし、具体的には、 
a)平面・構造の簡素・明快さ 
b)素材の美の尊重 
c)無装飾 
d)左右非相称 
e)自然(建物周囲の環境)との調和 
f)規格統一(畳の規格) 
の 6 項目にまとめている。合理主義を奉じる建築家たちは、寺院建築の影響を受けていない神社
建築に日本的なものを見出しており、その形式のひとつに神明造がある。「神明造」と称される真
野宮社殿の造形・意匠は、日本的なものとして挙げられた 6 項目のうち、a)、b)、c)、e)、f)が
あてはまり、「簡素」、「単純」、「純粋」などの語で形容できるものであった。桐山平太郎の設計に
よって創造された真野宮社殿の造形・意匠は、合理主義を奉じる建築家たちによって提唱された
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日本的なものに通じる要素も備えていた。 
真野宮社殿は、国家的な社会背景により、建築家を主体に造営されたものであった。また、そ
の造形・意匠は、建築家たち独自の伝統意識に基づいて新たに創造されたものであり、地域にお
ける土着性・地域性とは関わりのない、外部から持ち込まれたまったく新しい様式であった。そ
して、明治中期から昭和にかけての日本の建築界において、日本建築における伝統意識が形成さ
れていく中で造営された神社建築であり、日本の建築界の流れに準ずる近代的な要素が備わって
いた。 
3 代目間島杢太郎は、江戸時代以来の社寺建築の造形・意匠を継承する一方で、真野宮御造営を
通して新たな造形・意匠を習得しており、さらには神社本殿建築の作風に影響をおよぼし、真野
宮御造営後のほかの神社本殿建築の造形・意匠は、装飾がなく直線的で、簡素で単純な表現とな
った。その特徴は以下の項目が挙げられる 
(1)平面が単純な矩形となる 
(2)切妻造妻入となる 
(3)内部を前後に分ける 
(4)装飾を用いない 
(5)直線的構成となる 
この変化は、真野宮御造営で習得した造形・意匠を応用し、神社本殿建築を独自に創造しよう
とした結果と考えられるが、その造形・意匠は独創的であるものの簡易・簡粗なものになってお
り、真野宮社殿の造形・意匠に通じる特徴を備え、真野宮社殿を真似したような表現になってい
る。この変化に基づくと、佐渡の神社建築における「近代化」の契機が真野宮御造営に見出すこ
とができ、真野宮御造営後のほかの神社本殿建築の造形・意匠には、真野宮社殿の造形・意匠に
準じる範疇で「近代的」な一面が表現されるようになったことがわかる。 
3 代目間島杢太郎にとっては、真野宮御造営が建築家の神社造営観に触れる機会となったが、3
代目間島杢太郎が真野宮御造営を通して習得した造形・意匠は、真野宮御造営に対応した結果と
結章 
 
279 
 
して得たものであり、一過性のものにすぎない。3代目間島杢太郎は、真野宮御造営によって習得
した造形・意匠を、再現し、真似することができても、新たな造形・意匠を独自に創造していく
ことはできなかった。 
3 代目間島杢太郎は、あくまで地方で活動する一棟梁であって、建築家たちを主流とした日本の
建築界とは異なる世界におり、建築家たちのように新たな造形・意匠を独自に創造する技量は備
えていなかった。建築家たちは、独自の伝統に対する理解と認識をもとに、議論と実践の中で伝
統意識を形成していき、新たな神社建築を創造していったが、江戸時代以来の技術・技能を継承
する 3 代目間島杢太郎は、建築家たちが形成していった伝統意識における本質を、本来の感覚と
して内在的に備えていたわけであるから、そもそも伝統を理解し、認識する必要がなかった。 
3 代目間島杢太郎にとっては、建築家が独自の伝統意識に基づいて創造した真野宮社殿の造形・
意匠は、まったく新しい「近代的」な様式であり、その造形・意匠を受容した結果、ほかの神社
本殿建築の造形・意匠が簡易・簡粗なものになってしまったといえる。 
一方、3代目間島杢太郎にとっては、真野宮御造営での現場体験が、内務省神社局・神祇院が関
係する神社造営事業に対応できる技量を培う得難い経験になり、国家的背景に基づく近代神社建
築の造営事業に関わったという実績は、経営面において有利に働いた。佐渡護国神社造営(昭和
18・1943 年-24・1949 年)においては、地元住民の要望に応えるべく、設計から施工まで請負、各
地の招魂社を視察し、近代神社建築について学習した上で作成した設計案について内務省神祇院
技師である角南隆に相談し、意見を求めている。3代目間島杢太郎が、佐渡における近代神社建築
の造営において、地元に必要とされる存在であったことがわかる。 
幕末以降、明治、大正、昭和へと時代が変化していく中、明石家および間島家は、ともに佐渡
島に根付き、社寺建築専業とする活動を貫いた。両者は江戸時代以来の職能や技術・技能を維持
するように活動を続けているが、大正になって別々の道を辿った。特に明石家は、近世的で土着
的・地域的な特色を備えた社寺建築を造営しており、江戸時代以来の職能や技術・技能に依拠し
た活動を続けていたが、明石家の社寺建築専業とする活動は終焉を迎え、彫刻師へと転業してい
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る。一方で、間島家の社寺建築専業とする活動は持続することができた。社寺建築専業とする活
動においては、江戸時代以来の職能や技術・技能に依拠した活動だけでは限界があったことがわ
かる。 
間島家の活動が持続した要因は、3代目間島杢太郎の経営力によるものであり、内務省神社局・
神祇院が関係する神社造営事業に関わるなど、時代を読む鋭敏な目を持っていたことが明石家と
異なる岐路であった。 
3 代目間島杢太郎は、従来の腕一本の棟梁的世界だけでは時代を乗り切れなくなってきた中で、
佐渡を舞台に社寺建築専業とする一棟梁という立場を貫きながら時代に対応し、経営能力を発揮
した。江戸時代以来の技術・技能を維持し、従来の職能組織を基盤にしながら、弟子を集めて結
束し、自ら陣頭指揮を執り、統率のとれた生産組織を形成した。そして、真野宮御造営という経
験を契機に、その現場体験を通して培った技量と真野宮御造営に棟梁として関わったという実績
をもとに躍進した。内務省神社局・神祇院が関係する神社造営においては、建築家と工匠たちと
の間を繋ぐ調整者の役割を担い、現場の管理者として能力を発揮した。そして、佐渡護国神社造
営においては設計から施工まで請負、地元に必要とされた。 
近代佐渡において最も大規模な神社造営事業であった真野宮御造営は、神社建築の「近代化」
の契機になった。3代目間島杢太郎においては、真野宮御造営という経験が経営面において有利に
働いたが、3代目間島杢太郎による神社本殿建築の造形・意匠を通して見ると、真野宮御造営によ
ってもたらされた「近代的」な側面が、本来から本質的に備えていた「伝統的」な側面を崩す要
因にもなった。神社建築の「近代化」は、建築家が主体となって行うからこそ完結できるわけで、
神社建築の「近代化」を地元の一棟梁が主体に実践した結果、江戸時代以来から継承された本質
的な「伝統」を崩すだけでなく、「近代的」な様式にも及ばない、「近代的」神社建築を真似した
ような簡易・簡粗な表現に陥ってしまったのである。一方で、その変化が見られるのは神社本殿
建築についてのみであり、ほかの社寺建築については江戸時代以来の造形・意匠を継承している。
3 代目間島杢太郎が、「伝統的」な側面を継承しつつ「近代的」な側面を受容し、その両面を尊重
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しながら使い分ける柔軟な感覚を備えていたことが窺える。 
社寺建築の「近代化」に対して一過性の中でしか関わりを持てなかった点に、地方の一棟梁と
いう立場の限界が窺える。一方で、3代目間島杢太郎の一棟梁としての優れた技量と経営力が、江
戸時代以来の「伝統的」な側面を継承する地方の一棟梁という立場を貫きつつも、その一過性の
中で可能な限り「近代的」な側面を受容し、その後の活動において有利に転換していった点に窺
える。 
佐渡島という地域に即した視点においては、明治以降に造営された社寺建築が江戸時代以来の
「伝統」を継承している一面がある一方で、真野宮御造営をきっかけに神社建築において「近代
化」がもたらされ、3代目間島杢太郎による真野宮御造営後の社寺建築の造形・意匠に「伝統的」
と「近代的」の両面が投影されることとなった。 
社寺建築専業とする活動を続けていく過程においては、大正 3 年(1914)に佐渡郡主催建築講習
会を受講して木造住宅に関する建築教育を受け、昭和 14 年(1939)に全国各地の社寺建築の様式な
どの調査を行い、佐渡護国神社造営のため各地の招魂社を視察するなど能動的な学習が見られた。
そのような能動的の学習を通して、自身の技術・技能を発展させ、新時代に対応する準備をする
と共に、多くの弟子を育成し、幅広く活動できるような有能な弟子を育てた。4代目間島杢太郎本
人と 3 代目間島杢太郎の弟子たち世代の工匠たちは、一般住宅を専業としながら社寺建築を手掛
ける技術・技能も備えており、山本嘉作や高見松蔵、梶原忠治などは東京に出ている。山本嘉作
は、田中角栄考案のハワイに五重塔を建設する計画の設計、施工を任され、梶原忠治と一緒に大
正後期から昭和戦前にかけて神社建築行政に関わる角南隆の指導のもと行われた明治神宮復興造
営(昭和 30・1955 年-33・1958 年)に関わった。高見松蔵は、昭和 19 年(1944)から 21 年(1946)に
かけて東京光学機械株式会社の工藝課に勤務し、昭和 24 年(1949)に新潟県文部省日本建築学会主
催の木造学校建物規格講習会、北陸耐震委員会主催の耐震建築物構造講習会などを受講し、昭和
24 年には佐渡郡大工組合の理事に就任、昭和 25 年(1950)には日本建築学会の会員になった。 
地域の中で社寺建築の造営や修繕などに関わってきた工匠にとっては、社寺建築という有限か
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つ制約がある生存競争の激しい分野において活動を続けていく上で、職人としての技量、技量を
基礎とした信用、棟梁としての経営能力が必要であり、従来の職能と技術・技能を発展させなが
らも、後継者を含む有能な弟子を育成し、工事内容に応じた労働力を確保し、多数の工匠や徒弟
を掌握して、工事を一括して処理しうる技量が必要であった。そして、継承した職能や技術・技
能を基盤に、内務省神社局・神祇院が関係する神社建築事業に対応できる技量を備える必要があ
り、能動的に関わり、新時代に対応できる体制を整える必要があった。 
社寺建築専業とする活動を貫いた 3 代目間島杢太郎は、一棟梁として経営者の技量も備えてお
り、江戸時代以来、培ってきた「伝統的」な側面を維持しながらも、内務省神社局・神祇院の関
係する神社造営事業に取り組み、建築家によって外部から持ち込まれた神社建築における「近代
的」な側面を受容した。そして、近代の神社造営事業において地元から必要とされる存在になり、
近代佐渡を代表する棟梁になった。 
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